
    
      
        
      
    

  






























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　バハールとコインブラの州境。両州を結ぶ街道には睨にらみ合うように関所が設けられ、州境には堅固な柵さくが連なるように設けられている。同じホルシード帝国の州ではあるが、反発し合う両者には必要不可欠なものであった。

　以前は人の往来も盛んで関係は良好だったのだが、アミルとグロールがそれぞれの太たい守しゅになってから関係が極度に悪化した。両者の仲を表すかのように、バハールとコインブラを隔へだてる関所の武装化は進み、現在は要塞といっても過言ではないものとなっている。通行や交易の制限はされていないが、対峙する衛兵たちは常に緊張感を漂わせている。〝戦いくさが近い〟という噂うわさが流れている今は特にそれが顕著である。

　その関所から少し南、海沿いに広がる森林地帯に、バハール軍の小隊五十名ほどが身を潜ひそめていた。とある任務のために普段より増強された編成だ。軍装はバハールのものではなく、旗も掲げられていない。統一の取れていない武具で身を包む彼らは、良くいえば傭よう兵へい団、悪くいえば盗賊の集まりと形容できる姿だ。

　その集団を率いる古参の小隊長が、広げた地図の一箇所を指し示す。

「よし、全員注目しろ。今日の標的はこの村とする」

「了解しました」

「いつも通りだが、作戦行動中にはぐれても救助は無理だ。各自、不測の事態に備えて退路を確認しておけ」

　作戦前に小隊長は必ず念押しを行う。死と隣となり合わせの任務、油断は禁物だ。

「もちろん分かってます」

「コインブラの奴らじゃあるまいし、迷うような真似はしません。我らは栄はえあるバハール工作隊です」

「分かっているならいいんだがな」

「任務の間は慎重に、帰りは馬車で一眠り。全く問題ありません」

　兵の一人が自信ありげに笑う。工作隊に属する彼らは、この一週間の間に三度の偵察任務、そして二度の略奪任務を成功させている。綿密な偵察を重ねた今、コインブラ軍の連中以上に地理には詳しいという自負があった。

　バハール側の州境には、物資運搬用の荷馬車を隠いん蔽ぺいした上で用意済み。物資を奪いそこまで戻ることができれば任務は完了だ。

「頼もしいが油断はするなよ。逆上した人間は侮あなどれん。村人に殺されるなど犬死にもいいところだからな。この地域で三度目となれば、流石さすがに警戒しているはずだ」

　この界隈の略奪の件はコインブラ州都に報告されているだろう。それが何者の手によるものかまでは分かっていないとは思うが。反乱軍残党、もしくは野盗の類たぐいと判断されているかもしれない。

「確かに、警備はかなり厳しくなっていますね。とはいえ、夜は穴だらけですが」

「安い俸ほう給きゅうだ。不眠不休で働く兵士など、そうはいないからな」

「じゃあ、俺たちは模範的な兵士ってやつですね」

　兵の一人が軽口を叩たたく。多目に見積もっても贅ぜい沢たくできるほどはもらっていない。とはいえ、それでも他の州の水準よりは上だが。

「ウチは恵まれているほうだぞ。第一、任務の度に特別手当が出ているだろうが」

「それとこれとは話は別です。俺たちは命を賭けてるんですから。アミル様が皇帝になったらもっともらえるようになるといいっすね」

「アミル様は我らの働きをよく見てくださっている。働きは必ず報われるはずだ。お前たちはまだ若い。功を積み重ねて更に上を目指していけ」

　危険な任務だが、後の見返りは相当大きくなる。小隊長はそう確信している。

　こんな州境の近くで略奪行為を繰り返せば、バハール軍の仕し業わざと露見するのも時間の問題だ。現に州境を巡回するコインブラ兵の数が増えてきている。そんな中で再び略奪に赴おもむくなど挑発行為以外の何ものでもないが、バハール総指揮官を兼ねるアミルはそれを狙ねらっているらしい。

　すぐにでも暴発すると思われたコインブラ太守グロールだが、予想に反して動く気配がない。根回しに慎重になっているのか、それとも軍備を増強中なのかは分からないが。アミルとしては〝相手から侵略を仕掛けてきた〟という事実が欲しいのだ。その上で〝賊軍を迎撃する〟という大義をもって徹底的に殲せん滅めつする筋書きだろう。

「まだ若いというのに、本当に容赦のないお方だ。いや、だからこそ帝国を率いるのに相応ふさわしいのか」

「それはそうですよ。アミル様のおかげでバハールは発展を遂げたんですから」

「ああ、その通りだな。あのお方には、是非とも皇帝になっていただきたいものだ」

　戦になれば太陽帝国に所属する州同士の争い、いわゆる内乱となるのだが、皇帝ベフナムは両州に介入する素そ振ぶりをまるで見せない。どちらが後継者に相応しいかを見定めているかのように、傍観を続けている。

　ベフナムも皇帝の座を得るまでに兄弟や親族を蹴け落おとしてきた過去がある。栄光の地位を摑つかむのに血を流すのは当たり前と考えているのだろうか。平民出身の自分には理解できそうにない考えだ。

　いずれにせよ、間違いなく戦になる。用意周到なアミルのこと、グロールがどのような行動に出ようと対処する算段をつけているはずだ。自分たち兵士はそれにつき従うだけで良い。最初で最後の大戦、できれば生き残って楽隠居したいものだと考えながら。

　両頰を叩いて余計な思考を振り払った後、小隊長は部下たちに告げる。

「よし、陽が落ちた頃を見計らって移動を開始するぞ。それまでは身体を休めておけ。言わなくても分かっているだろうが――」

「静かに目立たぬように、しかし緊張感を保ちつつ、ですよね。分かっています」

「油断して痛い目に遭あうのはご免ですからね」

「分かっているなら結構だ。さっきも言ったが油断はするな。慣れてきた頃が一番危ないからな。先達の教訓は実に為になる。だから俺は何度も同じ言葉を繰り返すんだ」

　小隊長が兵の顔を見渡すと、口調とは違い真剣な表情で頷うなずいている。兵たちは程良い緊張感を保っており、士気も高い。財政難に苦しむコインブラとは違い、バハールには余裕がある。兵たちへの俸給も十分に与えられ、戦死しても家族の生活は保障される。士気が上がらないわけがない。

　今回の任務も成功は疑いようがない。部下を見回した小隊長は満足そうに頷く。

　成功を積み重ね経験を積んでいけば、若い部下たちは更に上を狙うこともできるだろう。自分はもう五十に近く限界が見えているが、若者はそうではない。バハールの若き指導者アミル、そしてその右腕のファリド。彼らの台頭は若者に夢と野心を抱かせるのに十分だ。ベフナムの息子の幼きアミルがバハールに送り込まれたときは、とんだ貧乏くじだと思ったものだが、世の中というものは分からない。アミルにこれほどの才覚があるとは夢にも思わなかった。

　見事に皇帝の座に就けば、バハールはアミルのお膝元となる。ホルシードの皇帝自体が強力な後ろ盾だてとなるのだから、栄えい華がは約束されたようなもの。そこで暮らす者たちは更なる繁栄を迎えるに違いない。

　割を食うのは、反アミル筆頭のコインブラ、そしてバハールとは疎遠なゲンブやギヴといった州だ。ゲンブやギヴの使者が最近頻繁にバハールを訪れるのは、次期皇帝と誼よしみを結びたいという焦りの表れだろう。彼らはかつて、グロールを御み輿こしとして担ぎ出していたから。

　そのグロールはといえば、先の赤輪軍による反乱をアミルの策謀だと喧けん伝でんして回っているが、徒労に終わるに違いない。真実がどうであれ、落ち目のコインブラに肩入れする者などいない。それが世の中の常である。

「……運命ってやつか、それとも太陽神の思おぼし召めしか。一寸先は闇、実に恐ろしい話だな」

「何がですか、隊長？」

「いや何、コインブラの行く末に同情してやってたのさ。待ち受けるのは更なる地獄だろうからな」

「へへっ、お優しいことで。でも、同情を寄せる相手から奪うってのはどうなんですかね」

「今回は情けをかけてやりますか？」

　軽口を叩く兵士たち。無論そんなつもりはさらさらない。

「可か哀わい相そうだが仕事は仕事だ。我々は全力を尽つくさなければならん。世の中というのはそういうものだ」

　声を押し殺しながら笑ってみせる。自分の仕事は、一兵も失うことなく任務を成功させること。そして、退役した後で、彼らの立派になった姿を見ることができれば、自分の苦労も幾いく分ぶんかは報われることだろう。

　顎あごの無ぶ精しょう鬚ひげを抜いた後、小隊長は草むらの上で仮眠をとることにした。月は欠けることなく頭上に輝いている。今日の任務の成功を暗示しているかのようだった。




　――コインブラ州境近くのバハールの村。

　明かりは消え失うせ、人の気配は全くない。襲おそう村の名前など覚える必要はなかった。すでに物資を奪った集落か、そうではないか。ただそれだけである。

　小隊長は手で合図を送り、兵たちを呼び寄せる。皆殺しにする必要はないが、抵抗したら殺すことに一切の躊ちゅう躇ちょはない。村に見張りなどいるわけもなく、侵入は容易たやすく成功した。後の手て筈はずはいつも通り。住居に火を放ち、住民を叩き出して錯乱状態に陥おちいらせる。一箇所にまとめて男たちを縛しばり上げ、村長を脅きょう迫はくする。あるだけの物資を供出させて、撤収する。本物の野盗ならば女を攫さらうのだろうが、足手まといは必要ない。奪うのは物資だけだ。

「……よし、散開して俺の合図で火をつけろ。村人たちを叩き起こしてやれ」

「はっ」

　小隊長はそれぞれを配置につかせると、兵たちはあらかじめ熾おこしておいた火種を取り出す。腰から油の入った筒を取り出し、木造の家屋にぶちまける。

　最も緊張する瞬間だ。唾つばを飲み込み、兵たちに視線を送る。全員頷き、準備が完了したと報しらせてくる。――作戦開始だ。

「よし、火を――」

「そこまでだ、火つけ盗賊どもッ!!　指一本動かすんじゃねぇぞ!!」

　野太い声と同時に、村の家屋の上から松明たいまつを持った人間たちが次々に現れる。それは村の入り口、いや周囲すべてが煌こう々こうと照らされている。火をつけようとした家屋からは、扉を乱暴に開けて武装した男たちが続々と現れる。どこに隠れていたのかというほどの人数だ。

「くそっ！」

　血相を変えた部下の一人が、火を放とうとした瞬間、その額に矢が突き刺さる。鏃やじりは頭部を貫通し、家屋へと打ち付けられた。部下は口をパクパクと動かした後、舌をだらりと出して息絶えた。

「ドルカスがせっかく警告してるんだから、動いたら駄目だよ。こっちの声は聞こえてるでしょ？」

　屋根の上から若い女の声が聞こえてきた。思わず見上げると、武装した若い女がおり、弓には次の矢が番つがえられていた。放ったのはこの女のようだ。夜でも識別できる特徴的な赤い髪は、松明の明かりに照らされてまるで血のように赤黒く見える。

「隊長、皆殺しでいいんじゃないですか？　俺が言うのもなんだが、こんな屑くずどもを生かしておく必要はねぇと思うぜ」

「ま、そうなんだけどね。せっかくだし話をしてからでも遅くないかなって。殺しちゃったら口をきけないでしょ？」

「本当に隊長は物好きだな。まぁ、だから俺はこうして生きているんだけどよ」

「色々な人と話すのは面白いよね。ほら、人と話すたびに自分の世界が広がる気がしない？」

「俺はあまりしませんがね」

「そっか。ま、人それぞれだよね！」

　すでに勝利を確信しているかのような会話。小隊長は相手の様子を観察する。コインブラ軍の兵かと思ったが、どうも装しょう束ぞくが違う。どちらかというと、自分たちと同じ盗賊のような格好だ。装備の統一がなされていない。コインブラの鎧よろいを身につけているのは唯一この女だけ。自警団か、村人に雇われた傭兵くずれか。周囲を見る限りでは、敵兵は村の中に百名、村を包囲しているのが三百強といったところ。とても逃げられる囲みではない。

　交渉の余地があるかは分からないが、とりあえずは様子を見るのが最善だと小隊長は判断した。部下たちに剣を抜くなと手で合図して、屋根上の女に話しかける。

「待て、まずは話し合おうじゃないか。俺たちはここら一帯を縄張りにしている盗賊団だ。もしかして、獲物が被かぶっちまったのか？」

「人の家を漁あさるドブ鼠ねずみを捕まえに来たの。私たちの獲物は貴方あなただね。ほら、私たちはコインブラ軍だから。あ、ドルカスたちは私の直じき参さんで、ちゃんとした正規兵じゃないんだけど」

　弓の弦つるを鳴らして女が威い嚇かくしてくる。その顔は凶暴なものに変化している。先ほどまではにこやかに微笑ほほえんでいたはずなのに。

「……なら、分け前をやるから見逃すってのはどうだ？　落ち目のコインブラじゃ、どうせろくな俸給をもらってねぇんだろ？」

「貴方たちを捕まえればご褒ほう美びがもらえると思うし、別にいらないかなぁ。というか、それは貴方たちのお金じゃなくて、村の人たちのものだよね」

　言い切ると、女はさっと左手を上げる。同時に取り囲んでいた敵兵が部下たちを組み伏せ、縛り上げていく。それは自分も例外ではなかった。最悪の状況だが、まだ自分たちがバハール軍所属ということはバレていない。とはいえ、このままでは縛り首だ。なんとか隙すきを見て逃げ出すほか手段はない。

（どうする？　どうするのが最善だ？）

　考えている間に、屋根上から女が颯さっ爽そうと飛び降り、目の前までやってきた。

「私はコインブラ軍百人長、ノエル・ヴォスハイト。これから、貴方たちの尋問を始めるね。ドルカス、お願い」

「――はっ。てめぇら、その馬鹿どもをこっちに連れてこい！」

「く、くそッ、どけッ!!」

　一人の部下が強引に拘こう束そくを解き、松明の明かりが薄い方向へと全力で駆け始めた。他の二名もそれに続く。

「何やってんだ馬鹿野郎が！　おら、早く追いかけろ！」

「へ、へい!!」

　慌あわててコインブラ兵が追いかけていく。上手くいけば、一人ぐらいは逃げられるかもしれない。小隊長は思わずほくそ笑む。

「あはは、鬼ごっこの始まりだ。夜なのに元気だね！」

「吞のん気きなこと言ってる場合じゃないですぜ！　あれじゃ逃げられちまう！」

「うん、一人でも逃しちゃうと面倒だもんね。私に任せて」

　ノエルと名乗った女は、弓を構え、焦あせりも動揺も見せず、流れるような動作で矢を放つ。放たれた矢は、先頭を行く部下の背中を貫いた。射抜かれた兵は、数歩歩いたところでくずおれる。間髪容れず、残りの二名の部下もなんなく射殺してしまった。

「――ば、馬鹿な。このわずかの間に、三人射抜くだと!?」

　思わず驚きょう愕がくの声を漏もらしてしまう。

「す、すげぇな。弓も使えたんですかい。まさに、熟練の射手って感じでしたぜ！」

「あんまり弓は好きじゃないんだけどね。弦が切れたり、矢がなくなったら戦えないから。やっぱり槍やりとか鉄てっ槌ついのほうがいいよ。何度でも使えて頑がん丈じょうだし、急所を突けば一撃で殺せるしね！」

　そう言って、ノエルは腰につけた鉄槌を取り出す。背中には漆しっ黒こくの二又の槍。その異様さに小隊長は恐怖に駆られる。人を殺す前も、その後も、まるでなんでもなかったかのような表情。まともな人間とはとても思えない。

「な、なんなんだ、お前はッ」

「なんだって、ノエルって言ったでしょ。それでね、貴方たちバハール軍の人だよね？　今まで奪った物資はどこに運んだのか教えて欲しいなと思って」

「ち、違う、俺たちはただの――」

「そうそう、黙り込んだり噓うそをついたら、一つずつ罰ばつを与えていくね。ドルカス、さっき村の人からもらった鉄釘をちょうだい。それと、その人の口に猿さる轡ぐつわをしておいて。夜中にうるさいと村の人が寝れないもんね」

「……本当にやる気で？」

「嫌ならあっちにいてもいいよ。私がちゃんとやるから」

「い、いや、そういうわけにはいかねぇ」

「そっか。じゃ、身体をちゃんと押さえててね」

　そう言って屈かがむと、隣で拘束されていた部下の右足にいきなり鉄製の長釘を打ち込む。続けざまに三本だ。哀れな部下が形ぎょう相そうを変えて激しく身をよじる。悲鳴は猿轡によって抑えられているが、その激痛は察するに余りある。

「な、なんてことをするんだ！」

「その人が死んだら次の人にいくから。心の準備をしっかりしておいてね」

「馬鹿なことはやめろッ！　貴様、情けというものがないのか！」

「村の人から容赦なく奪ったくせによく言うよね。さーて、次は左足。その後は両膝、両手、両腕。あ、ついでに肩にも一杯打ちつけよう。最後は頭にやるから、話すなら早くしたほうがいいよ」

　そう言って、左足に錆さびた鉄釘を打ち込む。哀れな部下は必死にもがくが、拘束は厳しく、解くことはできない。目は充血し、身体は痙けい攣れんし、脂汗がだらだらと流れ落ちている。猿轡がなければ、恐ろしい悲鳴があがっていたことだろう。あの様子では、途中で死んでしまうに違いない。

「ほら、さっさと来い！　次はお前の番だからな。隊長の言った通り、覚悟を決めておけ！」

「や、やめてくれ！　嫌だ、助けてくれ！」

　次の生いけ贄にえが運ばれてくる。目の前で惨劇を見せつけられた部下は、必死に泣き叫んでいる。普段の戦で命を賭けるのとは全く違う。処刑台に連れてこられて、平静でいられる人間などそうはいないだろう。現に、自分の身体も震えが止まらない。

「やめて欲しいなら早く言えばいいのに。本当のことを言ったら、この人以外はすぐに解放してあげる。これは約束。それで、今まで奪った物資はどこに運んだの？」

「う、し、し――」

　知らないと答えようとすると、ノエルが口元を歪ゆがめる。楽しそうに鉄槌を手に打ち鳴らして弄もてあそんでいる。知らないと言ってしまえば、再び釘が打ち込まれる。ならば話してしまうか。貯蔵場所を教えたところで何もできはしないだろう。部下の命がそれで助かるならば、安いものかもしれない。

「た、隊長、こいつ、本気で俺たちの頭に釘を打ち込む気ですッ！」

「わ、分かった。俺の知ってることは全部話す！　俺の懐ふところに地図が入っている。物資の貯蔵場所を教えるから、それで勘弁してくれ！」

「へっ、物分かりがいいじゃねぇか。どれどれっと」

　ドルカスと呼ばれていた白しら髪が頭の男が、懐に手を入れ、地図を取り出す。震える手でそれに場所を記す。当然ながら許されるべき行為ではない。だが、これ以上の犠牲を出さないためには止やむをえない。責任は、自分が取るしかない。

　ドルカスはその地図をノエルに見せると、頷いて立ち去っていった。ノエルは後ろを振り返り、フードを被った人物に声をかける。

「リグレット、後のことは任せるね。私はちょっと出かけてくるから」

「……一体どこに行かれるんですか？　まさかとは思いますが、物資を取り返しに行こうなどと――」

「うん、まずこの人たちの荷に駄だ隊たいを潰つぶして、近くの屯とん所じょを潰すの。その後で、貯蔵庫からありったけの物資をもらっていくつもり！」

「な、何を馬鹿なことを！　私たちの任務は物資奪還ではないでしょう！」

「あはは、ついでだよ、ついで」

　そう言うと、ノエルがこちらへと近づいてくる。

「ね、それにしても随ずい分ぶんと余裕だったみたいだね」

「な、なんのことだ？」

「あんなところでのんびりと休憩してるから。貴方たちが森に入ってからずーっと見張ってたんだよ。ね、気づかなかった？」

　目の前に来て、ノエルが頰を両手で挟はさんでくる。優しい笑みを浮かべてはいるが、その手は血でべっとり染まっている。ぬるりとした感触が脳を焼いていく。

「ず、ずっとだと？　ま、まさか」

「貴方が気持ち良さそうに眠っていたところも見てたよ。いつでも殺せたんだけど、おびき寄せてからのほうがいいかなって。あまり騒ぐと、荷駄隊に逃げられちゃうしね。奪った物資を馬車で運んでるんでしょ？　森の近くに新しい車輪の痕あとが残ってたし。ちゃんと調べたんだよ」

「そ、そんな、馬鹿な」

　身体が震える。目の前の化物が、暗闇の中からこちらを窺うかがっていた。首筋に刃やいばを突きつけて。

　小隊長が恐怖に顔を引き攣つらせていると、ノエルが命令を下す。

「それじゃ、この指揮官ぽい人だけ太守のところに連れていこうか。多分証拠にはならないだろうけど。リグレット、この人はよろしく」

「――分かりました。しかし、貴方がしようとしていることもすべて報告しますよ。これは明らかに独断専行です」

　舌打ちしながら敬礼した後、一言付け加えるリグレット。

「別にいいよ」

「隊長、出発準備ができましたぜ。ああ、このうぜぇ女をぶっ殺せって命令ならいつでもどうぞ。部下ともども喜んで参加させてもらいます。せっかくだし今やっちまいましょうか。名誉の戦死ってことで片付きますぜ」

　ドルカスがリグレットへの敵意を露あらわにしながら、ノエルに敬礼をする。リグレットは再び舌打ちして、わざとらしく口元を押さえる。

「ねぇ、白髪頭の浮浪者さん、お願いだから息をしないでくれない？　饐すえた臭いで脳が腐りそうだから」

「死ぬほど陰気くせぇクソ女に言われちゃお終いだ。力もなけりゃ頭も働かない、まさに無駄飯食らいって奴だ。お前がいなくなりゃ、クソ高い税金も少しは安くなるだろうよ。そうだ、今すぐ自害しろよ。お互い顔を見なくて済むし、いいこと尽くめだろう？」

「隊長にぶちのめされた負け犬の分際でよく吠えるじゃない。精々背中には気をつけなさいよ」

「お前みたいなクソ女に刺されるほどヤワじゃねぇぜ。万が一にもありえねぇ」

「盗人ぬすっと風ふ情ぜいが偉そうに。野蛮な猿は山で屑石でも掘ってなさいよ。どうせ何も出ないでしょうけど？」

「俺たちの仕事を馬鹿にするんじゃねぇ、雌め狐ぎつねがッ！　俺たちが掘った金で散々贅沢してきたくせによ！」

「フン、馬鹿みたいに掘るしか能がないからでしょう？　野蛮な猿は私たち貴族の言うことを大人しく聞いていればいいのよ」

「言いやがったな？　今すぐ撤回しねぇと本当にぶっ殺すぞ！」

「ふん、やってみなさいよ！」

　リグレットとドルカスが剣けん吞のんなやりとりを延々と繰り広げる。しばらくの間ノエルは面白そうに眺ながめていたが、はいはい終わり終わりと強制的に中断させた。

「ね、仲が良さそうなのはいいんだけど、今はすごく忙しいんだよね。朝までにやらなきゃいけないこともあるし」

「仲が良いですって？　隊長、貴方の目は腐っているんじゃないですか？　まぁこの盗賊どもを部下にする時点で、腐っているとしか思えませんけどね。その小汚い眼鏡めがねのついでに、目も念入りに洗ったほうが良いかと。頭は手遅れでしょうけど」

　矢継ぎ早に罵ば倒とうするリグレット。その身体を押し除のけ、ドルカスが吐き捨てる。

「なぁ隊長、このクソ女ここで解任しちまいましょうや。そしたらすぐにぶちのめしてやります。一人じゃ何もできねぇくせに、俺たちを差別しやがって！　本当に我が慢まんならねぇ！」

「ね、時間がないって言ってるんだけど。もしかして、私の言葉が聞こえないのかなぁ？　もしそうなら、聞こえるようにしてあげるけど」

　ノエルの表情から笑みが消え真顔になると、ドルカスとリグレットは顔を強こわ張ばらせて背筋を正す。ノエルの手には鉄槌と、鉄釘が握られている。

「ドルカス、百人で先行して盗賊の荷駄隊を潰してきて。私は残りを連れて屯所を潰すから。そうしたら合流して貯蔵庫に行くよ」

「そ、そいつはちょっと大胆すぎませんかね。いや、大胆というか、なんというか」

「相手は絶対油断しているから平気だよ。今すぐなら、きっと上手くいく。むしろ、好機は今しかないかな」

「隊長がそう言うなら、従いますがね。その場所に何もない可能性だってあるんですぜ？　死を覚悟で噓をつくってことも」

「何もなかったら、きついお仕置きをするだけだよ」

　ノエルは笑っている。もしも噓を教えていたら、後でどんな目に遭わされていたことだろうか。想像するのも恐ろしい。

「あと、約束とはいえ、こいつらを逃すのはまずくないですかね。解放したらすぐに仲間に知らされますぜ」

　ドルカスが、拘束された部下の背中を蹴り飛ばす。

「約束は約束だし、ちゃんと解放してあげないと。ま、その後のことは知らないけれど」

　ノエルの含みのある言葉に、小隊長は思わず激げき昂こうする。部下を助けてくれるという約束だから、大人しく従ったのだ。そうでなければ機密を漏もらすわけがない。

「おい、その後は知らぬとはどういうことだ!?　部下は解放すると、確かに約束したはずだろう!!」

「うん、約束通り私たちは見逃すよ。私は貴方たちを許してあげる。でも、襲われそうになった村の人たちはどうかなぁ？　貴方たちのしてきたことは、ここらへんの噂になってたから。恨うらみに思ってる人もいるかもしれないね」

「ふ、ふざけるな！　部下の無事を約束しろッ!!」

「あはは、そこまでは面倒見れないよ。それじゃ、私は忙しいから」

　精々頑張ってねとノエルは言い放つと、興味を失ったように歩き始める。

　それと入れ替わりに殺気だった村人たちが現れる。手には鍬くわや鎌かま、鉈なたなどの農具を持って。火付けをして糧かてを奪おうとした連中に対して慈じ悲ひの心などはないだろう。

　リグレットがこっちに来いと冷たく呟つぶやくと、小隊長を強引に連行していく。縛られたままの部下たちは、村人たちに追い詰められていく。

　小隊長は唯一止められるであろう人物、ノエルに向かって必死に叫ぶ。

「貴様、こんなことが許されると思ってるのか!?　お前も武人ならば、情けぐらいあるだろう！　頼む、部下だけは助けてやってくれ！」

「私は約束通り、殺さずに解放してあげた。だからなんの問題もないと思うけれど。――それにね」

　ノエルは振り返り、白い歯を見せて愉快そうに笑った。

「この世界は理不尽なことだらけでしょ？　だから仕方がないよ。そう思わないと、とてもじゃないけど生きていけないもの」







　州都に戻り父ウィルムへの報告を終えたリグレットは、自室で一息ついてから手帳を開く。

　先ほどのウィルムは、とても信じられないといった表情を浮かべていたが、報告している自分も馬鹿馬鹿しいとしか思えない。だが事実なのだから仕方がない。

　あの後、ノエルは白しろ蟻あり党の連中を率いてバハールとの州境で待機していた荷駄隊を襲撃。これを奪取した後、巡回する兵たちの拠点である屯所に攻撃を仕掛けて潰かい走そうさせる。更にはバハール軍の貯蔵庫にまで襲撃の手を伸ばし、物資の奪還に成功するという鬼神のごとき働きを見せた。

　それを聞いたリグレットは当然疑ってかかったが、荷馬車に満杯に詰め込まれた物資を見せられては信じざるをえなかった。物資は被害に遭った村々に分配してもまだ余りあるほどの量であった。

「本当に、凄すさまじいほどの化物ね。まるでおとぎ話に出てくる〝鬼〟みたい」

　リグレットは口元を歪めて吐き捨てる。

　太守グロールはノエルを手放しで称賛し、コインブラ十字勲章を授けるほどに上機嫌であった。次の任務に成功した暁あかつきには、上級百人長に出世させるというお墨付きまで与える始末。先日の反乱以来やられっぱなしだった意趣返しができたことが相当嬉うれしかったらしい。

　様子見扱いだった白蟻党も今回の働きにより、正式にコインブラ軍に参加することが認められた。ただし、ノエルの直参になるのはドルカスのみだ。五百人ほどいる元鉱夫たちは、コインブラ軍所属の兵士の身分となる。百人長の俸給で全員を養えるわけがないのだから当たり前ではあるが。配置は当然ノエル隊になる。

　リグレットは舌打ちしてから手帳を閉じると、疲れきった表情で天井を見上げる。

「あの凄まじい武力、冷静な判断力、白蟻党をいきなり制御してみせた統率力。すべて兼ね備えているあの田舎いなか娘は、まさに英雄の素質ありってことか」

　貶けなしてはいるが、リグレットには到底真似できないとも思う。ノエルに勝っているといえるのは、精々がウィルムの娘であるという血筋、家柄ぐらいか。他の能力はすべて劣っている。もう認めざるをえない。

　太守の信を得たノエルは、これから間違いなく軍で頭角を現していくだろう。そして、自分は副官としてそれをまざまざと見せ付けられなければならない。ノエルを監視せよというのが、父の命令だからだ。逆らうことはできない。

　とはいえ、ノエルが英雄でいられるのも短い間であろうが。父ウィルムはグロールに見切りをつけている。敵対関係にあるバハール公アミルに近づいているのがその証左。いずれコインブラ将軍という地位を利用して、なんらかの行動をとることだろう。そのときがグロールの最後であり、英雄物語の幕が下りるときだ。ウィルムに対して親愛の情など抱いてはいないが、優秀な謀略家であることは疑いようがない。父が時機と手筈を見誤ることはない。

　リグレットはグロールに密告するつもりもない。上がどうなろうと興味もない。もはや、何もかもがどうでも良くなっていた。

「……馬鹿馬鹿しい。本当に馬鹿馬鹿しいわ」

　リグレットは懐から短剣を取り出し、自分の首筋に刃を当てた。今までも何度か死のうと思ったことはある。だが、今日ほど己の矮わい小しょうさと才能のなさを実感させられたことはない。これ以上生きていてもいいことなどあるわけがない。ウィルムがコインブラの実権を握ったとしてもだ。父と弟には馬鹿にされ続け、周囲からはウィルムの不肖の娘として見られ続けるのだ。いつか自分というものを確立できると信じていたが、それはただの夢物語だった。愚か者はいつまでたっても愚か者。あの野蛮な白髪男、ドルカスの言葉はすべて正しい。ならばとっとと死んだほうがマシだと思った。

「私が死んでも、誰も悲しまないでしょうけど。ふふ、本当に馬鹿馬鹿しいじゃない」

　今日はいつもと違い、これを実行に移せるような気がした。恐怖心よりも、倦けん怠たい感のほうが上回っている。これもノエルのおかげかと思うと実に皮肉なものだ。

　ウィルムとロイエは清せい々せいしたという表情を浮かべるに違いない。肉親だというのに実に憎らしい人間だ。そして誰も悲しみはしないだろう。リグレットは最後に盛大に舌打ちした後、刃を一気に滑すべらせようとした。

「それがコインブラ式の自決方法なんだ。でも血が一杯噴き出しそうだね。きっと掃除が大変だよ」

「――ッ!!　ノ、ノエル隊長、なんで貴方がここに!?」

「ノックしても返事がないから。鍵は開いてたから勝手にお邪魔しちゃった。ごめんね？」

　隙を突いたノエルは早足でこちらに駆け寄ってきた。

　リグレットの短刀を握る手が、ノエルにより押さえつけられる。凄まじい力で全く動かすことができない。ノエルは特に動じる様子もなく短刀を強引に取り上げると、えいっと言って壁に投げつけてしまった。短刀が壁に深々と突き刺さる。

「私が習ったのはね、喉のど下もとに刃を突き刺すやり方。そうすれば絶対に死ねるって。でもさ、あれって痛そうだよね」

　片目を閉じて冗談っぽく喉を擦さするノエル。リグレットはしばし呆あっ気けに取られていたが、沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてくる。

「……コインブラの新たな英雄のノエル様が、一体何をしに来たんですか。家柄だけが取り得のこの愚おろかな女を笑いに来たんですか？」

「シンシアが、貴方の様子がおかしいから気にしたほうがいいって。で、とりあえず止めてみたんだけど」

「では今すぐ出ていってください。私が生きようが死のうが勝手でしょう。貴方には全く関係がない。はっきり言って、貴方の存在が心底目め障ざわりなんです」

　リグレットは舌打ちして追い払う仕草を取る。階級は同級とはいえ、自らの隊長に対してとっていい態度ではない。もしかすると、腰につけた鉄槌で叩き潰されるかもしれない。それならそれで良いと、リグレットはわざと無礼な態度を取った。

「ま、そうなんだけどね。ほら、こんな晴れた日に死ぬなんてもったいないかなぁって」

　ノエルはカーテンを開け放ち、窓から日光を取り入れる。確かに、腹立たしいほどの晴天だった。

「死ぬのに天気なんて関係ないでしょうが！　馬鹿馬鹿しいッ！」

「すごい関係あるよ。私は晴れの日には死にたくないんだ。日ひ向なたぼっこしたり忙しいしね。晴れの日に死ぬなんて、絶対に嫌だなぁ」

　能天気に笑うノエル。こんな馬ば鹿か面づらをした田舎娘が、先日の武功を立てたのだから堪たまらない。反乱軍首領を捕らえるという手柄も入れればすでに二度目である。全く英雄に似つかわしくない。

「じゃあ雨の日に死になさいよ！」

「それも無理。大嫌いな雨の日に死ぬなんて嫌だし。あと曇りの日も嫌かな。なんか中途半端だよね！」

「晴れも駄目、雨も駄目、曇りも駄目。貴方はいつまでたっても死ねないじゃないですか」

　リグレットがわざとらしく呆あきれて見せると、ノエルは深々と頷く。

「そうなんだよね。私は幸せになるまで死なないんだ。皆との約束は守らないといけないし」

「――幸せ、ですか。フン、貴方は幸せになりたいとよく言い回ってますが、どうしたら幸せになれるか分かっていないんでしたよね。馬鹿なんですか？」

「うん、だから頑張って探してるんだ」

「何が幸せかも分からないで、幸せを探すなんて支し離り滅めつ裂れつです。貴方、本当に頭がおかしいんじゃないですか？」

　リグレットが罵ば声せいを投げかけるが、ノエルは少し首をかしげた後、薄く笑う。

「あはは、そうかもしれないね」

「かもではなく、そうなんです。貴方は、頭がおかしいんですよ」

「でも〝そう〟させられたんだから、仕方がないよ。それに世の中は理不尽で一杯だしね」

　ノエルは楽しそうに呟つぶやくと、リグレットの髪を両手でぐしゃぐしゃと丸めてきた。髪がひどいことになってしまった。死ぬのだからどうでも良いはずなのだが、この娘に馬鹿にされているかと思うと無む性しょうに腹が立つ。

「な、何をするんですか!?」

「人の悪口を言ってるときと、舌打ちしているとき。リグレットはすごい活き活きして、目が暗く輝いているよね。その性根の悪さは謀略家向きだね。お父さんにそっくり！」

「私を遠回しに馬鹿にしてるんですか？」

「ううん、褒ほめてるんだよ」

　リグレットはそうですかと呟き、立ち上がる。突き刺さった短刀を取りに行こうとしたが、しばらく考えてから再び座りなおした。

「あれ、もう死ぬのはやめたの？」

「馬鹿と話していたら気力が尽きましたので。死ぬのは当分延期にします」

「そうなんだ。じゃあさ、どうしたら幸せになれるか一緒に探さない？　シンシアも探してくれるんだけど、三人ならもっと早く――」

「遠慮しておきます」

　一言だけ吐き捨てて却下する。ノエルは口を開けたまま、固まっている。数秒後、そっかと呟いて残念そうに肩を落とした。

　リグレットは乱れた黒髪を指で整えた後、視線を逸そらしてから、極めて小さな声を絞り出した。

「まぁ、貴方が私にも幸せをくれるというのなら、ほんの少しぐらいなら手伝ってあげないこともないですが」

　一拍後、自分は何を口走ってるんだと思わず口元を押さえてしまう。だがすでに遅く、ノエルはとても嬉しそうに満面の笑みを浮かべた。

「うん、約束する！　じゃあ、一緒に幸せになろうね」

　まるで気き障ざな男の口く説どき文句のようだと感じながら、リグレットは机にうつぶせになった。

（どうしてこうなったのか、まるで意味が分からない。死のうとしていたら、いつの間にか馬鹿の勢いに巻き込まれてしまった。わけが分からない）

　ちらりと顔を上げると、ノエルは日向で日光を浴びながら大きく伸びをしている。元々赤い髪の毛は、日光を浴びて艶つや々つやと輝き始める。白い肌は赤みを帯び、全身から何か白い光のようなものが滲にじみ出ているような錯覚に陥る。こいつは本当は人間ではなく、草花が化けた魔物の類なのではないかと、リグレットは一瞬本気で考えてしまった。

「あー、今日もいい一日になりそうだなぁ。あ、今少し幸せを感じたかも！」

「私はすでに最悪の一日です。ようやく楽になる覚悟ができていたのに。どこかの馬鹿のせいで台無しですから」

「それは残念だったね。じゃあ、楽しくなれるいいものをあげる」

　軽口を叩いた後、ノエルは腰に着けたラッパをこちらに投げてきた。それは、部隊に命令を伝える軍隊ラッパ。

「これを一体どうしろと？」

「私の大事な宝物。でも貴方にあげるよ。私の大事な副官だからね」

「せっかくですが、本当にいらないのでお返しします」

　ラッパを差し出すが、ノエルは首を横に振り、受けとろうとしない。

「一度あげた物はもう受けとらないよ。そういうものだからね」

「全く意味が分からないのですが。貴方の行動は本当に理不尽すぎます」

「そうかな？」

「そうです」

　リグレットは仕方ないと溜ため息いきを吐ついた後、ラッパを腰にぶら下げることにした。これ以上馬鹿に構っていては軍務に差さし支つかえが出る。大人しく持っていれば済むのであれば、それで良いだろう。そう判断したのだ。

　死のうと思っていた決意は、ノエルに対する呆あきれと怒り、そして馬鹿馬鹿しさで完全に塗り潰されてしまっていた。
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　世間は色々と騒がしさを増していたが、ノエルは相変わらず楽しい毎日を送っていた。日が暮れるまで白蟻党の面々と訓練を行い、夜になれば酒を片手に大騒ぎ。

　もちろんラッパの練習も忘れてはいない。嫌がるリグレットを参加させ、各自が俊敏に動けるように頭と身体を慣れさせる。二週間もすると、シンシアも目を見張るほどの動きを見せるようになっていた。

「素晴らしいな。これがあの汚らしかった、いや、身なりが整っていなかった人間たちとは思えない。うん、立派なものだ」

「シンシア様、そりゃ言い方を変えただけで、なんのフォローにもなってませんぜ」

　慌てて言い直したシンシアに、白髪頭のドルカスが苦笑する。その手には年季の入ったラッパが握られている。ノエルからラッパを託されたのは、副官のリグレットと白蟻党のドルカス。リグレットはコインブラ兵、ドルカスは白蟻党の纏まとめ役をそれぞれ担っている。両者の手た綱づなを握るのがノエルの役目ということになる。

「気を悪くしたなら謝罪する。そういうつもりではなかったのだが……」

「いやいや、お気になさらず。リグレットの馬鹿に比べりゃ可か愛わいいもんで。あの女、俺たちのことをいまだに人間として見やがらねぇ。本当に腹の立つ女だ」

「リグレット殿との関係改善はいまだになっていないのか」

「へっ、猿呼ばわりしてきやがる女に尻尾を振るほど落ちぶれちゃいません。それに、俺たちが認めてるのはノエル隊長だけだ。あの人との約束だから、俺たちはここにいる」

　敵意を露あらわにするドルカスに、シンシアは「ならば仕方あるまい」と曖あい昧まいに頷くほかない。階級は自分のほうが上だが、リグレットは将軍ウィルムの娘。親子の関係は悪いらしいが、面と向かって注意を与えるのは難しいのだ。

　何より、あの性格だ。本音を言えば、シンシアも苦手である。口を開けば嫌味と皮肉ばかり。まともに話していると、思わず手を出しそうになる。だから、シンシアはできる限り避けるようにしている。無益な衝突をする必要はない。

　そのリグレットを、強引にとはいえ抑えているノエルは実に大したものである。

「……ところで、そのノエル隊長はどこにいるんだ？　今日もお前たちと訓練していると思って来てみたのだが」

「あー、隊長なら今日は若君と一緒に書庫に行くと言ってましたぜ。珍しい本を見せてもらう約束があるとかなんとか。兵の訓練は俺に一任すると言われましてね」

　確かに、以前そんなことを言っていたような気もする。ノエルが大人しく読書をするなど想像することすら難しいが、人は見かけによらないとも言う。訓練を放り出してまで行く必要があるかは疑問だが、エルガーとの約束ならば仕方もあるまい。一任するなどと偉そうな言葉に対しては文句の一つも言ってやりたいが。

「なるほど、ならば私も顔を出してみるか。若君相手に無礼をしているといけないからな」

「へへっ、もう遅いかもしれませんがね。それじゃ、俺は訓練に戻りますんで」

　そう言うと、ドルカスはラッパを片手に歩き出す。高らかに集合ラッパを奏でると、剣を打ち合わせていた兵たちが慌てて駆け寄ってくる。元々武装集団だったので、慣れるのも早い。この隊をノエルが先頭に立って率いれば、さぞかし活躍することだろう。

　高らかに笑いながら馬を駆り、二又槍を掲げる赤髪の将。それを想像すると、思わず身震いがする。

「あいつの行く末は果たしてどうなるのだろうか。うーむ、やはり、全く想像できないな」

　シンシアは苦笑した後で、空を見上げる。最近は雨が少なく、快晴が続いている。今日もノエルの機嫌は良いことだろう。




　城の書庫に入ると、奥から楽しげな声が響いてくる。この書庫はコインブラの史書やら兵ひょう法ほう書に文学書、果ては貴族の手記までありとあらゆる本が詰め込まれている場所だ。今のところ特に活用されている様子もないが、記録というのは大事なもの。専属の司書の手により管理が行われている。

　その声に誘われて本棚の並びを抜けていくと、大きな筆を咥くわえながら腕組みをしているノエルの姿が目に入った。まるで葉巻でも吸うかのように、咥えた大筆を上下に揺ゆらしている。実に偉そうな態度である。

　それを取り囲むようにエルガー、侍じ女じょ、司書たちが興味深げに覗のぞき込んでいる。一体何をしているのかと思いこっそり近づいていくと、白い布にノエルが絵を描こうとしているようだった。

「……これは一体どういうことだ。珍しい本を読んでいるのではなかったのか？　訓練を放り出して楽しくお絵描きとは、中々面白いことをしているじゃないか」

「げげっ、シンシア！」

　背後から声をかけると、小さな悲鳴を上げて筆を口から落とすノエル。慌てて言い訳しようとするのをエルガーが笑いながら宥なだめる。

「そんなに慌てるなノエル。シンシアよ、約束の本についてはすでに読み終えてしまったんだ。だから叱しからないでやって欲しい」

「そうなのですか？」

「うん。コインブラの哲学者の書などを貸し与えたのだが。ノエルは半日もたたぬうちに読破してしまった。それだけでは飽き足らず兵法書やら歴史書まで読み漁あさっていたぞ」

「……本当なのか、ノエル？　まさか、調子に乗って若君を欺あざむいているのではあるまいな」

　エルガーの言葉に、シンシアは疑わしげな視線をノエルへ向ける。適当にパラパラめくって読みましたと自信満々に宣言しそうだからだ。この娘ならばやりかねないというより、平然とやるだろう。相手が太守の子息であったとしても。

「ちゃんと読んだよ。本を読むのは結構速いんだ。あんまり、私の目的に合いそうなのはなかったけど。でも、結構面白かった」

「ほほう」

「一番面白かったのは、コインブラの歴史の本だね」

「……その本に面白いことなどなかっただろう。ほとんどが敗北の歴史のはずだ」

　ホルシードに支配される以前の、コインブラ王朝の歴史はほとんど残っていない。あるのは、いかに無様に負けていったかというものばかり。コインブラが弱兵と呼ばれる所以ゆえんは、こういった事柄ばかりが誇張されていったからでもある。

　では、真実はどうだったかというのは、今のシンシアには調べようがない。

「うーん。結論から言うと、この国は色々とツいてなかったね。世の中そんなものだけどさ。でも、大事なのはこれからだね」

　などと偉そうに顎を撫なでながら語り始める。後継者たるエルガーに対しての非礼にあたるので、早速教育を行うことにする。

「分かったようなことを言うな、この馬鹿者が！」

「痛っ」

　手加減をした拳げん骨こつをコツンとくれてやると、ノエルは情けない顔をしながら頭を押さえている。痛みは与えていないので、ただの演技である。その証拠に、舌を出してニコニコと笑っている。

「シンシア様、ここではお静かにお願いします。貴重な書が沢山あるので、万が一があってはいけません」

「こ、これは失礼を」

　瘦そう身しんの司書に窘たしなめられ、シンシアは慌あわてて謝罪する。ノエルが隠れて得意気に笑っていることは当然見逃さない。

「あ、シンシアが怒られているのを見たら思いついちゃった！　さすがシンシアだね」

「……おい。それはどういう意味だ！」

「うるさくするとまた怒られるよ。――それじゃ、ささっとね！」

　大筆を一回転させて、ささっと白布へと走らせる。赤色が白布に染み込み、あっという間に形を成していく。

　描き上がったのは、交差する二本の槌の絵。何かの紋章のつもりだろうか。意外と上手く描けており、このまま外に出しても恥ずかしくはない出来栄えだ。

「なんだこれは？」

「旗印用の紋章かな。騎士は家紋を隊旗として掲げるんでしょ？　さっき読んだ本に書いてあったんだけど。それで、私には家紋なんてないから、若君に考えてもらおうとしたんだ」

「生あい憎にく、私もそういうことに疎うとくてな。紋章といえば、天てん秤びん以外に思いつかない。それ故ゆえ、皆で集って知恵を絞っていたのだ。下手なものでは、ノエルの恥となると思ってな」

「ノエル様、その二本の槌にはどんな意味があるのですか？」

　侍女が率直に疑問を投げかける。それに対し白布を手に取ると、誇らしげに翻ひるがえした。

「この交差する二本の鉄槌は、私と若君の約束を表すんだ。つまり、約束の証あかしがこの紋章ってこと。この二鎚の旗がある限り、私は全力で働くよ」

　得意気な顔で語るノエル。なるほどと感心した様子の侍女と司書。そして顔を真っ赤にして言葉を失っているエルガー。

　そのエルガーの様子を見て、シンシアの頭にある光景が浮かんでくる。成長したノエルとエルガーが壮そう麗れいな装束を纏い、民たちに手を振っている姿。エルガーは太守の地位を受け継ぎ、コインブラ領を見事に発展させていく。ノエルはそれを支える妻として控えめに横に立つ。

　では、そのとき自分はどうしているのだろう。おそらくは、彼らの子供の護衛兼養育係として忙しい日々を――。

「……待てよ。ということは、私はノエルを奥方と呼ばねばならんのか？」

「ぼーっとしちゃって、どうかしたの？」

「あ、い、いや、なんでもない！　うん、なんでもないのだ！」

　ぽかんとした表情で問いかけてくるノエルに、妄想を振り払い慌てて返事をする。いくらなんでも、身分が違いすぎるので実現することはないだろうが、エルガーがノエルに特別な感情を抱いてもおかしくはない。窮きゅう地ちを助けてくれたという強い印象。更に見栄えは良いし、腕も立つし、コインブラでは将来有望な若手の筆頭だ。それらを考えるとおかしくはないが、色々とまずいだろう。ノエルの性格的にだ。

　とりあえず釘を刺しておこうとしたとき、エルガーが表情を曇らせながら言葉を発する。

「よし、その紋章については私から父上にお願いしておく。正式なものとして認められるはずだ。……完成したことだし、今日はこれでお開きにするとしようか」

　笑顔だったエルガーだが、小さく溜息を吐くと一転して暗い表情を浮かべる。

「うん、いいけど。ね、なんだか今日の若君、元気ないね。笑ってるときもなんだか疲れてるみたいだし」

「……ああ、実は母君の体調があまり芳かんばしくなくてな。新しい侍じ医いもよくやってくれているのだが、快方に向かわないんだ」

　エルガーは両目を瞑つぶり溜息を吐く。まだ十二だというのに、その声はひどく疲れて大人びている。

　サーラはロックベルから脱出する際、矢傷を負っていた。それほど深手ではなかったので安心していたのだが。もしそれが原因ならばシンシアの責任である。

「若君。もしや、先日の矢傷が――」

「いや、それは違う。矢傷は完全に癒いえたが、心労が祟たたり病やまいを患わずらったと侍医は言っていた。近頃、このコインブラは色々なことがあったから、母上も疲れていたのだろう。……最近はろくに食べることもできず、水と果実片しか摂っておられぬのだ。身体は瘦せ細っていく一方でな」

「そうでしたか……」

「なに、これも暑さゆえの一時的なものだと思う。ゲンブ州から薬や珍しい食べ物なども届いたので、間もなく良くなられるはずだ。母上がいなければ、父上も寂しいであろうからな」

　無理をして笑ってみせるエルガー。シンシアはなんと言って良いか分からず、静かに頷くことしかできない。それは侍女も司書も変わらない。

　だが、ノエルは静かに立ち上がると、エルガーの肩をポンと叩いた。

「うん、きっと大丈夫。お日様みたいに明るく元気にいこう。そのほうがきっと上手くいくよ」

「ノ、ノエル！　若君に対して無礼だぞッ！」

「……良いのだ。確かに、暗い顔をしていても母上は喜ばぬ。ならば私だけでもしっかりしていなければ。ノエルよ、礼を言うぞ」

　激昂するシンシアを制止し、エルガーが告げる。そして、何かを思いついた様子で言葉を繫つなげる。

「そうだ、先ほどゲンブから食べ物が届いたと言ったと思うが。実は、彼かの州から使節団が参ったのだ。彼らを歓迎するため、明日は晩ばん餐さん会かいが開かれる。都合がつけば、そなたたちも出席すると良い」

「うん、分かった、じゃなくて分かりました！」

「ははっ、私は敬語でなくても気にしないが、シンシアが怒るからそのほうが良いだろうな」

「若君、ノエルを甘やかしてはいけません。甘やかすと、この馬鹿は全く遠慮がなくなりますので、適度に締め付けねばなりません。いや適度というより容赦なくやるべきです」

「シンシアは締め付けすぎだよね。いつもいつも小言がうるさいんだ」

「誰のせいだと思っている!!」

「ね？　また大声出してるし。シンシアは人に厳しく自分に甘いんだねぇ」

　ノエルがしたり顔で覗き込んでくる。シンシアは慌てて口を両手で押さえる。時すでに遅く、司書がジト目でこちらを睨んでいた。

「――うぐっ。わ、私を嵌はめたな、ノエル」

「べ、別に嵌めてないよ。勝手に自分で穴に落ちたんじゃない」

　本当にその通りなので、シンシアは拳を握ることしかできない。次の説教時にこの仕返しをすることを胸に刻み込む。

「ははっ、お前たちといると本当に退屈しないな。もっと話していたいのだが、そういうわけにもいかないのだ。後は任せるぞ、シンシア。ノエル、また明日会おう」

　エルガーは手を上げると、侍女を引き連れて書庫を退出していく。それを見届けると、司書もまた己の職務に戻っていった。

「…………」

「…………」

　しばらくノエルと無言で見詰め合う。

　ノエルは先ほどの紋章が記された白布で顔を覆い背を向ける。隠れているつもりなのだろうか。こそこそと逃げ出そうとする背中、その後ろ髪のあたりをグイッと摑み、強制的に静止させる。

「ぐえっ」

「丁度良い。思い立ったが吉日とも言う。場所も問題ないので、今日はここで礼儀と言葉遣いについて復習をすることにしよう」

　布を取っ払って指を突きつける。

「で、でも訓練があるし。ほら、私は隊長だからね。あー忙しい忙しい」

「気にすることはない。ドルカスがお前の代わりにしっかりとやっていたぞ」

「あ、訓練についての報告書を書かなきゃ。催促されてたから急がないと！」

「すべてリグレット殿に丸投げしておいて何を言うか！　そうやってその場しのぎでなんとかしようとする悪あく癖へきを直せ！」

「はい、完全に承知しました！　シンシア上級百人長に心から謝罪いたします！」

　完璧なホルシード式の敬礼を行うノエル。思わず惚ほれ惚ぼれするような熟練の動きだが、この場ではなんの意味も為さない。逆に、シンシアの怒りに油を注いでいる。

「その言葉と敬礼だけは立派だが、顔が全く承知していないな。お前が何を言おうが絶対に逃さないので、さっさと諦あきらめて席につけ」

　先ほどの意趣返しも兼ねてシンシアが最後通告を行うと、渋々といった様子でノエルは椅子に腰掛けた。別にシンシアも暇ひまではない。片付けなければいけない書類もある。だが、これも仕事の内だと深々と頷き、ノエルに対して主従とは何かを、懇こん々こんと説き始めた。

　――そして三時間後。机に伏ふせているノエルに声をかける。

「そういえば肝心なことを忘れていた。お前は式典用のドレスを持っているのか？」

「もちろん持ってないけど。ああいうヒラヒラしたのは動きにくそうだし、私には必要ないかな」

　全く興味がなさそうに首を横に振る。

「ならば明日の晩餐会には、一体何を着ていくつもりなんだ」

「この前もらった軍服だよ。きんぴかの勲章をつけていくつもりだけど。ご飯食べるだけならあれでいいんじゃないかな。だって、一応軍務でしょ？」

　確かに、男性ならば軍服で何も問題ない。だが、過去の栄光から派手なことを好むコインブラでは、女性はドレスが基本である。そもそも、女騎士などという存在自体かなり珍しいのだから、例外は存在しない。

「残念ながら駄目だ。コインブラでは、こういった催しにおいて女性はドレスの着用が慣例となっている。不本意ではあるが、世の中とはそういうものだから我慢しろ。お前の得意な口くち癖ぐせだろう」

〝世の中とはそういうもの〟、〝仕方がない〟。ノエルの口癖である。投げやりな言葉は好きではないので直そうとしているが、なかなか矯きょう正せいできない。そのくせ、諦めるのが早い割に〝約束〟に対しては異様なまでの執着を見せる。なんとも歪いびつな性格をしているのだ。

　ノエルの一番の悪癖は、守れそうにない、守るつもりのないことについては、〝うん〟、〝分かった〟などと適当に頷いて誤ご魔ま化かすことだ。これは、『うん、お前の話は分かったけど守るつもりは全くないよ』という表れである。ノエルは平気な顔で詭き弁べんを弄するので、注意しなければならない。

「うーん、でもドレスなんて持ってないよ。だから、私はその軍服で行くね。大丈夫大丈夫、私のことなんて誰も気にしないよ」

　こいつは自分のことを何も分かっていないとシンシアは呆あきれる。ノエルは確実に注目を集めるだろう。コインブラに現れた未来の驍ぎょう将しょう、しかも、一見すると見み目め麗うるわしい女とくれば尚更だ。

　何せグロールはことあるごとにノエルの武勇を褒ほめ称たたえているのだ。それほどまでにカナン街道戦の印象が鮮烈だったのだろう。

　そのノエルが失敗を犯したりすれば、グロールの面めん子つが潰れることになる。故に、シンシアはノエルに厳しく士官教育を施している。

「私が気にするから駄目だ」

「いや、私は気にしない――」

　ノエルの言葉を遮さえぎり、シンシアは掌てのひらをポンと叩く。

「よし、これから急いで服屋に行くとしよう。私のものを貸しても良いのだが、お前の丈に合いそうなものは流石にない。贅沢を言わなければ、一日でもなんとかなるだろう。あるものを手直しすれば良いのだからな」

　顔馴な染じみの店に行き、それなりの代価を支払えばなんとかなる。一から作り上げるとなると一いっ朝ちょう一いっ夕せきではいかないが、手直しだけならば可能だろう。

「でも、シンシアに悪いし、今日はもう疲れてるし、お腹も空すいたし、本音を言えば面倒臭いし」

「それは私も同じことだ。ほら、さっさと行かなければ店が閉まってしまうぞ！」

「ちょ、ちょっと待って。そんなに引っ張らないで。う、腕が抜けちゃう！」

　抗議の声をあげるのを無視して、強引に腕を摑み上げて引き摺ずっていく。鉄槌やら二又槍を景気良く振り回す人間なのだ。多少荒っぽく扱っても全く問題ない。

　ノエルがこの城に来てから、毎日が本当に忙しい。忙しいだけでなく騒がしい。とはいえ、本当はそんなに嫌ではない。小生意気な妹ができたような新鮮な感覚だ。病で若くしてこの世を去った兄も、自分に対してこういった感情を抱いていたのだろうか。今となってはもう分からない。

（しかし、最初は敵として相対していたのが、まさかこんな状況になるとは。人生とは、本当に分からないものだ）

　シンシアはわずかに微笑むと、どんなドレスがノエルに似合うだろうかと脳を全力で回転させ始めた。

　――それとは逆に、ノエルの目はぐるぐると回っていた。
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　翌晩、ゲンブ使節団を歓迎する晩餐会がマドレス城にて催された。コインブラからは、太守のグロール、息子のエルガー、ウィルムやガディスといった重臣たちが出席している。

　また、客人をもてなすために、貴族の娘たちも着飾った上で参加。階級の低いノエルが参加を許されたのも、軍人ではなく歓待役としてである。グロールがノエルの武勇を自慢したかったというのが一番の理由だが。ちなみに、ノエルはリグレットも誘ったのだが「絶対にお断りします」と一いっ蹴しゅうされてしまっていた。

　ゲンブからの出席者は、ゲンブ大使を筆頭に、護衛隊長のカイと麾き下かの武官たちが顔を揃そろえる。グロールとの折せっ衝しょうは、全権を任された大使がすべて行っているため、カイの仕事はまだない。

「ゲンブの方々。遠路はるばる、よくコインブラに来てくださった。コインブラの民を代表して心より歓迎いたしますぞ」

　グロールがグラスを片手に挨あい拶さつを述べ始める。時折、隣のゲンブ大使を持ち上げたりと、いつになく上機嫌な様子だ。

　それもそのはず、今日の晩餐会はお互いの腹を探るようなものではなく、純粋に親善を深めることが目的だ。グロールはそのつもりで歓待している。それを察してか、参加した一同の雰囲気も明るい。

　大陸が統一される以前より、コインブラとゲンブの関係は良好であり、それは今なお変わらない。ゲンブの助力が何よりも欲しかったグロールからすれば、彼らが訪れたことは〝コインブラに味方する〟という約束手形を手に入れたようなもの。いくら歓待しても足りないくらいだった。

　一方、グロールご自慢のノエルはといえば。

「ね、やっぱりこれ腰のところ締めすぎじゃないかなぁ。さっきからお腹が苦しいんだけど」

　太守の挨拶を軽く聞き流して、ノエルがぼそっと話しかけてくる。シンシアが見立ててやった薄水色のドレスを身につけているのだが、腹部が苦しくて仕方がないらしい。元々ノエルは細身のため、それほど締め付けてはいないのだが、着慣れていないので束そく縛ばくされている感覚なのだろう。今まで実用性重視の服ばかり着てきたのだから仕方がない。

「……うるさいぞ。できるだけ口を開くな。ここでの非礼は絶対に許されん」

「でも、口を開かないとご飯を食べられないよ」

「屁理屈を言うな！」

　声を抑えながら釘を刺す。ノエルはぶーと頰を膨ふくらませている。せっかくのドレス姿が台無しだ。

　ちなみに、シンシアは薄紅色のお気に入りのドレスを着ている。以前よりもいくらか筋肉がついてしまったため、着るのに少々苦労してしまった。コルセットはノエルの倍以上は締め付けている。お腹のラインをできるだけひっ込めるというのは、ただの見栄だと分かってはいるが、やめられない。周囲を見れば、顔が引き攣り冷や汗を浮かべている娘もいる。貴族社会というのは一見華やかだが、その裏ではつつましい努力が行われているのだ。

（……しかし、女は化けるというが。これで口調と性格が直れば立派な淑しゅく女じょになれるだろうに。まぁ、無理だろうが）

　そう、黙っていれば、ノエルはどこぞのご令嬢と見まがうばかりなのだ。薄水色のドレスに、特徴的な赤髪が映はえて本当によく似合っている。瑠る璃り色の瞳に、唇くちびるには紅を薄く差しただけというのに、色白の肌に映えてまるで精巧な人形のようだ。美しいだけでなく、どこか人間離れした雰囲気まで醸かもし出している。――表情を殺して黙ってさえいればだ。

　いつもの乱髪のままでは子供っぽさが残ると思い、付け髪をして整えてやったのだが、効果がありすぎた。鎖さ骨こつが露わになった胸元が妙に色気を醸し出しており、普段のノエルとは別人のようだ。現に、通りがかったドルカスは付け髪のせいもあり、ノエルと気づかずに鼻の下を伸ばしていたぐらいだ。説明してやったら顎あごが外れるほどに口を開けて驚いていた。

　エルガーも、ノエルと分かった瞬間、目を丸くしてしまっていた。晩餐会が始まるまでは、チラチラと横目で見ては、顔を真っ赤にしていた。幼き頃の気の迷いと信じたいが、間違いがあってはいけない。そのうち、それとなく注意しておかなければならないだろう。リグレットは一いち瞥べつして眉まゆを顰ひそめると、激しく舌打ちしてどこかへ立ち去ってしまった。

（女の私から見ても、見栄えは良いと思う。それは確かだ。……確かなのだが）

　どんなに外見だけ美しくなっても、その本性はお調子者の悪戯いたずら娘、人形のような雰囲気に騙だまされてはいけない。

「よーし、邪魔だから取っちゃおう。我慢は身体に良くないよね！」

「ば、馬鹿者！　こんなところで脱ぎ出す奴があるか！　少しの間なのだ、我慢していろッ」

　慌てて押さえつけたので、大事には至らなかった。危うくコインブラ史に、〝晩餐会で裸になった女〟として残るところであった。

「シンシアは私よりぎゅうぎゅうに締め付けてるのに、どうして大丈夫なの？　もしかして、お腹が柔らかいから？」

「う、うるさいッ。余計なお世話だ！」

　ノエルが痛いところを遠慮なく突いてくる。別に太っているわけではなく、腹筋のせいだ。そして、ちょっと見栄を張ってしまっただけのこと。この悪戯娘は〝分かっていて〟聞いている可能性が極めて高い。現に口元が歪んでいる。どこぞの言葉にある、可愛さ余って憎さ百倍とはこのことに違いない。頰を抓つねりたくなる衝動を堪こらえて、笑顔を作る。まだグロールの話は続いているのだ。客人を歓迎する大事な式典、失礼があってはいけない。

「ね、この長話が終われば食事だよね。苦しいし邪魔臭いから、もうコルセットは外そうよ。ほら、今なら大丈夫っぽいし」

　またとんでもないことを言ってくる。コルセットを外すにはドレスを脱がなければならないというのに。手を動かそうとしているので、再び強引に押さえつける。全員の意識と視線はグロールに集中しているため、気づかれることはないが小声で叱りつける。

「馬鹿なことはやめろッ。何より、今は太守が挨拶をされている最中だ」

「どうしても？」

「どうしてもだ。頼むから大人しくしていてくれ。いいか、今だけ人形のように口を閉ざしていろ！」

　口元を手で隠しながら厳しく警告するが、効き目はまるでない。どういう状況か理解しているため、拳骨を喰らわないという確信を持っている。だからこそ、この悪戯娘は性質たちが悪い。

「ね、ならこのお酒飲んでもいいかな。なんだか喉渇いちゃったし」

「まだ乾杯には早い。余計なことはするな」

「あ、これすごくいいお酒っぽいよ。本当に良い香りがする。さてさて、どこの葡ぶ萄どうなのかなっと」

　早口で捲まくくし立て、手にしているグラスに口を付けようとしたので、慌てて阻止する。

「……本当の本当にもう少しの辛抱だ。何もせず、とにかく心を無にしていてくれ」

「うーん、分かったよ。……でもさ、太守は本当に話が長いよね。ほら、若君なんか欠伸あくびしてるし。あれはいいのかな？」

　まさかと思いつつも、ついグロールの横で控えているエルガーに視線を向ける。当然欠伸などしているわけもなく、ガチガチに緊張して席についている。装束は立派なものだが、それ故に幼さが強調されてしまっている。

（よくよく考えれば、真ま面じ目めな若君が欠伸などするわけがないではないか！）

　完全に騙されたと思いノエルに目をやると、すでにグラスを空にした後だった。

「へへへ、引っ掛かったね。あ、そろそろ乾杯しそうだから、また注ついどかなきゃ」

「……ノエル、後で覚えていろよ」

　苦虫を嚙かみ潰した表情で呟いてから顔を上げると、対面の列にいた若い武官と目が合ってしまった。先ほど紹介されていたゲンブの護衛隊長、カイ百人長である。若いながらも護衛隊長を任せられるということは、かなりの腕前なのだろう。武が何よりも重んじられるゲンブでは、武官が縁故で出世するということはまずありえない。

　そのカイが、なんとも興味深いものを見たとでも言いたげな顔をしている。先ほどからのノエルとの醜しゅう態たいを見られてしまっては言い訳のしようがない。シンシアは引き攣りながら会え釈しゃくして、見なかったことにするほかなかった。




「――それでは、コインブラ、ゲンブ両州の更なる発展と栄達を祈り、乾杯！」

『乾杯！』

　全員揃っての乾杯が交わされると、コインブラの女性陣たちがゲンブの武官たちへと近づき、酒を注いでいく。名目は無礼講の立食形式のため、食事は各自が好きなだけ取っていけば良い。シンシアはコルセットが苦しいためあまり食欲が湧かなかったが、食べないのもどうかと思ったので、小さく切られた野菜と魚のパイを確保してある。

　あとは歓待役として、ゲンブの人間と適当に挨拶を交わそうかと思っているのだが、中々機会が訪れない。ゲンブの武官たちは食べることと飲むことに集中してしまっているからだ。

　テーブルの上には、コインブラの鮮魚を用いた料理が数多く並べられている。臭みを消すために香辛料がきつめに使われているものもあるが、同じく海に接するゲンブの武官たちは特に気にする様子はない。皿に大量に盛られた料理をあっという間に平らげていく。本来なら下品と言われても仕方ない振る舞いだが、彼らの気性はコインブラ側も承知しているため文句を言うこともない。いつものことだと笑いながら酒を飲んでいる。

「…………ふぅ」

　とはいっても、シンシアはその凄まじい食欲を見て思わず胸焼けしてしまう。

（あの者たちの胃袋は一体どうなっているんだ？）

　と、真剣に考えそうになったところで、近くに似たような人間がいたことに気がついてしまった。もちろんノエルのことである。

　いつの間に持ってきたのか、マドレスワインを五本も確保している。幸せそうな顔でグラスに酒を注いだかと思うと、一口で飲み干してしまう。マドレスワインはそんなに弱い酒ではないというのにだ。ちなみに、庶民は絶対に手を出せないような高級酒でもある。
















「えへへ、これ、美味おいしいねぇ」

　だらけた表情で、くーっと満足そうに唸うなっている。そのあまりの光景に、シンシアは思わず大酒飲みの頭を突く。

「……おい、ここは酒場じゃないんだ。一応は無礼講とはいえ、少しは遠慮しろ」

「高い酒を飲むことは幸せに繫がるって、誰かが言ってた。だから、嫌っていうほど飲んでるんだ。ほら、こんなに一杯あるし」

「酒を飲むだけで幸せになれるならば、誰も苦労はしないだろうな」

　酒に溺おぼれるとは思わないが釘を刺しておく。酒は百薬の長ともいうが、身を滅ぼすもとともなりうる。

「でも気分は良くなってきたけど。少しは近づいてる証拠じゃないかな」

「……さぁ、どうだろうな。私は絶対に違うと思うぞ」

「でも当たってるかもしれないから、約束通りお裾すそ分わけするね。ほら、グラスを出して。さっきから空っぽじゃない」

「ああ、ありがとう」

　ノエルが酒を注いでくれたので、一応礼を言ってもらっておく。赤い液体に口を付けようとすると、若い男が近づいてきたことに気づく。彼はウィルムの息子、ロイエ・グランブルである。階級はシンシアと同じだ。

「シンシア殿、お久しぶりです。上級百人長への昇進おめでとうございます。父ウィルムも心より喜んでおりました」

「これはロイエ殿。お言葉、感謝いたします。これからも、色々とご指導をお願いいたします」

「ははは、そう改まらないでください。若輩者同士、共に励んでいきましょう。……偉大な父を持つというのは、子にとっては大変なもの。私も本当に苦労しております」

　今は亡きシンシアの父と、ウィルムには長年の親交があり、ロイエとも幼き頃から家族ぐるみの付き合いだった。シンシアの父が存命の頃は、グランブル家の邸宅に招かれたこともある。ロイエとは年も近く、共に剣術に勤いそしんでいたことから話す機会も多かった。父の死後はそんな機会もなくなり、お互いに挨拶を交わす程度の関係である。ちなみに、ロイエの姉のリグレットとはほとんど話した記憶がない。彼女は部屋に籠こもりっきりで、誘っても出てこようとはしなかったからだ。ロイエとの仲が険けん悪あくであることも理由の一つだったのだろう。

「そのドレス、本当によく似合っておられる。シンシア殿は、お美しくなられました」

「ロイエ殿もお世辞がお上手になられましたね」

「はは、私は誰にでもこのようなことを言えるほど器用な人間ではありません。私は、本心からそう思っているのですよ」

「それは、ありがとうございます」

　ロイエの世辞を受け流し、愛想笑いを浮かべる。ロイエがどこまで本気なのかは分からないが、時折こういったことを言ってくる。ウィルムの後継者たるロイエの将来は約束されており、顔も悪くないということもあって、貴族の娘たちからは人気がある。シンシアも特に嫌っているというわけではないが、今は恋やらなんやらにかまけていられる余裕がない。己の武を磨き、自分の兵を鍛え上げることで手一杯だ。そこに頭痛の種の悪戯娘が加わったのだから尚更である。

「……ところでシンシア殿。こちらの可か憐れんな女性が、噂のノエル殿でよろしいのでしょうか」

　可憐というところで危うくむせるところだったが、シンシアはなんとか堪えた。可憐とは程遠い悪戯者である。

「え、ええ、この娘で間違いありません。ノエル・ヴォスハイト百人長です。……ほらノエル、お前も挨拶をしないか。ロイエ殿はお前より上官なのだ」

「えー、でも、太守が無礼講だって」

「それは建前だ。こちらはロイエ・グランブル上級百人長。ウィルム将軍のご子息であられる」

「お初にお目にかかります。最近のご活躍ぶり、父ウィルムより聞いておりますよ。……それと、貴方のもとに配属された、リグレットをよろしくお願いします。一応、私の姉にあたりますので」

　ロイエの言葉を受け、ノエルも立ち上がり真顔になって敬礼する。一見するとなんともないのだが、よく見ると顔は赤みを帯びている。わずかだが身体もふらついているようだ。あれだけ飲みまくっていたら、普通の人間ならばぶっ倒れていても不思議ではない。本当にとんでもない娘である。

「あー、私はノエル・ヴォスハイト百人長です！　リグレットのことは、完全にお任せください！」

「は、はは。そうかしこまらなくても良いですよ。今こ宵よいは無礼講、ささ、私に構わず存分にお酒を飲まれると良い」

　ロイエは若干引きながらも笑みを浮かべた。外見と内面が異なることに気づいたらしい。

「はっ、ありがとーございます！」

　大きな声で返事をすると、再びグラスに口を付け始める。この様ざまではせっかくのドレスも本当に台無しである。

「噂通り、豪快なお方のようだ。……それでは、私はゲンブの方々に挨拶してまいりますので。これで失礼します」

　ロイエは酔っ払いに付き合わされては堪らないと、シンシアに会釈をした後、立ち去ってしまった。これだけ騒いだというのに特に注目を浴びていないのも、場の雰囲気のせいだろう。ゲンブの人間たちは貴族の女性を巻き込んで、賑にぎやかに自らの武勇談を語り始めている。時折歓声や拍手が巻き起こり、皆が興味深げに聞き入っていた。

（誇張も大いにあるだろうが、ゲンブ人の勇猛さは世に名高い。それが我らの味方になってくれるのであれば、心強いことは確かか）

　バハールとの戦が実際にあるかは分からないが、ゲンブとの協力関係は間違いなく利益となる。そんなことを考えながら、飲むことに夢中なノエルの赤髪を弄いじってみる。その赤い髪はサラサラで、実に手触りが良かった。




　宴もいよいよ盛り上がってくると、うちのノエルも負けていないぞと、グロールが大げさに語り始めているのが聞こえてくる。先日の働きのことだろう。酔いのせいもあり、話はかなり誇張されているが。槍の一振りで賊を百人薙なぎ払った、敵の騎馬が竦すくみ上がり動きを止めた、一いっ喝かつしただけで敵が怯ひるみ腰を抜かした、など景気が良すぎる内容だ。とはいえ、戦いぶりを間近で見た身としては、すべてが冗談とは思えないのも恐ろしい。一人で百人殺すくらい、簡単にやってのけそうだ。

（この瘦せた身体のどこにあんな力があるのだろうか。あの槍や鉄槌を軽々と振り回せるとは、今でも不思議極まりない）

　グロールの長い自慢話がようやく終わると、再び歓談が始まっている。

　シンシアもそろそろゲンブの接待に回ろうとしたところ、護衛隊長のカイが酒さか瓶びんを片手に近づいてきた。ニヤリと笑みを浮かべながらだ。

「……失礼いたす。コインブラの若き英雄に、ゲンブを代表して一杯捧げてもよろしいでしょうか」

「別にいいけど、あー、貴方は誰だっけ？」

「おい、失礼だぞ！　この方は――」

　怒ど鳴なりつけるシンシアを軽く制止し、ノエルのグラスに酒をなみなみと注いでいくカイ。見る限りでは機嫌を損ねてはいないようだ。

「それがしはゲンブの武官、カイと申します。見ての通り若輩の身ではあるが、剣の腕を買われ百人長の地位を任せられております」

「そうなんだ。じゃなくて、そうなんですか！」

　ノエルは赤ら顔でにこやかに応じた後で、勢い良く言葉を直す。いつ無礼を働くか分からないので、シンシアは思わず冷や汗を流す。

「グロール様のお話によれば、ノエル殿は大層武勇に秀ひいでておられるとか。我らゲンブの人間は強き者に敬意を払います。どうぞお見知りおきを」

「私はノエル百人長です！　よろしくお願いいたします！」

　赤い顔で酒臭い息を撒まき散らしながら、陽気に敬礼するノエル。完全にでき上がっているようだった。

「はは、では同階級ならば遠慮はなしにいたそうか」

「うん、いいよ！」

　軽快に応じるノエル。シンシアの胃がきりきりと痛み始めた。軽く背中を突くが、気づいた様子はなかった。

「聞けば、ノエル殿は凄まじき槍の遣つかい手という。しかしながら、そのような細腕で本当に自在に振るうことなどできるのだろうかと、それがしは些いささか疑問に思うのだ。グロール様の言葉を疑うわけではないが、少々誇張が過ぎるのではないかとな」

「カ、カイ殿」

「無礼に聞こえたならば、そのことは謝罪いたします。――が、それがしは紛まがい物に払う敬意は一片も持ち合わせてはおらぬ」

　試すような視線のカイ。己の武に絶対の自信を持っているからこそ、ノエルの武勇伝が信じられないのだろう。シンシアとて、この目で見なければ疑っていたかもしれない。

「あー、太守のお話を信じられない？」

「率直に言わせてもらえばその通りだ。更にはっきり言えば、冗談もほどほどにしろと憤いきどおりすら覚えている。大使殿に叱られるので、ここだけの話にしてくだされよ」

　小声でぼそっとカイが呟く。無骨な人間のようだが、世渡りのほうは上手ではないらしい。それ故、軽く流すことができずノエルを試しに来たのだろう。

「うーん、でもどうすればいいのかな。ここで勝負してみせるわけにもいかないし。あ、それじゃあ腕を出してもらえる？」

「それは構わないが、一体何をするつもりなのだ？」

「いいからいいから」

「そこまで言うのならば、好きにされるが良い」

　カイが鍛えられた右腕を差し出す。着席したままのノエルが、左手でその腕を摑んだ瞬間――。

「――なッ」

　カイの顔が瞬時に苦く悶もんに歪む。声はあげないが、相当の激痛に襲われているようだ。先ほどまでの試すような顔が青あお褪ざめ、額に脂汗が滲にじみ出ている。

　一方のノエルの顔は相変わらずとぼけたまま。だが、目が戦闘中のそれへと変わっている。

「ね、大事なのは敵を殺せる力があるかどうか。腕が細いとか、私の姿形がどうだとか、そんなことどうでも良いんじゃないかな」

「ぐ、ぐぬうッッ！」

「ほら、戦場ではそんなこと一々気にしていられないでしょ。生きるか死ぬかの二つだけ。ね、カイ百人長もそう思わない？」

「ぐ、ぐぬ、は、離せッ！」

　カイがもう片方の腕を振るって拘束から逃れようとすると、ノエルはぱっと手を離した。

「はい。これ以上騒ぐと、またシンシアに怒られちゃうから」

「――な、なんたる力か。危うく腕が圧へし折られるところであった」

「えーと、こういうのを百人力って言うんだっけ。私は百人長だから、そうなるのは当たり前だよね。それに、私は皆と一緒だから本当に〝百人力〟だし！」

「うーむ、そなたが何を言っているのか、それがしの頭ではさっぱり分からん。が、先ほどのグロール様のお言葉はどうやら事実のようだ。それがしの無礼な発言を心より謝罪する。どうか許していただきたい」

　カイが頭を下げると、「いいよいいよ。それより一緒に飲もうよ」とノエルは笑ってグラスに口を付ける。幸い、周囲は気がついていなかったようで、特に騒ぎにはなっていない。シンシアはほっと胸を撫で下ろし、後できっちり説教しなければと心に刻んでおく。よりにもよって、他国の使者に無礼を働くなどとは。

「ね、カイはまだ若いのに、すごい堅苦しい喋しゃべり方だね。いつもそれだと疲れない？」

「うむ、実は肩が凝こって仕方がないのだ。お返しにこちらも言わせてもらうが、そなたは少し柔らかすぎるのではないか。それがしは一応ゲンブの使者なのだぞ」

「でも、同階級だから遠慮はなしって言ってたじゃない」

「あれは社交辞令というものだ。なんでも言葉通りに受けとってはならぬと、それがしは毎日叩き込まれてきた」

　そう言って偉そうにふんぞり返るカイ。ノエルが同情したように頷く。

「あ、私も毎日よく怒られてるよ。講義のときに居眠りすると、シンシアが口うるさいんだ」

「く、口うるさいとはなんだ！　カイ殿、この馬鹿は私が後程叱っておきますので、此こ度たびのことどうかご容赦を」

「ははは、お気になさらず。それに、ノエル殿も教育を受けている最中だったのか。実はな、それがしも参さん謀ぼうのハクセキ様には頭が上がらなくてな。若輩者同士、苦労するな」

　カイは豪快に笑うと、酒瓶に口を付けて一気に飲み干してしまった。その後で、これは失礼したと頰に走った傷を触っている。

「カイ殿は、なんというか、とても豪快な方ですね」

「いやはや、よく言われます。それは裏を返せば単純ということです。正直に申せば、使者やらなんやら、頭や気を遣うのは苦手でして。身体を動かしているほうが遙はるかに楽に思えますな」

「カイは本当に面白いね。顔はそんなに怖いのに。絵本に出てきた熊みたい」

「ノエルッ！」

　ノエルを叱るが、カイは愉快そうに笑うだけだ。

「はははっ、怖いというのは余計だが、熊というのは褒め言葉だ。それに、ノエル殿も十分に面白いぞ。そなたのような奇妙奇き天て烈れつな人間は初めてだ。……そうだ、これも何かの縁。ゲンブとコインブラ友好の印、そして我らの友情の証にもう一度乾杯といこうではないか！」

　カイは新しくグラスに酒を注ぎ足し、ノエルもそれに応える。シンシアはどうしたものかと迷いつつも、一応グラスを掲かかげることにした。

「もちろんいいよ。それじゃ――」

　ノエルとカイがこちらに目線を送ってくる。

「わ、私が合図をするのか？」

「早く早く」

「……で、では。あー、ゴホン、乾杯！」

　シンシアに続いて二人が『乾杯』と述べると、上機嫌に酒を飲み干していく。その後は何事もなかったかのように、両名は料理を貪むさぼり酒を延々とあおり続けていく。

「美味しいねぇ」

「うむ。ゲンブでは食べられぬ物ばかりだ。酒も実に美味うまい！」

「あはは、両手に料理一杯抱かかえて、本物の熊みたい！」

「ははは！　熊以上に強くなってみせるぞ！」

　ノエルが指を差して大笑いする。カイはそれに応えるように両手の骨付き肉を掲げてみせる。

「…………」

（……なんだか、私だけが疲れている気がする。とりあえずは、無事終わって良かったということにしておこう。うん）

　シンシアは一人溜息を吐くと、ノエルの皿に残った肉の切れ端を頂いておいた。
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「――いよいよ、機は熟した。我々はバハールを攻める」

　立ち並ぶ武官、文官に向かい、意を決した表情でグロールは告げた。一瞬の沈黙の後、場が騒然となる。いずれ戦になるだろうとは皆が考えていたが、いざ現実となると動揺するのも無理はない。

　グロールの命めいにより、この評ひょう定じょうの間まには百人長以上の階級の者がすべて集められている。グロールの決断は、彼らを通じてコインブラの全兵士に伝達されることになる。ちなみに、ノエルとシンシアも列の端のほうに参加している。

「今、なんと申されましたか？」

　文官のペリウスが一歩進み出て真意を尋ねる。この場での言葉は冗談では済まない。重臣だけならともかく、この場にいるすべての者に緘かん口こう令れいを布しくなど不可能に近い。今の言葉は確実に漏もれることになる。

「バハールを攻める、と言ったのだ」

「それは、ご本心でございましょうか」

「交渉のときは終わった。先日より、アミルに詰問の使者を送っているがすべて黙殺されている。奴の家臣たるリスティヒの首すら受け取らなかった。代わりに寄越してきた無礼な書状を見てみろ！」

　グロールがぐしゃぐしゃに丸まった書状を懐から取り出し、ペリウスに放り投げる。

　中を確認すると、七の月、一日に帝都フィルーズにおいて〝昇陽の儀〟を執とり行うと書いてある。これは、グロールに対し式典に参列するようにという招待状だ。

〝昇陽の儀〟とは、太陽帝ベルギスが大陸を統一後に定めた制度である。自らが皇帝に最も相応ふさわしいということを、大陸全土に知らしめるための式典。持ちうるすべての兵を動員して帝都に上り、自らの武力と財力を披露する。異議があるものはそれを上回る力をもって阻止すべしという古いしきたりである。

　とはいえ、前もって皇帝の許可を得ていなければ〝昇陽の儀〟は行われることはない。大軍を動かすのは簡単なことではないのだから当然ではあるが。そして、実際にそれを阻止するための行動が起こされたこともない。そうなる前に、対抗馬となりうる者は懐かい柔じゅう、もしくは粛しゅく清せいされているからだ。いわゆる、予定調和の儀式である。

「まさか、このような時期にアミル様を皇太子に任ぜられるとは……」

　ペリウスが思わず顔を顰しかめる。そのようなことをすればどうなるか、皇帝ベフナムが予測していないわけがない。息子二人が帝位を巡めぐって争うよう、敢あえて火に油を注いだのだ。生き残った者に後を継がせる気だろうが、アミルが本命視されているのは疑いない。グロールが動かなければ、そのままアミルが皇太子の地位を摑むのだから。

（しかし、なんとしても止めねばならぬ。無益な血が流れることはもとより、今のグロール様ではバハール公にとても及ばぬ。皇帝への野心さえ抑えれば、太守として生きる道はある）

　グロールは民や家臣からの信望が薄く、反乱で疲ひ弊へいしたコインブラにまず勝ち目はない。ペリウスは客観的に見てそう判断している。

「アミルのような卑ひ劣れつな輩やからが、次の皇帝になるなど断じて認められぬ。ならば、しきたりに従い、奴を上回る力をもって阻止してやると決めたのだ。なんの問題もあるまい！」

「お待ちください。いかに太陽帝が遺された言葉とはいえ、バハールに奇襲を仕掛ける大義とはなりませぬ。我らが汚名を被るのは確実ですぞ」

「アミルめを打ち負かせるのならば、そのぐらいは構わん！　奴を完かん膚ぷなきまでに叩き潰せば、父とて私を認めぬわけにはいかぬだろう！」

　どこか気がふれたような表情で、口元を歪めるグロール。顔は青白く、頰がひくひくと引き攣っている。

「兵を動かしバハールの土地を侵おかせば、無む辜この民の血を流すことになります。我らも兵を多く失うことになりましょう。それだけの大義が此度の戦にあるとは思えませぬ。ここは陛下に急使を送り、先の反乱の事実が解明されるまで、昇陽の儀の中止を申し入れるのが最善かと！」

　ペリウスは声を荒らげて訴える。仮に天運が味方してバハールを打ち破ったとしても、その先に待つのは茨いばらの道だ。アミルを倒したとしても、そのまま皇帝になれるという保証などない。むしろ、世を乱した逆賊を討つという大義名分を掲げ、他の州の太守が皇帝候補に名乗りをあげる可能性が非常に高い。乱世が再び訪れることになる。

「私に、大義がないだと？　何をたわけたことをぬかすか！　アミルめの策謀により、一体どれだけコインブラの民が死んだと思っているのだ！　我らには彼奴きゃつめに復讐する義務がある！」

「太守、軽挙に走ってはなりませぬ。これはバハール公が仕組んだ罠わな、みすみす乗ってはなりませんぞ！」

「黙だまれペリウスッ！　すでに決めたこと、今更翻ほん意いなどありえんわ！　罠というならば食い破れば良いだけだ！」

「いけません！　太守、冷静にお考えください。バハール公による見え透すいた誘いではありませんか。何よりも、先の反乱でコインブラの民は疲れきっております。今こそ、彼らに救いの手を伸ばすのです！」

　グロールは皇帝の器ではないかもしれない。だが、世に噂されるような無能な暴君では決してない。それを長年仕えているペリウスは知っている。今の窮状を打破しようと、グロールはペリウスたち文官の声に耳を傾けて努力もしてきたのだ。幸い、バハールの策謀による赤輪軍の反乱は退しりぞけ、最悪の状況は回避できた。もう焦あせる必要は何もない。こちらが手を出さなければ、バハールは動けない。

　本当に大事なのはこれからだ。金鉱に頼らず生きていくための新たな産業の育成は、少しずつだが動き始めている。コインブラ州が有する肥ひ沃よくな平野、豊かな海洋資源を最大限まで活いかす。内陸部では真似できないコインブラの利点だ。州都マドレスが賑わいを見せれば、交易は再び活性化する。一朝一夕で結果は出ないが、芽は確実に出ているのだ。無駄な戦をしている場合ではない。

「ええい、聞く耳持たぬわ！　私には悠長に待っている時間などない！　アミルめに尻尾を振るような輩は、我が家臣に必要ない！」

「どうか私の話を最後までお聞きください。我々の努力は、もう間もなく成果が出ようとしています。太守が取り組んできた計画が、立派な花を咲かせる日がやってくるのですぞ。その日まで、どうかご辛抱を――」

「太守ッ！　我ら武官の話をお聞きくだされ！」

　ペリウスが更に諫かん言げんしようとするのを遮さえぎるように、将軍のウィルム、ガディスが前へと進み出て敬礼する。

「おお、ウィルムにガディスか！　お前たちの意見はどうなのだ。まさか、将軍ともあろう者が、ペリウスのごとき臆病風には吹かれまいな？」

　見定めるような視線のグロールに、ウィルムは首を横に振る。

「このウィルムを見損なわれますな。コインブラの軍人たるもの、戦となればただ主あるじの剣となるのみ。一兵卒に至るまでその意志は変わりませんぞ。立ちはだかる者はすべて粉砕してみせましょう！」

「民たちを煽せん動どうし反乱を起こさせ、多くの血を流させたのがバハールであるのは明白。更に、サーラ様のお身体が思わしくないのも、すべてはあの反乱が原因です。どちらに大義があるかは、世の良識ある者ならば承知しております。太守、お心のままにお進みください。我らはどこまでも従う所存！」

　どことなく演技ぶった口調で、声を荒げるガディス。多少の観察力があればその白々しさに気づくのだろうが、グロールは感極まって、涙まで浮かべている。アミルへの憎しみ、怒り、嫉しっ妬とにより目は曇り、愛妻のサーラが重篤状態に陥おちいったことで冷静さは完全に失われてしまっていた。今のグロールの頭にあるのは、アミルを排除することと、サーラの命が尽きる前に自らが皇太子の地位を得ることだけだ。帝位を獲得し、死に行く妻に自らの栄光をなんとしても贈りたいのだ。

「……流石は私が最も信頼する者たちだ。お前たちの忠誠と覚悟、確かに見届けたぞ。この上は、バハールへ攻め入り、アミルの非を世に知らしめてやろうではないか。奴には昇陽の栄誉などではなく、落陽の汚名を存分に与えてくれるわッ！」

「ははっ、我ら武官一同、グロール様とコインブラのため、命を賭として全力で戦うことを誓ちかいまする！」

「ウィルム、そしてガディスの両将よ。お前たちの働きに心から期待しているぞ！」

「ありがたきお言葉。このウィルム、太守の信頼に必ず応えてみせましょう」

「将の地位と名誉に賭けて、必ずや太守に勝利を！」

　ウィルムとガディスは視線を合わせた後、列へと戻っていく。

「これで我らの方針は完全に決まった。今まで私が汚お泥でいのごとき屈くつ辱じょくにひたすら耐えてきたのは、後こう顧この憂うれいを断つ必要があったからだ。その甲か斐いあって、ゲンブの協力を得ることができ、ギヴ州からも多大な支援物資が到着した。……そして、諸君らにはもう一つ素晴らしい報告がある」

　グロールが手招きすると、文官の列から一人の男が進み出てくる。金髪で瘦そう身しん、全身を豪ごう奢しゃに着飾った、長い顎あご鬚ひげが特徴的な中年の男。

「こちらはリベルダム州の特使、グリエル殿だ。以前より内々で進めていた話が纏まり、ようやく諸君らにも紹介することができるようになった」

　リベルダムという名が出たとき、場がざわめく。それも当然だ。リベルダムはバハールと極めて親しい関係にあり、逆にコインブラとは疎遠である。コインブラが没落した原因は金鉱の枯こ渇かつと大陸との貿易中断だが、もう一つの理由は海運都市リベルダムの著しい発展にある。

　南方諸島からリベルダム、バハールを経由し帝都へと繫がる新しい貿易ルートは、夥おびただしい人の流れと、富と幸福を呼び込んでいった。コインブラの没落と引き換えに、バハールとリベルダムはめざましい発展を遂げたといっても良い。

「ご紹介に与あずかり光栄の至りです。私はリベルダムの特使、グリエルと申します。此度の一件、我が主もバハール公の卑劣な行いに憤ふん慨がいしております。我らは、今後何が起ころうとも中立を維持することをコインブラ公にお約束いたしました」

「中立の維持、ですと？　太守、今のグリエル殿の言葉、まさか信じるおつもりではありますまいな!?」

　ペリウスがグロールに問い質ただす。ペリウスにしてみれば、とても信じられる話ではない。むしろ、バハールと組んで包囲してくるというほうが現実的だ。それほどリベルダムとコインブラとの仲は険悪なのだ。口で何を言おうが、確実に騙し討ちしてくるだろう。

「私は、リベルダム人の商人としての歴史と誇りを信じる。商人は機を見るに敏びん、反乱軍を打ち破った我らにこそ勢いがあると、彼らは踏んだのだ。その証に我々に莫大な資金を提供してくれた。私が勝った後、決してリベルダムに害を加えないという約束でな」

　グロールが証書をペリウスへと投げ寄越す。そこには、リベルダムから送られてきた金貨の数量が記されている。

「……太守のお言葉ですが、私にはやはり信じられません。どうか、冷静にお考えください。リベルダムはバハールと最も縁深き州、それが我らに味方するなど、天地が裏返ろうともありえないことです。彼らが寄越した金など、彼かの州の財力から見れば些さ細さいなもの。なんの保証にもなりません」

「太守、恐れながら私も同意見です。どうかご再考を！」

「ペリウス殿の申す通り、ここは焦るのは禁物かと。今判断を誤れば、恐ろしい災さい禍かを招きますぞ！」

　ペリウスに近しい文官たちが口々に同意する。確かに、リベルダム人が根っからの商人というのは間違いではない。彼らは命よりも金を大事にし、利益を得るためならば、なんでもする。故に、信用できない。現状はバハールのお抱え商人なのだから尚更だ。将来の優良顧客のアミルのため、下手な芝居をするくらいわけはない。

　リベルダムの戯ざれ言ごとを信じて開戦を決意するなど、正気の沙さ汰たではない。ペリウスは必死に訴えかける。

　――だが。

「また臆病風に吹かれおったか、この腰抜けどもがっ！」

「太守はすでに判断を下しておられるのだ。そのご意志に逆らうということは、反逆に等しいことぞ！」

　ウィルム派、ガディス派の武官たちが怒声をあげると、文官たちとの応酬が始まる。

「反逆とは聞き捨てなりませんな！　不要な戦いを避けるのは当たり前のこと。匹ひっ夫ぷの勇に駆られているのはそちらであろうが！」

「黙れッ!!　ウィルム様、ガディス様の両将が同意され、太守が開戦の判断を下されたのだ。すでにコインブラの方針は決まっている。貴様らのような惰だ弱じゃくな臆病者は城に籠って金勘定でもしておれ！」

「左様。ここで様子見など好機を逃すに過ぎぬ。ペリウス殿、恥というものを知っておられるならば、ただちに職を辞されるがよろしい！」

「血気に逸った愚者の言葉など聞くに値せず！」

　ペリウスも負けじと一いっ喝かつする。勢いだけの武官たちは一瞬身を竦ませるが、再び罵ば声せいを飛ばし始める。

　評議の場での勢力は、ウィルム派、ガディス派、そのどちらにも属さない者の三つに分けることができる。ウィルム、ガディスが開戦に同意した以上、武官たちのほとんどは開戦側だ。対する反開戦派はペリウスを筆頭とする文官と、数少ない武官のみ。冷静に現状況を判断できる者たちばかりだが、不幸なことにコインブラにおいては非主流派だった。

「太守、調子の良い甘言に乗ってはなりません。一度戦が始まれば止めるのは容易なことではありません。どちらかが致命的な敗北を喫きっするまで続くのです。我らが劣勢と見れば、リベルダムは確実にこちらに攻め入るでしょう！」

　ペリウスの言葉を聞いたグリエルが哄こう笑しょうする。

「ははは、これは異なことを仰おっしゃられますな、ペリウス殿。今回の戦において、決定的な劣勢に陥るというのは、すなわち敗北を意味するもの。攻め寄せるのは我らだけではなく、隣接するすべての州ではありませんかな？」

「グリエル殿は何が仰りたいのか！」

「今申し上げた通りです。リベルダムは資金を提供し、中立を維持するとわざわざ申し上げているのです。これを信じられぬと言うのであれば、我らとしてはバハールに味方するしかありませんな」

「好きにされるがよろしかろう。我らが開戦するという前提で話をするのはやめていただきたい。同じ帝国の臣同士、無用な戦などする必要はない！」

「これは失礼を。グロール様のお心は決まっていると早合点しておりました。心から謝罪いたしますぞ」

　激昂するペリウスに、深々と頭を下げるグリエル。それを見たグロールが怒鳴り声をあげる。

「控えぬかペリウスッ!!　……グリエル殿、我が家臣が失礼した。そなたの言う通り、私の心はすでに決まっている！」

「ははは、お気になされますな。我らとて、中立などという都合の良いことを言っていることは重々承知しております。そして、リベルダムの世の評判が芳しくないこともです。いやはや、悪評というのは実に拭ぬぐい難いものですなぁ」

　グロールの評判が芳しくないことを承知で、グリエルが慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頷いてみせる。だが、興奮しているグロールはそれに気づけない。グリエルは口元を歪めながら言葉を続ける。

「グロール様、要は勝てば良いのです。この戦は、どう言い繕つくろおうとも帝位を巡るものになりましょう。勝てば、貴方こそが正義となる。我らは貴方の器、そして太陽のごとく燃え盛るその執念に賭けてみたいのです。執念こそが人の心を動かすのですから」

「……私はアミルごときには負けぬ。必ず勝利し、ホルシードの頂点を、太陽の座を手にしてみせる！」

「その意気でございます。グロール様、決して焦ってはなりませぬ。慎重に、そして武ぶ威いを示しながらバハールを着実に制圧していくことが肝要です。一度の敗戦が命取りとなりましょう。努ゆめ々ゆめお忘れなきように」

「グリエル殿の忠告、心より感謝するぞ。急せいてことを仕損じるわけにはいかぬからな」

　グリエルの言葉にグロールが重々しく頷く。それを見届けると、グリエルは満足そうな笑みを浮かべ、退出していった。

「――全将兵に告げよ。帝位を狙う君側の奸かん、アミルめに鉄槌を下すため、我がコインブラは兵を挙げると。準備が整い次第出陣し、カルナス城塞を陥かん落らくせしめバハール領に雪崩なだれれ込むと。詳細はウィルム、ガディスより全州兵に通達させる。各員心して準備せよ!!」

『応っ!!』

『コインブラ万歳、グロール様万歳!!』

『コインブラに勝利を!!』

　グロールが立ち上がると、居並ぶ武官たちが敬礼してそれに応えた。開戦に反対した文官たちは、もはや止める術すべなしと天を仰あおぎ嘆たん息そくすることしかできなかった。それでも止めようとしたペリウスは衛兵に拘束され、強制的に退出させられていった。

　ちなみに、端にいたノエルはつい居眠りをしてしまったため、シンシアに背中を思い切り抓られていた。







　ウィルムが執務室に戻ると、ロイエが押し殺した声で尋ねてくる。

「父上、このままでよろしいのですか？」

「……何がだ」

「戦になれば、コインブラ領は相当の被害を受けます。領土の荒廃と兵の損失を招くのは必定。……ならば、いっそのこと我らの手で太守を拘束、もしくは亡き者にしてはいかがかと。ここに至っては、悪名など気にしている場合ではありません」

　ロイエがグロールの積極的な排除を提案してくる。コインブラの兵権の大多数を握っているのはウィルムとガディスの両名だ。ウィルムが反旗を翻してグロールを拘束すれば、戦を起こすまでもなく事は収まる。アミルの皇太子就任の儀ぎはつつがなく執り行われることだろう。

「滅多なことを申すな。太守の排除は我々が為すべきことではない。それに、此度の戦はアミル様のご意志でもある。アミル様は、太守を踏み台として更に名を上げるつもりなのだ」

「太守を討ち取るのはアミル様でなければならぬと、そういうことですか」

「自らの手で完全なる決着を付けたいのだ。此度の戦で武名を高めれば、今後の円滑な大陸統治にも繫がるのだからな。……私としては、無用な戦はできれば避けたかったがな。ふん、そもそもはあの愚おろかな小娘さえいなければ避けられた戦だ」

　ノエルの顔を思い出し、憎々しげに吐き捨てる。その後で眉み間けんに皺しわを寄せて、気を落ち着かせるために深く息を吐く。無用な戦を避けたかったのは事実だ。ウィルムが排除したいのはグロールだけなのだから。コインブラ人が死に、コインブラ領が荒れるような事態は本意ではない。

「父上はそれを知っていたから、太守の軽挙に賛同なされたのですか」

「そういうことだ。でなければあのような妄もう言げんに、私とガディスが乗るはずがなかろう。我らはコインブラの将なのだ」

　ウィルムの工作により、ガディス一派もすでにアミルとの内通を果たしている。まだ迷いはあるようだが、ほぼ間違いはあるまい。戦の後は、ウィルムとガディスがコインブラを統治する約束となっている。

「しかし、ペリウス様は完全に現状を見抜いておられましたな」

「あやつの粘ねばりは予想外だった。危うく押し切られるところであったわ。あの気迫、文官にしておくのは惜しい男だ」

　ウィルムの声が勝まさったのは、グロールからの信頼の厚さもあるだろうが、耳に聞こえが良いからだ。ペリウスの諫言は、グロールにはさぞかし耳みみ障ざわりで癇かんに障ったことだろう。

「実に皮肉なものですね」

「太守が激昂しているときに、正面から正論で諫いさめても徒労に終わる。私は長い間太守に仕えてきた故、その性格を誰よりも知っている。全く、あの方に支えるだけの価値があったのならば、どれだけ良かったことか」

　ウィルムは疲れたように嘆息する。アミルがコインブラ太守だったならば、ウィルムは喜んで働いたことだろう。グロールにはそれだけの能力はない。己より明らかに劣る愚かな若造に気分で動かされるなど、死ぬほど我慢ならない。だから裏切った。

　現状では、心よりグロールの身を案じているのは、ペリウスと数名の文官ぐらいなもの。その意見を退しりぞけるグロールは人の心底を見る目がない。見る目があれば、ウィルムはすでに失脚していることだろう。更には世情を的確に読むことができず、私情を殺して冷静な判断をすることもできない。グロールが統治者としての器でないのは明白だった。

「今後、我々はいかに動くべきでしょうか」

「アミル様から、開戦後は一切の遠慮は無用と密書が届いた。機を見て動かねば、我らも太守と共にバハール軍に粉砕されるであろう」

　ウィルムが険けわしい視線をロイエに送る。

「しかし、我らはアミル様にお味方すると伝えているはず。敵と見み做なされるとは思えませんが」

「甘いな。あの方はそのようなことは全く気になされぬ。障害となれば確実に殲滅されるぞ。よいか、戦の流れを的確に見極めるのだ。その流れを見誤れば、濁だく流りゅうに吞のまれて破滅することになる」

「……しょ、承知いたしました」

　ロイエが頷いたのを確認すると、ウィルムは窓を開けて太陽を見上げる。強烈な陽射しが目に入り、思わず目を細める。

　後ろから、ロイエが遠慮するような声で問いかけてくる。

「父上、もう一つだけお尋ねしてもよろしいでしょうか」

「……なんだ」

「サーラ様のご容態の悪化、もしや父上の差し金によるものでしょうか」

　ロイエはサーラの病状悪化をウィルムの仕し業わざだと疑っているらしい。確かにサーラの新しい侍医は、ウィルムがリグレットに指示して手配させた。だが、行動を起こすように指示をしたことはない。

「あれは違う。私が指示しておいたのは情報収集だけだ。太守は重要なことはすべてサーラ様にご相談なされるからな。治療は通常通りに行われていたはずだ。今更サーラ様を排除したところで、なんの意味もなかろう」

「確かに。失礼なことをお尋ねして申し訳ありませんでした。何か思惑をお持ちかと早はや合が点てんしてしまいました」

「構わん。まぁ、これも運命であろう。あの反乱の折、太守とサーラ様は忌いま々いましい小娘によって奇跡的に命を拾うことはできた。だが、結局は同じことだ。破滅という運命を変えることはできぬ。……そう、太守たちはあの反乱で死ぬべきだったのだ」

「…………」

「よいかロイエ、我らは破滅の運命に巻き込まれてはならぬ。必ずや生き延びるのだ。我らにはコインブラを立て直すという使命があるのだからな」

　多くの兵が死に、民が苦しむことになるだろう。それでもウィルムは己を貫き通すつもりだ。次の皇帝にはアミルが就き、ウィルムは今までの功によりコインブラの指導者になる。グロールに対して不忠なのは確かだが、コインブラの歴史には比類なき忠臣として残るはずだ。なぜならば、すべての行いはコインブラの膿うみを出すための荒療治なのだから。

「分かっております」

「ならば良い」

「……ところで、姉上はどうなされるおつもりですか。武勇に優れるノエル殿の副官ということは、最前線に出る可能性が高いはず。このままでは流れに巻き込まれますが」

　リグレットのことを心配するロイエ。不仲なのは確かだが、肉親の情は残っているらしい。だが、ウィルムにはそんな感情はない。まだ、なんとか使える駒だから排除していないだけのこと。役目が終わればどうなろうと知ったことではない。

「誰であろうと、流れに逆らえば破滅するだけのこと。生き残れるかどうかは、リグレット次第だろう。手助けするつもりは全くない」

　ウィルムは振り返ると、冷たく言い切った。

　リグレットの最後の役目、それはノエルの監視だ。ウィルムが見極めきれないでいる少女――何を考えているか分からない獣けもの。死ぬべきグロールを救い出してしまった愚か者だ。多少腕は立つようだが、それだけだ。結末は何も変わらないし、変えることはできない。だが更なる余計な行動については看かん過かすることはできない。アミルの目もある。

（あれがいなければ、このような面倒な事態にはならなかったものを。実に忌々しい小娘だ。だが、その報いはすぐに受けることになる。邪魔者は、皆死ねば良いのだ！）

　そのときはリグレットも運命を共にすることになるだろう。グロール、ノエル、そしてリグレット。ウィルムを悩ます厄やっ介かい極まりない連中が一気に片付く。未来のコインブラには選ばれた人間だけが残れば良い。多くの犠牲の上に、豊かな国土を築き上げるのだ。これは荒療治なのだから、止むをえないこと。

　ウィルムはわずかに口元を上げると、これからの行動計画について考えを巡らせ始めた。







　――数日後。

　マドレス城では、グロールの号令により盛大な閲えっ兵ぺい式しきが催されていた。

　戦が近いという噂が至るところで流れ始め、民だけではなく領主たちにまで動どう揺ようが走った。強兵で名高いバハール相手に、果たして勝てるのかという当然の疑問だ。グロールとしては、まず足下の混乱を抑えなければならなかった。何より、兵たちの戦意を高揚させたいという強い思惑もあった。

　それが功を奏したかは分からないが、州都は久々に賑やかさを取り戻していた。コインブラ州各地より集められた兵の数は、総勢五万。各隊選よりすぐりの精兵が城下に整列し、バルコニーに立つグロールの演説に聞き入っている。彼の堂々とした姿は見るものを勇気づけ、奮い立たせるに十分だった。――その実情はともかくとして。

　精兵の枠に入れられているノエル、そしてシンシアも閲兵式への参加を許されていた。とはいえ、バルコニーのグロールは遠すぎて、何を言っているかさっぱり分からない。他の兵も同じはずなので、恐らく聞いている振りをしているだけだろう。かつていたあの糞みたいな教会で、ノエルもよく聞いている振りをしていたから分かる。長い話は疲れるし面白くない。それが全く聞こえないのならば尚更だ。

　隣に立つシンシアは、直立不動でひたすらグロールの話に耳を傾けようと頑張っていた。

「ね、太守が何を言っているか全然聞こえないよね？」

「…………」

「もしかしてシンシアには聞こえてるの？　ね、聞こえてるなら私にも教えてよ」

「…………」

　どこかイラついた様子で頰をひくつかせるシンシア。それが面白かったので、ノエルはもう一度問いかけることにした。

「おーい、お転てん婆ば娘のシンシアちゃん、私の声が聞こえてますかぁ？　聞こえてたら元気良くお返事を――」

　耳元で大声で話しかけた瞬間、強烈な拳骨が落ちてきた。こうなるのは予測できるのにやめられない。なぜかというと、楽しいからだ。痛いのはもちろん嫌だが、どうでもいいやりとりが面白い。小さな幸せといっても良いだろう。

「太守のお言葉は、後で書面で通達される。今は、この雰囲気を感じ取れば良いのだ。分かったら大人しくしていろ！」

「なんだ、やっぱり皆聞いている振りしてたんだね。あー、そうと分かったらなんだか眠くなってきちゃった」

　ノエルは大欠伸をすると、シンシアが睨みつけてくる。

「どうやらもう一発欲しいようだな、ノエル百人長」

「遠慮しておきます、シンシア上級百人長殿！」

「格好つけても無駄だ、この大馬鹿者が！」

　もう一発落ちてきた。あまり痛くなかった。今度は少しだけ手加減をしてくれたようだ。頭を擦さすりながら空を眺めてみる。生あい憎にくの曇どん天てん模様。お日様は隠れてしまっていた。晴れた日はいいことがある。雨の日は良くないことがある。曇りはどちらか分からない。だから好きでも嫌いでもない。

「はぁ、戦が近いというのに、余裕すぎませんか。隊長としての威厳を少しは身につけてください。副官の私が恥ずかしい思いをしますので。死ぬほど迷惑です」

　後ろに控えていたリグレットが、呆れたような視線を送ってくる。ノエルは面白そうに笑った後、大きく伸びをした。そして、振り返る。

「あはは。ごめんね」

「分かっていただければ良いのです」

「そっか」

「…………」

　素直に謝ると、リグレットが何かを迷っているような表情を浮かべる。気になったノエルは素直に聞いてみる。

「ね、何か言いたいことでもあるの？　もしかしてまた悪口を考えてるのかな？　私の頭がおかしいっていうのは前聞いたけど」

「い、いえ。なんでもありません。私のことなど気にしないでください」

「そっか。じゃあ、別のことを聞いても良いかな？」

「な、なんでしょうか」

　どこか緊張した面おも持もちのリグレット。珍しいその表情にノエルはなんだか面白くなってしまった。

「私たちは、これから誰と戦うんだっけ」

「……何を今更。私たちの敵はバハールに決まっているでしょう。夏の暑さで頭が更にやられてしまいましたか？」

　つんつんと自分のこめかみを突きながら、馬鹿にしてくるリグレット。先ほどの妙な様子は完全に搔かき消えている。人を小馬鹿にするとき、リグレットは本当に活き活きとしているのだ。

「じゃあ、なんでバハールと戦わなければいけないんだっけ？」

「ふん、簡単なことでしょう。先の反乱はバハール公の策さく謀ぼうというのは明白です。その罪を償つぐなわずに帝位を狙うなど言語道断。故に、太守は開戦を決意なされたのです。……これぐらい、百人長ともあろう者なら知っていて当たり前です」

　得意気に説明した後、リグレットが鼻で笑う。

「でもバハールは同じ帝国の州だよ。それに戦を仕掛ければ、私たちは世を乱す悪逆の徒になるね。いくら言葉で飾り立てても、先に兵を動かすのは私たちなんだから」

「少しはその足りない頭で考えてください。勝てば私たちの言い分が通るんですよ。バハール公の名声は地に落ち、我らが太守が皇太子の座に就くことになるでしょう。それこそがこの戦の本当の狙いです」

「なるほど。全部、リグレットの言う通りになれば完璧だね。流石は私の副官だ。偉い偉い！」

　ノエルがおどけてみせると、リグレットのこめかみにビキッと青筋が浮かび上がる。試しにリグレットを真似て馬鹿にしてみたら、怒らせてしまったようだ。自分がやられるのは嫌なようである。

　ちなみに、別に聞かなくても、それぐらいはノエルにも分かっていた。だが、確認しておかなければならない。自分の知識は、あの場所で詰め込まれたものばかり。軍学や兵法、様々な武器での戦闘術。そして皇帝への忠誠を誓う数々の誓約。外に出て分かったのだが、世間での常識とはかけはなれたものも多い。だから、ノエルは話を沢山して確認する。そうすれば、自分だけではなく、皆の世界が広がるから。

（自分の意志で好きなことを話せるのは、本当に楽しい）

　あそこを出てから、余計なことを喋っても殴られることはない。シンシアに拳骨をもらうことはあるが、憎しみは籠っていない。あの屑どもとは何もかもが違う。一杯話をしたから、ノエルには分かるのだ。

　外に出てから、ノエルは自由になった。そして、あの反乱が起こってから、また変わった。色々なものを手に入れることができた。

「ノエル、何か気になることでもあるのか？　珍しく真剣な顔をしているようだが。似合わんぞ」

「結構ひどいことを言うね。実は、ちょっと考え事をしてたんだよ。……ね、いきなりだけど、シンシアは戦は好き？　リグレットにも聞きたいんだけど」

「何を言うかと思ったら。戦が好きな人間などいないだろう」

「あまりにも愚かな質問で、答える必要を覚えません。本当に迷惑なので、もう話しかけないでください」

　苦笑するシンシアと、そっぽを向くリグレット。戦が好きな人間はいない。なるほど、そういうものかとノエルは一つ勉強した。その上で、ふと疑問に思ったので聞いてみることにする。

「シンシアはそう思うんだ。じゃあ、どうして戦わなくてはならない軍にいるの？」

「それが私の、騎士としての務めだからだ。騎士として、弱き民を守るために戦い、主君に忠節を尽くす。私が守るべき正義であり信念だ」

「そっか。やっぱり、シンシアはすごいね。誰かのためにそこまでできるんだから」

　本当にすごいと、ノエルは思った。心の底からすごいと思った。自らを犠牲にして、見ず知らずの人のために命を賭ける。自分にできることではない。だから、シンシアはすごい。

「うん、シンシアはすごいし、きっと正しいんだろうね」

　だが、その弱き者というのは、きっとコインブラの民だけなのだろう。シンシアでさえそうなのだから、他は言わずもがなだ。

　村で暮らしていて分かったが、大事にするのは自分の周りだけなのだ。知らない人間がどうなろうと、知ったことではない。世の中というのはそういうものと、ノエルは学んだのだ。

　世の中に正義が一つならば、それは間違いなく正しいことなのだろう。では二つ、三つ、或あるいはもっと沢山あったらどうだろうか。皆がそれぞれの正義を掲げて、自らこそが正しいと主張したならば。

　そのときは、一番声が大きい者の言葉こそが正義になる。自らの正義を押し通すため、財力を蓄え、武力で脅おどし、鋭利な剣を用いて相手の口を塞ふさごうとする。ノエルがあの場所で学んだ〝歴史〟というのは、その繰り返しだ。

　――太陽帝の剣となり敵を屠ほふり、盾たてとなりその身を捧げよ。

　何度も何度も叩き込まれた文句の一つ。今ならば少しだけ分かる。あの場所は〝声が大きい者〟のために働く人間を作り出す場所だったのだろう。結果は大失敗に終わったが。

（ざまぁみろ。お前たちの計画は、完全に失敗だ）

　皮肉なことに、失敗作と見做されたノエルだけが生き残った。太陽帝の剣や盾になるつもりはさらさらない。自分だけではなく、他の〝仲間〟も今は同じ思いのはずだ。もし目の前に皇帝がいたら、指を差して笑ってやりたい。失敗作に笑われるというのは、どんな気分だろう。

「ならば、お前はどうなのだ。お前にだって守りたい者や場所はあるだろう」

「……どうなんだろうね。うーん、よく分からないかな。あ、私の仲間は守りたいかなぁ」

「いつものように自信を持って話したらどうだ。……目が泳いでいるぞ」

　シンシアに指摘されたので、ノエルはわざと目をグルグルと回してみせた。拳骨ではなく溜息が落ちてきた。

　自分の仲間たちはできるだけ守るつもりだが、味方というだけの人間のために命を捨てるつもりはあまりない。そんなことをしていたら身体がいくつあっても足らないだろう。コインブラの民すべてを守ろうとするシンシアは本当にすごい。

「いきなり言われても難しいよ。あ、皇帝のために死ぬのだけは嫌かな。うん、死んでも嫌だ」

　太陽帝ベフナムのために死ぬのだけはまっぴらゴメンだ。そう不ふ遜そんな言葉を吐くと、シンシアが低い声で咎とがめてくる。

「こら、不敬な言葉は自重せよ。……お前も今は立派な騎士なのだから、信念の一つぐらいは持つようにしろ。何も考えずに戦うのでは、獣と同じだぞ」

　確かに獣は何も考えていないかもしれない。だが、生きるために戦っている。それが本能というやつだ。きっと、自分もそれに近い。そんなことを少し考えた後、ノエルは首を捻ひねる。

「うーん、信念かぁ。……私の考えは、シンシアとはちょっと違うかな」

「どういうことだ？」

「私は別に、戦うのは嫌いじゃないんだ。信念なんて持たずに私は今まで戦ってきた。ずっと考えてたのは、死にたくないということだけだったんだ」

「…………」

「でも、戦うようになってから、私は色々なものを手に入れた。シンシアや若君と友達になれたし、ドルカスたちも仲間になってくれた。面白いリグレットも副官になってくれたし。部屋は宝物で一杯。だから、私は戦うのが好きかな」

　ノエルが無邪気に微笑むと、シンシアは眉を顰め、リグレットは目を見開いて絶句する。

「……戦うのが好きだなどと、他所よそで言うのはやめておけ。狂人扱いされてもおかしくない」

「でも本当のことだし。戦えばもっと沢山の宝物が手に入りそうじゃない？」

「ええい、うるさい。これは上官命令だ！　とにかく、口に出すのは禁止だ！」

「ずるいなぁ。じゃあ、戦うのは趣おもむき深い、なら良いかな？」

　この前シンシアに覚えさせられた単語を使ってみる。

「それもほとんど同じことだろう。全く、余計な言葉ばかり覚えるんじゃない！」

「えー。この前教えてくれたのはシンシアじゃない。ちゃんと覚えろって言ったくせに」

「う、うるさい！　それはそれ、これはこれだ！」

　ノエルがそれはないよと両手を上げると、隣で堪えきれないといった様子で噴き出した人間がいた。

　ゲンブから来た武官、熊によく似ているカイ百人長だった。頰に走った傷が特徴的なのでよく覚えていた。どちらかというとドルカスに近い類の人間だろう。

「いやいやこれは失礼を。今の言葉、思わず感嘆いたしましたぞ。戦うのが趣き深いとは。ノエル殿は、ゲンブ人に近い思考の持ち主のようですな」

「そうなの？」

「うむ。我らゲンブの武士は、誰よりも強くあれと幼少時より育てられる。つまり、戦うことは人生そのものなのだ」

「戦うことが人生。それって、なんだかすごい趣き深い言葉だね」

「はは、そうであろう。今度ゲンブに遊びに来ると良い。そなたほどの腕の持ち主ならば、いつでも歓迎するぞ」

　カイがそういってノエルの背中を力強く叩いてくる。また色々なことが分かる気がしたので、ノエルは喜んで返事をすることにした。

「じゃあ、約束だね。いつか絶対に遊びに行くね」

「おう、いつでも来られるが良い！　それがしが案内いたそう」

　カイが深々と頷いたので、ノエルもご機嫌に頷いておく。シンシアはというと、また深々と溜息を吐いている。〝言葉もない〟とはこのことだろう。この前シンシアに教えてもらった、面白い言い方だ。言葉もないのに、言葉がある。実に不思議なことである。

「ゴホン。とにかく、今は来きたるべき戦いに集中するんだ。次の戦が終われば、きっと平穏な世が訪れるはずだ」

「うん、分かった。私も戦いに集中する。戦って戦って、最後の最後まで戦い抜くね。そうすれば、きっと――」

　そこでノエルは言葉を切った。また怒られてしまいそうだったから。

　今の自分があるのは、戦い抜いてきたからだ。だから、最後までノエルは戦い続けなければならない。何があっても戦い抜けばきっと幸せになれる。そう、きっとこれが幸せになるための一番の方法なのだ。――そんな気がする。
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　――夏も盛りを迎えようとする頃。コインブラ太守グロールは、帝国全土に檄げきを飛ばすと同時に、バハール州へ宣戦を布告した。檄文の内容は次の通りである。

　一つ、卑劣な策を弄ろうして賊を煽せん動どうし、コインブラの民を殺さつ戮りくしたアミルの罪は万ばん死しに値する。

　一つ、恥を知る者、ましてや貴族たる者であれば、その罪を潔いさぎよく認め許しを乞うのが当然である。しかしながら、罪を認めぬばかりか、厚顔にも昇陽の儀を行うなどと妄もう言げんを吐はく始末。断じて許しがたい。

　一つ、太平の世において過剰なまでに軍備を増強し、コインブラに対し挑発行為を繰り返していたのは、武力をもって己の非道な野望を正当化し、正義の声を屈服せしめんと企んだからである。

　一つ、皇帝陛下はかねてよりアミルの所業を憂ゆう慮りょしておられた。近頃では、アミルに内通した奸かん臣しんどもの専せん横おうにより、悲嘆の声をあげることすら封じられている。道理にもとる所業である。

　一つ、偉大なる太陽帝ベルギスの末まつ裔えいたるこの身としては、アミルの非道を見逃すことはできない。我らコインブラ州臣しん民みんは、奸かん賊ぞくアミル、及びその一党に対し宣戦を布告する。これは、アミルの凶きょう行こうを阻止し帝国の禍か根こんを取り除くべく行動するものである。我らの正義に同調する者は、奸賊どもを撃滅するための行動を即座に実行すべし。




　グロールはコインブラのほぼ全軍を率いて州都マドレスを出発、カナン街道を東進する。その数はおよそ五万。マドレスには留守部隊として五千を残している。総勢五万というのは正規兵と臨時に徴兵された兵を合わせた数であり、コインブラの持つ戦力を総動員したといえるだろう。練度、士気はさほど高くないが、数だけはかなりのものとなっている。

　海上方面はロイエ率いる船団が、バハール軍所属の軍船を牽けん制せいするために出港した。本来ならばリベルダム海軍にも警けい戒かいしなければならないが、密約により交戦を回避できる算段がついている。警戒すべきは、リベルダム港に停泊するバハール軍船のみ。リベルダムに中立を維持させることで、コインブラは陸上に主眼をおいて行動することができた。




　グロールは城壁から不安そうな顔で見送っているエルガーに手を上げる。留守部隊は老兵、傷病兵を中心とした者たちである。指揮官には一応ペリウスを置いてはいるが、実際に戦うことはないだろう。いわゆる飾りである。

　グロールは後ろ髪を引かれながらも馬首を返し、隣に並ぶウィルムに話しかける。

「ウィルム、檄文は間違いなく各州へと出したのだな？」

「はっ、早馬を出しました故、今頃は各州太守の方々に届いていることかと。グロール様の決意は、必ずや伝わるでしょう。大義は我らにありますぞ」

「リベルダムの動きはどうだ？」

「異常は全くありませぬ。先の約やく定じょう通り、彼らは中立を守っております」

「よし、もはや後には退ひけん。なんとしてもカルナスを攻め落とし、バハール領に押し入るぞ。緒戦が最も肝心であろう」

「我らにお任せあれ。バハール領主たちを切り従えながら、バハール州都ベスタへ、太守をお連れいたしますぞ。すでに何人かは調ちょう略りゃくも完了しております。カルナスを落として我らの力を見せつければ、調略は更に順調に進むでしょう」

「流石はウィルムだ。……思えば長き付き合い、迷惑のかけ続けであったな。すまぬが、今回も私に力を貸してくれ」

「もったいないお言葉。このウィルムめも、太守にお仕えできて果報者にございます」

「……うむ、頼りにしている」

　ウィルムの言葉に感極まるグロール。そして、前方を行くガディスの隊列を指差す。

「はは、見るが良い。ガディスめも気張っているようだ。奴はロックベルでの失態を、ここで一挙に晴らすつもりなのだろう」

「ガディス殿は、先の太守の演説を聞いて決死の覚悟を抱かれておりました。此度は、死力を尽くして戦われるかと」

「実に頼もしいことだ。今まで私は天運に見放されていたが、家臣には恵まれていたようだ」

　グロールは上機嫌に笑いながら、先頭を進む集団を眺め続ける。コインブラ五万の軍勢は、ガディス隊を先頭に威い風ふう堂どう々どう行進している。風にたなびく天てん秤びんの旗の群れが、実に壮観だ。後ろを見れば、兵を養うための大量の物資、そしてカルナスを始めとした多数の城を攻め落とすための攻城兵器が付き従う。大半が友邦のゲンブ、ギヴからの援助によるものだ。

　大軍のため進軍速度はあまり速くはないが、特に問題はないとグロールは判断している。

（布告文が届いたとき、アミルめはさぞ慌てふためくであろう。だが、そのときはすでに手遅れだ）

　昇陽の儀を執り行う際は、持ちうる限りの兵を率い、皇帝に披露しなければならない。密偵の報告によれば、貴族、商人たちを集めて式の準備にかかりきりとのこと。実に腹立たしい限りだが、今となってはむしろ好都合である。

　バハールの危機を聞けば全力で引き返してくるであろうが、それも無駄なこと。帝都フィルーズからバハール州都のベスタまでは、どんなに急いでも二ヶ月はかかる。帝都に駐留しているバハールの主力が、いかに精兵揃いだとしてもだ。

　戦支度を考えれば三ヶ月の余裕は見ても良いだろう。それだけの時間があれば攻略には十分である。バハール領主たちを降くだし、ベスタを陥落させることなど容易たやすい。あとは焦らなければ良い。焦って、寡か兵へいの敵に敗退を喫するような真似は、絶対に避けなければならない。コインブラは弱兵という不快な評判を信じる者は、いまだに少なくないのだ。一度の敗戦で、バハール領主たちがこぞって抵抗するようになれば目もあてられない。

　重要なのは、確実に足下を固めながら慎重に兵を進ませ、アミル一党を完かん膚ぷなきまで粉砕する。これが今作戦の方針である。

「太陽神もようやく私に味方してくれた。足下を掬すくわれたアミルの面子は丸潰れ、皇太子の話は搔き消える。無謀にも決戦を挑んでくるようならば悉ことごとく粉砕してくれるわ！」

　強行軍で疲ひ弊へいしきった軍勢を破ることなど、赤子の手を捻るより容易い。どう転ぼうとグロールの勝利は揺るがない。

（一言でも謝罪があれば、私は許したかもしれぬ。だが、もう遅い。アミルよ甘んじて己の罪を受け入れるが良い！）

　グロールは汗を拭うと、掛け声を発して街道を駆け始めた。慌てて親衛隊が続いてくる。

「これはアミルに鉄槌を下す正義の戦だ！　手柄を立てた者は、階級の区別なく望みの褒ほう美びを授けようぞ！」

　兵たちを鼓こ舞ぶすると、大歓声があがる。士気は旺おう盛せい、大義は我らにある。グロールは危篤状態のサーラの顔を思い浮かべた後、剣を掲げて兵の声に応えた。




　――コインブラ軍の進撃が始まった。

　バハール州境に設けられている関所を、力攻めでなんなく突破すると、コインブラ軍はカルナス城塞へと迫った。カルナス城塞は大陸統一前に建築された要塞で、その堅固な守備力は現在も健在だ。

　とはいえ、現在のバハール軍守備隊の数は千人に満たない。バハール軍の主力は、帝都にあるのだから。カルナス城塞からの抗議の使者を追い返すと、グロールは全軍に総攻めを命令した。

「カルナスは堅固と名高き要塞だが、我らを止めることは決してできぬ。コインブラの強さを思い知らせよ!!」

　栄えある先陣、攻城部隊第一波は汚名返上を狙うガディス将軍。その兵数は一万人である。まずは様子見と、破城槌を持たせた隊を繰り出して攻めかかる。だが、実戦経験の少ない兵が多く、いざとりつく段になると及び腰になる者が続出。そこを城壁から狙い射たれ、先陣の隊は阿あ鼻び叫きょう喚かんの様相となった。

　そんなことを何度か繰り返した後、ガディスはようやく本隊を投入、櫓やぐらを用いての攻城を開始した。




　ディルク千人長の指揮下に入れられたシンシアとノエルは、攻城部隊第二派として兵を並べて待機していた。

　第二派のディルク、他の千人長を組み合わせた八千名は、後詰的なものとして考えられている。グロールはお気に入りのノエルを、第一波の先陣に組み込もうとしたのだが、ガディスに『先陣を新参者に取られるなど、コインブラ軍の恥ち辱じょくとなる』と断られてしまった。ウィルムや他の武官もそれに同調したため、グロールも、ならばガディスに一任すると頷いたのだった。

　だが、ガディスが攻め始めてから本日で三日目。第一陣の兵たちの疲労と消耗も高まっている頃合だ。グロールの忍耐もそろそろ制御が利かなくなってきていた。

「しかし、敵もかなり粘るな。今日こそは決まると思ったのだが」

　シンシアがしかめっ面で呟くと、ノエルがそれに応える。

「時間稼ぎが目的なら、最後まで死力を尽くすだろうね。多分、全員決死隊じゃないかなぁ」

「決死隊？」

「うん。ここで少しでも時間を稼げば、きっと良いことがあるんだよ。ほら、どこかの国の諺ことわざに、時は金なりっていうのがあるでしょう」

　なぜか眼鏡をかけているノエルが、知ったような口をきく。本性を知らなければ、知性溢あふれる女参謀と見間違えてしまうかもしれない。残念ながら、シンシアはその正体を知ってしまっている。本当に残念だった。

「良いこと、か。敵の狙いが何なのか、お前には分かっているのか？」

「ううん、さっぱり分からないよ。一体なんだろうね」

　あっけらかんとしたノエルに、一瞬あっけにとられるが、すぐに気を取り直す。いつものことなので、気にしていたら日が暮れてしまう。何より、今は戦の最中だ。

「聞いた私が馬鹿だったようだ」

「あはは、本当だよね」

「お前が言うな！」

　一発拳骨を落とすシンシア。その拍子にノエルの眼鏡がずれ落ちそうになると、ノエル隊の兵たちから笑いが漏れる。シンシアは咳せき払ばらいして緊張感のなさを咎めつつ、ノエルに話しかける。

「……ところで、なんで眼鏡をかけているんだ」

「まだ戦わなくて良いみたいだから。たまには知性を強調してみようかなって。頭良さそうに見えるでしょ」

　それを聞いた兵たちが思わず吹き出すが、慌てて真ま面じ目めな表情に戻している。知性のある人間はそんなことを言わない。

　こんなざまでは兵の指揮など覚おぼ束つかないだろうと、シンシアは不安だったのだが杞き憂ゆうに終わっていた。女の指揮官というだけで舐なめられてもおかしくないのだが、ノエルはよく隊を纏めている。荒々しい白蟻党が隊の大半を占めるというのに、彼らは大人しく言うことを聞いていた。

　シンシアも当初は本当に苦労させられたので、それだけは褒めても良いかもしれない。調子に乗るので、今は褒めないが。

「……気に入っているのは分かったから、兜かぶとはつけろ。ここにも、流れ矢が来るかもしれないんだぞ！」

「んー、暑くて頭が蒸むれるから、いらないかな。それにほら、お日様の光を浴びると、気分がいいし。その点、眼鏡はあんまり邪魔にならないもんね」

　ずれた眼鏡を得意気に持ち上げるノエル。悔しいが様さまになっている。

　確かに、この夏の日差しは強烈でとても暑い。汗を拭ぬぐっても拭ってもキリがない。この時期に鎧よろい兜かぶとを着て長時間の戦闘というのは拷問に近いものがある。徴兵された兵たちからすれば、何を言っているんだという話であろうが。彼らの防具は粗末な革鎧と質の悪い兜、武器は数打ち物の剣や槍だ。防具に関しては、本当にないよりはマシな部類である。

「だが死ぬよりはいいだろう。兜が嫌なら、せめてこの額当てをつけていろ。ほら、動くな！」

「えー、私はいらないって。ね、ちょっと」

　もがくノエルを押さえ、頭に鉄の額当てを強引に巻きつける。防具としては頼りないことこの上ないが、眉間への致命傷は避けることができる。

「これで良し。うん、中々似合うじゃないか」

「うーん、なんか落ち着かないけど、一応ありがとう。これ、大事に使うね。また宝物が増えちゃった」

「大事に使わなくていいから、命を第一に考えろ」

「あはは、戦争なのに無理を言わないでよ」

　ノエルは苦笑しながら額当てを確認するように触る。ノエルの装備は、額当てに眼鏡、動きやすい軽鎧、腰には鉄槌を帯び、その手には漆しっ黒こくの二又槍が握られている。一般兵とは明らかに異なる装備、そして特徴的な赤毛はさぞ戦場で目立つことだろう。目立つということは、敵に狙われやすいということだ。

「ノエル隊長、ありゃ今回も駄目ですな。寄せるのに完全に尻込みしちまってます」

　ノエルの後ろに控えていたドルカスが、遠とお眼鏡めがねで覗きながら呟く。シンシアも副官から遠眼鏡を借り受けると、カルナス城塞を確認する。

「あれでは格好の的ではないのか。なぜ一気に城壁を上のぼらないんだ」

「そりゃ、一番に突っ込んで死ぬのはご免でしょうな。かといって、城門のほうも当然防御が堅い。相手は待ち構えてるんだから、どこを攻めてもこっちの犠牲は増えますわな」

　城門に取り付いた兵は破城槌で突破しようとしているが、極めて悲惨な状態に陥っている。門の上に開けられた穴から煮えたぎる油が撒き散らされ、その上で火矢が打ち込まれるのだ。逃げようとした者には城壁から狙い澄まされた矢が打ち放たれ、容赦なく射殺されていく。

　城壁を乗り越えようとしている隊はどうかというと、こちらも全く捗はかどっていない。先頭を行くのは当然、身分の低い兵たちだ。強引に駆り立てられた兵に高い戦意を求めるのは酷こくであろう。攻城梯子はしごを設置する作業にてこずり、上から浴びせられる矢で釘付けにされてしまっている。

　第一波の攻城部隊を指揮するガディス将軍も、これではどうしようもないだろう。しかも危険を避ける性しょう分ぶんが裏目に出てしまっている。総攻めの命令とはいえ、緒戦で大きな犠牲を出すのは避けたいはず。攻勢を続けることで敵の士気を挫くじき、門を開けさせたいのだろうが。

　もしくは、城外に伏兵が潜んでいる可能性を考慮しているのかもしれない。時折、要塞内部から狼煙のろしが上がるのだ。ガディスはその度に角笛で兵を戻し、警戒態勢を布いた。コインブラの戦術書には、攻城時は強攻を避け、また城外との連携に注意せよと記されている。それを遵じゅん守しゅした堅実な戦法だが、これではいつまでたっても要塞を落とせない。

　――とはいえ、シンシアが指揮官だったとして上手くいった気がしない。机上の計画と、実戦とでは全く違う。

「ね、総攻めの命令のはずなのに、なんで小出しにするんだろうね。しかもちょくちょく後退させてるし」

「……兵の損害を極力避けたいのだろう。圧力をかけることで、自ら門を開けさせるのを狙っているのだと思うが」

「一人が死んだら十人、十人が死んだら百人、それも死んだら千人で攻め続ける。総攻めならそれが当たり前なのに？」

　ノエルが心底不思議そうに首を捻る。

「そりゃ、誰だって死ぬのは嫌ですからね。腰がひけるのも無理はありません。お前から死ねと言われて、素直に行く馬鹿はいませんぜ」

「でも、結構死んでるみたいだけど」

「……いや、まぁ、そうなんですがね」

「何かさ、出し惜しみしているような感じだよね。攻め方もやる気を感じられないし。もしかして、落とす気がないんだったりして！」

「何を馬鹿なことを。大事な緒戦だ、ガディス将軍が慎重になるのも無理はない」

「うん、そうだよね」

　ノエルが適当に相あい槌づちを打つ。

「それと、問題になりそうなことはあまり言わないようにしろ。それでなくてもお前の出世の早さを妬ねたんでいる者もいるんだ。敵を増やすことはない」

　ノエルは気にしていないようだが、聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんはあちこちから聞こえてくる。中にはすれ違いざまに嘲ちょう笑しょうする者もいるほどだ。その全員がウィルム派であり、ノエルは完全に目をつけられてしまっている。

　階級が下の人間の場合は、その都度注意をするのだが、上の者に対してはそれはできない。

「隠れて私の悪口を言う人多いもんね。その点リグレットは面と向かって言ってくれるからいいよね！」

　ノエルがリグレットに笑いかけると、凄まじい舌打ちの音が聞こえた。

「シンシア様、馬鹿の言うことは放っておいたほうがよろしいかと」

「……う、うむ」

　シンシアは言葉を濁にごして聞かなかったことにした。

「それと、先ほどの話ですが、私たちコインブラ軍に攻城経験のある者などいません。ですから、ガディス将軍が躊躇ためらうのも無理はないかと。ここは包囲を続け、降伏を迫るのが正解です。将軍もそのおつもりなのでしょう。どこぞの、脳内お天気娘や白髪猿ではないのですから、私たちは頭を使うべきです」

　リグレットが口元を歪めながら、ちらりとドルカスに視線を送る。

「てめぇ、そりゃ俺と隊長のことか！」

「さぁ、心当たりがあるなら、きっとその人なんじゃないかしら。猿どころか、ノエル隊長でも分かることよね」

　リグレットが他人ひと事ごとのように言う。ドルカスが敵意を籠こめて睨みつけるが、怯むどころか逆に睨み返すリグレット。ノエルがいなければ、本当に殺し合いになりそうなほどの険悪さである。

「隊長、この糞女、本当にやっちまいませんか？　そうだ、この女を盾に貼りつけて前進しましょうや。進軍ラッパ代わりにさぞ囀さえずってくれますぜ」

「できるもんならやってみなさいよ。あー、本当に思考が野蛮で嫌になるわ。それと、お願いだから口を塞いでおいて。臭くて卒倒しそうだから」

「はい、仲良く遊ぶのもそこまで！」

　二又槍を地面に突き立て、言い合いを強引に遮るノエル。その勢いに気け圧おされて両者は口を噤つぐむ。

「ドルカス、リグレット。私たちはまごついたら駄目だよ。無駄死にしたくなかったらね。あと、味方同士で足を引っ張るようなことをするのもね」

「も、申し訳ありません」

「ふん、私は謝罪するようなことをした覚えはないわ。第一、コインブラが誇る偉大な英雄のノエル隊長なら、まごつくことなく最前線を行くんでしょう？」

　無ぶ礼れいにもノエルを挑発するリグレット。毎度のことだが、この喋り方にシンシアは慣れることができない。会話の中に、皮肉、嫌味、自分をことさら卑ひ下げしたりと必ず負の感情を入れてくる。相手への気遣いが一切ないのだ。

　それを気にすることが全くないノエルは本当に大物である。自分ならば、即座に副官の転属依頼を出すであろう。

「リグレット、私が合図したら突撃ラッパを吹き鳴らして。その後は、弓兵で攻城部隊の援護をよろしく。ドルカスは白蟻党を連れて一気に攻城梯子をかけてね。私が皆の先頭を行くから、その後に続けば良いよ」

　ノエルが腕組みをして、淡々と命令を伝える。だが、城塞を睨みつけるその顔からは強烈な殺意を感じることができる。かつて、ノエルと対たい峙じした際に感じたものと同様のものだ。

「あ、貴方、本当に先陣を切るつもり？　頭だけじゃなく目までおかしいんじゃないの！　真っ先に矢に当たって死ぬわよ！」

「隊長、この馬鹿女の言う通り、危なすぎます。囮おとりが必要なら俺が行きますんで――」

「あはは、その大きな体じゃ上にたどり着く前に針鼠だよ。私は結構素早いからね。一気に駆け上って守将を討ち取り、邪魔な弓兵を蹴散らせば落としたも同然。そうでしょ？」

「待てノエル！　抜け駆けは厳禁、歩調を合わて攻めるとディルク千人長から言い付かっているんだ！　我らだけ突出するわけにはいかないぞ！」

　シンシアは慌てて制止するが、ノエルは全く聞く耳を持たない。

「歩調を合わせてるだけじゃ要塞は落ちないよ。味方が無駄に死ぬのを見てるだけなんて、私は嫌だな。シンシアもそう思わない？」

　どうしたものかとシンシアは悩む。言っていることは分かるが、命令違反なのは確実。とはいえ、カナンの戦いでは命令に違反したことで太守の命を救うことができた。それに、ノエルの戦闘力の高さは疑いようがない。ここは、シンシアの隊もノエルと同調するのが良いのかもしれない。

（総攻めで城塞を落とせという太守の命令には、確かに違反していない。ならば、なんとかなる……のか？）

　シンシアは真剣に悩みながら、考えを巡らせる。ノエル隊は白蟻党が五百、それに最近徴兵された者を合わせて七百余り、シンシア隊は正規兵が千人だ。総勢千七百での一点突破はかなりの威い力りょくがあるだろう。

「……よし、ならば私も乗ろう。このままでは一週間たっても落ちそうにない。こんな入り口で手間取っていては、ベスタ攻略など夢物語だ」

「やったね。今回もきっと成功するよ。シンシアと一緒のときに、負けたことは一度もないもんね」

　ノエルが心から嬉しそうに微笑んだ。

　そのとき、低い角笛の音が戦場に鳴り響く。第一波の隊への撤退の合図。ディルク千人長の隊から、進撃の戦鼓が打ち鳴らされる。ガディス隊と交代して前に出なければならない。

「あーあ、せっかく覚悟を決めたのに無駄になっちゃったね。ま、歩調を合わせないから怒られるだろうけど」

「……私は少し安心したぞ。勝手に攻勢をかけるのは重大な命令違反だからな！」

「あはは、よく言うよね」

　ノエルはそう言って二又槍を地面から引き抜くと、頭上で数回転させてから城塞を指し示した。

「それじゃあ、行こうか。――ノエル隊、出撃するよ!!」

「応ッ!!」

「我らも行くぞ！　一気にカルナス城塞を攻め落とす！　ノエル隊の連中に後れをとることは許さんぞ！」

　シンシアも負けずに声を出し、部下に出撃を命じた。







　――バハール軍、カルナス城塞。守備隊千人を率いるのは、ホスロ千人長だ。齢よわい五十八ながら身体は剛健、何より、その壮そう烈れつな忠誠心は太守のアミルも認めるところであった。この場を最後まで死守する役目を、ホスロはその顔を紅潮させて強く志願したのだった。死を覚悟せねばならぬ壮烈な任務であることは承知の上だ。

　守備隊兵はすべて古参の直卒のみで固められ、士気は大いに高揚していた。グロールからの降伏勧告を一蹴した後は、十倍に及ぶコインブラの寄せ手を頑強に跳はね返し続けていた。すでに攻城戦が始まってから三日、本来なら一日ももたずして落城していてもおかしくはない。

　自ら弓を手にして戦うホスロは、掠れた声で怒声をあげる。

「耐えて耐えて耐えるのだ！　ここで時を稼げば、アミル様の勝利はますます揺るぎないものとなる！　我らはそのために喜んで捨石となろうぞ！」

「ホスロ隊長の名を輝かしき太陽帝国の歴史に残すんだ！　一人でも多く逆賊を殺し、一秒でも長くここを守るぞ！　三剣旗の誇りと勇ましさを、逆賊どもに見せつけてやれ！」

　副官がバハールの旗を示して鼓舞する。大中小が交差する三本の剣、これがバハールの軍旗だ。戦になれば、老若男女、誰もが剣を取るという意味を持つ。太陽帝に最後まで抗あらがった最も勇ましき兵の歴史と栄誉を備えた誇り高き紋章だ。

「――逆賊め、死ねッ!!」

　ホスロは引き絞った弦を離し、城門にとりついているコインブラ兵の首を射抜く。敵は燃え尽きた破城槌を撤去し、新しいものと交換しようとしているらしいが、動きが鈍い。

「矢を城門に集中させよ！」

「弓隊、放て!!」

　乱れ飛ぶ矢が及び腰のコインブラ兵の頭上に降り注ぐ。破城槌の残ざん骸がいが城門を遮る障壁となってくれている。敵兵の様子を見る限り、命を張って障害を取り除こうという勇士はいないであろう。

　戦においては、物資、練度は重要だが、何より肝心なのは兵の士気を高く保つことである。兵の士気を高める方法はいくつかあるが、ホスロが実践してきたのは〝常に部下と生死を共にする〟ということだ。言葉だけでは人の心は動かない。行動で示すことで人はついてくる。そういうものだと、ホスロは信じてきた。

（籠ろう城じょうしてからすでに三日。あと一週間程度もたせれば、ここの役目としては十分であろう。我が命と引き換えに開城しても不忠にはあたるまい。太守のご命令は、三日は死守せよとのもの。兵は予想以上の働きを見せてくれた）

　兵たちの士気は非常に高く、降伏勧告の使者を叩き斬るほどである。指揮官として実に誇らしいことである。だが、任務を十分に達成してからならば、責める者は誰もいないはずだ。

（古参兵ばかりだが、助けられるのであればそれが良かろう。たとえ今は納得できなくとも、アミル様と共に栄光の時代を歩けるのだから）

　ホスロが自らの意志を副官に打ち明けようとしたとき、右手側から耳を劈つんざくような悲鳴があがる。ホスロが慌てて視線をそちらに向けると、内壁に兵の身体が括くくりつけられていた。黒槍で腹部を貫かれた兵の腹部からは、夥しい量の血液と無残な臓器が溢れ出ている。次の瞬間、何かが弾けるような音とともに、一気に死体は炎に包まれる。人間の焼ける臭いが充満し、兵たちの動きがわずかに鈍ってしまった。火矢でもないのに、なぜ火の手が上がるのか。全く理解できない。

「な、何事が――」

「ホスロ様、敵の第二派が仕掛けてきました！　一隊が突入して――」

　城外から高らかなラッパの音が響き渡ったかと思うと、報告しようとしていた兵の頭が叩き割られた。散乱する脳のう漿しょうと血液とともに現れたのは、血ち塗まみれの敵兵。手には長剣ほどの長さの鉄槌が握られている。

「コインブラ軍ノエル百人長、カルナス城塞一番乗り。やったね！」

　笑みを浮かべて名乗りを上げる若い女。額当てを身につけたその女の身体は真っ赤に染まっている。元来の赤髪は血ち飛沫しぶきを浴びたことで、妙に艶なまめかしい真紅の輝きを放っている。

「こやつをただちに叩き落とせ！　後続に雪崩れ込まれてはならぬ！」

　ホスロの声に兵たちが槍を繰り出し、強引に落下させようと試みる。ノエルと名乗った女は槍をなんなくかわすと、それに合わせていくように、リズム良く鉄槌を叩き込んでいく。立ちはだかった兵たちが次々に絶命していく。ある者は頭ず蓋がいが歪いびつにへこみ、ある者は折れた骨が身体から何本も突き出ている。顔面に打ち込まれた者などは、とても直視できない有様だ。鎧兜がなんの意味も為していない。

「ば、化物めッ！」

　たまらず弓を放とうとした副官に、ノエルはなんのためらいもなく鉄槌を投とう擲てきした。恐ろしい勢いで回転するそれは副官の頭蓋を粉砕し、そのまま兵の一団を薙ぎ倒していった。冗談のような光景に一瞬言葉を失うが、なんとか気を取り直す。

「き、貴様、よくも我が部下をッ!!」

「そっちだって私の味方を一杯殺したんだから、おあいこでしょ。だって、これは戦争なんだから」

　まるで世間話のように返答してくると、内壁に突き立った黒い二又槍を引き抜くノエル。二又の先端を持つその槍は、見る者を自然と圧倒する。

　ホスロは弓を投げ捨てると、腰に携えた愛剣を抜き放つ。今すぐこの女を殺さなければならない。城壁の一画を破られたことで、兵たちに動揺が走っている。わずかな穴でも、城を守る際には致命傷となる。寡兵ならば尚更だ。一度挫くじけた士気を上げるのは至難の技、ここで絶対に押さえねばならない。

「コインブラ兵にしては勇敢だ。だが、お前のような娘を駆り出さねばならぬほど、人材に困っているとは。世の評判は正しかったらしいな！」

　とそこまで言ってから、暁あかつき計画で作られた化物たちを思い出す。黒こく陽よう騎きに属するレベッカは、それを体現したような人間だった。レベッカは女ながら獣のごとき戦闘力を発揮し、バハールの兵たちに畏い怖ふを与えたものだ。そして、化物たちを悠然と制御してみせるファリドは更なる化物に違いないと、ホスロは背筋を凍らせた覚えがある。

　それと同じ感覚を、今ホスロは味わっている。命のやりとりに、男女の区別などない。先ほどの言葉は、自らを鼓舞するために叫んだだけだ。心の奥底では、今すぐ逃げろという警鐘が喧やかましいほど打ち鳴らされている。決死の覚悟であろうが、恐怖というものは感じるものらしい。

「戦うのに性別は関係ないよ。もちろん年齢も容姿も人種もね。大事なのは、殺すか殺されるかだよ」

「確かに、お前の言う通りだッ!!」

　ノエルが槍を弄んだ一瞬の隙を衝つき、ホスロは一気に迫り突きを繰り出す。槍の利点は射程の長さにある。肉薄すればその長さが最大の欠点となる。ホスロの狙いはノエルの胴体。鎧の上から一撃浴びせて怯ませたところに、止とどめを放つのだ。

　剣先が胸部に達しようかというところで、ノエルの籠こ手てによって強引に剣先をずらされる。

「――まだまだッ！」

　動じずに袈け裟さ斬ぎりを放つが、今度は二又槍の先端によって阻はばまれた。この巨大な槍を、ノエルは易やす々やすと扱ってみせる。凄まじい膂りょ力りょくの持ち主。ホスロは両手に力を籠こめ、槍ごと押し込み、ノエルを叩き斬ろうと歯を食い縛る。離れてしまえば、もう勝ち目はない。

「お前は、ここで殺すッ！　バハールのためにも殺さねばならぬ！」

「ね、降伏する気はない？　そうすれば時間もかからないで済むんだけど。色々と話もしてみたいし」

「戯言をッ！　貴様らのような逆賊に降くだるはずがなかろう！」

「でもさ、このままだと貴方たちの大事な仲間や家族がひどい目に遭うと思うよ」

　ノエルが試すように問いかけてくる。

「黙れ、我らの勝利は揺るがぬ！　そのためならば、喜んでバハールの礎いしずえとなろう！」

「バハールはもぬけの殻なのに、どうしてそんなに勝利を確信しているのかな。本当に不思議」

「逆賊に待ち受けるのは破滅のみだからだ！」

「あはは、誤魔化しても無駄だよ。本当は、これまでのこと全部、コインブラ軍を引き寄せるためのお芝居だったからでしょう。ね？」

　ノエルが白い歯を見せて笑う。絶句するホスロに、ノエルが続ける。

「帝都に行ったと見せかけて、主力は途中で引き返してるんじゃない？　昔ベルギスとかいう人が使った大誘引の計だっけ。太陽帝の偉業を再現して、皇帝になるときの箔はくをつけたいんだよね？」

「し、知らぬ！　私は何も知らぬッ！」

「ま、いいや。どうしても降伏しないなら、これ以上は時間がもったいないし。バハールの街全部焼け野原にしちゃえば、隠れてる主力も慌てて出てくるよね」

「な、何を――」

「バハールの旗は、誰もが剣を取るという象徴なんでしょ？　だったら老若男女、従わない者は皆殺しにしないと。うん、戦争だから、仕方がないよね」

「こ、この化物、いや、悪鬼め！　バハールを貴様などに荒らされてたまるか!!」

　ホスロが憎悪を籠めて刃やいばを押し付けようとしたとき、腹部に激痛が走る。途切れそうになる意識を堪えて状況を確認すると、ノエルの左拳がみぞおちに突き刺さっていた。鎧の上からだというのに、凄まじいまでの衝撃。更に信じ難いことに、ホスロが全力を出した剣戟を片手一本で凌しのいでいる。

「ぐ、ぐうっ、あ、悪鬼めが――」

　苦く悶もんの表情で、くの字に折れ曲がるホスロ。頭上で何かが回転する不吉な音が聞こえるのと同時に、ホスロの意識は急速に暗闇に沈んでいった。

　――最後に聞こえてきた言葉は。

「前もそんな風に呼ばれたっけ。でもさ、悪鬼って、よく考えると格好いいよね。私ね、鬼ごっこって好きなんだ。だって、いつまでも遊んでいられるし」

　すべて聞き終えることなく、ホスロの首はぼとりと落ちた。
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　ノエルがホスロを討ち取るのと同時に、攻城梯子を上って一斉に味方が殺到してきた。先頭のドルカスは大剣を振るって、バハール兵を薙ぎ倒す。周囲の敵は守将を討ち取られたことで、戦意をほとんど失っている。白蟻党は一人に対し複数で襲い掛かり、確実に敵の数を減らしていく。

　ノエルは近くのバハール兵の頭をかち割ると、一息ついて鉄槌と槍の血ち糊のりを拭う。背後を振り返ると、リグレットがおっかなびっくりで梯子を上ってくるのが見えた。突撃に参加できなかったリグレットは、必死に突撃ラッパを吹いていたのだ。その音を聞いている者は残念ながらいなかったが。

「あはは、遅いよリグレット。もう敵将は討ち取っちゃった。あとは旗を掲げて勝ち鬨どきをあげれば、敵は一気に崩壊するね」

「はぁ、はぁ、じゃ、じゃあさっさとやってください！　そもそもこんな乱戦じゃ、ラッパの音なんて誰も聞いちゃいないわよ！」

「声はいつも通りなのに、顔が死人みたいで面白いね！」

「うるさいわね！　貴方がやらせてるんでしょうが！」

　金切り声をあげるリグレット。乱れ飛ぶ血飛沫と死体の山を間近で見てしまったせいか、その顔は本当に真っ白だった。いつまでも待たせるのは可哀相なので、ノエルは大きく息を吸い込み、戦場全体に響き渡るような大声を轟とどろかせた。

「コインブラ軍ノエル百人長、敵将を討ち取った!!」

「聞いたか野郎どもッ、ノエル隊長が見事に敵将の首を上げたぞ！　これがその首だ、勝ち鬨をあげろ！」

　ノエルが放り投げた首を受けとると、ドルカスは櫓によじ上り、首を高らかに掲げて叫ぶ。白蟻党の面々が、ノエル隊の二槌の旗を誇らしげに振りかざす。

「これから掃そう討とうにかかるよ！　残った敵兵はすべて叩き落とせ!!」

『了解!!』

　その光景を見てしまったバハール兵たちの士気は一気に下がり、たちまち混乱状態に陥ってしまう。元々、ホスロの人望と統率力で支えていたようなものであり、その柱が打ち崩されれば脆もろかった。死は覚悟していたとしても、戦意が挫けてしまえば戦い続けることはできない。蓄積されていた疲労が一気に襲い掛かるからだ。

『ノエル百人長が敵将を討ち取ったぞ！　後れを取るな、一気に攻め寄せろ！』

　逆に、敵将討ち取りの声を聞いたコインブラ勢は俄が然ぜん勢いを増していた。ディルクが兵を鼓舞すると、先ほどまで及び腰だった兵たちが、我先にと城門、城壁にとりつき敵兵へと剣を向けていく。もはやカルナス城塞の勝敗は決したも同然だった。

「ふぅ」

　城内の敵の残党をあらかた討ち取った後、ノエルは死体が散乱する城壁の上に座り込み、真夏の陽射しを浴びていた。晴れの日は負ける気が全くしない。今日も傷一つない。やはり晴れの日は良い。

（長い戦いは疲れるなぁ。相手の動きを見続けるのは大変だ）

　ノエルは瞬発力を活かした戦いが、最も自分に合っているという自覚がある。常に先手を打ち、速攻で寄せて敵の頭を潰す。逆に苦手なのは持久戦だ。長い間緊張を維持するのはとても疲れるし、身体もだるくなる。遊んでいるときはそうでもないが、戦いに集中していると、本当に疲れるのだ。

「……やっぱり、失敗作ってことかなぁ。でも、私は頑張らないと」

「何が失敗作なんだ？」

　ノエルが溜息を吐いて黄昏たそがれていると、後ろからシンシアに声をかけられた。シンシアは剣についた血糊を払うと、鞘さやに入れている。

「ううん、なんでもない。それより、さっきは援護してくれてありがとう。私が上るとき、敵の弓隊の注意を引き付けてくれたでしょう。一瞬だけ隙ができてたから」

「大したことではない。むしろ、お前の槍の投とう擲てきのほうが効果的だったようだ。敵の動きが完全に止まっていたぞ。本当に見事な一撃だった」

「へへ、すごいでしょう。だって、これは不思議な槍だからね。いや、あっちから見れば悪鬼の槍かな？」

「悪鬼の槍？　それは一体なんのことだ」

「さっきの敵将が、私のことを〝悪鬼〟って呼んだんだ。鬼ってとっても強いし、なんだか格好いいよね。昔絵本で読んでもらったことがあるし」

　鬼は強くて恐ろしい。絶対に一人では勝てない。だから、絵本の主人公である猫――ノエルは皆と協力し、知恵を巡らせて、鬼を退治する。鬼を退治したノエルは、助けた人々と一緒に幸せに暮らすのだ。

　倒された鬼は顧かえりみられることはない。一見、鬼は悲ひ惨さんな最期を遂げたように思える。だが、退治されるまで、きっと鬼も幸せだったのではないだろうか。最期まで自分らしく生きられたのだから。

　そんなことを考えてノエルが嬉しそうに笑うと、シンシアは呆れた顔で首を横に振った。

「笑っている場合か。相手を鬼と呼ぶのは、〝お前は人に非あらず〟という最大級の罵ば倒とうだ。まぁ、それだけ恐ろしかったということだろうが」

「そういう意味だったんだ。うーん、なんだか趣き深いね」

「趣き深くなどない。いいか、敵の捨て台詞ぜりふなど、さっさと忘れてしまえ」

「別にいいよ。一杯人を殺さなきゃいけないのが戦争だし。一応、降伏したらって呼びかけたんだけどね。断られたから殺したんだ」

「戦いの最中なのだから、それが正しい。殺さなければ殺される。相手が意地を通した以上、お前が気にすることは何もない」

「うん、そうだよね。仕方ないよね」

「……それより、この城塞は完全に我らの手に落ちた。身なりを整え、太守に報告に行くぞ」

　シンシアの言葉に頷き、立ち上がる。自分の姿を確認すると、確かにひどいことになっている。自慢の赤髪は返り血で嫌な感じに固まり、顔や手は血糊が乾いてごわごわする。新品の鎧に傷はないが、ちゃんと拭ふいて手入れをしないと駄目になってしまうかもしれない。それと鉄槌もだ。不思議な槍は勝手に燃えて綺き麗れいになるから、手入れ不要で楽である。

「うーん、なんだか気になってきた。ね、近くに川があったから、水浴びしてきてもいいかな。これも手入れしたいし」

「わざわざ川に行かなくても、城塞にある井戸を使えば良いだろう」

「いや、それじゃちょっと。冷たい川に浮かびながら昼寝、じゃなくて瞑めい想そうしようかなって。ほら、人の世の儚はかなさとかを考えようかなーなんて。……あはは」

　思わず本音を漏らしてしまいそうになり、慌てて誤魔化す。だが、シンシアはばっちり聞いていたようだ。眉が不機嫌に斜めになっている。となると、次にくるのは拳骨である。手加減された一撃を頂いた後、ノエルは「残念」と一言呟いた。こんなによく晴れた暑い日は、冷たい水の中で昼寝をするのが最高なのに。

　そう、まるで魚、或いは死体のようにぷかぷかと浮かんでいると、なんだか世界が白くなり、気分がとっても楽になる気がするのだ。死ぬならば水の中が気持ち良さそうだ。後で体は膨らみ、ひどいことになるが、死んでしまえばどうでも良いことである。







　突貫作業で死体や瓦が礫れきが片付けられたカルナス城塞、軍議の間。城じょう郭かくにはコインブラの天秤旗が誇らしげに翻っている。バハールの三剣旗はすべて引き摺り下ろされ、敵兵の死体と一緒に焼却された。

　グロールは設けられた席につくと、満足そうに深々と頷いた。

「諸君、まずはご苦労だった。バハール討とう伐ばつの初手は成功したと言えるだろう」

　グロールは初日の総攻めで一気に押し潰すつもりだったのだが、見込みと異なり三日も費やしてしまった。戦死者数は三百弱、負傷者数は千を超え、とかなりの痛手である。とはいえ、ここを越えれば残るは防御が薄い砦とりでや街がほとんどだ。また、コインブラが名高い要塞を落としたという事実は、バハール領主たちへの圧力になるだろう。

「太守、おめでとうございます。この城塞で一旦兵を休ませた後、調略を行いながらベスタを目指しましょう。抵抗する者がどうなるかは、このカルナスの陥かん落らくによって知らしめることができました」

　ウィルムの進言に、グロールも同意を示す。そして、ガディスに視線を向ける。

「……うむ。ちなみにガディスよ、お前も同じ意見か？」

「は、はい、私も全く同じ考えであります」

「そうか。それにしても、今回のお前の戦いぶり、実に情けないものであった。あのときの決意が見せかけだったと、私は信じたくはない。良いか、次こそ我が期待を裏切らぬようにせよ！」

「はっ、かしこまってございます！」

　ガディスは屈辱に顔を歪めながらも、改まって平へい伏ふくする。

「それに比べて、ノエルの働きは実に見事なものであった。単身での城塞突入、更には敵将の首級を上げた。まさに豪ごう傑けつと呼ぶに相応ふさわしかろう。次の戦いでは是非先陣を任せたいものだ」

　グロールが上機嫌で褒め称える。端のほうでたたずむノエルに、全武官の視線が集中する。ウィルムが憎々しげに睨みつけるが、ノエルは素知らぬ顔である。ノエルにしてみれば、なぜ恨まれているのかさっぱり分からない。

　しばしの間を置き、ノエルの上司にあたるディルク千人長が、一歩前に進み出る。

「太守、恐れながら申し上げたきことがございます」

「ディルクか。改まって何事か」

「確かに、ノエル百人長の武勇は凄まじきものでした。此度の戦いにおける武功は第一等、疑いようもありません。しかし、この者は歩調を合わせろという命令に背そむきました。はなから抜け駆けを狙っていたようで、脇目も振らずに先行し、梯子をかけて乗り込んだのです。手柄を上げれば命令に背いても良い、などという慣例を作ってはならぬかと。真似をする者が増えれば、軍規に乱れが生じます」

　ディルクとしては、ガディスと同じ轍てつを踏むことを恐れ、戦力の一斉投入による攻城を目指したかった。だが、ノエルは前進の合図が下るや否や、一気に梯子をかけて城壁に乗り込んでいってしまった。成功したから良かったものの、万が一失敗していたら士気に影響が出ていただろう。

　このディルクがドルカス率いる白蟻党の撹かく乱らん戦法に苦戦し続けてきた男である。北部出身の貴族だが、面倒見が良く、貧しさを共有していることから部下からの人望はある。欠点は融通が利かず、頭が固すぎること。今回もノエルの活躍を内心喜んでいるのだが、一言釘を刺さずにはいられなかった。

「お前の言葉はもっともだが、この城塞は落とすことができたのだ。ならば、多少のことは良いのではないか。むしろ、よくやったと褒めてやりたいくらいだ」

「――太守。軍規というのは、兵を律するための鎖くさりなのです。何なん人ぴとたりとも、これに背くことは許されず、また許してはなりません。軍規を粗末にすることに慣れてしまえば、兵たちは我先にと手柄を争うようになり、命令に従うことはなくなります。それでは賊となんら変わりありません」

「……ううむ、確かにお前の言葉にも一理あるが」

「太守、ディルク千人長の申すことももっともかと」

　ウィルムが同調すると、グロールが眉を顰める。

「お前も同じ意見か。……確かに、信しん賞しょう必ひつ罰ばつの遵守は、軍隊の礎となると兵法書にもあるが」

「忌いむべき前例を作ってはなりませぬ。ここは厳罰をお与えください」

「まぁ待てウィルム。ノエル百人長、こちらへ来るが良い」

　グロールは悩ましげに顎を擦ると、ノエルを呼びつける。眼鏡をかけたノエルが悠然と歩み寄り、一礼してから恭うやうやしく跪ひざまずく。

「失礼いたします。出すぎた真似をしたこと、お許しください」

「此度の働き、賞賛に値すると私は思っている。本来ならば、ただちに昇進させ勲章を授けても良いほどだ。しかし、ディルクの言うことも無視できぬ。……今回の件について、何か言いたいことはあるか？」

「…………」

「ノエルよ、黙っていては分からんぞ」

「はい。今回の戦で勝敗を分けるのは〝時〟と考えておりました。故に、軍規に違反することを知りながらも、先走ってしまいました」

「ほう。だが、時が重要というのはどういうことか。バハールの主力がこちらに戻るには、まだ三ヶ月はかかるだろう。ここで多少遅れようとも命取りになることはないと思うがな」

　グロールが怪け訝げんそうに尋ねる。ノエルはウィルムをちらりと横目で見た後、自分の考えを述べ始める。

「……恐れながら、バハール公は本当にまだ帝都にいるのでしょうか」

「うむ、奴は今頃布告文を受けとった頃であろう」

「それは、本当に間違いないのですか？」

「帝都に潜ひそませてある密偵からの報告だ。そうであったな、ウィルムよ」

「はっ。三日前の報告によれば、バハール公は現在も帝都にて昇陽の儀の準備中だったとのこと。布告文は渡っているでしょうが、今からでは、どれだけ急がせても三ヶ月はかかるでしょうな。仮に強行してきたとしても、疲弊した軍勢など恐れるに足りませぬ」

「…………」

　言おうかどうしようか悩むノエルに、グロールは多少の苛いらつきを覚えながらも尋ねる。

「ノエル、言いたいことがあるならはっきり言うが良い。噓うそ偽いつわりなく、お前の考えを率直に述べてみよ」

「はっ、私の考えを率直に述べさせていただきます。私は、周辺の砦や街は無視して、全力で街道を東進し、州都ベスタのみを目指すべきと考えます」

　ノエルの意見に、周囲の武官がざわめき出す。軍の方針転換を、百人長ごときが進言したからだ。

「……実に大胆な意見だが。なぜそう思うのか？」

「太守、そのようなことは聞く必要はありませぬぞ！　今更方針の転換などありえぬこと！」

「落ち着け、ウィルムよ。聞くだけならば良いではないか」

「今回の作戦の方針は、バハール領主の調略を行いながら、着実に州都ベスタへ迫ることかと思われます」

「その通りだ」

「ですが、それでは時間がかかりすぎます。今ベスタに急襲をかければ、敵は絶対に救援に間に合いません。そうと分かっていても州都はバハール公のお膝元。見捨てることはできないので、慌ててやってくるでしょう。そこで対たい峙じして、決戦を挑むのです。敵に疲労を強しいることができ、有利な条件で戦えます。今は、巧こう遅ちよりも拙せっ速そくを重視すべきかと」

　はっきりと言い切るノエル。ウィルムが余計なことをと、あからさまに顰め面になる。アミルが最も避けたいのは、戦が長期化し泥沼に陥ることだからだ。それを避けるために、ウィルムは手を尽くしている。未来の栄光を摑むために。

　バハール軍主力が途中で転進し、到着するまでの空白の時、これがこの作戦の最大の弱点だった。

「……ふむ」

「何を言うかと思えば。太守、耳を貸す必要は全くありませぬ」

　強く言い切るウィルム。一拍入れて、ノエルを見下しながら言葉を続ける。

「ノエルよ、敵の主力がすでに戻ってきているという確かな証拠でもあるのか？　ガディス将軍の密みっ偵ていからも同様の報告は来ているのだ。我らの摑んだ情報が虚偽というのならば、今すぐ証を見せるが良い！」

「それは全くありません」

「ふん、そうであろう！　よいか、戦略の基本は味方の犠牲を減らし、いかに敵に打撃を与えるかを考えることだ。まずは真綿で締め付けるようにベスタ周辺の領主を調略、或いは攻略する。彼らの協力を得られれば、堅城のベスタといえ労せずして我らの手に落ちるだろう。こちらにつくという密書も、すでにかなりの数が来ているのだ」

「…………」

　無言で聞き入るグロール。ノエルは表情を変えることはない。

「お前の言う強硬手段を取れば、戦わずとも済む者たちを相手に回さなければならぬ。カルナスの比ではない犠牲も出る。つまり、功を焦って急戦を仕掛ける必要は全くない。分かったならば、今後は憶測で意見を述べることは控えよ！」

　ウィルムが跪いたままのノエルを痛つう罵ばする。その言葉に同調するように、他の武官たちも強く頷いている。

　グロールも、完全に同じ考えだ。ノエルのベスタ急進策はリスクだけが大きく、得るものが少ないとしか思えない。こちらにつくという領主たちとの折衝交渉さえ終われば、彼らはコインブラ側で参戦する。大軍で囲めば、ベスタの攻略も捗はかどることだろう。何しろ、味方だと思っていた連中が敵に回るのだ。士気の低下は著しいはず。

　そもそも、敵の主力はバハールにいないのだ。ウィルムだけでなく、ガディスが放った密偵の報告も同じである。ノエルの考えが事実ならば脅きょう威いだが、それは杞憂というもの。空想の敵に怯えていては、戦などできない。現状の方針維持で問題なし、グロールはそう判断した。

「私もウィルムの考えが正しいと思う。密偵の報告という何よりの証拠もあるのだ。……仮にお前の言う通りに脇目も振らずベスタに向かったとしよう。万が一にも攻略に手間取るようなことになれば我らは終わる。ベスタは堅城、いくらお前の武勇があっても容易くは落ちまい。更に、補給線は延びきり、周囲が敵だらけでは戦にならん」

「ですが、ベスタはバハールの急所です。今が最大の好機なんです。突けば、必ず何かが起きます。全軍が駄目ならば、私の隊だけでも、先行させてください」

「……ううむ」

「己の分ぶを弁わきまえぬか！　百人長ごときが勝手な行動を取ることは許されん！　第一、州都が急所なのは当たり前であろう！」

「……ウィルム様は白黒盤上遊戯を知りませんか？　私は結構上手いのですが。あれは、角が急所ですよね」

「な、何をいきなり」

　唐突なその言葉に、ウィルムを始め、場にいる者たちは面食らう。そんな空気を全く気にせず、ノエルは淡々と言葉を続ける。

「角を取ったからといって勝ちにはなりませんが、角を容易に見過ごしているようでは絶対に勝てません。どれだけ支配圏を延ばしても、後ですべて引っくり返されてしまいます。――ですから」

　眼鏡を触りながらノエルは続けようとした。と、それを遮るように笑い声が響き渡る。子供の遊戯に例えた話を聞いた武官のほとんどが、嘲ちょう笑しょう、或いは苦笑する。

　ノエルは言いたいことは言ったからもういいやと考え、特に反論することなく引き下がる。リグレットを真似て舌打ちしそうになったが、シンシアに怒られるからやめておく。なるほど、こういうときに舌打ちはするものなのだ。一つ勉強になった。

　本当はもっとはっきりと言ってやりたいのだが、残念なことに証拠がない。だから、言えない。でなければ、こんな遠回しには言わない。もっと偉くなりたいなぁと、ノエルは思った。

「ふん、実に馬鹿馬鹿しい話を聞かされたものだ。戦は遊戯などではない。命を削り、己の血を流してようやく勝利を得られるのだ！　太守、このような者の言葉、決して聞き入れてはなりませんぞ。多少腕は立つようですが、所詮は卑いやしい出自の者です！」

「左様、かような発言を認めては我らコインブラ騎士の恥となります！　いや、百人長などという地位もすでに分不相応かと！」

　ウィルムに続き、ガディスが罵倒する。ノエルは両者を見み据すえ、再び俯うつむいた。

「そこまで言わずとも良かろう。ノエルは騎士になってからまだ日が浅いのだ。……ノエルよ、これから学んでいけば良いのだ。お前は私の命令に従い考えを述べたに過ぎぬ。今回のことは気にするな」

　ノエルの武勇を買っているグロールは擁よう護ごの言葉をかける。それを甘いと感じた武官の一人が進言する。

「……太守、カルナス城塞は落としたのです。この際、ノエルを更こう迭てつなされてはいかがでしょうか。もはやこのような出すぎた者は必要ありませぬ」

「そこまでする必要はない。貴様こそあまり出すぎたことを申すな！」

「も、申し訳ありませぬ！」

　グロールが一いっ喝かつすると、武官は慌てて謝罪して引き下がる。

「……だが、今後は命令に反することは許さん。ノエルよ、ディルクの言葉には必ず従うようにせよ。ディルクの忠実な働きぶりは必ずや参考になるはずだ」

「承知しました！」

　グロールが釘を刺すと、ノエルは立ち上がり敬礼した。約束するとは言っていない。言っている言葉は理解しましたという返事に過ぎない。できない約束を強要されそうなときは、言葉を濁にごして曖あい昧まいに対処する。ノエルの処世術である。




　軍議の間から退出すると、ノエルはシンシアに即座に呼び止められる。首根っこを摑まれて、城塞地下、使用人の部屋だったと思われる場所に強引に引き摺り込まれた。

「馬鹿者が！　本当に、お前の頭には何が詰まっているのだ！　せっかく大手柄を立てたというのに、あれではすべてが台無しではないか！　こんなことにならぬようにお前に教育を施していたというのに！」

「考えを述べろって言うから、素直に言っただけだよ。すごい馬鹿にされちゃったけど。皆から嫌われるっていうのも、珍しい経験だよね。えーと、針のむしろってやつだっけ？」

　あははと、ノエルが頭を搔くと、強烈な拳骨が飛んできた。今度は手加減なしだ。

「軍議の場で、白黒盤上遊戯を例えになど出すからだ！」

「シンシアはあのゲーム弱いもんね」

「大馬鹿者ッ！」

　拳骨ではなく頰を抓られた。本気で怒っているときはこれである。心から反省するまで解放されることはない。ノエルは心の底から反省していますと情けない顔をする。だが離してくれない。両手を上げて降参を示すが、駄目だった。

　一分後ようやく解放された。きっと、頰は赤くなっていることだろう。シンシアはすまなそうな顔をしている。

「痛たた。とっくに反省してたのにひどいなぁ」

「す、すまん、ついさっきのことを考えてしまって」

　人の頰を抓りながら考えないで欲しいと思ったが、ノエルは黙っておいた。なんとなくだが、怒られる気がする。

「さっきのこと？」

「……うむ。お前の意見が万が一事実なら、大変なことになると思ってな」

「他に良い例えが思いつかなくて。なんの証拠もないただの憶測だしね。馬鹿にされるのは慣れてるからいいんだけど。でも、なんか苛いら々いらするのはどうしてだろうね」

「……それが、当然の感情だ。あのような扱いを受ければ、私とて腹を立てる」

　そう言って大きく息を吸い込むシンシア。

「シンシア？」

「いや、もっと怒っても良いぐらいだ！　お前の働きを直じかに見た者ならば、あのように嘲あざ笑わらうことなどできなかろうに！　ああッ、本当に悔くやしい、やるせない、腹立たしいッ！　大体なんなのだあの言い草は!!　ノエルの意見を考慮すらせず一蹴するとは！　本当に敵の罠であったならば、我らは窮地に陥るではないか!!」

　シンシアが近くにあった棚を、籠手つきの拳で粉砕する。ノエルよりも怒りが激しいらしい。かなりの大声が響き渡るが、幸い人は近くにいないようだった。かなり際どいことを言っていることに本人は気づいていない。ノエルを信じるということは、ウィルムの報告が噓ということになる。
















「ね、なんでシンシアが怒ってるの？」

「友を侮ぶ辱じょくされれば怒るのは当然だ!!　奴らが上官でなければ半殺しだ！　自分たちはカルナス攻略に失敗した分際で！」

　シンシアは顔を真っ赤にして地じ団だん太だを踏ふんでいる。ノエルは目をまん丸にしてそれを眺めていた。

　友――友達。ノエルはシンシアのことをそう思っていたが、シンシアもそう思っているかは分からなかった。それが確認できたノエルはなんだか嬉しくなったので、先ほどのムカつきは完全に消えてなくなった。

「本当にありがとう、シンシア。私のことで怒ってくれる人なんて初めてだから、ちょっと嬉しいかなぁなんて」

「そういう問題ではない！　この収まらぬ憤いきどおりを私はどうすれば良いのだ！」

「あはは、一度深呼吸して落ち着こうよ。大丈夫、まだどうなるかは分からないし。コインブラにはシンシアと若君がいるし。勝てるように、一生懸命戦うよ。私は絶対に、約束を守る」

　ノエルは鼻息荒いシンシアの肩を叩いて宥めると、穏おだやかに微笑んだ。

　ノエルには政治のことはよく分からない。だが、バハール領に攻め込んでしまったのは悪手だと分かる。奇襲のつもりで攻めかかったのだろうが、相手は完全に待ち伏せているだろう。そうなるように仕向けた敵の作戦勝ちとも言えるが。

　ありえないだろうが、これがノエルの考えすぎだったのならば話は簡単だ。このまま進めば勝てる。だがそうはならないと思う。

「……お前は、変なところで大物ぶりを発揮する。馬鹿なのか頭が良いのか、本当に判断に悩む」

「あはは、褒めてくれてありがとう」

「別に褒めていない」

　先ほど、ノエルはシンシアのために言葉を選んだ。『その密偵の報告は、本当の本当に正しいのですか？　ウィルム将軍が捏ねつ造ぞうした可能性は考えましたか？』、などと言えば、ノエルの教育係であるシンシアをも巻き添えにしてしまう。だから、やめておいた。それぐらいのことは、ノエルにも判断できる。ノエルは逃げ出せば良いが、シンシアはそうはいかない。

　相手を強引に盤上に引き上げる急襲策は却下されてしまった。かといって、このままのんびりしていたら、敵の思惑通りに事が進んでしまう。特に、コインブラを勝たせたくないらしいウィルムが、自分に目をつけている。腰の鉄槌に手が伸びそうになるが、ぐっと堪える。――世渡りというのは、本当に難しい。

「あーあ、なんだか天気もいまいちになっちゃったね」

「一雨来るだろうか。行軍に影響が出ないと良いが」

「それは大丈夫じゃないかな。そういう感じじゃないし」

　先ほどまで照り付けていた太陽は、薄黒い雲に覆おおわれて搔き消えてしまった。だが、まだ雨は降っていない。







　ノエルが野営地に戻ろうとすると、見知った顔が二つほど目に入った。一人は瘦身で厳しい顔つきの中年。先ほどノエルの命令違反を厳しく批判したディルク千人長だ。傍そばにいるのは、ノエルの部下のドルカスである。

　そのまま通り過ぎても良かったが、一応挨拶しようと考えて近づいていく。上官への挨拶は忘れるなと、シンシアに厳しく躾しつけられている。

「ディルク千人長、先ほどは申し訳ありませんでした！」

「ああ、ノエル百人長か。いや、謝罪したいのはこちらのほうだ。あのように辱はずかしめるつもりはなかったのだ。ウィルム様を始め、ガディス様も貴官を毛嫌いしているようでな。あの方々が北部の者に冷たいのはいつものことだが、それにしても今回はひどかった」

「北部、と言いますと？」

「ああ、貧しい北部出身者は見下されるのが常でな。コインブラの要職を占めているのは南部の者ばかり。貴官もゾイムの出身と聞く。つまりはそういうことだ」

「…………」

　なるほどと、ノエルは思った。だから皆自分のことを見下していたのだろう。リグレットがあからさまに不服そうな顔をしたのも、それが根底にあるのかもしれない。

　隣のシンシアも辛そうな表情だ。そういうことがあると、教えたくなかったのかもしれない。だが、ウィルムとガディスが自分を嫌うのはそれだけが理由ではないだろう。

「手柄を立てたというのに、すまなかった。私も場を選ぶべきだった。そのことで、丁度ドルカスに文句を言われていたところだ」

「そりゃそうだぜ。せっかくノエル隊長が大手柄を立てたってのに、アンタのせいで水の泡だ。しかも屑どもに馬鹿にされるなんてありえねぇ。ったく、南のお偉えら方がたはなんの不満があるってんだ！」

「手柄を上げれば、すべてが許されるというわけではない。南北出身を問わずな。それが軍というものだ。中にはそう考えない者もいるようだが、私は見逃すことはできない」

「この石頭め！　だからいつまでたっても千人長止まりなんだ。一応は貴族様のくせによ！」

　ドルカスが舌打ちして白髪頭を搔くと、ディルクが苦笑する。言葉遣いはかなりひどいのだが、特に気にしている様子はない。もしかすると、ノエルとシンシアのような間柄なのだろうか。

「所詮は没落した家柄、それにかまけて生き方を変えるつもりはない。……ああ、この男とは顔見知りでな。鉱山地帯が賑わっていた頃からの腐れ縁だ。ちなみに、先日までは私が白蟻党の討とう伐ばつ任務を受け持っていた」

「手心を加えてくれると思ったら、とんでもねぇ。ま、お堅い性格だからこっちもやりやすかったけどな」

「もう少しで殲滅できたものを、本当に運の良い奴だ」

「何言ってやがる。苦戦続きで更迭寸前だったじゃねぇか！」

「この戯たわけ者め！　あれはお前たちを油断させるための演技、苦戦していたわけではないわ！」

　ディルクがドルカスの背中を勢い良く叩く。

「二人は、仲が良いんですね」

「ったく、本気で殴りやがって。ただの腐れ縁ってやつです。まぁ、本気で殺し合ってたわけじゃない。この親父は、俺たちをできる限り生かして捕らえようとしていたんだ。だから、俺たちはそこにつけ込んだのさ」

「同じコインブラ人、殺し合う必要などどこにもないと私は信じていた。……しかし、まさか、この悪党どもがコインブラに仕えることになろうとは夢にも思わなかったが。それだけ、貴官に信服しているということだろう。この乱暴者を従えさせた手腕、実に見事だ」

「ありがとうございます！」

「……うむ。ところで、貴官はシンシア上級百人長と懇こん意いにしているようだが」

「はい！」

「真に分かり合える友というのは得難いもの、その縁、大事にするようにな」

「はっ、大事にすることをお約束します！」

　ノエルは背筋を伸ばして敬礼した。シンシアは外に出てからの初めての友達。ミルトや村の皆は大事な仲間だったが、友達ではなかった。

　コインブラに来てから味方は一杯増えた。仲間はノエルの周りにいてくれる。だけど友達はあんまりいない。だから、できた友達は大事にしたいとノエルは思った。

「返事が元気で実によろしい。……もしも、軍の作戦方針について何か考えがあるならば、今後は私に申し出ると良い。貴官の武力は、確かなものと心得ている。信じない者もいるようだが、偶然や奇跡で敵将の首は取れまい。貴官は若く、未来もあるのだから、功を焦る必要はない」

　そう言ってノエルの肩を優しく叩いてくる。ノエルは出世がしたくて焦っているわけではなかった。勝つために最善だと思うことをしただけだ。だが、それは認められなかった。太守たちは、将軍のウィルムの意見のほうが正しいという認識でいる。

　こういう場合は、どうすれば良いのか。ノエルには分からない。ノエルの手勢は、白蟻党が五百に、兵卒が二百の合わせて七百人。これではベスタを陥落させることはできない。だから、ノエルは正直に自分の考えを述べた。

「ディルク千人長、明日は私の隊に、敵の残党の追撃を命じて頂けないでしょうか」

「残党追撃、か。……だがそれだけではないのだろう。また抜け駆けをしようと考えているのか？」

　眉を顰めるディルクに、ノエルは懐から地図を取り出し、ある地点を指し示す。

「はっ、山岳地帯にあるラインの街、その周辺の〝屯所〟を襲撃したいと考えていました。どうかお許し頂けないでしょうか」

　ノエルは黙ってここを狙うつもりだったが、ディルクに許可をもらうことにした。ドルカスの友ならば、もしかしたら分かってもらえるかもしれないと思ったから。

「その辺りは我らの制圧予定には入っていない。ベスタまでの道を着実に固めろというのが太守のご指示でもある。今のは、それを踏まえた上での発言か？」

「はい。ここを攻撃することは、決して無駄になりません。戦略的に無価値に見えますが、敵の背後を脅おびやかすことで心理的に追い詰めることもできます。目障りな屯所を今の内に焼き払っておけば、後の侵攻にも役立ちます」

「……よし、分かった。私から太守に申し上げておこう。だが、隊に壊滅的な被害を出すことは避けるように。あくまで牽けん制せい程度に留めるのだ。カルナスを落とした英雄が敗走したなどと、噂が立つのはまずい。役目を終えたら、すぐに帰還せよ」

「はっ、承知しました！」

　隣のドルカスとシンシアはよく分からないという顔をしている。だが、ノエルにとっては極めて重要なことだった。

　ラインの街というのは、街道から外れた場所にある小さな都市だ。背後にはバルケス山脈が連なっている山麓の街でもある。ちなみに、街道を更に東に行くと、三街道の合流地点である交通の要よう衝しょうトルドの街、それを越えて東進すれば、州都ベスタにたどり着く。

　トルドは要衝ということもありそれなりの防御力を備えるが、ラインはそうでもない。山岳地帯の街であることを除けば、取り立てて特徴のない拠点である。

　ノエルの狙いは、ここを落として足がかりとし、一気にバルケス山脈を越えてベスタを襲撃することにある。この地理関係を見る限り、地元民だけが知るような抜け道があるはずだ。もしなければ、強引に押し通るまで。それが可能なことは、ノエルがあの教会から逃げおおせる際に証明済みだ。人間、やろうと思えばなんでもできる。自分にできて、他の者にできないはずがない。

　山を無事越えた後は、収穫前の田畑、ベスタの城下町に火を放ち大半を灰かい燼じんに帰させるのだ。それで、息を潜めている連中を炙あぶり出せる。万が一主力が近くにいて、慌てて防御のために出てきてくれでもすれば儲けもの。少数なのを活かして再び山を越えて撤収すれば良い。

　それが成れば、なんとか決戦に持ち込むことができる。決戦で狙うのは敵の撃破ではなく、戦いを長期化させての泥沼化だ。両者甚じん大だいな被害を出すだろうが、一方的な敗戦ではない。痛み分けでも恩の字である。そのためにも、ラインは落とさなければならない。

　これらを正直に話したとしても、誰も真面目に聞いてくれないのは先ほどの件で分かっている。ウィルムに馬鹿にされるのが関の山。あれはコインブラが有利になることが気に入らないらしい。本当に頭をかち割ってやりたい。

　――というわけで、ノエルは黙って勝手にやることに決めた。シンシア、エルガーとの約束を守るためには、仕方のないことだ。彼らと一緒に幸せを探していくには、コインブラが健在でなくてはならない。ノエルと違い、身一つで逃げられるような性格ではないだろうから。

　一番の問題は、手勢の七百人だけでできるかどうかだ。それはノエルと皆の頑張り次第であろう。

「なんたる気迫か。うむ、次なる戦いに向け意気込んでいるようだな。ドルカス、お前の隊長は実に勇ましいな」

「そりゃそうだぜ。敵兵からなんて呼ばれてると思う？　へへっ、聞いて驚くなよ？　悪鬼だぜ、悪鬼。そのうち、バハールの連中は悪夢にうなされることになるだろうよ」

「戦場の悪鬼か、なんとも恐ろしいこと。いや、頼もしいと言うべきか。鬼といえども、我が娘と変わらぬ年頃、戦が終わったらそちらのほうも紹介せねばなるまいな」

「ディルクのおっさんよ、そりゃ余計なお世話だろ」

「何を言うか。騎士といえども、子をもうけ、次の時代に名を継がせていくというのも大事な使命。忘れてはならんことだ」

「まーた小言が始まりやがった。お節せっ介かいのお見合い親父め！」

「お前は口の聞き方を少しは直すようにせよ！　軍人になったのであろうが！」

　ドルカスとディルクが文句を言いながら、強めに小突き合っている。なんとなくだが、どこかで覚えのある光景だ。

　見ていて面白いので飽きないが、やることが他にもあるのでノエルは立ち去ることにした。やることというのは二つ。――ご飯を食べて、明日に備えてさっさと寝ることだ。なんだか天気も良くないので、それが一番である。
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　翌朝、ノエルは兵たちと一緒に、出発準備を行っていた。ディルクから許可をもらっているので、とやかく言われる心配もない。鼻歌交じりにテキパキと食糧を馬に括りつけていく。

　騎乗が許されるのは、ノエル、ドルカス、リグレットのみだ。他の兵たちは腰に物資を提さげる形となる。ノエルの隊は騎兵隊ではないので仕方がない。ずっと歩くのは大変かもしれないが、主力である白蟻党を騎兵にしたところで得るものは少ないだろう。

「ノエル」

「おはよう、シンシア！　今日は良い天気で良かったよね」

　ノエルはとびきり元気な声で挨拶をした。今日は雲一つない快晴。いいことが起こりそうな予感がする。だが、シンシアはどこか影のある表情をしている。

「ああ、おはよう。それより、本当に行くつもりか？」

「それはもちろん。バハールに勝つための第一歩だからね」

「なぜあのような僻へき地ちの屯所を攻めに行く？　もし何かがあっても救援に行くのは難しい。わざわざ危険を犯す必要があるのか？」

「うん、必要があるんだよね。あの街はなんとしても落としておかないと。次に繫がらないんだ」

「……おい、ちょっと待て。まさか、ラインの街を攻略するつもりでいるのか!?　お前は屯所に一当てして帰還すると言っていたではないか！」

　シンシアが目を剝むいて大声をあげる。ノエルは人差し指を口元に当て、静かにしろと必死に合図を送る。周りに知られると、なんだか面倒臭いことになりそうだから。

「あはは、目標は大きくないとね。無理そうなら、予定通り一撃当てて帰ってくるよ」

「悪いが全く信用できない。お前のことだ、何があろうと絶対に攻め入るつもりだろう！」

「そこまで無理はしないよ。死んだらなんにもならないし。他の皆も一緒だしね」

　ノエルは誤魔化したが、シンシアの視線は揺らがない。

「どうやら、私もついていったほうが良さそうだな。今から許可されるかは分からないが。無茶を見逃すわけにもいかない」

「それは駄目だよ。あまり大所帯だと目立つし、時間がかかるから。一気に押し入らないと今回は駄目なんだ」

　シンシア隊は千人。ラインの街を落とした後ならば、是非協力して欲しいところだが、今はまだ必要ない。大人数だと、敵が守りを固めてしまう。こちらが少数であると、敵に侮あなどらせる必要があるのだ。

「しかしだな――」

「ふむ、何やらお悩みのようではないか。良ければ、それがしがお供いたそう」

　シンシアの後ろから、頰に傷のある大男が現れた。ゲンブの武官、カイ百人長である。その後ろには、特徴的な陣笠を被った兵たちが立ち並ぶ。カイの話では、機動力に優れた足軽という兵種とのことだ。防御が薄い分、俊敏で、奇襲任務を得意とするらしい。

「カイ殿か。いや、貴官が参戦するのは色々とまずいのでは。今回の戦に、ゲンブ州は正式に参戦を表明してはいない。外交上、厄やっ介かいなことになりかねない」

「心配はご無用。ゲンブの旗を立てるつもりはないし、証拠を残すつもりもない。グロール様からは一応交戦の許可は頂いている。何より、ノエル殿の働きを間近で見られるのならば、多少の危険など安いもの」

　グロールとしては、ゲンブ人が戦いに加わることに否いなやはないだろう。やめてくれと叫びたいのは、ゲンブの指導者であろうが。

　ノエルは軽く首をかしげた後、一応最後の確認を取る。その上で是非というのであれば構わない。何が起ころうと、決断したカイの責任である。

「うーん、本当にいいの？　後で何かあっても怒らないでね」

「もちろんだとも。先のカルナス一番乗り、実に見事としか言いようがなかった。思わず身震いしてしまったほどだ。あの戦いぶり、まさに鬼と見まがうばかり。今度はもっと間近で、二槌の旗の戦ぶりを見させてもらいたい」

　そう言って頭を下げるカイ。足軽たちもそれに続いて頭を下げる。なんとも異様な光景である。

「――だってさ。ね、本当にいいのかなぁ？」

「……良いわけはないと思うが、カイ殿の行動に口を挟む権限が私にはない。太守が許可を出しているのであれば尚更だ」

　シンシアは困ったように首を横に振る。

「じゃあ、一緒に行こうか。あ、自分の食糧はちゃんと持ってね」

「おお、感謝いたす。者ども、自分の飯は持っているだろうな！」

『応ッ！』

　腰に下げた食糧袋を誇るように掲げる足軽たち。カイに似て、豪快な人間ばかりのようだ。

「というわけで細かな心配は一切不要。我らはノエル殿の後に付き従いますので、先導をお願いいたす。貴方が隊の指揮官だ」

「うん、分かった。じゃあ、そろそろ私たちも出発しようか。リグレット、進軍ラッパを。ドルカス、先頭をお願いね」

「了解です。――全員、俺に続けッ！　ノエル隊出発するぞ!!」

「……ちょっと待って。なんでまた私がラッパ吹きなのよ。他の奴にやらせればいいでしょう！」

「おい糞アマ、さっさと出発のラッパを吹きやがれ！　お前にはそれぐらいしか仕事がねぇんだからよ！」

「一々うるさいわね、この白髪猿がッ。今からやるところよ！」

　煽あおられたリグレットが非常に不機嫌な様子で出発の合図を吹き鳴らす。騎乗したドルカスが意気込んで出発すると、白蟻党五百が後に従う。続いてコインブラ兵二百、そしてゲンブの足軽百人。ノエルが率いるのは、合計八百名となる。

　全員が出発したのを見送ると、ノエルはシンシアに話しかける。

「よーし、それじゃあ私も行くね」

「ノエル、本当に気をつけるんだぞ。ここは敵の勢力圏、コインブラとは全く勝手が違う。油断は禁物だ」

「うん、気をつけるよ」

「次に会うときは、我らも相当先に進んでいるはず。共にベスタに攻め入ることを楽しみにしている。また、お互い無事で会おう！」

「分かった！」

　ノエルが頷いて敬礼すると、シンシアも応えてくる。馬に飛び乗ったノエルは、勢い良くコインブラ軍の野営地を飛び出した。しばらく駆けると、天秤旗とノエル隊の二槌旗を掲げる集団にすぐに追いつく。

「お待たせ！」

「……随分長かったようですね。ご友人と別れの名残なごりを惜しんでいたのですか？」

　皮肉めいた口調でリグレットが声をかけてくる。

「うん、大事な友達だからね」

「はいはい、そうですか。吞のん気きなものですね」

　舌打ちするリグレットに、ノエルは笑いかける。

「リグレットも大事な仲間だし、きっと良い友達になれると思うけど」

「……それはどうも。ですが、私は遠慮しておきます。色々と迷惑ですので。そういう馴れ合いは、あの野蛮な白髪猿とやっていてください」

「それは残念。あ、ちょっとラッパ借りてもいい？」

「貴方のものですから、どうぞご勝手に」

　吹き口をリグレットは丁寧に拭き取ると、ぽいっと放り投げてくる。

　ノエルはラッパを受けとると、思い切り吹き鳴らし始めた。まだこの辺りに敵兵はいないので、特に問題はない。もうしばらくしたら慎つつしむつもりだが。次に吹くのは突撃のときである。

　ちなみに、ラッパの曲目はノエル行進曲。作曲はノエル、軽快なリズムで思わず足が進んでしまうような感じにしてみた。いつか歌もつけたいななどと考えつつ、ノエルは馬を駆り先を進んでいく。兵たちも音色に合わせて元気良く行進する。とてもいい感じである。ちなみに、隣を進むリグレットは、口をへの字にしてずっと不機嫌なままだった。




　――ラインの街。領主ベロッテの館。

「……コインブラの悪鬼、だと？」

「はい。カルナスから逃げてきた兵の間で噂になっているとか。私も又聞きなので、詳しいことまでは分かりませんが」

「実に馬鹿馬鹿しい話だ。カルナスが落ちるのは織り込み済みのこと。ホスロ殿には気の毒だったが、彼は承知で捨石となってくれたのだ。すべてはアミル様が日輪の栄光を手にするためにな。悪鬼などという戯言は、コインブラの流言に決まっている！」

　ラインの街を治めるベロッテ伯はく爵しゃくが、不機嫌に吐き捨てる。

　バルケス山脈に連なるこのライン周辺は、お世辞にも豊かな土地とは言い難い。それでも、ベロッテは田畑を耕し、商いを奨励することで民を餓えさせることがないよう必死に努めてきた。アミルの側近、ファリドやミルズのように輝かしい働きはしていないが、バハールへの忠誠では劣っていないという強烈な自負を抱いている。

　アミルがバハールにやってきた当初は、ただ皇帝の血縁というだけでなんの期待もしていなかった。だが、それは良い方向に裏切られた。アミルの行った改革は、質実剛健という言葉で誤魔化していたバハールの財政を回復させ、新たな貿易ルートまで開拓してみせた。今では、バハールの太守はアミルこそが相応しいと強く思っている。今は亡き先代バハール太守も、アミルの才を認めていたのだから間違いない。

　主君アミルが計画通りに皇帝になれば、バハールは更に豊かになるだろう。皇帝の故郷になるのだから。新しい太守にはファリドか、近しい者が任命されるだろうが、そんなことはどうでも良い。大事なのは、バハール、そしてラインの民が幸福になること。それが肝心なのだ。

　そのためにも、アミルにはこの戦に勝ってもらわなければならない。僻地のラインが戦に加わることはないとベロッテは予測していたが、いざ戦となれば命を賭けて戦うつもりでいた。

「バハールの勝利は近いのだ。敵の流言に乗り、惑わされることがないようにせよ」

「し、しかし、流言にしてはかなり具体的でしたが。交差する二槌の旗印、血のように赤い髪をした、死人のごとき白面の女。黒き二又槍は煉れん獄ごくの炎を撒き散らし、巨大な鉄槌で人間を叩き潰すと。……本当に恐ろしい話でした」

「この戯たわけ者が！　くだらんことを言っている暇があったら、周囲の見回りでもしておれ！　お前のような輩やからがいるから、そのような馬鹿げた噂が蔓まん延えんするのだ！」

「も、申し訳ございませぬ」

　慌てて謝罪する従者を一いち瞥べつした後、椅子に深く腰掛ける。この様子では、ラインの住民の間にも流言が広まっている恐れがある。一度触れを出したほうが良いかなどと考えていると、扉を忙せわしなく叩く音が聞こえてくる。

「何事か！」

「ベロッテ様、大変ですッ！　敵が、コインブラ軍がやってきました！」

「お前まで何を言い出すのだ。奴等はカルナスで態勢を整えている最中と報告が来ている。たとえ侵攻を開始したとしても、ここに来るのはまだまだ先だ！」

　何よりも、街道から外れた僻地であるこのラインに兵を向けるとは思えない。アミルからも、周囲を調略した後、グロールは必ず街道を東進するであろうと書状が届いている。カルナス周辺の領主たちには、時間を稼いだ後は降伏しても罪に問わないとあらかじめ伝達されてもいる。

「しかし、コインブラ軍の兵から、矢文が打ち込まれてきました。こちらです！」

「――ただちに街の門を開け、我らに降伏せよ。逆らわば皆殺しと心得るべし。血気に逸はやり判断を誤ることなかれ――だと？　逆賊どもがふざけおって！」

　文を床に投げつけた後、足で何度も踏み潰す。そこに、更に部下が駆け込んでくる。

「ベロッテ様、道沿いの屯所二箇所がコインブラに襲撃されました！　敵は二槌の旗印、指揮官はノエルと名乗った模様！」

「……虚きょ報ほうではなかったというのか。しかも二槌の旗印だと？　噂の悪鬼がこんな僻地にまでやってくるとはな！」

「しかし、敵の数はそれほどでもないようです。屯所は破壊されましたが、人的被害は軽けい微び。逃げおおせた者の話によると、敵は精々三百程度とのこと」

「たった三百だと。それは間違いないのか？」

「はっ、近くに他の敵勢は見当たらなかったようです」

「……ふむ。だが、念のために斥せっ候こうを出そう。陥落した屯所周辺を徹底的に調べろ。このラインを攻略するつもりならば、最低でも二千はいるはずだ」

「かしこまりました！　ただちに斥候を向かわせます！」

　ライン周辺の屯所には、各数十名程度しか配置していない。僻地でもあり、普段警戒するのは精々野盗や猛獣ぐらいのものだからだ。故に敵が三百程度でも壊滅させられるのは当然だ。

　一番の問題は、このままこのラインにやってくるのかということだ。矢文などを打ち込んでくるということは、攻略するつもりでいるらしいが。ただの嫌がらせの可能性もある。

（まぁ、おそらくは牽制であろうが。もしも向かってくるならば、返り討ちにしてくれるわ）

　――三時間後、放ったすべての斥候が帰還した。敵は屯所を破壊した後、このラインを目指しているらしい。やはり、その数は三百。指揮官は騎乗した赤髪の女士官。二槌の旗を掲げ、悠然と行進しているとのこと。

「たかが三百人程度でこのラインを落とすつもりでいるのか。悪鬼だかなんだか知らんが、このベロッテを侮りおって！」

　屈辱と怒りでベロッテがわなわなと震える。万が一、コインブラ主力がこちらに向かってきたら、時間を稼いだあと降伏するつもりではいた。アミルからもその許しは得ている。

　だが、たかが三百となれば話は異なる。ラインには常備兵は三百だが、臨時に徴兵すれば千は搔き集められる。それだけいれば、確実に迎撃できるだろう。バハールの人間は、負けず嫌いな者が多い。土地柄でもあり、過去の武功を誇りに思っているからだ。弱兵のコインブラになど、負けるはずがない。たとえ悪鬼が率いていようとも。戦いは、兵の数と士気が決め手となる。一人が少々強くても、数の力を覆くつがえすことはできないのだ。

「ベロッテ様、いかがなさいますか？　まさか、降伏に応じるなどと仰るのでは」

「……少し待て」

　念のためにベロッテは考えを巡らせる。ここで降伏するという手も一応はある。だが、流石に三百相手にそんなことをすれば、アミルも許してはくれまい。

　コインブラとの戦は、ほぼ間違いなくバハールの勝利に終わる。一見、コインブラは勢い良く支配圏を拡大しているようだ。そうアミルが仕向けているのだから当然なのだが。そしてコインブラ軍が満を持してベスタへと侵攻するとき、グロールはこの世の地獄を味わう羽目になるであろう。アミルが立てた策は、そのときにこそ完成を迎える。聞くところによれば、すでにコインブラの有力者を裏切らせることに成功しているとのこと。ベロッテが見る限り、状況はこちらが圧倒的に有利だ。

　となれば、ベロッテとしても武功の一つぐらいは欲しいところである。噂の悪鬼を討ち取ったとなれば、名も上がる。アミルの覚えも良くなるだろう。褒美として、領地を加増してくれるはずだ。

「ベロッテ様、何を悩まれるのです！　今こそ逆賊を討ち払い、我らの忠誠を示すときです！」

「言わずもがなだ。敵の本隊ならまだしも、三百程度に脅おびえて剣を捨て跪くなど、末代までの物笑いの種。……よし、民から兵を募つのれ。最低限の守備兵を残して出陣するぞ。この街を戦せん禍かに巻き込みたくはない。周囲の田畑を巻き添えにすることも避けたいからな」

「ははっ！」

「迎え撃つのは西の丘きゅう陵りょうが良かろう。高所に当たる我らが有利になる。敵は寡兵とはいえ、油断は禁物だ。兵の集合を急がせろ！」

「はっ、ただちに出撃準備を整えます！」

　あと二ヶ月で収穫の秋を迎える。余計な被害を避けるためにも、この丘陵で迎え撃つのが最良だった。コインブラ軍がラインに来るには、この丘陵を避けて通ることはできない。

「我らバハール人の強さ、コインブラの愚か者どもに思い知らせてやるわ！」

　ベロッテは立ち上がると、拳を握り締めて怒声をあげた。







　ベロッテ率いる千人が丘陵に到着すると、眼下に休息を取っている集団が目に入る。コインブラの天秤旗、そして噂になっている二槌の旗が突き立てられている。

「……敵地でこうも堂々と休息を取っているとは。あの馬鹿どもは、どれだけ我らを侮っているのだッ！」

「ベロッテ様、ただちに襲撃いたしましょう！　見る限り、伏ふく兵へいがいる気配はありません。今ならば一撃で蹴け散ちらせますぞ！」

「うむ、三百程度、我らが攻勢をかければ容易く屠れるはず。よし、行くぞッ！」

　騎乗したベロッテが剣を抜き、一気に振り下ろす。千のバハール兵が一気に丘を駆け下りて、コインブラの一団へと襲い掛かる。敵も気がついたようだが、今から隊列を整える時間はない。混乱状態でこちらに向かうか、尻尾を巻いて逃げるかのどちらかだ。

「て、敵襲！　バハール軍の敵襲だ！」「ひ、ひぃい!!　に、逃げろ、逃げろ!!」

「一人も生かして返すな！　ラインの街を襲おうとした逆賊どもだ、情けは一切無用!!」

　ベロッテが命じると後方に控える弓隊の矢が一斉に放たれ、敵の一団へと降り注ぐ。騒がしいほどの悲鳴をあげながら、コインブラ兵が我先にと退却していく。手にしていた武器を放り投げ、コインブラの天秤旗まで置き去りにする有様。なんとも無様な光景に、ベロッテは嘲笑を浮かべる。

「ふん、これが悪鬼の部隊だと？　ただの腰抜けの集まりではないか！」

　意気上がるベロッテが先頭を駆け抜けると、慌てて騎乗したらしき女士官の姿が目に入る。兵を置き去りにして、自分だけ馬で逃げようとしているらしい。

「ぜ、全員撤退しなさい！　敵はこちらの倍以上よ！　私は先に逃げるから、できる限り時間を稼ぎなさい！」

「待てっ！　貴様が兵たちの噂になっている、悪鬼と称されし者であろう！　貴様も騎士のはしくれならば、潔いさぎよく戦ったらどうだ！　兵を置き去りにして我先に逃げるなど、指揮官としての誇りはないのか！」

「う、うるさいわね！　誇りなんてどうでもいいのよ！　先手を打たれた以上、ここは逃げるのが良策！　何してるの、早く防ぎなさい!!」

　舌打ちしながら、ノエルが吐き捨てる。コインブラ兵は全く統率が取れておらず、留まる気配などない。何より、こんな指揮官のために命を投げ出す者などいないだろう。

「話にならぬ！　こんな愚かな女が悪鬼などと、悪い冗談にもほどがあるわ！　ただちにその首叩き落としてくれる!!」

「わ、私は死なないわよ！　冗談じゃない！」

　騎乗したノエルは、全力で馬を走らせ始める。コインブラ兵たちもそれに続いて、前方にある小さな林を目指して一目散に駆けていく。

「待て、この恥知らずが!!　正々堂々と戦え!!」

　こんな下げ賤せんな連中が、自分に降伏勧告を送ってきたことを思い出すと、堪え難い怒りが湧いてくる。罵声をあげながら追撃を命じる。

　だが、想像以上に敵の足が速い。しばらくの間、全力で追いかけたのだが、結局林の奥へ逃げ込まれてしまった。部下たちも流石に息が荒い。

「糞ッ、なんという逃げ足の速さだ！　まるでドブ鼠のようだ！」

「はあっ、はあっ！」

「全員、追撃中止だ！　一旦態勢を整えるぞ！」

　ベロッテは馬を止め、林の中で隊を停止させる。潰走中の敵など、捕らえるのは容易いと考えていたが、予測に反して逃げ切られてしまった。敵の損害も、最初の弓撃での死者しか出ていない。四散して逃げ惑うことなく、一方向に逃げられたのが原因だ。口惜しさに歯嚙みするが、追い続けるのにも限度がある。一度息を整え、隊列を組み直さなければならない。

「ベ、ベロッテ様、どうなさいますか。て、敵も疲れているはず、このまま追撃すれば必ず追いつけます！　なんせ、ここはバハール領です！」

「その意気や良し！　小休止の後、ただちに追うぞ！　ここは我らの庭、奴等がどこに逃げようとも追い詰めてやるわ！　悪鬼の正体はすでに見切っている。あの女を討ち取った後は、晒さらし首にしてくれる！」

　汗を拭い、水筒から水分を補給する。馬にもくれてやり、態勢を整える。兵たちも同じく深呼吸を繰り返し、迅速な体力回復に努めている。この分なら、あと五分もすれば行動できるだろう。

　そう考えていたとき、バハールの旗を持った騎兵が血相を変えて駆けてきた。

「――き、危急の事態です！　ラインにコインブラの大軍が襲来！　必死に防戦するも守備隊は壊滅しました!!」

「な、なんだと？　ま、街に敵軍？」

　あまりの報しらせに、ベロッテは呆然とするしかない。

「我らのラインは、陥落いたしました!!」

　騎兵は、必要以上の大声で叫ぶ。部下たちにもその声が届き、ざわめき始める。

「は、ははは。お前は何を言っているのだ。敵はこの先に追い詰めている！　そんな大軍がいるわけがなかろう！　夢でも見たのではないか！」

「しかし、現にラインには敵の旗が翻っております!!　あれをご覧ください！」

　伝令が指差す方向を睨みつける。ラインの街の方角から、夥しい量の黒煙が上がっている。これが意味するのは、街で略奪や火付けが行われているということだろう。腰に提げた遠眼鏡で確認すると、ベロッテの屋敷にはバハールの三剣の紋章ではなく、コインブラの天秤旗が掲げられている。俄にわかには信じ難いが、このわずかな時間に、ラインは陥落してしまったということだ。

「ま、街は一体どうなってるんだ!?」

「煙が上がってるってことは……。まさか、残してきた連中は皆殺しに――」

「おい、早く帰るぞ！　戻って俺たちの家族を守るんだ！」

　ラインで臨時に徴兵した者たちが、動揺した様子で立ち上がる。ベロッテは落ち着くように声をかけようとするが、伝令によって遮られる。

「ラインを落としたコインブラ勢は、ベロッテ様を捕らえるためこちらに向かっています！　ただちにお逃げください！　私は近くの村々に知らせてまいります！」

　言うだけ言い切ると、馬を反転させて伝令は走り去っていく。完全に浮き足立った兵たちは、ざわめきながら動き始める。

「れ、冷静にならんか！　まだ落ちたと決まったわけではない！」

　ベロッテは曖昧に誤魔化して兵の士気を保とうとするが、納得する者などいようはずがない。

「どう見ても落ちてるだろうが！　俺たちが出撃した隙を狙われたんだ！　伯爵、全部アンタのせいだぞ！」

「そうだそうだ!!　とっととコインブラに降伏してりゃ良かったんだ！　おい、早く街へ戻ろうぜ！」

「貴様ら、誰に向かって口を聞いているのだ！　平民ごときが無礼であろうが！」

「自分の街を落とされておいて、平民も伯爵もあるか馬鹿野郎ッ!!」

　ベロッテの側にいた兵が制止するが、全く聞く耳を持とうとしない。いや、こうしている間にも、後方の兵たちが離散していく。このままでは部隊を維持することは不可能だ。一体どうすれば良いか、必死に頭を巡らせていると。

「て、敵襲！　敵襲ッ!!」

　悲痛な叫び声の後に、火矢の雨が容赦なく降り注いでくる。炎を纏った矢は兵の鎧を貫通し、多くの者が悲鳴をあげながら倒れ伏していく。そして、何かが破裂するような音がしたかと思うと、林中が火によって一瞬で埋め尽くされる。

「――な、なんだこれは！　火の回りが尋じん常じょうではないぞッ！　まさか、油でも撒まかれていたと言うのか!?」

「いえ、油ではなく、何か、塊かたまりのようなものが破裂しているようです！　と、とにかくここは危険です、今すぐ林を出ましょう！」

「わ、分かった。全員、急ぎ後退しろ！　急がねばこの業ごう火かに飲み込まれるぞ!!」

　襲い掛かる熱波に耐えながら、ベロッテは馬を捨て、部下に肩を押さえられながらなんとか脱出しようとする。火の壁を避け、焼死した兵の屍しかばねを踏み越えながら、火の中を潜くぐり抜けていく。バチバチと弾ける音、擦れた人間の声が赤い世界で谺こだまする。立ち止まれば、確実に火の波に飲み込まれる。一瞬の間に、静寂に包まれていた林が大火へと姿を変えたのだ。

「く、糞っ。なんたる灼しゃく熱ねつ地獄か！　い、息をするだけで、胸が焼けそうだ！」

「ベロッテ様、口を開けてはなりません！　ご覧ください、も、もうすぐ出口です！」

「ううっ！　なぜこんなことに！」

　これほど深く入り込んだ覚えはないというのに、出口があまりに遠すぎる。後に付き従う部下はどれだけいるのか。それすらもう分からない。

（い、一体何が起こっているのだ。本当にわけが分からん！）

　そして、ようやくたどり着いた火の海の出口で待ち受けていたのは――。

「すごいね。この業火の中で無事なんて。全員焼き殺すつもりだったんだけど。最後の最後だけ運が良かったのかな？」

「き、貴様はッ！」

「伯爵、お下がりを！」

　ベロッテを支えてくれていた部下が、抜き放った剣で目の前に立つ人物へと斬りかかる。その刃は届くことなく、身体が止まる。背中からは、鎧を突き破って二本の鋭利な先端が突き出ている。部下は小刻みに痙けい攣れんした後、完全に動かなくなった。地面には赤い液体がとめどなく流れ落ちている。

「お、おのれ――ッ」

　ベロッテは叫ぼうとしたが、宙を舞う灰が喉に絡み咽むせてしまう。目の前で二又槍を持って立ちはだかっているのは、先ほど追いかけていたノエル。そしてその後ろには、二槌の旗を掲げた兵たちが槍を構えて立ち塞がっている。

「楽しい鬼ごっこはここでおしまい。罠にかかった貴方の負け。抵抗しなければ、命は助けるよ」

「わ、私の負けだと？」

「そう、私の勝ちで貴方の負け。これはね、昔の皇帝ベルギスが得意としていたんだって。色々と策を使って、敵を死地に誘い込むの」

「し、死地？　ま、まさか、これは」

「そう、わざと負けてみせたんだ。ほら、逃げられると追いかけたくなるのが人間の性さがでしょ。何か変だなって思っても、つい勢いで追いかけちゃうんだよね。昔、私も獲物を追いかけてて崖がけから落ちそうになったよ」

　無邪気に笑うノエル。ベロッテは、ゆっくりとした動作で、背後を振り返る。先ほどまで千を超えていた兵たちの姿は、もはや十を数えるほどになっていた。兵たちは完全に戦意を喪そう失しつしてしまい、剣を構えることすらしない。

　他の兵は街に向かって逃走したのか、それとも林の中で物言わぬ焼死体になっているのか。今はそれすら分からない。

「……な、なんたること。なんたる無様ッ」

　ノエルは皇帝ベルギスの得意とする策と言った。確かに、大陸統一を成し遂げたベルギスは、敢えて自らを囮おとりとし、敵を引き摺り出して完かん膚ぷなきまでに叩き潰す戦法を好んで使った。対峙した敵は、罠と分かっていても討って出てしまう。目の前の人間一人を殺せば、すべてを覆すことができるのだから。それこそがベルギスの狙いなのだが、抗えない。たった一撃ですべてが終わるという誘惑に、打ち勝つのは難しい。

　アミルが実行している大誘引の策は、これを模もしたもの。太陽帝の偉業を再現してみせることで、自らの名声を高めようとしているのだ。ベロッテはそれを小規模にしたものに、まんまと引っ掛かってしまったということだ。愚かさ極まると、今更ながら後悔が押し寄せてくる。

「私の前であのような醜しゅう態たいを晒したのは、この死地に我らを引き摺り込むためのものか！」

「降伏勧告を出したり少人数で挑発して、相手を怒らせて誘おびき出す。しかも私みたいな小娘が相手だったら、確実にいきり立って出てくると思った。そして、別働隊で空になったラインを攻略。それを貴方たちに知らせて動揺を誘い、その隙を突いて火計を実行したの。あ、陥落を知らせた伝令は、私の部下なんだ。もちろん、大軍なんてどこにもいないよ。街も壊滅なんてしてないし」

「すべて貴様の仕組んだ罠だったということか！　このベロッテ、一生の不覚ッ！」

「うん、全部罠だよ。あの糞みたいな場所で教えられたことも、意外と役に立つんだね。こんなに上手くいくとは思わなかったし」

　ノエルは横に控えている不機嫌な女に、「ね、すごい？」などと言って自慢している。ベロッテは無意識のうちに腰の剣に手を伸ばす。

「最後にもう一度だけ聞くけれど。降伏すれば命は助けるよ。私は絶対に約束を守る。色々聞きたいことや、話したいこともあるし。バハールの偉い人と話す機会なんて、今までなかったからね」

　ノエルは二又槍を弄びながら、「で、どうかな？」と問いかけてくる。

　降伏などありえない。このような小娘に膝を屈するなど、貴族の誇りが許さない。何より、焼け死んだ部下のためにも、この女は殺さなければならない。

「――貴様も道連れだ、コインブラの悪鬼めッ！」

　ベロッテはノエルの胴体目掛けて剣を一いっ閃せんさせる。

　ノエルは身体を捻って剣撃を躱かわすと、そのまま一回転して、二又槍を突き出してきた。ベロッテの喉下に、二又槍の先端が突き刺さる。灼熱の痛みが脳を駆け巡る。悲鳴すらあげることができない。ヒューヒューという音だけが漏れる。

「それじゃあ、仕方がない。貴方の首だけ、使わせてもらうことにするね」

　そう言うと、二又槍を横に薙いだ。鮮血が木立に降り注ぐ。ノエルは転がっていく首を無造作に突き刺すと、一息つく。

「――ふぅ」

「ノエル隊長、お見事です。景気良く勝ち名乗りをお願いします。皆、待ってますよ！」

「景気良くお願いしますぜ！」

　白蟻党の面々が囃はやし立てる。

「うん、分かった。――敵将、ライン領主ベロッテ、ノエルが討ち取った!!」

　ノエルが首のついた槍を掲げると、歓声が谺する。

「勝ったぞ、俺たちの勝ちだ!!」

「ノエル隊長がまた手柄を立てたぞ！　大手柄だ！　おい、勝ち鬨をあげるぞ!!」

「流石はドルカスの親方が見込んだお人だ！　ノエル隊長万歳！　ドルカスの親方も万歳！」

「ノエル隊長万歳！　常勝ノエル隊に栄光あれ！」

　ノエルの強さに惹ひかれ始めた兵たちが、自発的に勝ち鬨をあげ、誇らしげに剣を翳かざす。ノエルは目をぱちぱちとさせて少し驚いた後、心から嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう。やっぱり、皆と一緒だとなんだか楽しいね。とっても危ないのに、どうしてだろう。本当に不思議！」

　そう呟いた後、ノエルは二槌の旗を掲げて歓声に応えた。降りしきる火の粉が、まるで太陽から落ちた雨みたいだった。
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　ラインの街に入ったノエルは、部下に迎えられそのまま領主の館やかたへ案内された。別働隊を率いていたドルカスの手により、街は完全に征圧されている。街を見回した後、ノエルは不思議そうに首をかしげた。

「あれ、館は燃やしたんじゃなかったの？」

「そうしようと思ったんですが、こいつらが出ていこうとしなかったんで。焼き殺すわけにもいかねぇってことで、倉庫の一つを燃やしたってわけです。仕事熱心というか、頑固というか。嫌いじゃないですがね」

「そうなんだ」

　頭を搔くドルカスを一瞥し、緊張した面おも持もちで並んでいる者たちを眺める。従者や使用人、メイドといった者たちだ。逃げ出さなかった様子を見る限り、かなり職務に忠実らしい。とはいえ、今は反抗するような素振りは特にない。

　バハール人は誰もが勇ゆう敢かんで、侵略者に抵抗を示すという話だったが、やはり人それぞれである。出身で性格が固定されるなど実際にはありえない。自分の出身地がさっぱり分からないノエルは、そんな風に思った。

（生まれた場所は分からないし。やっぱり、あの教会が故郷ってことになるのかなぁ）

「うーん」

　ノエルが意味もなく唸うなっていると、使用人の一人がおずおずと声をかけてくる。

「……あの、一つお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「何かな？」

「ベロッテ様は、我々の主人はどうなったのでしょうか？」

「うん。降伏しろって呼びかけたんだけど、逆に斬りかかってきたから殺しちゃった。首はここにあるけど。見たい？」

　ノエルが手にしていた包みを前に出す。ひっ、と声を出して従者たちは後ずさる。

「い、いえ、結構です」

「弔とむらってあげたいのかもしれないけれど、今は渡せないんだ。ごめんね」

「……そ、そうですか。残念ですが、仕方ありません」

「えっと、貴方たちを殺す気はないし、街の人にも手を出さない。だから、もう好きにしていいよ」

「そ、そう言われましても。我々もベロッテ様を失ってしまい、どうしたら良いか分かりません」

「大丈夫大丈夫。私たちはすぐに出ていくから。グロール様にお願いして、ちゃんとした人を寄越してもらうよ」

「は、はい。ありがとうございます」

　どことなくほっとした様子を使用人たちが見せる。

「ところで、ここらへんに一番詳しい人を後で連れてきて欲しいんだけど。ちょっと聞きたいことがあるんだ」

「それは構いませんが。……ここらへんと言われましても、些いささか範囲が広すぎるかと。具体的には、どの辺りでしょうか」

「街の裏山――バルケス山脈によく出入りしてる、狩人かりゅうどか木こりを寄越してくれる？　できるだけ早めによろしくね！」

　ノエルはそう言って、使用人の肩を叩く。そして、ドルカスにどこか落ち着けるところに案内してくれと促した。

　案内されたのは、ベロッテが使用していた執務室。絵画や壺つぼが飾り付けられた、中々小綺麗な部屋だった。特に、バハール名産の絹で織られた絨じゅう毯たんにノエルは目を惹かれる。

「うわぁ、これすごいね。本当に綺麗だし、模様がキラキラ光ってるよ。どうなってるんだろう」

「ほう、これは中々の仕事だな。バハール以外で買ったら、目が飛び出るような値段だろう。ゲンブの館にも、これに似た物があったのでよく覚えている」

「その絨毯はこの街で作られたものです。ある虫の繭まゆを用い、長い時間をかけて糸を作り、我らの技術を持って編み上げるのです。他の州では、この艶つやと色、そして美麗な模様を作り出すことはできますまい」

　カイが絨毯に触れながら感想を述べると、老いた従者が誇らしげな顔で語り始める。彼らにとっての誇りは、武ではなくこの製造技術なのかもしれない。

「なるほど。流石は絹を特産とするバハール。それがし、感服いたしましたぞ」

「ありがとうございます。ベロッテ様は、一番できが良いものを好んでお使いになられておりました。この絨毯は特にお気に召されたようでして」

　あの人の宝物だったようだ。ノエルは少し欲しくなってしまった。普通は、人の宝物を取ったら怒られる。だが、死んでしまった人のならばどうだろう。やっぱり駄目かもしれない。

　でも、シンシアは亡き兄の形見の眼鏡をくれた。ちゃんと聞いてみて、駄目と言われたら諦めよう。そう思った。

「ね、もしも、この絨毯を売って欲しいって言ったら、怒られるかな？」

　ノエルが試しに聞いてみると、年老いた従者はゆっくりと首を横に振った。

「いえ。この館の主、ベロッテ様はもはやこの世におられません。ベロッテ様は奥様を早くに亡くされ、お子様もおられませんでした。ならば、仇かたきとはいえ貴方に使ってもらったほうが絨毯にとっては良いでしょう。……その代わり、お願いでございます。どうか、ラインの住民に対して、乱暴な真似をなされませんよう」

「うん、約束するよ。ドルカス、ここにいるのは少しの間だけど、絶対に略奪とかはしないように。破った者は、私が直じき々じきに厳罰に処すと伝えて。具体的に言うと、鉄槌で頭を叩き潰すから」

「はっ！　隊長がそう言えば、全員震え上がって住民に親切にするでしょう。とはいえ、この絨毯どうするつもりなんですか？」

「あとで誰かにマドレスまで運んでもらうよ。私の部屋で大事に使うんだ。この上で昼寝したら、きっと気持ちいいと思って。――どれどれっと！」

　ノエルは絨毯の上に、両手を大きく広げて寝転んだ。すごいすべすべして気持ちが良い。この上を靴くつで踏みつけるなんて、もったいないなと思った。けど、使われてこそ価値があると従者に言われ、なるほどと思った。道具を大事にしまっておいても、意味もなく劣化していくだけだ。

「失礼します。――って、一体何をしているんですか貴方は。まさかそこの浮ふ浪ろう者しゃの真似ですか？　本当に汚らしい」

　部屋に入ってきたリグレットが、小馬鹿にしたような目つきで見下ろしてくる。浮浪者という言葉のところで、ドルカスに視線を向けたので、またいつものやりとりが始まる。

「誰が浮浪者だッ！　我慢にも限度があるってことを、そろそろその貧弱な身体に思い知らせてやろうか。ああ？」

「これは失礼したわね。私としたことが、つい本ほん音ねを。それと、すぐに暴力に訴えるのは知性の低い獣である証明よ？」

「へへっ、面白れぇこと言うじゃねぇか。この糞アマがッ！」

「はいはい、そこまでにしてね」

　ノエルはドルカスを止めるために、仕方なく立ち上がる。ここで斬り合いでもされて、絨毯がいきなり汚れてしまったらとても悲しい。もう大事な宝物なのだ。

「さて、リグレットも来たし、これからについて話し合おうか」

　ノエルが促すと、長机の周りにドルカス、リグレット、そしてカイが腰掛ける。老いた従者は丁寧に挨拶した後、退出していった。

「あのお爺さん、良い人だったね。絨毯くれたし」

「ふん、貴方に逆らって、皆殺しにされるのを恐れているだけじゃないですか？　つまり、ただのご機嫌取りですよ」

「人の好意を素直に受け入れられないんだな。性根が腐ってる人間は嫌だねぇ」

「本当のことを言っているだけよ」

「ま、それもあるだろうけど」

　リグレットの言葉も間違ってはいないと思うので、ノエルは特に反論しない。でも、絨毯をくれたので、ノエルからするとやっぱり良い人である。

「それより、話し合いと言っても、そもそもラインを落とした意味が私には分かりませんね。点数稼ぎのつもりですか？」

「いや、ノエル殿には何か考えがあるのだろう。しかし、攻勢をかけてから一日もたたずにラインを陥落させるとは。それがし、心より感服仕つかまつった！」

　カイの隊はドルカスと共に別働隊として、街の制圧と火付け役に回っていた。街の兵力はほとんど空だったので、犠牲は全く出ていない。何より、荒っぽいことが得意の白蟻党に足軽だ。だからこそノエルはこの役目を任せた。

「カイやドルカスたちが上手くやってくれたからね。完璧なタイミングだったよ。二人とも、ありがとう」

「ははっ、礼には及びませぬぞ。肩ならしには丁度良かった」

「へへっ、ありがとうございます。ノエル隊長も見事な逃げっぷりだったようで」

「うん。実はリグレットの真似をして挑発したんだけどね。そうしたら、敵がものすごい怒って追いかけてきたよ。すごい効果的だった！」

「……今、聞き捨てならない言葉が聞こえたのですが。誰の真似をしたんですって？」

　完全に聞こえていたであろうリグレットが、顔を引き攣つらせながら問いかけてくる。もう一度大きな声で答えてあげようとしたら、ドルカスに遮られた。

「一々うるせぇ奴だな。てめぇの聞き間違いだろ。それより隊長、アレのほうはどうでしたか？」

「うん上手いこといったよ。アレなら、街一つ燃やし尽くすのも楽勝だね」

　ノエルは机をトントンと指で叩く。格好つけているだけで特に意味はない。

「へへっ、お役に立てて何よりですぜ」

　神経質なリグレットは気になって仕方がないようで、すでに二回ほど舌打ちしている。更にもう一度大きく舌打ちすると、イラついた様子で発言してくる。まだ怒っているようだ。

「大体、いつの間にあんなものを持ち込んだのですか？　私は一切知らされていませんでしたが。そういうことをされては、副官の仕事に支障を来きたします！」

　ベロッテの兵を林で焼き討ちした際に用いたのが、燃焼石だ。ボルック鉱山で、金の代わりに採れるようになった赤い鉱石。それを水に浸しながら砕き、粘土状にして丸めれば完成。油に浸して火を付けてやると、盛大に燃え上がり、最後には勢い良く破裂する。ドルカスたち白蟻党が、身を犠牲にしながら開発した極秘の特産品だ。製造するとき鉱石を水に浸すのは、そのまま砕くと破裂するからに他ならない。

「てめぇに知らせてもなんの得にもならねぇだろうが。だから俺が進言したのさ。驚かせるためにも、あの馬鹿には絶対に秘密にしましょうってな。へへっ、ざまぁみろ！」

「ふん、下賤な人間が考えそうなことね。実に愚ぐ劣れつ極まりないわ」

「負け惜しみが心地よいねぇ」

　ドルカスとリグレットが睨み合っている。喧けん嘩かするほど仲が良ければなんの問題もないのだが、この二人は放っておくと殺し合いになる。ノエルがしっかりと見張っていないといけない。そういう気配りも指揮官には求められると、シンシアに教わった。

「――で、驚いた？」

「驚くよりも不愉快ですね。隊の情報はすべて教えていただかないと、何かあったときに対処できません。例えば、貴方がうっかり戦死したら困るでしょう。代わりに隊を率いるのは私なんですから」

　リグレットが挑発するようなことを言ってくるが、特にノエルは怒ったりはしない。敢えて言わなかったのは事実だから。

「それもそうだね。ごめんね、リグレット」

「隊長の戦死を想定するなんて、本当に最低な女だぜ。隊長、今ならぶっ殺しても誰も文句言いませんぜ。ここで一発やっちまいますか？　死体は骨まで燃やして灰を川に流しちまいましょうや」

「やれるもんならやってみなさいよ、この白髪猿ッ！」

「おう、今すぐやってやるから首出せや」

　ドルカスが腰の剣に手を当てる。リグレットは一瞬怯ひるむが、すぐさまキッと睨みつけ、同じく剣を抜く態勢を取る。実際にやり合ったらドルカスが間違いなく勝つだろうが、リグレットの性格上謝ることは無理だろう。

「ね、仲間なんだから殺し合う必要はないでしょ。ドルカスは白蟻党の党首だし、リグレットは大事な副官だよ。二人とも私には必要なんだ。だからさ、仲良くやろうよ」

　ノエルの言葉に毒気を抜かれた両者は、剣から手を離し視線を背ける。カイは面白そうに眺めているだけで、特に咎める様子はない。

「……で、ノエル隊長。貴方はこれからどうなさるおつもりなんですか？　先ほども言いましたが、こんな僻地の都市を落としたところで戦略的な意味は何もないと思いますが」

「あはは、何を言ってるのリグレット。これからが本番だよ。楽しい火祭りはこれからじゃない！」

「はぁ？　私には意味が分かりませんね。いくら指揮官とはいえ、子供の冗談に付き合う暇はないんですよ」

　そっぽを向くリグレットに、ノエルは口調を変えて命令することにした。こればかりはしっかりやってもらわないと困る。決めるときは決めろと、シンシアも言っていた。

「真面目に聞いてくれるかな、リグレット。太守に使いを出し、このベロッテの首を届けさせて。そして、こう伝えて。我らノエル隊はバルケス山脈の抜け道を使い、バハール州都ベスタを襲撃すると。私たちだけでも焼き討ちは成功させてみせるが、増援があれば陥落させることもできる。できれば、シンシアの隊を向かわせてと願い出て。一緒にやるなら意思疎通ができる人じゃないと、面倒なことになるから」

「馬鹿馬鹿しい。そんな無茶なことが許可されるとは思いませんが。先日、貴方は同じようなことを言って、皆から失笑を買っていたではありませんか」

「私の隊七百とカイの百で合わせて八百名。それにシンシア隊の千人を加えれば、ベスタに壊滅的な被害を与えることができる。ドルカスが持ってきた、燃焼石を全部使ってね。城下に田畑、全部焼き尽くしてやれるね」

「そいつはまた豪快なことで。しかし、それだけやらかしゃ、相当な悪名を背負うことになりますぜ。……隊長にはその覚悟がおありで？　悪鬼だけじゃなく、ありとあらゆる異名が付くでしょうぜ」

「バハールはコインブラの村や街を悲惨な目に遭わせた。だから、私たちが復讐したって、相手は文句を言えないでしょう。だって、勝ったほうの声が正しくなるんだから。皆がそう思えば、それがまかり通る。世の中そんなものだから、仕方がないよ。だから、私はやる」

　ノエルは平然と言い放つ。ドルカスは一瞬絶句するが、ロックベルの惨さん状じょうを知った後では特に反対する気持ちはないようだ。すぐに賛意を表してくる。

「先に手を出してきたのはあっちだ。やるってんなら、とことん付き合いますぜ。コインブラの恨みを思い知らせてやる」

「……因果応報という言葉がゲンブには古くから伝わっている。善行には善行が、悪行には悪行が己に返ってくるという意味だ。だが、必ずしもそうならないのが世の中であろう。まさに、この世は複雑怪奇だな」

　腕組みをしたカイが、目を瞑って重々しく呟いた。言っていることはノエルにはよく理解できなかった。まさに複雑怪奇だった。

「ま、私は極悪非道の悪鬼らしいから。どんな悪行をしたって、今更なんてことはないよ。そうだ、今度は鬼の顔を描いた旗でも掲げてみようか。きっと皆びっくりするよね！」

「やめてください！　私がいる限り、絶対にそんな旗は揚げさせないわ。私まで馬鹿に見られるじゃない！」

　リグレットが机を叩いて反対する。ただの冗談だったのに、本気ととられてしまったようだ。

「ははは！　そういうところも、実にゲンブ人の気性に近い。ノエル殿、コインブラで冷遇が続くようであれば、こちらに亡命してくると良い。それがし、心から歓迎いたすぞ。我が主シデンも、間違いなく気に入るであろう」

　真剣な表情でカイが誘いをかけてくる。返答に困ったノエルは、「ちょっとだけ考えておくね」とだけ答え、長机の上に広げた地図を見やる。もうしばらくすれば、地理に明るいラインの人間がやってくるだろう。木こりか狩人ならば、バルケス山脈は庭のようなものだ。なんとしても情報を引き出さねばならない。

「私が聞いて素直に教えてくれるといいけれど。駄目ならリグレット、貴方が聞き出してくれる？」

「申し訳ありませんが、私はベスタ奇襲に賛成しているわけではありません。貴方がそこまで拘こだわる理由をお聞かせください」

　舌打ちを堪こらえ、リグレットが納得いかないという表情で問いかけてきた。

「うん、分かった。ここには太守や将軍たちがいないから、正直に言うね。私から言わせれば、どうして皆がバハール領の制圧に拘るのか分からないんだ」

「そりゃ隊長、戦の後にアミルの責任を追及して、バハール領を景気良く分捕るためでしょう。かなり無茶な話ですが、アミルを蹴落としゃグロールの大将が次期皇帝最有力だ。きっと無茶も通りますぜ」

　ドルカスがそう言うと、カイとリグレットも同意するが、ノエルは反論する。

「勝てればね。そもそも、今回の遠征の目的はバハール公の皇帝就任阻止だったじゃない。バハール領を制圧する必要はないと思うなぁ」

「そりゃまぁそうですが。足元を固めるってのは、別におかしなことではないんじゃないですかね」

「ドルカスの意見も分かるけど、時間をかけたら駄目だと思う。私が心配してるのは、敵の主力が本当に帝都にいたのかってこと。それを確かめるためにも、ベスタに一撃しておきたいんだ。もし近くに隠れてるなら州都を放置するような真似はできないはず。自分の名声に関わるからね」

「……またそのような突とっ拍ぴょう子しもないことを。私の父とガディス将軍が放った密偵からの報告なんです、間違いなどあるわけが――」

「どうしても気になるんだ。ウィルム将軍にガディス将軍、それにリベルダムの特使グリエル。皆時間をかけて慎重に行軍するように太守に進言してる。バハール公が一番嫌なのは、犠牲を承知で一気に進軍されることのはずなのに。帰ってきたら本拠地のベスタが落ちているなんて、笑えないもんね」

「……ふむ、確かにそれはそうだな。それがしがバハール公ならば、手塩にかけて育てた州都を落とされるなど堪たまったものではない。名誉にも関わるだろう」

　カイが一理あると軽く頷く。

「私なら、まずはコインブラを挑発して先に手を出させる。これで逆襲するための大義を用意。あとは領内に引き込んで、伏せておいた兵で挟きょう撃げき、最後は退路を断って一いち網もう打だ尽じん。伏せておいた兵っていうのは、帝都に向かわせると見せかけた主力部隊だね。多分近くにいるよ。それと、バハールの海軍はリベルダムと協働してるかな？　バハールは主力が引き返してくるまで時間を稼いでいれば、勝利は間違いなし。ここで最も重要なことは、最後までコインブラの指揮官に〝勝てる〟という自信を与えておくこと」

　いつの間にか眼鏡をかけていたノエルが、得意気に持ち上げてみせる。長い話で喉が渇いたので、水を一杯飲む。暑さで温ぬるくなっており、あまり美味しくなかった。

「……隊長、今の話はあまり大きな声でするのはまずいかと。どこで聞き耳を立ててる輩がいるか分かりません。どこにでもドブ鼠はいるもんです」

　ドルカスは言葉を濁す。だが、その視線はリグレットを睨んでいる。ウィルムの飼い犬だと確信しているからだ。

　リグレットは不快な表情を隠そうともしない。それもそうだろう。ノエルはあからさまに、ウィルム、ガディスの方針は間違いだと言っているのだから。

　不快に感じるのはそれだけが理由ではない。リグレットは、父ウィルムがアミルと誼を通じていることを察している。何度かバハールからの使者が父の家に出入りするのを見ているのだから、ほぼ間違いない。だが、それを暴露しても信じる者は誰もいない。錯さく乱らんしたとして幽ゆう閉へいされるのが関の山。だから、リグレットは大人しく流れに従うことを選択した。生き残るためには仕方がなかった。

　ノエルは、その流れに正面から逆らおうとしている。リグレットには、これからどうすれば良いのか分からない。それが、不安で不快で堪らなかった。

「……ふん、貴方の考えはすべてが憶測によるものでしょう？」

「うん、もちろんそうだよ！」

　はっきりと言い切るノエル。証拠は何もない。斥候を放ちたいが、ノエルの言葉が信用されなければ意味がない。敵主力がこちらにいるという光景を見せてやることができればいいが、そんなことはできない。

「なら、そんな不確かな情報で、急進策を取るなど愚ぐ行こうとしか思えませんね。それとも、貴方の策ならば必ず勝てるという確証でもあるのですか？」

「あはは、貴方のお父さんにも同じことを聞かれたけど、勝てる確証なんてあるわけないよ。何事もやってみないと分からないし」

　再びノエルは言い切った。いくら考えを巡らしても、最後は当たってみないとどう転ぶかは分からない。立てた策の全部が全部上手くいくなら、世の中には皇帝が何人も誕生していることだろう。

「本当に馬鹿馬鹿しいわ。そんなことだから、コインブラ軍の恥さらしなどと笑われるのです。仮にも騎士を名乗るならば、常識を弁えたらどうなんです！」

「あのね、常識なんてどうでもいいんだよ。どれだけ笑われても勝てばいいの。さっきも言ったけど、〝必ず勝てるという確証〟なんてこの世にあるわけがない。もしあるならば、それを逆手にとって罠に嵌めるだけ。戦っていうのは相手の裏を搔く騙し合いでしょ。私は、前にそう習ったけれど」

「……き、詭き弁べんを。そうやって口答えばかりしているから、上の人間に睨まれるんです！　いい加減、少しは自重しなさいよ！」

　リグレットは己を棚に上げて罵ののしった。日頃、ウィルムに余計な一言ばかり言って煙たがられているのは自分だ。上官や、同僚、部下にもそれで距離を置かれているのだから。自覚していても、やめることができない。この調子では、いずれ悪鬼と呼ばれるこの上官に叩き潰されるのも遠くはないだろうなどと内心脅えている。それでも口は止まらないのだから、一種の病気だ。

「とにかく、私はこれ以上命令には背けないからね。太守がどうしても駄目って言ったら〝征圧〟は諦めるよ。上官の命令と軍規には従わないといけないもんね」

　征圧はやめるだけで、焼き討ちは実行する。そうでなければただの無駄骨に終わってしまう。

「あ、当たり前のことを何を偉そうに言っているのですか」

「さてと、太守への使者の件はよろしくね。ドルカス、木こりか狩人が来たら私を呼ぶように。カイは好きなようにしてて良いよ。兵たちにはちゃんと休息を取らせてね」

「承知しました！」

「それじゃ、私はごろごろしてるから」

　ノエルは各自にそう言って移動すると、絹の絨毯の上でごろごろと転がり始めた。これから運命とやらがどう転がっていくのか。自分には全く予想できない。ならば、今できることを全力でやるだけ。ノエルは単純に考えることにした。

　できれば、シンシアが来てくれれば嬉しい。彼女と一緒の戦いでは負けたことがない。ベスタ征圧もきっと上手くいく。







　――バハール州、とある野営地。帝都から引き返している最中のアミルは、兵を止めて短い休息を取っていた。その数は総勢三万。南の街道からは将軍バルザック率いる二万人を向かわせている。北と南で、一挙に挟み撃ちにするのが狙いだ。

　バハール全域に守備兵として残してきたのは約一万人。当然ながら、各都市ごとの防衛は薄くなる。策とはいえ、自分の街を敵に渡すのはやはり耐え難いもの。アミルは込み上げてくる焦燥感を押し殺すのに苦労していた。

「アミル様、カルナス城塞から急使が到着しました。ホスロ千人長は最後まで勇敢に戦い、見事に討ち死にされたそうです」

「そうか、ホスロは任務を果たしたか。私が帝位を摑んだ暁あかつきには、必ずや彼かの者の遺族に報いねばなるまいな」

「それと、もう一つ悪い報告がございまして。バルケス山脈の麓ふもとの都市、ラインが陥落いたしました。領主のベロッテ伯爵は迎撃に出るも戦死されたようです。現在は敵の支配下にあるようですねぇ」

　アミルの知恵袋、参謀のミルズが書類を片手にそう告げてくる。寝癖のついたぼさぼさ頭に、人の良さそうな柔和な表情。一見ただの優やさ男おとこに見えるが、提案してくる策はどれもこれも悪あく辣らつなものばかり。人は見かけによらないを地で行く人物だ。

　アミルの武を担当するのがファリドと黒陽騎ならば、策の担当はミルズ。この両輪を最大限に活用することで、アミルは帝位獲得寸前までたどり着いた。アミルの覇は道どうに欠かすことのできない人間たちである。

「ラインが落とされただと？　これは少々面倒なことになったな」

　アミルは広げられた地図を見る。コインブラ軍が州都ベスタを狙うならば、中央街道を通るしか術すべはない。だが、敵が危険を承知の山越えに討って出るならば、このラインが最短の拠点となる。

「……恐れながら申し上げます。敵には特に考えなどなく、ただ手薄な拠点を攻めた可能性はありませんか？　コインブラの愚ぐ昧まいな連中ならば、十分ありうることかと」

　武官の一人が都合の良い考えを述べるが、ミルズはありえないと否定する。当然、アミルも同じ考えだ。

「おやおや、敵を侮ってはいけませんねぇ。すぐに油断するのが、武勇に優れるバハール人最大の欠点です。戦というのは刻々と状況が変わるもの、指揮官はそれを考慮して次なる手を打たねばなりません。ラインを落とした将は、まず間違いなく山越えを狙っているでしょう。現地の者ならば、抜け道の一つや二つ知っていて不思議はありませんし」

　髪をぼりぼりと搔いた後、ミルズがラインの位置に天秤を模した駒を置き、バルケス山脈へと進める。

「だが、兄上の考えとはとても思えんな。コインブラの凋ちょう落らく後、兄上は神経質なまでに体面を気にするようになっている。危険を犯してまで、急戦策を取るとは考えにくい」

　そうなるように追い込んだのはアミルではあるが。金に糸目をつけずに流言飛語を駆使し、グロールの悪評を徹底的にばら撒いた。それに対するように、バハールの目覚ましい発展を述べさせ、アミルがより優れているという印象を民たちに植えつけた。邪道であるのは理解しているが、帝位を摑むにはこれぐらいは当たり前の手段である。グロールも対抗手段はいくらでも取れたのだから、批判される謂いわれはない。

「では、厄介な知恵者でも味方に引き入れたのでしょうか」

「いや、そのような話は聞いていないな」

「となると、その指揮官が独断で落としたのかもしれませぬ」

「だから、厄介なのだ。駒に勝手に動かれては、兄上との真剣勝負に水を差されてしまう。そうではないか、ミルズよ」

　アミルがミルズに視線を送る。口の端を上げたミルズが、懐からもう一枚の書類を取り出す。

「仰る通りです。私の密偵の調べによりますと、ラインを落とした指揮官はノエル・ヴォスハイト百人長とのこと。兵力は千に満たない程度のようです。今はラインで兵を休め、次に備えているみたいですねぇ」

「千程度なら脅威ではありませんが、増援を呼ばれると厄介ですな。今のベスタの守備隊の数では、城下を完全に守りきるのは不可能です」

「左様。喉下に、短刀を突きつけられているようなもの。アミル様、ここはただちに奪い返すのがよろしいかと」

　他の参謀が意見を述べる。だが、アミルは首を横に振った。

「馬鹿を言うな。我らは隠密行動中、兵を奪還に向かわせれば本隊の位置が知られる恐れがある。そうなればすべてが水の泡。正面切っての決戦に持ち込まれるなど愚の骨頂。……全く、そのノエルという者は、実に厄介な真似をしてくれたものだ」

「そのことですが、そのノエルという将は、最近コインブラに仕えるようになったみたいですねぇ。しかも女だてらに、悪鬼と呼ばれ恐れられる武勇の持ち主。実は、ホスロ殿を討ち取ったのもその者でして。いやはや、弱兵と名高きコインブラになんで悪鬼がいるのやら。本当に参りましたよ」

　ミルズがお手上げといった仕草をする。だが、これも白しら々じらしい演技なのだ。その頭では、すでにどうやって排除するか算段を立て始めている。アミルとてミルズに油断することはできない。下手をすれば、この謀略家は帝位を簒さん奪だつにかかる可能性すらある。

　しかし、それぐらいの人間を使いこなせなければ皇帝の地位を維持することはできない。すべてを飲み込み、抱え込む度量が求められるのだ。

（だからこそ面白いのだがな。私がすべきことは、ありとあらゆる人間を見定め、使いこなしてみせることだ）

　アミルは余裕の笑みを浮かべると、側に控えるファリドに話しかける。
















「くくっ、女だてらに悪鬼とはな。ファリドよ、先にお株を奪われてしまったようだぞ」

「はっ。そのノエルという者、確実に我らの脅威となりましょう。先のコインブラでの折、リスティヒ殿を捕らえただけでなく、我が麾下のゲブ、ネッドがこの者に討ち取られております。両者ともかなりの兵つわものでした。噂を信じるわけではありませんが、油断はできませぬ」

　ファリドが眉を顰めて慎重な意見を述べる。自分の力に自信はあるが、敵を侮ることはしない。油断は慢心を生み、敗北をもたらす第一歩だ。徹底的にあの場所で叩き込まれた。

「それは実に恐ろしいことです。ならば、参謀としてなんとかしなければいけませんねぇ」

「では、我ら黒陽騎から最精鋭のみを選抜し、ラインを襲撃いたしますか？　ノエルを追い払うだけならば、そう難しいことではないかと。少数ならば、敵に疑念を抱かせる恐れもないかと考えます」

「ふむ、それも一つの手ではあるな。定じょう石せきならば、邪魔な駒はとっとと取り除くに限るが。遊ばせておくと、後々厄介なことになりうる」

　アミルが視線を宙に向けて思案し始めると、ミルズが気色悪い笑い声を漏らし始める。

「フフフ、なんのなんの。全くご心配には及びませんよ。このようなときのために、多くの金と長い時間をかけてコインブラに協力者を作り出したのです。しかも、戦後の栄達の手形まで与えてしまいましたからねぇ。早速ですが、かの将軍殿に動いてもらうとしましょう！」

「ウィルムを使うつもりか？　あまり派手に動かすと、流石の兄上も気づくかもしれんぞ」

「承知しておりますとも。ですが、使える者はなんでも使いませんともったいないですからねぇ。バハールが発展した理由は、大量の無駄を、有効な資源へと強引に変えたからです。この方法は、内政だけではなく戦でも通用しますよ」

　ミルズが歯を剝き出しにして笑みを浮かべる。柔和な表情は一転して、邪悪な謀略家のそれへと変へん貌ぼうしている。この二面性こそが、この男の真骨頂だ。硬軟自在に使い分けるその手法は、アミルのために大いに役立っている。帝位を得た暁には、ミルズを宰さい相しょう、ファリドを元げん帥すいに任命するつもりだ。バハール領も手放すつもりはない。代官を置いて直ちょっ轄かつ支配とし、自分の意志が完全に届くようにするつもりである。バハールの勇敢な兵は、是非とも側に置いておきたい。

「なるほど。確かにお前の言う通りだ。使える者はすべて使わねばなるまい。露見して斬り捨てられたとしても、それはそれで構わん。兄上を混乱に陥れることができよう」

「ありがとうございます、アミル様。このミルズめにすべてお任せを。コインブラの悪鬼なぞ、紙切れ一枚で取り除いてみせましょう！」

「よし、鬼退治の件はお前に一任する。ウィルムへの指示もお前の好きにするが良い。どのような手段を使うことも許可する。ファリドよ、我らは予定通り兵を進めるぞ」

「御意にございます。フフフ、アミル様の覇道の露払いを務めることができ、このミルズ、光栄の至り！」

「お任せを！」

　ミルズとファリドが頷き、深々と一礼する。それを見たアミルは満足そうに頷いた。
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　グロールに使者を送ってから三日がたったが、ノエル隊は相も変わらずラインの街で休息を取っていた。略奪などは厳しく禁じたので、住民たちとの諍いさかいは特に起きてはいない。ノエルは長居するつもりがなく、住民たちもいずれはバハール軍が奪還に来ると信じている。そのため、余計な干渉はお互いに控えるという形に自然となっていったのだ。

　しかし、暇を持て余したノエルが大人しくしていられるはずもない。色々な話を聞きたくて仕方がなかったので、住民に積極的に声をかけまくり、その度に迷惑そうな顔をされていた。まともに話の相手をしてくれたのは、好奇心旺盛な子供たちと館の使用人ぐらいのものである。

　子供たちから色々な話を聞き終えたノエルは、館に帰った後もご機嫌に鼻歌を歌っていた。大声で歌わないのは、近くで事務作業をしているリグレットが舌打ちするからである。これ見よがしに何回もだ。一応指揮官なので、ノエルは気を遣うことにした。

「ふんふんふーん」

「やたらとご機嫌ではないか、ノエル殿。何か良いことがあったのならば、それがしにも教えて欲しいところだ」

　カイが声をかけてくる。ノエルは歌を中断すると、手を叩いて返事をする。

「子供たちから山登りの歌を教えてもらったんだ。これがすごく楽しい歌で、さっきまで皆で一緒に歌ってたんだよ」

「ふん、馬鹿馬鹿しい。どっちが子供だか分かりゃしないわ」

　舌打ちしながら、リグレットが陰口を叩いている。気を遣って聞こえない振りをしてあげた。

「そうであったか。それがしはこの形相故、子供に怖がられる性質でな。羨うらやましいものだ」

　残念そうなカイ。熊のような見かけによらず、面倒見が良いのかもしれない。

　ちなみに、ノエルも最初は子供たちに避けられてしまった。憎むべき敵方の指揮官、しかも領主を殺したノエルに、子供が近づくことを良しとする親などいない。だが、子供の湧き上がる興味を止めるのは誰にもできないものだ。親の目を盗んでノエルに近づくと、すぐさま仲良くなってしまったのだった。ノエルの格好はとても凜り々りしいもので、子供たちからすれば英雄のように見える。それが気さくに話しかけてくるのだから、一躍人気者だ。

「それでね、太守の援軍が到着したらバルケス山脈を登るでしょ。そのときに皆で歌おうと思って。忘れないようにちゃんと練習をしておかないとね」

「ノエル隊長、私たちは遊びに行くのではありません。その足りない頭に良く叩き込んでください。第一、まだ山越えの許可は下りていません。早合点しては、また馬鹿にされて嘲られますよ」

「相変わらずぎゃあぎゃあうるせぇ糞アマだな。余計なことばかり囀りやがる。邪魔臭いからその口に石でも詰めておけよ」

「白髪猿にとやかく言われる筋合いはないわよ。賊の分際で、私に気安く話しかけないでくれるかしら」

「てめぇが俺の視界に入るからだろうが。目障りだから隅でずっといじけてろよ。実にお似合いだろうぜ」

　いつものようにドルカスとリグレットの罵り合いが始まる。ノエルも特に止めたりはしない。面倒だし、仲良くしろといっても聞きはしない。ちゃんと命令に従ってくれれば、それでいいとは思っている。仲間同士殺し合いなどを起こさない限りは、特に怒ったりもしない。

「あの山の頂上から見る景色は、きっと最高だろうね。前登ったときは、落ち着いて見る暇なんてなかったし」

　ノエルの独り言に、カイが反応する。

「ノエル殿は、バルケス山脈に登ったことがあるのか？」

「ここかどうかは分からないけれど、山に登った記憶はあるよ。あのときは逃げるのに必死だったから、景色を見てる暇はなかったんだ」

「……そうか。ちなみに、誰に追われていたのか聞いてもよろしいか？」

「誰だったかなぁ。ごめん、よく覚えてないや。でも、私から宝物を取り上げようとする嫌な連中だったよ」

　あははと笑いながら、ノエルは答えをはぐらかした。逃げるだけ逃げて嫌な連中を各自孤立させた後、それぞれに報いを与えてやった。その代償として道に迷うわ、お腹は減るわでえらい目に遭った記憶がある。

「なるほど。では、盗賊の類ということにしておこうではないか。……以前から聞こうと思っていたのだが、そなたはどこで兵法を身につけたのだ？　聞いた話では、コインブラに仕える前は村で狩人をしていたとか。それにしては、理にかなった指揮を行っている。それがしは、不思議でならなくてな」

　カイが、探るような目つきで問いかけてくる。言い合いをしていたドルカス、それにリグレットもいつの間にかこちらに視線を向けてきている。別に誤魔化す理由もないので、ノエルは正直に答えることにした。

「私が小さかった頃、ある教会でちょっとね。太陽帝ベルギスが残した兵法は全部暗記させられたし、死ぬ寸前まで戦い方を叩き込まれた。太陽帝に逆らうな、絶対の忠誠を誓えって、何度も何度も何度も何度も唱となえさせられた。あそこにいた仲間は私以外、全員死んじゃったけど」

「……またいつもの作り話ですか？　太陽神に祈りを捧げるのが教会。神父や修道女はそのために厳しい修練を積んでいる者ばかりです。そのような聖なる場所で、邪教徒のごとき行いがされているわけがありません」

「あはは、別に信じなくてもいいよ。今更誰が何を言っても、何も変わらないしどうしようもない。今、大事なことは――」

　ノエルはそう言ってから、全員に視線を送っていく。

「私が皆の分まで幸せになること。一人生き残った私が、皆の分まで幸せに生きなければならない。生きて生きて、最後まで生き抜かなくちゃ。そのために私はコインブラの兵になり、一生懸命戦っているの」

　いつになく真剣な様子のノエルに、カイ、ドルカス、リグレットは思わず絶句した。

　言いたいことを言い終えたノエルは、戸を開けテラスに出て、両腕を上げて空を見上げる。天気は素晴らしいほどに快晴だ。だが、いまいち良くない。

「……あーあ、これは駄目だな」

「何が駄目なのだ？　そなた好みの輝かしい太陽が見事に昇っているではないか」

　気を取り直したカイも外に出てきた。

「雨の臭いがするんだよね。うん、これは間違いなく雨になるよ」

「それがしにはそうは思えぬが……。まぁ、山の天気は変わりやすいとも言うが」

「私には分かるんだ。あーあ、本当、雨なんて死ねばいいのにね」

　ノエルは舌打ちして室内に戻った後、殺気を発しながら絨毯の上に横になった。さらさらの肌触りも、今は嬉しくない。嫌なことを忘れるように目を閉じ、大人しく災厄が過ぎるのをノエルは待つことにした。







　――コインブラ軍、野営地。カルナス城塞を発たったグロールは、計画通りに街道を慎重に東進し、その間に周辺の拠点の制圧を念入りに行っていた。特に武力で威い圧あつすることなく、降伏勧告の使者を送るだけで、領主たちは我先にと従ってきた。侵攻を開始してからわずか二週間だというのに、すでにバハールの三割ほどは、コインブラの天秤旗の支配下にある。

　気を良くしたグロールは、降ってきた者すべての所領を安あん堵どするという寛大な処置を行った。実際、グロールが排除したいのはアミルのみであり、帝位を獲得できれば他のことはどうでも良いのだ。

「太守、都市ラルドー領主のバーンズが、我らに従うと密書を送ってまいりました」

「よし、所領を安堵する代わりに、我らの軍に加わるように伝えよ」

「はっ！」

「ウィルム、アミルの奴が今どうしているか、密偵から報告は入っているか？」

「直近の報告によりますと、ようやく帝都を出発したとのことです。急の出兵のため、多大な混乱が生じている様子。更には食糧の調達にも苦労しているようですな」

「なんたる無様な。皇帝を狙おうとする輩が、日々の食糧にすら苦労しているとはな。ははは、なんとも笑わせてくれるものではないか！」

「全く、仰る通りにございます。太守とバハール公では、器が違いすぎるのです。我ら、素晴らしき主にお仕えできて光栄にございますぞ」

　ガディスがお世辞を言うと、グロールは哄笑する。

「くくっ、あまり褒めても何も出ぬぞ？　それよりウィルム、お前の読みでは、奴等がバハールに戻るまでどの程度かかると思う？」

「……そうですな。混乱した兵を率いての行軍というのは多くの時間を浪費することになりましょう。私の予想では、やはり三ヶ月といったところかと」

「ふはははッ！　ベスタを落とすのに二ヶ月もいらぬところを、三ヶ月も猶ゆう予よをくれるというのか！　これでは我らはバハール全域を制圧してしまうではないか」

「はい、作戦は至って順調ですぞ。強行軍を避けられぬバハール主力は確実に疲弊いたします。それを待ち受けて決戦に挑めば、勝利は間違いありますまい」

「うむ。気難しい太陽神が、ようやく私に味方する気になってくれたようだな。この分ならば皇帝の座も遠くはあるまい」

　上機嫌で何度も頷くグロール。ウィルムを始めとする家臣と祝杯を上げ始めたところに、伝令が到着し書状を差し出してきた。跪く伝令は白布で包まれた荷物を携えている。

「ふむ、どうやらノエルはラインを見事に落としたようだぞ。反抗した領主のベロッテを討ち取ったと書いてある。あの手勢でよく落としたものだ。流石の武勇よ！」

「太守、こちらがベロッテの首になりますが、確認なされますか？」

　白布を解こうとする伝令を手で遮る。

「いや、せっかくの酒が不味まずくなるからやめておこう。しかし、領主が反抗してくるとは珍しいな。我々が使者を送った拠点は、すべてが大人しく剣を捨て、コインブラの旗を揚げることに同意したというのに」

「それも太守のご威光によるものにございましょう。今回は余計な血を流す結果となりましたが、ラインを落とせたことは重畳かと。おめでとうございます」

　ガディスが追つい従しょうを述べる。グロールは薄ら笑いを浮かべると、手にしていた書状の続きを読む。

「それでだ。ノエルが申すには、都市ラインからバルケス山脈を越えてベスタに一撃を加えたいらしい。そのための増援を願うと言ってきている。できれば、シンシアの隊だけでも寄越してくれとな」

　さて、どうしたものかとグロールは思案する。はっきり言って、今回ノエルのしたことは無駄に思える。あんな僻地は手を出さなくても、ベスタを落とせば勝手に従っていたはずだからだ。だが、あの寡兵でラインを陥落させたこと自体は褒めても良い。それに、山越えをしてベスタに一撃加えるのも、そこまで悪手とは思えない。上手く領主たちの動揺を誘えれば、侵攻は更に楽になるだろう。

「……よし。シンシアに補給物資を持たせて、ノエルのもとに向かわせよう。敵に動揺を与えるには丁度良かろう」

「は、はい！　承知しました！」

　名前を挙げられたシンシアは、慌てて返事をした後、緊張した面持ちで敬礼する。グロールは苦笑しつつ、楽にしろと述べてから、命令を伝えようとする。

　――だが、それに異を唱える人物がいた。グロールが最も信頼する人間、将軍ウィルムだ。

「太守、恐れながらそれはお待ちください。なんの備えもなしに派遣すれば、間違いなくシンシア上級百人長を失うことになりますぞ」

「なんだと？　それは一体どういうことか？」

　怪け訝げんな表情を浮かべ、ウィルムに先を促す。命を失うとは穏やかな話ではない。

「太守のお心を悩ませてはと思い、内々に調査を行うつもりだったのですが。……これをご覧ください」

　ウィルムが側に寄り、懐から書状を取り出してくる。封ふう蠟ろうにはバハールの三剣旗の紋章があった。開けると、中に一枚の手紙。その筆跡は、グロールも見覚えがある。実の弟、アミルのものに間違いない。

　グロールがそれを読み始めると、上機嫌だった顔が一瞬にして歪む。

「なんだこれは。ウィルム、このふざけた書状は一体なんなのだッ!?」

　この書状は、バハール太守アミルからノエルへと宛てられたもの。内容は次の通りだ。

　――かねてよりの命令通り、コインブラ太守グロールの首を取れ。それが不可能ならば、コインブラ軍の勢いを削そぎ戦力を分散させるべく行動せよ。手段は問わない。二度の裏切りは、決して許されないと心得よ。支度金として追加の金を送る。

　怒り狂ったグロールは書状を引き裂き、目の前にある杯さかずきを地面へと叩きつけた。

「あ、あの恥知らずの小娘がッ！　あれだけ目をかけてやったのに、この私をたばかりおったというのかッ!!」

　シンシアが半分に裂さかれた書状の内容を確認すると、動転しながらも急ぎ発言する。

「お、お待ちください太守！　裏切りなど、あのノエルがするわけがありません！」

「おそれながら私も同意見です。あれほどの働きを見せたノエル百人長が、裏切るとはとても思えませぬ」

　シンシアとディルクが庇かばおうとするが、グロールの怒りに油を注ぐ結果となってしまう。

「ならばこの書状はなんだ！　ウィルム、これは一体どこで手に入れたのだ!!」

「はっ。リグレット百人長が、味方陣に潜んでいた怪しげな男を捕らえ、密ひそかに入手したとのこと。ご存知と思いますが、我が娘リグレットはノエルの副官です。つまり、この書状には十分な信しん憑ぴょう性があると考えられます。しかも、その密偵は大量の金も所持していたとのこと。恐らくは工作資金でしょうな」

　ウィルムが顎を擦りながら、重々しく呟く。ウィルムの娘であるリグレットの言葉、しかもノエルの副官となれば、すでに疑いようのない情報ということだ。武官たちも、北部出身の平民を信頼できるわけがなかったのだと、次々に陰口を叩き始めている。

　シンシアは机を両手で叩き付け、強引に一同を沈黙させる。その顔は怒りで真っ赤であり、こめかみには青筋が浮かんでいる。

「お待ちくださいッ！　リグレット殿が入手した書状が、敵の罠ということも考えられます。現に、我々はその真偽を疑おうともせず、ノエルに裏切りの烙らく印いんを押そうとしています。太守、これはノエルを排除しようとする敵の流言です！」

　シンシアは目を大きく見開き、ノエルの無実を訴える。だが、ウィルムがただちに反論する。

「たかだかノエル一人を嵌めるために、このような手紙を作り密偵を送り込んできたと言うのか？　第一、リグレットが密偵を捕らえなければ、この手紙はノエルの手に渡っていたのだぞ」

「そ、それは」

　シンシアは口ごもる。確かに、ウィルムの言う通りではある。だが、シンシアはこの手紙はやはり罠だと思う。ノエルが裏切るわけがない。それを押し通すということは、リグレットを疑うということだ。

「ノエルが裏切っていると言うほうが、遙はるかに筋が通っていると思うがな。違うか、シンシア上級百人長」

「し、しかし、敵の罠でないとは言い切れません！」

　ウィルムはかぶりを振り、わざとらしく肩を竦すくめてみせる。

「貴官は知らぬだろうが、私はノエルの素性を以前より調べていたのだ。太守の身に万一があってはならぬからな。あの者は、ゾイム村の出身と言っていたそうだが、それは全くの虚偽。ゾイムの村長に聞いたところ、ノエルは〝東方〟より来たということだ。コインブラより東方の地、それはバハールしかありえぬではないか」

　そこで一度言葉を区切り、語気を強める。

「そもそもだ。ノエルは我らを苦しめた白蟻党を容易く降し、直参とした。あの卑いやしき人間たちが大人しくノエルに従うのはなぜか。答えは一つ。ノエルがバハールの人間であるならば、すべて納得がいく。コインブラに害を為すという目的は一緒なのだから。つまり、奴等は、我らが隙を見せるのを短刀を忍ばせ待ち構えていたのだ！」

　ウィルムの言葉を聞くと、次々に納得の言葉を発する武官たち。異議を唱えようとしているのは、シンシア、ディルク、そして一部の北部出身の武官のみ。

「……なるほど。ウィルムの話は筋が通っている」

　グロールはウィルムの言葉に納得してしまっていた。白蟻党がノエルの部下となったとき、グロールはわずかながら違和感を覚えていた。何年も反抗していた人間たちが、なぜこうも大人しく従うのか理解できなかった。それに、ノエルの素性については一度も考えたことがなかった。考えてみれば恐ろしい話である。誰とも分からぬ輩を、なんの警戒もなく目の前まで近づけさせていたのだから。

「そんな馬鹿なことはありえません！　よく思い出してください。若君とサーラ様を救ったのはノエルではないですか。カナンで窮地にあった太守を、救ったのもノエルです。そんな怪しげな書状で、今までの功をすべてなかったことにするなど、道理に合いません！」

「……確かに、それも一理あるが」

　最初の怒りが少し収まってきたグロールは、シンシアの話ももっともだと思えてくる。どちらの言い分も正しい気がする。判断に迷う。いずれにせよ、放置しておくことはできない問題だ。士気に関わるどころか、軍の致命傷になりかねない。

「怪しげな書状とは聞き捨てならんぞ。貴官は、我が娘リグレットを愚ぐ弄ろうするつもりか！」

「今、最も誇りを傷つけられているのはノエルではありませんかッ！」

　シンシアはウィルムを真正面から睨みつける。ウィルムの発する威圧感をものともせず、怒ど気きを露わにしている。追従していた武官たちもそれに気圧されて縮こまってしまった。

　ウィルムは一度視線を逸らし、苦々しげな表情を浮かべる。ウィルムとしてはシンシアまで内通の罪で連座させる気は毛頭ない。シンシアは、亡き友シドニアの娘であり、その実直な性格を気に入っているのだ。いずれはロイエと結ばれればとも考えているほどだ。それがここまで強硬に反対してくるのは想定外の出来事で、ウィルムはどう論破したものかと頭を必死に巡らせていた。

「よいか、シンシアよ。ノエルの働きは、すべて、我らの懐に入り込むための芝居だったのだ。刺客として育てられた者ならば容易なこと。人の良い貴官は、ノエルに上手く騙されているのだ」

「私はそこまで愚かではありません！　第一、ノエルはバハールの将リスティヒを捕らえ、ホスロとベロッテを討ち取っています。それすらも芝居と仰るのですか？　敵に通じているのなら、このような働きを見せるのはおかしいではありませんか！」

「ノエルが刺客ならば何も不思議ではない。リスティヒを捕らえることで、ノエルは我らの懐へと潜り込んだ。一度はこちらに仕える気になったが、バハール公の誘いに乗り再び変心したのだ。手紙の〝二度の裏切り〟とはそのことに違いない。それに、己の保身のためならば、ベロッテの首ぐらい簡単に落としてみせるだろう」

「そ、そんな」

「……貴官はやけにノエルを庇っているが、まさかバハールに内通しているのではあるまいな？　いや、貴官は我が友シドニアの忘れ形見。そのようなことは万が一にもないと信じてはいるが」

「内通などしておりませんッ！」

「ならば、疑われるような言動は慎つつしまんかッ！」

　ウィルムの挑発に思わず詰まるシンシア。もとより、シンシアは口下手で、このような場所で喋るのは苦手中の苦手。弁舌を戦わせるより、剣を振るうのが本分と自らも弁えているぐらいだ。だが、ノエルのためにも負けていられないと気合を入れ直す。

「太守、私はこの半年、ノエルの側で教育を施してまいりました。裏切るような素振りを見せたことなど一度もありません。それどころか、いずれ若君のために働くことを心より楽しみにしていました。あの者は、若君と約束したからです。そして、ノエルは絶対に約束を破りません！　私が保証します！」

「そんなものはなんの証拠にもならぬ。……太守、ただちに討伐隊を編成し、ノエルを討ち取りましょうぞ。我らが騙されている振りをしてラインを強襲すれば、いかに豪の者といえ容易く討ち取れまする」

　ウィルムが強攻策を提示すると、シンシアは首を強く振って反対する。

「絶対になりません！　どうしてもというのであれば、せめてノエルに申し開きの機会をお与えください！」

「手ぬるい！　裏切り者には死あるのみだ！　シンシア、貴官も騎士のはしくれならば弁えよ！」

「もし本当に裏切っていたならば、私がノエルを殺します！　その上で、私も責任を取り自決いたします!!」

　シンシアが剣を抜き放ち、地面に深々と突き立てる。コインブラ騎士道における、決意表明の現れだ。何が起ころうと、必ず実行するという絶対の意思表明。これを破るということは、騎士であることを放棄するのと同義になる。

　グロールは呻うめきながら長々と思案した後、ようやく結論を出した。

「……私にはどちらが正しいか、今は判断できぬ。だが、シンシアが噓を申しているようにも思えん。第一、赤輪軍に奇襲を受けたとき、ノエルがいなければ私は死んでいた。あれが演技であったとはとても思えんのだ」

「その通りです、ノエルは裏切ってなどおりません！」

「だが、人間の心は変わるもの。私はそのことをを誰よりもよく知っている。ウィルムの言うように、一度は私に仕える気になったが、再び変心したのかもしれん」

「間違いありませぬ。我が娘、リグレットを信じていただきたい」

「……故に、ノエルは一時的に前線より更こう迭てつし、カルナス城塞の守備を命じることとする。この命令に背くようならば、ただちに誅ちゅうさねばならぬ。本格的な取り調べは、戦の後に慎重に行おうぞ」

　グロールは答えを先延ばしにすることにした。裏切りが事実かどうかは分からない。冷静に考えると、ノエルが裏切るとは思えない気がする。取り立てたのは自分、この報告は間違いだと信じたい。

　だが、あの恐るべき武力が自らに降りかかってくることを考えると、本当に恐ろしい。勝利が近い以上、万が一の禍か根こんを取り除きたくなる。何より、最も信頼するウィルムの言葉を見過ごすこともできない。

　万が一、これが流言であることを考えると、早まった決断も選べない。これが誤りだった場合、ノエルを殺せば、自分は愚か極まりない行為をしてしまうことになるのだから。事実、歴史を振り返れば流言や讒ざん言げんで地位を追われた者は多いのだ。

　どちらかを判断できず、またすることを恐れたグロールは、〝結論の先延ばし〟という曖昧な決断をすることしかできなかった。

「……太守のご決断とあらば、このウィルム従いまする。シンシア、貴官も納得できるな？」

「くっ！」

　シンシアは不服であり、憤ふん懣まんやるかたない。ノエルが裏切ることなど、ありえないのだ。なぜ無実の人間が更迭されなければならないのか。だが、ここで抗ってもどうにもならない。なんとか場が収まりそうなのに、騒いだりしたら余計こじらせる可能性すらある。裏切りが確定して処刑されないことだけが不幸中の幸いなのかもしれない。

　シンシアは口惜しげに歯は軋ぎしりした後、深々と頷き、無言で敬礼した。

「ノエルの調査は、ディルク、戦が落ち着いた後にお前が行え。白か黒か、私情を挟まず徹底的に調査をするようにな」

「かしこまりました。軍規に従い、公平な調査を行うことをお約束いたします！」

「では、ラインには入れ替えの部隊を送るといたしましょう。兵は万が一に備えて千人、ノエルを見張るための憲兵隊もつけさせまする」

「うむ、それで良い。結果がはっきりするまでは、ノエルを私の側に近づけさせるな。今は大事なとき、余計な不安材料は取り除いておきたい」

「ははっ！」

　グロールは深々と息を吐いた後、どこか疲れた様子でその場を後にした。自分の決断が本当に正しかったか自信が持てなかったからだ。

　残された武官たちも、思い思いの表情で立ち去っていく。ウィルムは口の端を上げ、してやったりという表情だ。

　シンシアはその場に跪き、突き立てた剣を口惜しげに握り締めるしかできなかった。ウィルムがなぜノエルを憎み、排除しようとするのか分からない。ウィルムはシンシアの亡き父シドニアの親友であり、自分もまた可愛がられてきた。尊敬できる立派な騎士であり、有能な将軍でもある。それがなぜ、ノエルを邪魔者とばかりに陥れようとするのかどうしても理解できない。身分と出身の差がそうさせるのか、それとも他の思惑があるのか。どれが正しいのかは分からないが、一つだけ分かることがある。

　ノエルは約束を守る。若君と、自分を裏切るような真似はしない。共に幸せになろうと約束した。約束を破ることは、ノエルにとって絶対にしてはならない禁きん忌き。だから、裏切りはありえないのだ。それを他の者に上手く説明できないのが心から口惜しい。

（いや、まだだ。ウィルム様に直接話し、分かっていただければ、或いは――）




　シンシアは急ぎウィルムの天幕を訪れ、説得を図ることにした。

「……先ほどの決定に、貴官は異議を唱えるつもりか？」

「そうではありません。ですが、ノエルを排除すれば敵を利するだけです。どうか、更迭の指示をお取り消しください」

「それはできんな。悪いが、貴官のように私は奴を信じることはできぬ。将たる者、大局的な視点でものを見て、一時の感情に流されることは避けねばならぬ。貴官も上を目指すのであれば、それを理解するのだ」

　ウィルムは聞き分けのない娘を諭さとすように述べた。シンシアはこれ以上の説得は無意味と悟る。

「……なぜ、そこまでノエルを排除しようとするのか、お尋ねしてもよろしいでしょうか。ノエルが仕官したときから、ウィルム様は敵視されているように思えます」

「ほほう。貴官には、そう見えたか？」

「はい」

「私は、あれが北部出身だから憎んでいるわけでも、手柄を立てているのが武人として妬ねたましいからでもない。ただ――」

「……ただ？」

「邪魔なのだ。太守が栄光を摑むのに、あれは邪魔な存在となった。だから、一時的に取り除いたのだ。……調査はディルクにより公平に行われる。その結果次第では、再び返り咲くこともできるはずだ。これが、誰にとっても納得がいく結果だと思うがな」

「……分かりました。シンシア上級百人長、任務に戻ります」

「うむ。決戦のときは近い。貴官も決して命を粗末にせず、精一杯コインブラのために働くように！」

「……はっ！」

　シンシアはウィルムの天幕から出て、空を見上げる。太陽を覆う、黒雲がシンシアの心中を表しているかのようだった。

「……ノエル、私が無力なばかりに。本当に、すまない」
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「や、やめなさい!!　自分たちが何をしているか分かっているの!?　離しなさいよッ」

「うるせぇ!!　おら、こっちに来やがれ!!」

　外での用事を済ませ館に戻ってくると、騒然とした場がノエルを出迎えた。白蟻党の面々が剣を抜き放ち、リグレットを包囲しているのだ。使用人たちは青あお褪ざめた顔で肩を寄せ合っている。

　派遣されてきた本隊憲兵長と話していた、わずか十分の間でこの有様だ。

　ドルカスはリグレットを勢い良く蹴り付けると、大剣をその首筋に当てる。

「もう我慢ならねぇ。俺たちを悪く言うのは我慢してきたがよ。どう言い繕つくろおうと、賊だったのは確かだからな。だがな、何の非もねぇ隊長を陥れたことだけは絶対に許せねぇ。俺はそういう汚ねぇ真似が大嫌いなんだ!!」

「わ、私は何もしていないわ！　噓じゃない、私は本当に知らないの！　ぜ、全部父が、あいつが勝手にやったことよ！」

「へっ、何も知らねぇだと？　噓をつくんじゃねぇ！　てめぇがウィルムに命じられて、隊長の監視をしていたことぐらい分かってんだ！　あることないことでっち上げて、隊長を見事に更迭させたってこともな」

　予想通りの展開に、ノエルは軽く溜息を吐いた。

（こうなりそうだったから一人で出迎えたんだけど。白蟻党は耳が早いなぁ）

　本隊憲兵長から手渡された命令書の内容は、カルナス城塞へ転進し蟄ちっ居きょせよとのもの。命令に抗った場合は反乱と見做し、厳罰に処すと書かれている。ラインは本隊の千人長が防衛の任務につくようだ。つまり、ノエルはお払い箱だ。

　それを聞いたドルカスが、リグレットの仕し業わざと判断して制裁を加えようとしているのだろう。

（それにしても、ウィルム将軍にはしてやられちゃったな。シンシアに絨毯を自慢できなくなっちゃったよ）

「ま、待って。は、話を聞きなさい。私は何もでっち上げたりなんてしていない」

「言い訳なんざ聞きたくもねぇ！　最後は強引に処刑に追い込む腹だろうが、そうはいかねぇぞ。この薄汚ねぇ雌め狐ぎつねが！」

　剣先でリグレットの顎を持ち上げるドルカス。リグレットは半狂乱で、違う、誤解だ、私は知らないと繰り返し叫んでいる。いつもの傲岸な態度は影も形もない。顔は青褪め、身体はがくがくと震えている。死が目前に迫ったことで、強気な仮面が剝はがれたのだろう。

「か、監視を命じられていたのは確かよ。それは認めるわ。だけど、この人の内通をでっち上げたりなんてしていない！　今回だっていつも通りの報告を送っただけよ！　特に怪しい様子はないって！」

「本当に馬鹿なんだな。いや、分かってて誤魔化してんのかもしれねぇ。いいか？　てめぇが送った書状を、ウィルムの野郎がちょいと捏ねつ造ぞうするだけですべてが上手くいっちまうんだよ。いわば白紙の委任状みてぇなもんだ。何を報告したかは問題じゃねぇ。監視をしていたこと自体が裏切りなんだ！」

「そ、そんなのはただの言いがかりよ！　第一、私が父に、将軍の命令に逆らえるわけがないでしょう!?」

「隊長に言いがかりをつけたのはてめぇの親父だ。ウィルムの屑くずが隊長を目の敵かたきにしてやがるのは知ってるんだぜ？　そしてお前がその犬ってこともだ。……隊長、この裏切り者をさくっとぶっ殺して、コインブラから逃げましょうや。あんな雑魚憲兵どもは、俺たち白蟻党が蹴散らしてみせますぜ」

「俺たちは隊長と親方に従います。お二人とならどこにでもお供しますぜ。そもそも、コインブラ軍に尽くす義理は欠片かけらもねぇ」

「――ってことです。なに、ノエル隊長の腕がありゃ、どこの州でも引っ張りだこだ。今よりもっと出世できます。……コインブラの連中はどいつもこいつも、隊長の強さが分かってねぇんだ。そうだ、まずはカイ殿のゲンブにでも行きましょうや」

　ドルカスがノエルにそう持ちかけてくる。

「た、隊長。私は本当に、噓の報告はしていないのよ。信じて、ほ、本当に――」

　涙と鼻水で、リグレットの黒髪がべっとりと頰にくっついている。ノエルに救いを求めるように、必死に手を伸ばしてくる。だが大剣を突きつけられているので、それ以上は動けない。

「よし、言い残すことはそれだけだな？　じゃあ、そろそろこの世とおさらばしてもらうか。癇かんに障る金切り声を二度と聞かなくて済むかと思うと、心の底から清々するぜ！」

　ドルカスが大剣を掲げた後、なんの逡しゅん巡じゅんもなく振り下ろした。ひっ、と叫んで頭を抱えるリグレット。だが、血飛沫が上がることはなかった。刃は、届いていない。

「どういうつもりなんだ、隊長」

「流石はドルカス。本当に重い一撃だね」

　ノエルは二又槍で強引に阻止した。衝撃が柄を伝わって身体に響いてくる。

「……俺には分からねぇな。なんでこんな奴を庇うんです？　全く理解できませんぜ」

「私の大事な副官だからね。それに、裏切ってないならまだ仲間だよ。ね、リグレット。貴方は裏切っていないんでしょう？」

「は、はい！　私は、本当に、本当に裏切っていません！　……た、確かに監視はしていました、けれど。――けれど！」

「じゃあもういいよ。監視してたことも気にしない。お父さん、しかも偉い将軍に命じられたんなら仕方がないよ。それに、私は別に悪いことなんかしていなかったでしょう？」

　ノエルはリグレットの頭を撫でると、優しく笑いかけた。リグレットはぐしゃぐしゃになった顔で、ノエルの足にしがみついてくる。いつもの横柄で皮肉屋な姿は影も形もない。

　ノエルは、本当に昔の自分によく似ていると思った。横柄な性格がではなく、この死を恐怖する姿のことだ。

「――それで、お優しいノエル隊長はこの後どうするんです？　まさかとは思うが、吞気にカルナスへ戻るんじゃないでしょうね」

「うん。命令通り、カルナスへ戻るよ。そこでしばらくのんびりしてようかなぁと思って」

「馬鹿馬鹿しいッ！　悪いが俺はごめんだ。ウィルムの屑に難なん癖くせつけられて、最後は処刑に追い込まれるに決まってるぜ。俺だけならともかく、部下まで巻き添えにするわけにはいかねぇ！」

　ドルカスが唾つばを吐いて、大剣を床に叩きつける。

「最初に約束した通り、危なくなりそうだったら貴方たちだけは助けるよ。私が約束を守るのは、ドルカスも知っているでしょう？」

「…………」

「何かあったら、私が大暴れしているうちに貴方たちは逃げればいいし。ね、それでいいでしょ？　だから、一緒にカルナスに戻ろうよ」

「そんなに上手くいくわけがねぇ！　隊長がいくら強くたって――」

「あはは、絶対に上手くいくよ。だって、私が全力で頑張るからね」

　ノエルが催促するように手を差し出す。ドルカスはしばらく悩み、唸り、喚わめいて暴れた後、白髪頭を搔き毟むしり、ようやくその手を取った。

「ったく、アンタは本当に底抜けの馬鹿だな！　それでいて、馬鹿みたいなお人よしだ。こんな雌狐を庇うなんて、本当にありえねぇ！」

「そうかなぁ？　だって、大事な仲間だし」

「へいへい、分かった、分かりましたよ！　ここまで乗りかかったんだ、最後まで見届ける！　雌狐の首は隊長に預けるから、好きにしやがれってんだ！」

　ドルカスは吹っ切れたように大剣を鞘さやに戻した後、腕組みをしてその場に座り込んだ。リグレットは相変わらずノエルの腰にしがみついている。なんだか邪魔臭いと思ったが、蹴り飛ばすのも可哀相なので、あと数分だけ我慢することにした。

「……なかなか趣き深いやりとりであったな。もしそれがしだったなら、その場で憲兵とリグレット殿を斬り捨て、主のもとに乗り込み談判するところだ。何の咎もなく更迭させられるなど、武人としての誇りに関わる。刺し違えてでも撤回させるだろう」

「あはは、カイらしくていいんじゃないかな。でも、私がそれをやったら、皆を巻き添えにしちゃうし。……それにね」

「それに？」

「納得いかないことばかりなのが、世の中でしょ。だから、これも仕方ないのかなって」

　ノエルが薄く笑うと、カイは少しだけ苛ついたような表情を見せる。一度咳払いをした後、鋭い目つきをした。

「前々から言おうと思っていたのだが、たまに見せるそなたの諦てい観かんが実に気に食わん。いや、気に食わぬどころか、腹立たしいことこの上ない。なぜ諦めるばかりで抗おうとしないのだ。なんでも〝仕方がない〟で済ませていては、生きている意味などなかろう！」

「生きている意味がない？」

「そうだ。ただ流されるままに――」

「それは違うよ。いつも諦めているわけじゃない。流されているわけじゃない。私はいつも全力で考えて動いている。……カイ、私に生きている意味がないなんて、二度と言わないでくれる？　次は許さないから」

　ノエルは沸き上がる怒りを必死に堪える。生きている意味がないなどと言われるのは非常に腹立たしい。自分は死体ではない。存在を否定されることは、ノエルが最も嫌いなことだ。

　それに、上手くいかず理不尽なのがこの世の中だ。そんな世界で、ノエルは必死に考え、最善だと思う判断を下しているつもりだ。常に諦めているように思われるのは心外である。

「ノ、ノエル殿？」

「誰にも、私の、私たちの存在を否定なんてさせない。私は好きなように生き、好きなように動くだけ。その結果悪鬼と呼ばれようが、全然気にしない。一番大事なのは、私が生き続けること。そうじゃないと――」

　ノエルは今までにない勢いで捲し立てる。そして、言葉を切る。

「……でないと？」

「死んでいった皆が報われない」

　そう冷たく言い放つと、ノエルはリグレットを強引に引き剝がした。相も変わらず泣きじゃくるリグレットを立たせてやった後、ドルカスに向かって撤収の命令を下す。ついでにリグレットの世話も押しつける。気圧されたドルカスは、素直に敬礼してそれに従う。

「カイ、私たちはカルナス城塞に向かうことにした。貴方は好きなようにしていいと思う。用件が済んだなら、グロール様のところに戻ってもいいだろうし。別にここに残っても構わない。だって、貴方はゲンブの軍人だからね」

「……いや、それがしも共に行こう。先ほどの非礼を詫わびるためにも是非協力したいのだ。もちろん、そなたが否と言わなければだが」

「私は別にいいけど。ただし、何があっても文句は言っちゃ駄目だよ。巻き込まれてうっかり死んでも、私のせいにしないでね」

「死ぬつもりは毛頭ないが、承知した！」

　カイの馬鹿でかい声が館中に響いたので、ノエルは思わず笑みを漏らした。脅える使用人たちを横目に、ノエルは部屋に入って、お気に入りの絨毯を丸め始める。これだけは持って帰らないといけない。お日様の光を浴びながら、この上で昼寝すると最高に気持ちがいいからだ。シンシアにも見せびらかさないとなるまい。




　――正午過ぎ。街の子供たちに盛大に見送られたノエル隊は、ラインの街を出しゅっ立たつした。大人たちは心から安堵したという表情を浮かべていた。

「すげぇ人気でしたね、隊長。まさに、英雄って感じでしたぜ」

　いつもの調子に戻ったドルカスが、ノエルに馬を並べて語りかけてくる。子供たちに手を上げるのをやめ、振り返った後、ノエルは馬の背に括りつけた絨毯にもたれかかる。

「また会えるといいね」

「同意したいところですがね。俺たちは、ずっと脅えられたままだったんで。子供に好かれるコツでもあるんですか？」

「似た者同士なら、勝手に仲良くなれるもんだよ。つまり、私の内面は子供ってことだね」

「それを自分で言いますか」

「別に子供のままでもいいんじゃないかな。大人だからって、良いこともそんなにないっぽいしね。むしろ、余計な苦労が増えるだけかも」

　ノエルは言い放つと、また空を見上げる。もう雨は止んでいるが、太陽は見えない。曇天だ。臭いから察するに、またすぐに降り始めるだろう。折角の絨毯が、雨を被っては大変なことになる。さっさとカルナスに向かわねばなるまい。

「……た、隊長、私は」

「リグレット、ラッパを吹いてよ。ほら、あの山登りの歌。折角だから、元気良くいかないとね！」

「……わ、分かりました」

　リグレットが、おずおずと近づいてくる。まださっきの件を引き摺り完全に己を喪そう失しつしているようで、実に弱々しい。白蟻党の面々からは相変わらず敵意を向けられている。仮に今ノエルが戦死でもしたならば、確実に殺されるだろう。

　それほどまでに恨まれるというのも、リグレットの才能なのかもしれない。本人は嬉しくないだろうが。




　リグレットが、ラッパを取り出すと元気のない音が響く。ドルカスはその陰気な旋せん律りつに不快そうな顔をしたが、ノエルは気にしない。それに合わせて、ラインで覚えた山登りの歌を口ずさみ始めた。

　最初は意気消沈していた兵たちも、段々我慢できなくなってきたのか、歌を歌い始める。行進の速度が徐々に上がる。気分が高揚し始める。ノエル隊の二槌旗が高らかに掲げられ、まるで凱がい旋せんするかのように自信に満ちた表情で歩を進める。

「いつか戻ってこれるといいよね。ね、ドルカス、リグレット」

「へへっ、そうなるといいですな」

「…………」

「約束じゃないけど、これは希望かな。希望を抱くのはタダだからね。皆もどんどん希望を持つといいよ」

「希望を裏切られたら、余計にへこむことになりませんかね」

「そのときはそのとき。こうやってまた皆で騒げばいいんだよ。だって、私たちは仲間だからね！」

　あははと陽気に笑い飛ばすと、ノエルは大声でまた歌い始めた。それは、同行する本隊憲兵長に怒られるまで三時間ほど続くことになった。




　一週間後、ノエル隊はカルナス城塞へと到着した。途中、コインブラ本隊とすれ違ったが、太守への目通りは無用とあらかじめ釘を刺されていた。誰かと接することも駄目らしく、シンシアと会話することもできなかった。

「やっぱり駄目か。うーん、残念！」

「まぁ仕方ありません。それで、どうします？」

　ドルカスが思わせぶりに問いかけてくる。シンシアに連絡を取りたいなら、自分に任せろということだろう。

　手紙で『これから頑張ってね』と応援するのはいまいちである。それに、新しい宝物となった絨毯は手紙で報告するよりも、直接見せたいと思ったので、ノエルは遠慮しておくことにした。

「今は大人しくしてよっか。また怒られちゃうしね」

「今は、とはどういう意味か、ノエル百人長！」

「あはは、私は馬鹿なのでよく分かりません！」

「笑いながら言う奴があるかッ！　いいか、もっと反省した態度をだな！　そもそも――」

　説教をしばらく聞き流した後、ノエルが大口を開けながら大きく伸びをすると、憲兵長は泡を吹いて気絶してしまった。色々と限界を超えてしまったようだ。他の憲兵たちが慌てて助け起こしている。怒りながら気絶する人をノエルは初めて見たので、思わず感心してしまった。

「流石は憲兵長だね。中々できることじゃないよ」

「あいつ、大丈夫ですかね。怒りすぎて頭の血管切れちまったんじゃないですかい」

「身体は動いてるから、平気じゃないかな」

　色んな人がいて、実に面白いものだ。会話をすると世界が広がっていく。ノエルはぴくぴく痙攣する憲兵長を尻目に、満足そうに頷いた。

　本隊からの伝令によると、グロール率いるコインブラ軍は順調に支配圏を拡大しているようだ。そして、ようやく街道を東進することに決めたらしい。先にはアルトヴェール平原が広がり、街道を横切るようにトライス川が流れている。それを越えるとトルドの街だ。この街を落とせば、州都ベスタまではかなり接近したことになる。だが、長い道のりなので、コインブラ軍本隊は今頃トライス川を前にしたぐらいか。何かがあるとすれば、そこらへんであろう。シンシアの武運を心の中で祈っておく。




　到着から数日がたち、ノエルは何をしているのかといえば、大人しくカルナス城塞に籠っているだけ。それが憲兵長の指示であり、背けば反逆行為と見做すと厳しく言い渡されたからだ。別にどこかに行こうという気もないし、太陽も出ていないので散歩する気も起きない。

　しかし、今のうちにできることはしておこうと突如思い立ち、憲兵長に許可をもらった上でドルカスに指示を与えた。

　――近くの木を伐採し、乱杭用の丸太をできるだけ大量に用意せよと。憲兵長には、前線に送る防御用のものと説明したが、そんなつもりは毛頭ない。州境の森林地帯に設置し、いざとなったら敵を誘き寄せようと考えている。

　リグレットには黒塗りの縄を用意させている。それと物資の準備だ。すべて州境の森林地帯へと運び、隠しておく。処刑されそうになったときの逃げ道と食糧も確保しておかなければならない。それがドルカスとの約束だからだ。リグレットはこういった作業は得意なようで、上手く憲兵長をやりこめてくれた。

「全く、貴官の副官はどうなっているのだ！　我ら憲兵まで駆り出して、あまつさえ、縄に色を塗らせる作業をやらせるとは！」

　リグレットとは名指しせず、副官という曖昧な呼び方で文句を言い始めた憲兵長。調子を取り戻したリグレットにより、散々こき使われているらしい。将軍ウィルムの名を上手く利用しているようだ。

　リグレットは、武力もなければラッパも下手糞。兵を統率することも苦手だし、口を開けば嫌味と皮肉と悪口ばかり。だけど命じられたことを効率良く実行する能力には長たけている。それしかできないとも言えるが。あと、相手の弱みを見つけるのと、怒らせるのが本当に上手い。これは天てん賦ぷの才だ。

　そんなことを考えていると、憲兵長がノエルに指を突きつけてくる。

「聞いているのか！　それもこれも、貴官の隊の規律がなっておらぬからだ!!　すべて貴官が悪い！」

「嫌なら嫌って言えばいいのに」

　あまりの大声に、耳を押さえながらノエルがぼそっと呟く。憲兵長はそれを聞き逃さなかったようで、キッと睨みつけてくる。

「そのようなこと言えると思うか！　なぜならば、リグレット百人長はウィルム将軍のご息女！　つまり、これらの雑事は、ウィルム様直々のご指示という可能性も考えられる。それを考慮すれば、たとえ道理の通らぬ頼みであろうとも、できうることであれば引き受けねばなるまい！」

「そうかなぁ。私なら面倒だから断るけど。憲兵のくせに、将軍やその娘には弱いんだね。情けないなぁ」

　思わず正直に呟いてしまうと、また憲兵長が怒り出した。気絶するかなと思ったが、今回は大丈夫なようだ。ちょっと面白くなかった。

「だ、黙らんか！　我ら憲兵とて逆らえぬ者もあるのだ！　うむ、世の中というのはそういうものだ！」

　何やら偉そうに語っているが、あまり格好良くはなかった。権威に負ける憲兵など軍には不要である。でも、口には出さなかった。それは自分の仕事ではない。

「そうだ、私も手伝ってきていいでしょうか？　暇で暇で死にそうなので！」

「ならん！　貴官はこの部屋で謹慎していなければならない！　それが太守からの命令である！」

「えー、どうしても？」

「どうしてもだ！」

「憲兵長はケチなんだね」

「私は命令に忠実なだけだ。貴官のように命令違反を犯したことなど、一度もないぞ！」

　憲兵長は自慢気に胸を張っている。その際に軍帽がずれ落ち、禿はげ上がった頭が見えてしまった。顔を赤らめて慌てて被り直すと、ゴホンと咳払いをする。

　第一印象は嫌な人間だったが、話してみると意外と面白かった。反応が一々大きいので、飽きがこない。そう正直に言えばまた怒ると思うので、ここはぐっと我慢する。あまり連発すると、耐性ができてしまうかもしれない。そうしたら、泡を吹いている姿が見れなくなってしまう。

「とにかく大人しくしているのだ。納得したわけではないが、貴官の分まで私が働いてやる。憲兵たるもの、仕事は迅じん速そくに行わねばな！」

「はい、分かりました」

　ノエルは空返事をすると、扉を閉めてベッドに向かって歩き始める。城塞だけあって、なんの飾り気もない部屋だ。一応士官室らしいが、狭いし暗いし埃ほこりっぽい。マドレスのノエルの部屋とは大違いである。あの部屋は、ノエルの宝物で溢れているのだから。あそこにいるだけで、幸せな気分に浸れる。

　絨毯を敷くこともやめておいた。折角の宝物が埃まみれになってしまう。かといって、すぐに出ていくこの部屋を掃除するのも面倒だ。

「あーあ、暇だなぁ。でも、外に出ちゃ駄目だって言うし。そうだ、久しぶりに絵本のことでも思い出してようかな」

　ノエルはキャルにあげてしまった絵本の内容を思い浮かべる。百五十番の少女がくれた大事な絵本のことを。ここにはないけれど、ノエルの大事な宝物だ。

　ノエルの一番のお気に入りは、主人公のへんてこな猫が鬼退治に行く話だ。海や川や山を冒険し、色々な動物を仲間にした猫は、見事に鬼を退治して宝物を手に入れる。そして、猫は改心した鬼を許して友達になり、最後は皆で仲良く幸せになるという話だった。

「……あれは面白かったけど、世の中、そんなに上手くいかないよね」

　ノエルは嘆息する。皆が幸せに暮らす世の中など不可能だ。誰かが幸せになれば、その分割を食う者が現れる。その仕組みはコインブラの旗にある天秤のようなものなのだろう。この天秤が均等になることはありえない。

　誰もが幸せになりたいと考えているから、争いはなくならない。戦いに勝たなければそれは得られないのだ。敗者は勝者を羨うらやみ、その立場を得るために、力をつけて争いを仕掛ける。勝者はそれを守るために必死に戦う。一杯死んでいくが、幸福になるためだから仕方がない。

　皆で分かち合えないのは、今の世界を見ればよく分かる。

「うーん。でも、羨ましいと思えるほど幸せそうな人には、まだ会ったことがないかなぁ」

　羨みは、妬みや嫉そねみといった邪よこしまな感情へ繫がると、あの教会で聞いたことがある。だから、無心で陛下のために働けば良い、などとしつこく教わった。実践するつもりは全くないが、なんとなく印象に残っていた。

　そういった邪な感情も、昔はノエルにも沢山あったと思うが、段々と希薄になっている気がする。誰かが自分を悪鬼と呼んでいたが、それは人間味がなくなってきている証拠なのかもしれない。こんなことを考えること自体が普通ではないのか。それは誰も教えてくれないからよく分からない。シンシアに聞いたら、きっと拳骨が落ちてくるだろう。

「あーあ、幸せになりたいなぁ。そうすれば、皆にも分けてあげられるのに」

　ノエルは、誰にともなく呟いた。きっと、ノエルの側にいるであろう、大事な仲間たちに向けて。

　固いベッドで寝返りを打った後、なんだか憂ゆう鬱うつになったノエルは、勢いをつけて立ち上がり、窓を開ける。窓から空を見上げると、やっぱり太陽は姿を隠したままだった。もう何日太陽を見ていないだろう。とても、不快で陰いん鬱うつで心細い。

「また、雨が降る。あのときと同じ、嫌な臭いがする」

　どこからか死臭が漂ってくる気がする。仲間たちの死に顔が、ノエルの脳裏に鮮明に思い出される。崩れ落ち、蛆うじ虫むしに蝕むしばまれたひどい顔だ。皆が虚うつろな瞳で、どこか一点を見つめている。その一点が、唯一生き残ったノエルだったのかは分からない。だが、彼らはどこかを、ひたすら見つめていた。ノエルは、皆が可哀相だと心から思った。

　あの日の雨は、まるで汚いものを包み隠すかのように降っていた。

　雨水が泥を押し流し、彼らの身体に降り注ぐ。自分の身体にも。二度と外に出てくるんじゃないと言わんばかりに。

　本当に冷たくて悲しかった。

　だから、ノエルは雨が大嫌いだ。

「…………」

　ノエルは、リグレット仕込みの舌打ちをして、窓を勢いよく閉めた。

　これから降る雨は、ただの雨じゃない。

　あのときと同じくらい、最悪の雨になる。

　これから必ず悪いことが起きると、ノエルに警告してくるのだ。ノエルを何度も助けてくれた皆の声だ。だから、ノエルは身体を丸め、二又の槍を抱えながら警戒する。

　何が起こっても対応できるように。
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　トライス川上流地帯。雨が強く降りしきり、まだ日中だというのに視界はひどく悪い。

　騎乗したアミルが、小高い丘の上からコインブラ軍がいるだろう場所を見下ろす。わずかながら明かりを確認することができ、敵の野営地の場所を示してくれている。彼らは、川の増水が引くのを待っているのだ。

（ここで雨が降ってくれるとはな。最早、我が勝利は揺るぎない。だが、慢心は戒いましめねばな）

　隣で馬を並べるファリドに視線を送ると、強く頷いてくる。時は来きたれりということだ。

「いよいよだ。諸君、この一戦で、我らは栄光の座へと駆け上るぞ」

　一度言葉を切り、全員の顔を見渡した後、自らの心中を打ち明ける。

「私の身体にはヴァルデッカの血が流れている。諸君らの国を滅ぼした憎むべきホルシードの血だ。だが、私の魂たましいはバハールと共にあり、彼らの誇りを確かに受け継いだと信じている」

『…………』

「バハールは太陽帝ベルギスの手によって敗北を刻み込まれた。だが、その屈辱を糧かてとして、大陸でも有数の発展を遂げてみせた。そして、バハール太守の私が皇帝になることこそ、諸君らの屈辱を晴らすことに繫がると確信している！」

『そうだ、アミル様は我らの同胞だ！』

『アミル様は、バハールを発展に導いてくれた！』

『アミル様万歳！』

　兵の声を受け止めた後、アミルは拳を握り締めて前に掲げる。

「私が帝位を摑んだ暁には、必ず諸君らの忠勤に報いると約束しよう。更なる繁栄を同胞にもたらそう。私は決して噓をつかない。それは諸君らがよく知っているはずだ。私は約束したことは、必ず実行してきたのだから。――そうであろう！」

『応ッ！』

「ならば、私のために力を貸してくれ。お前たちの命を私に預けてくれ。逆賊コインブラを打ち破り、栄光の座へと上り詰めようではないかッ!!　共に勝利と繁栄を摑もうではないか!!」

　アミルが立ち上がり剣を抜き放つと、全家臣、兵がそれに応える。雨風の中を、夥しい量のバハールの三剣旗が一気に立ち並ぶ。

『アミル様に勝利を！』

『バハールに栄光を！』

『ホルシード帝国を継ぐのは、アミル様こそ相応しい！』

　ファリドの黒陽騎が整列し、突撃準備に備える。掲げる旗は飛龍の紋章。人馬共に黒い武装で統一されている。暁計画を生き抜いた者たちで編成された、バハール最強の部隊である。

「アミル様、ご命令を!!」

「バハール全軍突撃開始！　コインブラの逆賊どもを皆殺しにせよ!!　臆おくせず進めッ!!」

「今こそ黒陽騎の力を世に知らしめるときだ！　必ずアミル様を栄光の座へお連れするぞ！　全員、私に続け!!」

　アミルの号令と共に、ファリドは先頭を切って駆け始める。この日、このときのために黒陽騎は厳しい鍛錬を積んできた。すべてはアミルを栄光の座へと導くために。並走するレベッカは、舌なめずりをして大剣を強く握り締めている。いや、レベッカだけではない。全騎兵が、血を求めて殺気をギラつかせている。

　馬ば蹄ていの音を響かせながら、一気にバハール軍が駆け下りる。先手は騎兵が主体だ。途中何人かが落馬して脱落するが、止まる者は誰もいない。敵陣に到達すれば蹂じゅう躙りんできる。皆がそう確信していた。

「このまま突っ込むぞ!!　陣へ押し入ったら決して動きを止めるな！」

「分かってるよ兄貴！　全員ぶっ殺してやるぜ！」

　先頭を行くのはファリド。雨の中、目を凝こらして目標に狙いを定める。泥を跳ね上げ、嘶いななきをあげながら騎馬の群れがコインブラ陣目掛けて殺到する。コインブラ兵のほとんどは、雨を避よけるために粗末な天幕の中で身を隠している。完全に油断しきっており、武装している者はほとんどいない。

　唯一見張りに立っていたコインブラ兵がようやく異変を感じたらしく、松明たいまつの明かりを掲げてこちらに向き直った。

「な、なんだお前ら――」

　顔面に槍を突き刺すと、悲鳴が響いた。一番槍は黒陽騎のファリド・アライン。同時に角笛、そして敵を威圧する銅ど鑼らと戦鼓の音が響き渡った。







　コインブラ軍、ウィルム陣。降りしきる雨音を搔き消すように、戦いの始まりを告げる音が響いてきた。

「ウィルム将軍！　バハール軍が、攻撃を開始いたしました！」

「いよいよ始まったか。ただちにコインブラ旗を降ろし、バハール旗を掲げよ！」

　ウィルムは声をあげながら、用意しておいた馬に飛び乗る。迅速に行動しなければならない。約束通りバハールに味方すると、行動をもって表明する必要がある。そのために、兵をいつでも動かせる状態で待機しておいたのだから。

「将軍、我らも反転し攻撃に加わってはいかがでしょうか。アミル様への忠誠を示す好機では？」

「それはならん！　予定通り、我らは一旦戦線を離脱する。巻き添えを食いたくなければ急げッ！」

「しかし、みすみす手柄を――」

「言われた通りにせんかッ！」

「は、ははっ！」

　進言してきた武官を一喝し、ウィルムは指揮杖をかざして兵を動かし始めた。もう間もなくトライス川は死地となる。多少の点数稼ぎのために留まるなど自殺行為だ。

　ウィルムがバハールに通じていると知っているのは、側近と上級武官のみ。末端の士官、兵たちはなぜ後退するのか理解できていない。バハール兵が攻撃してくれば、嫌でも応戦してしまうだろう。そうなれば纏めて粉砕されかねない。

「急ぎ後退せよ！　隊列を乱すな！」

「コインブラ旗を降ろせ！　これは命令だ！」

　兵たちの軍ぐん靴かの音と雨音が、声を張り上げる士官たちの声を搔き消す。コインブラ旗が次々と降ろされ、バハールの旗がたなびいていく。それを見たウィルムは、万感の思いと共に大きく息を吐く。

「思えば、長き苦難の日々であった。無才の小こ童わっぱに振り回された屈辱の数々、決して忘れられぬ。だが、それもようやく終わる！」

　ウィルムの脳裏に、グロールとの日々が思い出される。愚かな思いつきに振り回され、徒労に終わった政策の数々。諫言は聞き入れられず、忠告すれば罵倒で返される。

　ウィルムが完全に見切りを付け、グロールの行動を受け入れるようになってから、関係が良好になったというのも皮肉なものであった。当の本人は、呆れられているということに全く気づいていなかった。本当に愚かな男である。何度、この手で刺し殺してやろうと思っただろうか。グロールが皇帝の血縁でなければ、とっくに始末していた。あの男の幸運は皇帝ベフナムの子として生まれてきたことであり、それはコインブラにとって最も不幸なことであった。

「この一戦でコインブラの運命は一変する。在ありし日のコインブラの栄光を取り戻すのだ。あの愚かな男さえ排除すれば、すべてが変わる!!」

　ウィルムは声を張り上げた後、指揮杖を強く握り締めた。この戦いの後に待ち受けるのは、コインブラの栄光だけではない。ウィルム自身にも栄達が訪れる。すべてが上手くいくのだ。ウィルムは湧き上がる野心と欲望に身を任せて、声を押し殺しながら笑い続けた。




　――トライス川の中流で、戦いが始まった。いや、戦いと呼ぶにはあまりにも一方的なものだった。ファリド率いる黒陽騎が、コインブラ軍の中陣を一気に食い破ると、アミルの本隊がその地点へ突入、先陣、後陣へと隊を散開させて襲い掛かる。大混乱に陥ったコインブラ兵は、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ惑う。

　同時にミルズ率いる戦車隊が、迂う回かいしてカナン街道に展開。コインブラ軍の退路を強引に断ち切った。バハールが所持している戦車とは、馬二頭に引かせた鉄で覆われた馬車のようなもの。兵は、この中に身を隠して弓を狙い射つことができる。戦車を横に並ばせれば、即席の野戦築城にもなる。欠点となるのは莫大な費用が必要なのと、小回りが利かないぐらいである。

　トライス川の下流――南方からは、バルザック将軍率いる二万の兵が襲いかかる。南北からの挟撃、更に後方の退路を断たれたことで、コインブラ軍は大混乱に陥った。指揮官たちは何が起こったかを把握することもできず、右往左往するばかり。兵たちは自らの判断で、戦うか、或いは逃げるかを選択するしかなかった。当然ながら、後者を選ぶ者ばかりである。

「ま、待て、持ち場から離れるな！　ただちに隊列を整え槍を構えよ！　敵は少数のはず、落ち着けばなんでもない！」

「ふざけんじゃねぇ！　あれのどこが少数だ！　見渡す限りバハールの旗じゃねぇか！」

「いいから持ち場を離れるな！　これは命令違反だぞ！」

「うるせぇ馬鹿野郎が！　邪魔すんじゃねぇ！」

「おい、押すな！　この先は川だぞ！　止まれ!!」

「いいから早く行けッ！　突っ立ってたら殺されるぞ！」

　周囲には夥しい数の敵兵、そして前面には増水して荒れているトライス川。どちらに逃げるのが正解なのかは誰にも分からない。だが、敵の刃に向かうくらいならばと、自らトライス川へと飛び込む者が続出した。

　本陣にいたグロールもようやく異変に気づく。悲鳴と剣けん戟げきの音があちらこちらから聞こえ、何が起こっているのか分からない。だが、間違いなく危機にあることだけは理解できた。ひどく視界が悪い中でも、忌々しいバハールの三剣旗だけは確認することができたからだ。

「一体何が起こっているのだ！　敵の奇襲ならばただちに撃退せんか！　くだらぬことで悪評を広められれば、バハール領主たちが動揺するであろうが！」

「わ、分かりません。ですが、前方にいる兵が次々に逃げ出しております！　恐らく、すでに交戦しているのではないかと」

「戯けが！　交戦しているのに、なぜ逃げるのか！　伝令を出し、詳しい状況を調べさせろ!!」

「は、ははっ！　ただちに！」

「それと、逃げ出す卑怯者に原隊に戻れと厳命せよ！　逆らうようなら軍規に基づき処断して構わん！　我らは五万の軍勢、容易く迎撃できる！」

「承知しました！」

　家臣が慌てて駆け出していく。それと入れ替わりに、シンシア、ディルクが駆け込んでくる。本陣の周囲に配備されていたことで、混乱には巻き込まれていなかった。

「太守、敵は騎兵を先頭に我らの陣を荒らし回っております！」

「じょ、上流と下流、敵は南北から挟撃を仕掛けてきております。ただちに対処せねば、総崩れとなります！」

「敵は一体何人いるというのだ！　なぜ少数の敵兵にこうまで搔き回される!!」

「どう見ても少数には見えません。私の見たところ、北方だけでも一万の敵はいるかと存じます！」

　グロールが雨で濡れた顔を拭いながら、声を荒げる。

「一万だと？　それほどの敵が近づいていながら、誰も気がつかないとはどういうことだ！　上流側に展開させていたウィルム、ガディスは何をしている!!」

「そ、それは分かりませんが。しかし、攻撃を受けているのは間違いありません」

　ディルクが顔を曇らせる。はっきり言って、何がどうなっているかなど誰にも分からない。伝令を出すといっても、どこに誰がいるのかも分からない。降りしきる雨と吹き付ける風で視界と聴覚を奪われ、命令が行き届かない。そして、行軍中だったために縦列陣形だったことも混乱に拍車をかけることとなっている。途中途中を敵に分断されているらしく、各自で状況を判断することを強制されている。このような状況に慣れているコインブラ指揮官など、片手にも満たないだろう。

　故に、脱走する兵が続出し、半潰走状態にまで追い込まれている。まだグロールには伝えてはいないが、すでにこの本陣も安全地帯ではないのだ。早く逃げなくてはならないのかもしれないが、それを判断する証拠もない。ただ、敵の声が迫っているというのが分かるだけだ。

「戯け者どもが！　それでもコインブラの軍人か!!　ただちに敵を追い払えと命令を出せ！　ディルク、シンシア、本陣周辺の兵を纏めて応戦せよ！」

　グロールが地面を蹴飛ばすと、汚お泥でいが舞い上がる。そこに、息を荒げた伝令が体勢を崩しながら駆け込んできた。

「た、大変でございます！　ウ、ウィルム将軍、ガディス将軍の隊はすでに戦線を離脱！　バハールの旗を掲げて敵方と合流した模様!!」

　その報告に、一瞬時間が止まる。家臣たちは呆然自失したまま動けない。グロールも言葉を失い、唇をわなわなと震わせるばかりだ。だが、徐々にその顔色は青白くなり、そして激昂する。

「馬鹿なことを申すなッ！」

「で、ですが間違いありません！　この目で確認いたしました！」

「まだ戯言を申すか!!　仮にも将の地位にある者たちが、裏切りなどと卑怯な真似をするわけがない!!」

「し、しかしながら。ウィルム隊の騎兵が、各隊に投降を呼びかけております！　このような文が、大量に投げ込まれているようです！」

　泥水に塗まみれた書状を伝令が手渡すと、グロールが奪い取ってそれに目を通す。

　内容は次の通りだ。

　――此度の戦は、コインブラに大義などなく、すべてはグロール・ヴァルデッカの私し怨えんにより起こされたもの。このような行為は、皇帝陛下に対する反逆行為にあたるものであり、それに加担すれば逆賊と見做されるであろう。その罪は、決して許されるものではなく、一族郎党に害が及ぶと考えるべし。良識あるコインブラ兵たちよ、ただちに剣を納め我らに合流せよ。共に真の逆賊を討ち果たすべく、正義に従い行動すべし。

「な、なんだこれは――」

「恐れながら、太守。裏切りは事実なのかもしれません。そうでなければ、この本陣にまで敵が押し寄せるはずがありません。ただ、本陣の防壁となるべき、ウィルム、ガディス隊が離脱しているのならば、この状況の説明がつきます」

　グロールの呟きに、ディルクが考えを述べる。書状に押されている印は、まさしく将軍ウィルムのもの。ガディスがそれに並べて署名している。そういえば、ウィルムに近い武官達の姿も見えない。彼らの兵は、手勢だけでも五千、徴兵された者を合わせれば一万を確実に超える。それがバハールと合流したとなれば、絶体絶命だ。

「まさか、そんなはずはない。将軍の地位にあるものが、う、裏切りなどと……」

「太守、しっかりなされませ！　ただちに対処しなければ――」

　ディルクがグロールを必死に揺さぶるが、己を取り戻すことはない。その間にも、悲報は次々と飛び込んでくる。

「申し上げます！　キルス、ダヌシュ、ロスタム千人長戦死！　飛竜の旗を掲げた騎兵に蹂躙され、各隊は総崩れにございます！」

「我らに加わっていたバハール領主たちが離反しております！　バハール旗を掲げて攻撃を仕掛けて参りました！」

「ゲイル、ラップ、ドルス隊が命令に反して戦線を離脱いたしました！　トライス川先陣部隊は完全に壊滅です！」

「ば、馬鹿な。こんな、はずが」

　戦死したのは北部の将、逃走したのは南部の将。グロールが冷れい遇ぐうしてきた者が死に、優遇してきた者が裏切った。派は閥ばつの力関係、政治を円滑に進めるためには止むをえなかった。だが、結果はこの通り。

「……わ、私は」

「太守、これからどのように動くか、貴方が決めねばなりません！　貴方が総指揮官なのですぞ！」

「か、街道後方に敵の戦車隊が現れました！　撤退する兵たちが射殺されております！　我らは退路を断たれました!!」

　己に絶望したグロールはその場に跪くしかなかった。泥を握り締めると、様々な感情が入り混じった呻き声をあげる。

「ああっ、うあああああッ」

　その姿を見たディルクが、意を決した表情で立ち上がる。そして、険しい口調で告げた。

「太守、ここは一度後方に退き、なんとしても態勢を立て直さねばなりません。貴方は最後まで生き延びねばならないのです。まだお分かりになられませんか！」

「ディ、ディルク」

「敵の総勢は分かりませんが、恐らく相当な数がいると思われます。私の隊はいまだ健在ゆえ、全力で防ぎ時間を稼いでみせます！　どうかその間にお逃げください！」

「な、ならば私もお供します！　我が隊は千人なれど健在です！　最後まで戦う覚悟はできております！」

「わ、我らも残ります！」

「ディルク様、我らも共に戦いますぞ！」

　シンシアと武官たちが志願するが、ディルクは首を横に振る。

「貴官らは、太守を先導して退路を切り開くという任務がある。我が隊は正規兵三千と徴兵された者二千を混合した五千名。この数では、とてもではないが、騎兵から逃げ切れるとは思えん。ならば、踏み留まり時間を稼ぐ側に回るしかない」

「し、しかし、それではとても防げません！」

　シンシアが反対するが、ディルクは強く拒絶した。

「悪いが言い争っている時間はない。ただちに退き、街道上のどこぞの拠点で兵を再集結させよ。雨が止めば、敵の総勢も分かるだろう。そこで改めて対策を練るように進言するのだ！」

「わ、分かりました。シンシア上級百人長、太守と共に後退いたします！」

「よろしい。それと、ノエル百人長に謝っておいてくれ。やはり、彼女の言葉は正しかった。身内に潜む敵にも気づいていたのだろうな」

　ディルクのその言葉に、グロールははっと顔を上げる。

　ノエルは当初から急進策に拘っていた。何をおいてもベスタを落とせ、もしくは一撃を与えよと。それを嘲笑し、頑強に反対したのはウィルム。当然ながら、グロールは最も信頼するウィルムの意見を採用した。だがウィルムは裏切りその本性を露わにした。ということは。

「すべてが、ウィルムの罠だったというのか！　いや、アミルがまた裏で手を引いていたのか!?」

「残念ですが、恐らく」

「川の手前で軍を止めさせたのも奴の進言だ！　追従した者どもはウィルムとガディスの一派。ノエル内通の疑義も、すべては奴の流言だったということかッ」

　ラインを少数で落としたノエルを、グロールは疑い、愚かにも更迭してしまった。グロールが持つコインブラ最強の駒をだ。

　敵の急所を突こうと自ら動いた駒を、グロールは盤上から外してしまった。

　結果として、今グロールは死地に追い込まれている。かつてのカナン街道の戦いのように。あのときと違うのは、もうノエルは助けには来ない。愚かな自分が、カルナスへと更迭してしまったからだ。

「なんたることだ。わ、私は、自ら、敗北への道を進んでいたのか……」

「太守、とにかくここを離れましょう！　我が隊が先導いたします！　近この衛え兵、太守をお守りしろ!!」

「はっ！」

　シンシアが焦りの色を浮かべながら、近衛兵に指示を与える。最早一刻の猶ゆう予よもない。

「……ディルク様、どうか御武運を」

「ああ。君もな、シンシア上級百人長。貴官の武運を祈る」

　ディルクは頷くと、剣を抜き放ち天幕を出ていった。

　シンシアは、力なくうなだれるグロールを強引に立ち上がらせると近衛兵へ引き渡す。そして、指揮を執るために自らの隊へと駆け始めた。この死地から脱出するため、道を切り開かなければならない。




　本陣に残り殿しんがりを買って出たディルク隊は、凄まじい混乱の中、必死の奮闘を見せた。ディルク隊のほとんどがコインブラ北部地帯の人間であり、以前の反乱の借りを返してやろうと戦意が高かったからだ。

「北部の兵の力を見せてやれ！　我らは最後まで戦い抜くぞ！　故郷を荒らした賊は奴等バハール人だ！」

「ディルク様！　間もなく敵がここまで来ます！　我らが残りますので、どうかお下がりください！　ここで死んではなりませぬ！」

「ははは、その気遣いは嬉しいが最早手遅れだ。やつらの主力は騎兵なのだから。ならば、ここで少しでも時間を稼ぎ同胞を助けようぞ！」

「し、しかし！」

「もう言うな！　第一、お前たちを置いていけるわけがない！」

　ディルク隊は奇跡的な粘りを見せた。一度は敵騎兵の突撃を跳ね返してもみせた。だが、この混乱状態で善戦したとしても焼け石に水。状況は悪化するばかりであった。

　グロールとシンシアが撤退してから、すでに一時間はたっただろうか。本陣の周辺はバハールの三剣旗に完全に包囲され、ディルクの手勢もすでに千を切るまでに数を減らしていた。四方を包囲する敵を相手に、よくもったと言えるだろう。

「ハアッ、ハアッ、た、隊列を組み直せ！　隙間なく防壁を作るのだ！」

「黒陽騎、一挙に駆け抜けよ！　この戦、我らの手で決着を着ける！」

　そこに、勢いをつけた敵騎兵隊が突撃してくるのが見えた。バハール兵たちが道を開けると、飛竜の旗を掲げる異様な騎兵隊が現れる。黒一色の騎兵隊だ。まるで蜘蛛の子を散らすように逃げるコインブラ兵を斬り伏せ、一直線でグロールの旗が揚がるこの場所へと接近してくる。

「なんたる強さか、まさに太陽帝の率いた兵がごとしよ。だが、まだ時間を稼がねばならん。全員、馬を狙え!!　槍を構えて馬を突き刺せ!!」

　ディルクはそう言い放ち剣を抜くと、肩を上げて構えを取る。騎兵を殺すには、まず馬を殺す。体勢を崩して、馬上の敵を討ち取るのだ。だが、そんなに上手くいくものではない。

　馬に槍を繰り出そうとした兵たちは、馬上の兵に先に串刺しにされてしまった。頭を大剣で叩き潰される者もいる。そして、ディルクのもとには、黒馬黒鎧に黒兜、長槍を持つ炎のごとき赤髪の若い将が肉薄してきた。そのままの勢いで突撃してくるかと思ったが、一旦停止して馬首を巡らすと、その男は大声で名乗りをあげた。

「敵将とお見受けする！　私は黒陽騎指揮官のファリドだ!!　その首頂戴する！」

「おおッ、見事な戦いぶり、相手にとって不足なし！　私はコインブラ軍千人長ディルクだ。いざッ！」

「――参る!!」

　ディルクは左手を突き出し、牽制する。槍を突き出してきたなら、左手を犠牲に強引に接近するつもりだった。右手で剣を構え、馬に狙いを定める。ファリドが動いてこないのを確認すると、ディルクは一気に剣を走らせた。

　だが、届かない。剣先は馬の喉下手前で強引に止められてしまった。右肩に、いつの間にか槍が突き刺さっている。右手から剣が落ちそうになる。

「――ぐッ。だ、だがまだだッ!!」

　ディルクはすぐさま身体を後退させ、左手に剣を持ち替える。

「我らのコインブラは、コインブラは負けぬッ!!」

　ディルクは最後の力を振り絞り相打ち覚悟で斬りかかったが、それは叶かなわなかった。

　ファリドが槍を全力で薙ぎ払うと、無防備だった首が跳ね飛んだ。ディルクの胴体が、その場に力なく倒れる。

　顔には無念の形相が刻まれていた。

（弱兵と侮られるコインブラにも、このような戦士がいたか。やはり、最後まで油断はできない。徹底的に壊滅させなければ！）

　ファリドが心中で健闘を讃たたえた後、槍で首を突き刺す。屍しかばねに鞭むちを打つようだが、士気を上げるためにもやらなければならない。

「敵将ディルク、討ち取ったり!!　コインブラ本陣は、我ら黒陽騎が壊滅させた！　逆賊グロールの旗を焼き捨て、勝ち鬨をあげろ!!」

　ファリドが槍を掲げると、戦意高揚著しい騎兵たちは激しい雄お叫たけびをあげた。

　本陣陥落では満足できない黒陽騎、そして徹底的に叩くと決心したファリドは、独断でグロールの追撃を開始した。

　ミルズの戦車隊が街道の退路を断っていたため、グロールたちコインブラ軍は、険しい間道を行く他なかった。思うように速度が上がらないコインブラ軍は、激しい追撃により夥しい犠牲者を出していく。任務に忠実な者が真っ先に屍となるのだ。兵の士気は低下する一方、脱走する者、投降する者が相次ぎ、最早軍隊の形なりを成していないといっても良かった。

　コインブラを発ったときには五万いた軍勢は、今では五千を切る有様。ほとんどは戦わずに降伏したとはいえ、死傷者数は二万を超えている。死傷者の大多数を占めるのは、やはり復ふく讐しゅう戦に燃えていた北部のコインブラ人だった。この裏切り行為は後々まで禍根として残る。裏切りを行ったウィルム、そしてガディスの両将は、北部の人間に蛇だ蝎かつのごとく嫌われ、恨まれ続けることになる。

　このトライス川におけるコインブラの大敗は、後に〝天秤崩れ〟と称される。コインブラの天秤旗の名誉が完全に失しっ墜ついしたことが由来だ。そして、天秤は完全にバハールへと傾き、最早戻ることはないと広く世に知らしめたのだ。

　太陽帝の策を再現して見事な勝利を収めたアミルは、帝位獲得の権利を名実共に手に入れた。目覚ましい戦果を上げたファリドと黒陽騎も、バハール最強の兵としてその名を高めることとなった。

　一方、グロールは最悪の為い政せい者しゃ、大陸一の愚将として歴史にその名を記された。自らの失政から招いた反乱の咎をバハールに擦なすりつけるに飽き足らず、帝位を狙ってアミルの妨害を企み、挙句には私怨から同じ帝国の州であるバハールに戦を仕掛けた大罪人であると。

　正義というのは、大きいほうの声がまかり通るもの。そして、勝者の声は常に大きいのだ。勝敗が異なっていれば、立場は逆となっていただろう。

　図らずも、世界はノエルの言う通りに進んでいくのであった。
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　カルナス城塞に、ウィルムからの使者が到着した。トライス川におけるコインブラ軍の大敗と、皇帝ベフナムから逆賊グロールを討てと勅ちょく命めいが発せられたという報せだ。コインブラ太守代行にはウィルムが就任し、カルナス城塞の守将にはリグレットを指名すると書状には記されていた。

「……とても信じられぬ。しかし書状に記されるはまさしくホルシードの印章。ベフナム陛下からの勅命なのは間違いない。……それにしても、太守代行にウィルム将軍が就かれるとは、あまりに唐突なお話で」

「貴官は、ベフナム陛下のお考えに何か不満でもおありなのか？」

「い、いえ、滅めっ相そうもありません。ただ、私は事態を上手く理解できず」

　憲兵長が困惑した様子で右往左往する。憲兵長だけではない、ドルカスやカイも絶句して言葉を継ぐことができないでいる。あれほどの陣容を誇っていたコインブラ軍が、たった一日で壊滅したなどと誰が信じられるだろう。いずれ決戦になると予測はしていたが、これほどまでに一方的な敗北を喫するなどにわかには信じ難いことだった。

「ウィルム様はリグレット様の働きに期待しておられました。現在、逆賊グロールは間道を西に向かって退却中。カルナスの兵を率い、追撃を仕掛けるようにとのご命令です。また、ノエル・ヴォスハイトはただちに処断せよと仰おおせでした」

　使者が慇懃無礼に口上を述べる。

「……おい、糞アマ。てめぇの親父は見事にバハールに鞍くら替がえしたみたいじゃねぇか。ガディスの糞野郎も一緒か。将軍二人が雁がん首くび揃えて裏切りとは、全く大したもんだぜ！　そいつらを最後まで信じた間抜け共々、本当にめでたい奴等だ！」

　ドルカスが唾を吐き捨てる。

「口のきき方に気をつけるんだな。我らは偉大な陛下の勅命を受けた正義の兵なのだ」

「へっ、笑わせるんじゃねぇ！　お前らが正義なら、俺たちは全員神様だろうぜ！」

　使者はドルカスの言葉を聞き流し、カイへと視線を向ける。

「ところで、カイ殿。貴官が属するゲンブも、バハールに同調してコインブラに侵攻を開始したようだ。ゲンブだけではない、リベルダム、ギヴ、ホルン、ロングストーム、カームビズなどの州も兵を向けたとのこと。貴官もリグレット様に協力し、存分に手柄を挙げられると良いでしょう」

　使者の言葉に、カイが眉を顰める。無言で頷くが、納得した様子はない。裏切り者に指示される謂れはないとでも言いたげな表情だ。

　書状を読み終え考え込んでいたリグレットが、ようやく言葉を発する。

「少し状況を整理する時間が欲しいの。貴方には特別な部屋を用意するから、そこで待っていてくれるかしら」

「何を悠長なことを仰せか。グロールは今もコインブラに向かって逃走しているのですぞ？　ただちに兵の準備をされるがよろしい！」

「ああもう。使い走りの分際で一々うるさいわね」

「な、なんと言われたか！」

「うるさいって言ったのよ。頭だけじゃなくて、耳まで悪いのかしら」

「――なっ！」

　真正面から痛罵された使者は絶句する。

「それにしてもあの男、あわよくば私を始末しようとしていたくせに。それを期待しているなんて、本当に笑わせるわね。第一、ノエル隊長を処断しろですって？　そんな真似したらこっちが殺されるでしょうが、この屑ッ！」

「リ、リグレット殿？」

　豹ひょう変へんしたリグレットの勢いに、使者が思わず怯む。

「ドルカス、話の邪魔だからこの馬鹿をどっかに連行してくれる？」

「リグレット殿、何を言われるのか！　私に害を為すということは、帝国への反逆に繫がるのですぞ！」

「早く連れていきなさい。目障りなのよ」

「俺に命令するんじゃねぇ。だが目障りなのは同意見だ。おい誰か、この馬鹿野郎を地ち下か牢ろうに連れていけ！」

「き、貴様ら！　こんな真似をしてただで済むと――」

　暴れようとする使者はただちに制圧され、白蟻党の兵に両脇を抱えられて連行されていく。それを見届けた後、リグレットは話し始める。

「ふん、私は父に心底嫌われているからね。隊長の更迭の理由、私の告発によるものなんて捏ねつ造ぞうしていたでしょう。自らの手を汚さずに、隊長かアンタに私を殺させるつもりだったのよ。現にそうなる寸前だったしね。本当に笑えないわ」

　リグレットが舌打ちする。それを救ってくれたのは、小馬鹿にしていたノエルに他ならない。だから、リグレットはノエルに大きな借りができてしまったことになる。

「とはいえ、お前は守将に任命されたんだろう。良かったじゃねぇか。俺と隊長は降りさせてもらうから、後は裏切り者同士好きにやれや。殺されないだけありがたく思えよな」

「ちょっと待ちなさい」

　リグレットが、背中を見せたドルカスにウィルムの書状を放り投げる。

「貴方の友達、ディルク千人長も討ち死にしたそうだけど。それでも、降りるのかしら」

「――おい、噓だろう!?」

「本当よ。そこに書いてあるから。太守を逃がすために殿となり、敵将のファリドに討ち取られたみたいね。彼が率いる黒陽騎の武勇の評判をコインブラ中に流せって命令が来てるのよ」

「……まさか、あのディルクのおっさんが」

　肩を落とすドルカス。白蟻党の面々も表情は暗い。

「私はあの男の思い通りに動くつもりは全くないわ。使い捨ての道具にされるのが目に見えているから。二度と利用されてたまるか」

　リグレットはウィルムからの書状を拾い上げ、乱暴に破り捨てる。

　今まで、嫌われているのを自覚しながらも、なんとか評価してもらおうと努力してきたつもりだ。だが、もう愛想が尽きた。使い捨てにするつもりでなかったならば、ウィルムの側に置くか、ロイエのように海方面に向かわせていただろう。つまり、自分は完全に見捨てられていたということだ。今更書状を送って機嫌を取ろうとしてきたのは、使える者はなんでも利用してやろうという腹なのだ。従ったところで、また都合の良いところで切り捨てられる。

（国を裏切ろうが何をしようが私の知ったことじゃない。許せないのは、私を利用した挙句、簡単に使い捨てたことよ。――あの男、絶対に殺してやる！）

「……我ら憲兵隊はどうすれば良いのだろうか。太守をお守りすれば、陛下に逆らう逆賊になる。だが、太守に刃を向けることは臣の道理に反するではないか。ああ、どちらが正しいのか、私にはさっぱり分からん！」

　憲兵長が頭の軍帽を両手で押さえて跪く。今まではコインブラの法に従い、ただ一心不乱に働いてきたのだろう。だが、コインブラはホルシード帝国の一員だ。その最高権力者たるベフナムの命に逆らうことは決して許されない。

「自分のことくらい自分で考えなさいよ。私はもう決めたわ」

「……貴官はどうする気なのだ？」

「隊長に決めてもらうわ。私はそれに従うことにする」

「なんだよ、お前も自分で決めてねぇじゃねぇか。偉そうなこと言いやがって！」

「あの人がどんな選択をしようと、それについていくということよ。アンタも喚いてないで、さっさと決めたほうがいいんじゃない？　ここを逃げ出すなら、あまり時間はないわよ。逆賊を討つ正義の軍隊様が押し寄せてくるからね」

　リグレットはそう言い放った後、ノエルが謹慎している部屋へ向かって歩き始めた。




　扉を開けると、部屋の中は真っ暗だった。ようやく雨も止んだというのに、窓は完全に無骨なカーテンで覆われてしまっている。まるで、外の景色を一切見たくないとでも言いたげに。部屋はひどく暑く、立っているだけでじわりと汗が滲にじんでくる。

「……隊長、至急のお話があります。のんびり休んでいる時間はありません」

　リグレットは、部屋へ足を踏み入れる。なぜかは分からないが、とても息苦しい。部屋の中は、こんなに広かっただろうか。ノエルは奥のベッドに、手帳を開いて腰掛けている。だが、その背中は魂が抜けているかのように力が籠っていない。

　更に一歩入る。やはりこの部屋はどこかおかしい。背後に誰かの気配を感じる。いや、背後だけではない。部屋のそこら中に、何かがいるような気がしてならない。小刻みに走り回る足音、興味深げに覗き込む視線、からかうように笑っている奇怪な声。幻聴なのか、それとも真実なのかさえもう分からない。

　その数は、一つ、二つ、いや、数十だろうか。そう、これは子供のざわめきだ。理解してしまった瞬間、無邪気な笑い声が、頭の中で谺した。

「――ひっ」

「……どうかしたの、リグレット。雨は、もう止んだ？」

　どことなく濁った目と掠れた声で、ノエルが問いかけてくる。

　本当にこれはノエルなのだろうか。確信は持てなかったが、リグレットはつっかえながら答える。

「や、止みました。窓を開ければ、分かると思いますが」

「そっか。じゃあ、開けてみようか。ずっと雨音がうるさいから、閉め切っちゃったんだ。あはは、そうしたら、とても気分が良かったよ」

　ノエルがむくりと立ち上がり、一番近くのカーテンを開け放つ。眩まばゆい日光が、闇を切り裂くように一気に広がった。同時に、何かの気配も完全に搔き消えた。もう、無邪気な笑い声は聞こえない。

「……まだ雲はあるけれど、ちょっとだけ良い天気だね。もう、悪いことは起こった後ってことかな？」

「は、はい。さきほど凶報が届きました。コインブラ本隊が敗北したという報せです」

「嫌な報告はどこからか耳に入ってくるよね。雨水が屋根から漏れてくるように」

　ノエルは薄く笑うと、リグレットに状況の説明を求めてきた。

　一連の事態を説明した後、ノエルは怒ることも悲しむこともなく、ただそっかとだけ呟いた。

「ウィルムの裏切りを、なんとも思わないのですか？」

「怒っても仕方ないしね。目の前にいたら殺せるけど。今からじゃもう遅いし」

「では、私を処罰しないのですか？　貴方を更迭するように仕向けたのは、私の父です。しかも、自らの栄達のために仲間を売った卑怯な人間。その娘が私です。誅ちゅう殺さつされても文句は言えません」

「だって、貴方は大事な副官だし。仲間に八つ当たりはしないよ。あのとき、裏切ったと告白されてたら殺したけれど」

　ノエルはあっけらかんと答えた。そして、とりあえず皆のところに行こうと言って、部屋を出ていってしまった。




　城主の間に到着したノエルは、すべての兵を集めて一言告げた。

「助けに行くよ」

　ざわめく一同を見渡し、ノエルは続ける。

「逆賊だろうとなんだろうと、コインブラ軍の皆は私の味方だし。それに、友達のシンシアを助けなくちゃ」

「……本気ですかい？　このカルナス城塞の兵は、カイの兵を除けばわずか七百余り。それに対して、バハール軍は軽く五万は超えてきますぜ。しかも裏切った連中が合流してるはずだ。まともにやり合える数じゃない」

「敵は太守を討ち取ろうと、全力で追撃してきてるんでしょ？　だったら、きっと疲れてるよ。それに対して、私たちは休んでたから元気一杯。しかも敵の先せん遣けん隊たいは機動力重視だから、そんなに兵数もいないと思うな」

　ノエルが楽観論を述べる。だが、ドルカスたちの表情は暗いままだ。

「しかし、敵の騎兵は精鋭揃いと聞きますぜ」

「うん。だから、嫌なら来なくていい。私が見捨てるのは嫌なだけだから。皆は好きにしていいよ。必要なだけ兵ひょう糧りょうは持っていっていいから」

　ノエルはそう言うと、二又槍を摑んで、出発の準備に取りかかる。

「カイも今までありがとう。もうゲンブに戻るんでしょ？　遊びに行く約束はなかったことにするね」

「なぜだ？」

「ゲンブはコインブラの敵になった。だから、次に会ったときは、貴方も敵。敵には手加減しないから、そのつもりで」

「……それは実に魅力的な提案だが、それがしが、いつここを去ると言ったのだ。早合点されては困るぞ」

　カイが不服そうに口を尖とがらせる。

「じゃあ帰らないの？」

「うむ。主君シデンからは大事が起きたときは、自らの頭で考えて動くように言われている。生あい憎にく、それがしの頭は悪いので、信念に基づき行動することにする。短い付き合いとはいえ、戦友を見捨てるというのはそれがしの信念に背くものだ」

　カイが言い切ると、彼に従う足軽たちも同意する。

「あはは、カイたちは本当に戦が好きなんだね。わざわざ負けてるほうにつくなんて」

「そなたほどではない。それに、戦が好きというのは些か言葉が悪い。ここは、趣き深いと言うのが正しいのではなかったか？」

「あー、うん、そういえばそうだったね」

「とにかく、貴官を招待するという約束を取り消すつもりはない」

「そっか。じゃあ、遠慮なく遊びに行くね！」

　カイが差し出した手を、強く握り返すノエル。その上から更に巨大な手が載せられる。

「俺も逃げ出したりしねぇぞ。隊長は仲間だし、ディルクのおっさんの仇を取ってやらねぇと。ここで逃げ出すくらいなら、鉱山で何年も抵抗なんかするもんかよ。……確かに俺たちは賊上がりだが、男としての意地がある！　バハールの奴等に痛い目見せてやらねぇと気が済まねぇ！」

「親方が行くなら俺たちも付き合いますぜ！　死ぬときはアンタかノエル隊長の側って決めてんだ！　地獄の鬼にも勝てそうだからよ！」

「お、俺もだ！」

「私も行くぞ！　立場は憲兵とはいえ私もコインブラ軍人、太守に最後まで忠誠を尽くす！」

　白蟻党だけでなく、感極まっている憲兵長もノエルに従うと声を張り上げる。ノエルは心から楽しそうに笑った後、二又槍に二槌印の旗を括りつける。

「じゃあ皆が死んだら私の側にいるといいよ。私は絶対に幸せになるから、お裾すそ分わけをしてあげる。この旗を目印にして帰ってきてね」

「……隊長、死んじまったら幸せも糞もないと思いますぜ」

「へへ、生きている間にお側に行きたいもんですぜ。例えば夜とかに。ねぇ、親方！」

「お前は黙ってろ！　隊長の良い話の途中だってのに、台無しじゃねぇか！」

　ドルカスたちが冗談を言い合うと、ノエルは真面目な表情で述べる。

「でも、噓じゃないよ。覚えていたらでいいからさ」

「へへっ、そりゃありがたい。それじゃ、俺たちが死んだら、隊長の背中に憑つかせてもらうことにしますぜ。後でありゃ噓だったってのはなしですぜ！」

「親方、縁起でもないことを言うのはやめてくれよ」

　白蟻党の面々がそうだそうだと大声をあげると、ドルカスは「そりゃすまん」と笑って誤魔化した。ノエルも一緒に笑うと、全員が笑い出した。ぎこちない表情の者、頰が引き攣っている者、顔面蒼そう白はくな者もいたが、皆逃げ出すという考えは完全に頭の中から消えていた。死への恐怖はあったが、戦う意志が溢れてくる。それが心の拠より所となり、この場に残るという選択肢を皆に選ばせた。

「それじゃあ行こっか。バハールに一気に引っくり返されちゃったけど、まだ負けてない。やられたらやり返せばいいだけのことだし。私は絶対に諦めないから、最後の最後まで頑張ろう！」

『応ッ!!』

　ノエルが叱しっ咤た激げき励れいすると、身分、出身の異なる八百名の兵が、拳を掲げて意気を上げた。勢いに吞まれたリグレットも手を上げていた。はっ、と我を取り戻すとですぐに手を下ろしたが、ノエルはしっかりそれを確認していた。リグレットの顔が太陽のように真っ赤になったのはとても面白かった。







　コインブラ兵は誰もが満身創そう痍いであり、もはや武器を握ることすら難なん儀ぎする様子であった。それに容赦なく刃を振り下ろす敵騎兵隊。槍には飛竜の旗がつけられている。その旗は真紅に染まっており、何人ものコインブラ兵の命を吸い取ってきたようだった。

　その凶きょう刃じんは、いよいよシンシアのもとにも迫っていた。千人いた部下は、すでに三百近くまでに減らされている。逃走した者が少ないのはシンシアの統率力が優れていた証拠だが、気合で体力を補うのにも限界がある。逃げても逃げても敵は追ってくる。しかも、こちらは敗勢濃厚、疲労がたまれば嫌でも士気は下がっていく。

「……シンシア様、我らは、一体どこまで逃げれば良いのでしょうか？」

　肩で息をしている副官が、不安そうに尋ねてくる。

「コインブラ領まで戻ればなんとかなるはずだ。援軍が、きっと来る」

「し、しかし、伝令からの報告によれば、すでに各州がコインブラに攻め入っていると。しかも、友邦のゲンブ州までです。それに呼応して、領主たちが寝返っているなどという噂まであります」

「……敵の流言だ。兵たちには余計なことは知らせるな。これ以上士気が下がれば、我らは崩壊する」

　流言と否定したが、恐らく事実だ。コインブラ領に戻っても、一体誰が味方で誰が敵か分からない状態だろう。

　ウィルム、ガディスの両将が裏切った今、誰を信じていいのかシンシアにも分からない。

　間違いなく味方と呼べるのは、更迭されたノエル、今一緒に退却しているコインブラ軍の面々、そしてトライス川で死んだ者たちだ。

「残念ながら、敵兵が盛んに喧伝しております。噂の広まりを防ぐのは最早不可能かと」

「……そうか」

　シンシアはそう短く答え、会話を打ち切った。もう深く考える気力も尽きかけている。こんな苦しい撤退戦を味わうぐらいならば、ディルクと共に残り、討ち死にしていたほうがマシだったかもしれないと、頭の中に浮かんでくる。

（敵の数、そして勢いは凄まじい。それに加えて恐ろしく強い騎兵まで攻め寄せてくる。これが、バハール軍の真の強さなのか）

　飛竜の旗を掲げ、黒衣を纏った騎兵――黒陽騎が襲撃してくる度、部下の数が著しく減っていく。こちらも反撃をしているが、動きが全く違うのだ。完全に見切ったような動きで、繰り出した槍を受け流し、反撃を食らわせてくる。シンシアの見てきた限りでは、まだ一騎も黒陽騎を討ち取ることができていない。これは、異常なことだった。

「こちらが疲ひ弊へいしているとはいえ、ここまで差があるなど、考えられん。あいつらは、一体なんなのだ？」

「――シ、シンシア様、また黒陽騎が現れました！　後方より敵襲ですッ!!」

「うろたえるな！　槍そう衾きんを組み突進を阻はばめ！　太守のもとまで決して行かせるな、我らが盾たてとなるぞ！」

　シンシアが怒声をあげ、及び腰の兵たちを叱咤する。最後の力を振り絞り、シンシア隊の者たちが隊列を組み上げ、槍を構えて待ち受ける。

　二十騎ほどの黒陽騎が急停止して横隊に展開したかと思うと、手にしていた槍を一斉に投擲し始めた。凄まじい速さで殺到するそれらは、槍衾を組み上げた兵たちに突き刺さっていく。即席で組み上げた隊列が、一撃で突き崩されてしまった。悲鳴と血飛沫が舞い上がる。シンシアの顔に、臓ぞう腑ふの欠片が付着する。正面から投擲槍の直撃を受けた兵は、体を鎧ごと分断されていた。

　黒陽騎の一人が嘲笑を浮かべると、腰に提げていた剣を抜き放ち、馬を走らせてくる。指揮官である自分を討ち取るつもりなのだろう。シンシアも剣を構えるが、体力が尽きかけており、手に力が入らない。目が霞かすむ。

「その出いで立ち、敵将と見受ける!!」

「い、行かせるか！」

「邪魔だ、雑魚がッ!!」

「ぎゃああああああああ!!」

　防ごうと立ちはだかった部下を斬り伏せ、黒陽騎が一気に迫る。

「その首もらったッ!!」

「――ッ」

（ここまでかッ！）

　馬上から繰り出された渾こん身しんの一撃が、シンシアに届こうとしたその瞬間。黒陽騎の身体が不自然に宙に持ち上がった。主を失った馬が必死に嘶いている。

「――グ、グガッ」

「シンシアは私の友達だから、殺させないよ」

　見覚えのある二又槍が黒陽騎の胴体を貫いていた。それを豪快に薙ぎ払うと、赤い物を撒き散らしながら大木に衝突した。

「ノエル！　お前、本当にノエルなのか!?」

「へへ、お待たせ！　皆と一緒に助けに来たよ。お互い、また無事に会えて良かったよね！」

　嬉しそうなノエル。だが、他の黒陽騎はいまだ健在だ。

「ゆ、油断するな！　こいつらは本当に手て強ごわいぞ！　我らはこの黒陽騎にさんざん搔き乱されたのだ！」

「そうみたいだね。でも、さっきの剣の動きは全部見えたから、少しだけ私のほうが強いみたい」

　ニヤリと笑うと、二又槍を構えながら無造作に敵騎兵に近づいていく。

「よくも我ら暁の兄弟をッ！」

「女と雑魚どもを殺せッ！　絶対に一匹も逃がすな！」

　憤った黒陽騎たちが、押し潰そうと殺到する。ノエルは敢えて騎兵の下へと潜り込むと、馬の下腹部から一騎を串刺しにする。その悲鳴を合図に、周囲から大勢の兵が飛び出してくる。

　その旗にはコインブラの天秤旗と二槌旗が掲げられている。ノエルの伏兵だ。驚くべきことに、バハール側についたはずのゲンブ兵まで加わっている。

「あ、あの戦装束はゲンブ兵か!?　彼らはすでにバハール側に参戦したはず。な、なぜ、我らの味方を」

「決して仲間を見捨てぬという、ノエル殿の言葉に賛同したまでのこと」

　いつの間にか隣に立つ、頰に傷のある無骨な男――ゲンブの武官、カイだった。

「貴官はカイ殿か！　援軍、本当にありがたい！　しかし、このようなことをしては――」

　カイのしていることは明らかに命令違反、下手をすれば反逆罪に当たるもの。裁きを待つまでもなく死罪だ。

「主に刃を向けたわけではないから、謀む反ほんにはあたらぬ。万一のときは、処罰を潔く受け入れるまで。そのときは悪鬼の戦いぶりに、魂が魅入られたと言い訳させてもらうがな！」

　カイは豪快に笑った後、シンシアに向き直る。

「それと、貴官とコインブラ公が真に礼を言うべきは、救援を決断したノエル殿であろうな。彼女はそれがし同様に賢くはないが、人を惹き付ける何かがあるのやもしれん。ああ、賢くないというのは馬鹿という意味ではなくて、生き方の問題だ」

「無実の罪で更迭されたというのに、ノエルは私たちを救いに来てくれたというのか。……合わせる顔がないとはこのことだな」

「ノエル殿は気にしてないと思うがな。まぁ、そのような反省は後でされるが良かろう。今は、この場を切り抜けるが最優先だ。コインブラ公には、一旦カルナスへ入って態勢を整えていただく。そこまでは我ら足軽隊が確実に守りきろう！」

「カイ殿、申し訳ない！　私はここで敵の追撃隊を防ぐ！　どうか太守をお願いします！」

　ノエル隊の働きで九死に一生を得たシンシア。兵たちもここが最後の踏ん張りどころと、槍で体を支えながらも立ちはだかる。バハール兵はというと、精鋭である黒陽騎が十程度討ち取られたことで萎い縮しゅくしてしまっていた。憎々しげな怨えん嗟さの声をあげながら後退していくと、随ずい伴はんする歩兵たちも算を乱して散っていった。

「シ、シンシア様、バハール軍が退ひいていきます！」

「はあっ、はあっ、ほ、本当か！」

　シンシアは息を荒げながら、逃げていくバハール兵を見送る。見せ掛けではなく、確かに退却しているようだった。追撃する余力などあるはずもない。シンシアはただちに負傷者の手当てを命じ、カルナスにひとまず危機は去ったと伝令を送る。

「な、なんとか、切り抜けることができたようだな。ノエル、怪我はないか？」

「…………」

　シンシアは血と泥が混じった汗を拭った後、二又槍を持ったまましゃがみ込むノエルに声をかける。流石にノエルも疲れているのか、色白の顔が紅潮している。

　ノエル隊の面々は、逆に追撃するぞという素振りだけ見せている。その後ろでは、騎兵の行く手を遮る乱杭が慌あわただしく打ち込まれ、木々の間に黒縄を縛りつける作業が開始されている。やるべきことは、ノエルの指示によりすべて手配済みらしい。余裕のないシンシアよりも、指揮官としての使命を完全にこなしている。

　そのノエルは、しゃがんだまま動こうとしない。怪訝に思って近づいていくと。

「ノエル？」

「この人、まだ生きてるんだよ。内臓が外に飛び出てるのに。私の不思議槍の炎が、傷口を塞いじゃったみたい。だから、死ねないんだね」

　最初にノエルが串刺しにして、放り投げた黒陽騎だった。シンシアの部下にした行為を、皮肉にも自ら味わう羽目になったようだ。だが、驚くべきことに命の火が尽きていない。いや、ノエルの言葉通り、死ねないというのが正しいのか。胴体の傷が、炎で塞がれて失血死を幸運にも免まぬがれている。だが、壊れた鎧からは原形を留めていない腸はらわたが溢れている。この状態では、死を免れることは絶対にできない。

　他の黒陽騎も限界まで抵抗したらしく、ノエル隊の兵によって、何本も槍を打ち込まれて凄せい惨さんな最期を遂げていた。

「――ガ、アッ！」

「もう楽にしてやれ。敵とはいえ、いたずらに苦しめることはない」

「今ね、話をしてたの。この人、暁計画の完成品なんだって。まだ何も武功を立てていないのに、辛つらい訓練と実験にせっかく耐え抜いたのに、こんなところで犬死になんて嫌だって、子供みたいに泣いてる」

「……暁計画？　生憎、私は聞き覚えがないが、一体なんのことだ？」

「さぁ、なんだろうね。私もよく分からないや」

　ノエルが、言葉を濁した。その様子に知っていて答えないのだろうと思ったが、シンシアは追及するのをやめた。今はそんな場合ではないし、何よりノエルが知られたくなさそうな顔をしていたから。

「しかし、この有様でも気を失わないとは、やはり常人ではないのだな」

　このような人間が揃えられたのが黒陽騎。恐るべき相手だと、シンシアは改めて認識する。

　そして、瀕ひん死しの黒陽騎の顔を見る。充血した目からは、確かに涙が溢れ出ている。だが、その口からはヒューヒューと掠れた呼吸が聞こえるだけで、何を言っているかは聞き取れない。憎むべき敵だが、これ以上何か情報が得られるとは思えない。
















「……ノエル、もういいだろう。お前がやりたくないのなら、私がやるが？」

　シンシアの言葉に、ノエルは首を横に振る。

「最初に、殺して楽にしてあげようかって言ったら、嫌だって言ったんだ。だから、最期まで生かしてあげようと思って。えっとね、最期くらい自分の意志で死にたいのかなって。だから、私は止めを刺すのはやめたんだ」

「しかし」

「…………」

「……悪いが、これ以上見ていられん。止めを刺すぞ」

　シンシアは少しだけ悩んだ後、剣を取り身体に突き立てようとした。ノエルは特に止めようとはしてこなかった。なぜならば、その黒陽騎の目はすでに閉じており、乱れていた呼吸は完全に止まっていたからだ。

「……死んだか。最期まで苦しむ必要はなかっただろうに」

「まぁ、そうだよね。……でも、この人は、幸せだったと思うよ」

「……なぜそう言えるんだ？」

「一人で死ぬのは寂しいじゃない。でも、私は沢山話を聞いてあげた。最期は私とシンシアが一緒にいてあげた。だから、きっと幸せだったと思うんだ」

　ノエルはそう呟くと、二又槍を杖代わりに立ち上がり、どこかふらついた様子で自分の隊のもとへと歩き出した。

　どことなく寂しそうなその背中に、声をかけるべきかどうかシンシアは悩む。意を決してノエルを追いかけようとしたとき、部下が慌てて駆け寄ってきた。

「シンシア様！　グロール様が到着なさいました！」

「そ、そうか。すぐにお迎えするぞ！」

　カイの部隊に護衛されたグロールが、茫ぼう然ぜん自失といった様子で歩いてくる。シンシアはわずかに後ろ髪を引かれる思いがしながらも、グロールのもとへと走り始めた。
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　敵の追撃部隊を退けることに成功したノエルたちは、再びカルナス城塞へと戻った。

　グロールも無事だったが完全に意気消沈しており、到着後はまともに立ち上がることすらできない有様だった。

　最も信頼していた将二人に裏切られた挙句、完膚なきまでアミルに叩き潰されてはそれも仕方ないとシンシアは思った。本音を言えば、このような状況だからこそ奮起せねばならないのだが。兵たちの士気に嫌でも関わってくる。

　それに引き換えノエルは邪魔臭いほど元気一杯だった。外ではあれほど疲労した様子を見せていたのに、戻ってきて一時間もすると、再びいつもの調子である。励ましの言葉は不要なようだった。

「……もう回復したのか？　あれほど倒れそうな顔をしていたくせに」

「集中すると本当に疲れるんだよね。でも、少し休んだからもう大丈夫！」

「そうか。しかし、一息つけたのはいいが事態は最悪だな。良い報せが一切入ってこない。一体、どれだけの味方が残っているのかも分からない」

「ね、シンシアも少し休んだほうがいいんじゃない？　幸せが逃げていきそうな顔してるよ」

「すでに逃げられた気分なのは確かだ。先が思いやられる」

「あらら」

（……ノエルは現状を理解しているのだろうか。念のために説明しておいたほうがいいか）

「……ノエル、少し聞いてくれるか」

「ん、何かな？」

「私の知る限りのことを、今の内に話しておきたい。お互いの情報を整理するとしよう」

「うん、分かった」

　現状、唯一の朗報といえるのは、マドレスには辛かろうじてコインブラの支配が効いているということぐらいだ。諫言を繰り返したために謹慎中だったペリウスが、反乱を起こそうとした者の拘束に成功していた。このような事態を、薄々は想定していたのかもしれない。

　逆に、悲報は山のように届けられていた。まず、ウィルム、ガディスの息がかかっていたコインブラの領主たちが一斉に造ぞう反はん。コインブラの天秤旗を下ろし、恥ずかしげもなくバハールの三剣旗を掲げているらしい。

　次に、ゲンブなどの各州がバハール側に参戦したことが確定した。ゲンブとギヴは北方の関所を制圧し、兵を並べて進撃できる態勢を整えている。南の海上からはリベルダム海軍が接近中だ。こちらには裏切ったロイエが同行しているらしい。彼らが一斉に攻撃を仕掛けてきたら、堅城を誇るマドレスとはいえ、長くもちこたえるのは無理だろう。

　シンシアは、これらのことを包み隠さずノエルたちに話した。その上で、これからどうするかを話し合おうと考えたのだ。

　休憩しながら聞き入っていた者たちは、苦境は大体予想していたようで特に驚いた表情は見せなかった。とはいえ、収集した情報を基に、いまだ健在の拠点、造反した拠点、各州の動向を地図に記していくと、その顔は苦々しげなものに変わっていったが。――ただ一人の例外を除いて。

「なるほどね。うん、大体分かったよ！」

　ノエルの元気な声が響く。シンシアは面食らいながらも、話の本題に入ろうとした。

「そ、そうか。それで、これからのことなんだが――」

「その前に一杯いいかな。くーっ、胸に染み渡る！」

　酒のように飲んでいるが、ただの水である。

「……おい。もう少し真面目に人の話をだな」

「誰かお代わり持ってきてくれる？　シンシアの長い話をまだ聞かなくちゃいけないみたいだから」

　ノエルは水筒の水を一気に飲み干した後、お代わりを要求する。シンシアは説教しようかと思ったが、それだけの気力は残っていない。

　隣にいたリグレットが、自分は従者ではないと激しく舌打ちしながらも水を汲くみに行った。こちらも抵抗する気力がもうないのだろう。

（……本来であればリグレット殿は処罰すべきなのだろうが）

　シンシアはリグレットの件についてはとりあえず黙認している。処罰すべきという声も内部から出ているが、今は他に優先すべきことがあるとシンシアが宥めたのだ。

　何より、ノエルにそのつもりがないのだから、尚更難しい。グロールも今は判断が下せるような状況ではない。この騒動がすべて終わった後に考えれば良いことだろう。先送りでも構うまい。

（……すべてが無事に終わればの話だがな）

「隊長、こいつで良ければ飲みますかい？」

「本当は飲みたいんだけど、流石に怒られるからやめておくね」

　ドルカスが腰に提げている水筒に目を向けているノエル。どうやら酒が入っているらしいが、わざとらしく「えへへ」などと笑っている。

　これが、先ほどまで死闘を繰り広げていた猛将なのだろうか。もしかしたら夢だったのかもしれないが、シンシアは確かに生きている。間違いなくあれは現実だったようだ。

「ノエル、私の話を聞いていたか？　今がどういう状況かは分かっているんだろうな」

「うん、ちゃんと聞いてたよ。別に、造反した領主たちは気にしなくていいんじゃない。すぐに裏切るような連中は、状況が変わればまたひっくり返るよ。そんなどうでも良い連中よりも、バハールの大軍のほうが厄介だよね」

　欠伸をした後、地図上に視線を走らせていくノエル。途中、リグレットから水筒を差し出されると、今度はちびちびと飲み始めた。ふざけているように見えたが、しっかりと考えているようだった。

「……状況は刻々と悪化していくだろう。日が暮れると同時に、我らは太守をお守りしながらマドレスへ帰還する。カルナス周辺の街道、間道は乱杭などで封鎖したが、幾らも時間は稼げないだろう。闇に紛れて、一気にマドレスまで突き進むしかない」

「うん、マドレスは落とされたらまずいよね。あそこは一番気合を入れて守らないと。でも、これから勝ちにもっていくには、どこかで勝負に出ないと駄目かな」

　ノエルがマドレスに続く道、ライン街道を指差す。丁度山やま間あいの道となっている狭い地点だ。

「……まさかとは思うが、まだ勝てると思っているのか？」

「負けるために戦う人間なんていないでしょ。諦めたならとっとと逃げたほうがいいし。死にたいだけなら別だけど」

「いや、そりゃそうですがね。いくら隊長が悪鬼だろうと、こいつは中々難しいですぜ。敵は五万以上、対する俺たちは敗残の一万人だ。こんなボロボロな有様じゃ、まともに戦えませんぜ」

　ドルカスが横槍を入れるが、ノエルは問題ないと言い放つ。

「バハール軍だって、いつまでもあの大軍を維持してはいられないよ。だから拠点が何個落とされたって問題ない。後で取り返せば良いんだからね。最悪、マドレスが落ちても、生きていれば戦い続けられる。この広いコインブラ州が私たちの城であり戦場なんだから」

「……流石は隊長、いつでも前向きだ。俺も見習わないといけないようで」

「くよくよしても仕方ないしね。だから、私はいつまでも戦い続けるよ。取られたら、いずれ取り返す。それだけかな」

　ノエルは地図の上に両手を広げると、各拠点に立てられた旗を薙ぎ倒していく。

「ふん、そう簡単には行きませんよ。相手も馬鹿じゃないんです。私たちを確実に詰ませにかかってくるでしょう」

　リグレットの馬鹿にしたような声に、ノエルが反論することなく頷く。

「だから、なんとかして勝てる方法を探さないとね。さ、皆で考えよう！」

「……と、言われても、それがしの頭では些か難しいな。こういうことは、ハクセキ老が得意なのだが。しかし、正面から当たるのが愚ぐ策さくというのは分かるぞ」

「大軍を簡単に蹴散らせるような策がぽんぽん出てくりゃ、世の中苦労はないですぜ。だから俺たちは鉱山に隠れることにしたんだ」

　真剣に頭を捻り出す面々。散々嫌味を述べていたリグレットまで一緒に悩み始めている。何があったのかは分からないが、ノエルとの仲が多少は改善されたのかもしれない。

（……と、そんなことを考えている場合ではないな）

　時間の余裕はないと判断し、シンシアはとりあえずノエルを連れ帰ることに決める。

「すまんが、起死回生の策を練るのは一旦保留だ。今は太守をマドレスにお連れするのが最優先だからな。あそこは我らの生命線、一刻も早く戻らねばならない」

「うん、分かった。それじゃあ、ここでお別れだね。……次もまた無事に会えるといいね」

　ノエルは少しだけ寂しそうに呟くと、シンシアは眉を顰めて疑念を示す。自分は行かないと言っているように聞こえたからだ。

「何を言っている。他人事ではなく、お前たちも一緒に行くんだ。こんなところで孤立したら確実に死ぬ。置いていけるわけがない」

　この城じょう塞さいは放棄しても構わないとシンシアは考えていた。最後の決戦を望むならマドレス城が最善である。

「さっき、シンシアが言ったんじゃない。あの封鎖じゃ幾らも時間を稼げないって。だから、敵に脅しをかけておかないと。あまりこっちを舐なめると、ひどい目に遭うってね。一回思い知らせれば、きっと慎重になるよ」

　ノエルがニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべる。その顔からは、先ほどまでの子供のような無邪気さは搔き消えている。

「待て。ならば、私の隊が殿となり時間を稼ぐ。お前には何度も助けられている。今度は私の番だ。私とて、死ぬ覚悟はとうにできている！」

「悪いけどそれは駄目だよ」

　ノエルが一蹴する。反論を許さないという威圧感がある。だが、シンシアも譲ゆずれない。ディルクに続きノエルまで殿を務めさせるなどと、そのようなことは騎士として認められない。

「先ほど、お前は我らの窮地を救ってくれた。それだけで十分な働きだ。今回は私に残らせてくれ。ディルク様を死なせ、更にお前を死なせることになっては騎士の名折れだ！」

　シンシアは勢い良く机を叩きつけて威い嚇かくする。が、ノエルは全く動じない。獰猛な表情は再び穏やかなものに戻っている。

「ね、シンシアには太守を守る役目があるでしょう。それに、疲れきった兵じゃ全然時間稼ぎにならないんだ。だから、ここは元気な私たちが残るのが一番良いんだよ。ちょっとした〝考え〟もあるしね」

「……し、しかしッ！」

　シンシアは激しく葛かっ藤とうする。確かに、シンシア隊の兵はしばらくは使い物にはならない。再び黒陽騎の脅威に晒されたとき、果たして剣を構えることができるかも怪しい。一度恐怖を知ってしまった兵たちだ。一気に総崩れとなる可能性もある。

「ま、また私にお前を見捨てろと、そう言うのか？」

「大げさだなぁ。ちょっとお別れするだけじゃない。大丈夫、またすぐに会えるよ」

「…………」

「でも、太守を送り届けたら、今度は助けに来てくれると嬉しいかな。誰かに助けてもらうっていうのも、一度は味わってみたいなー、なんてね！」

　ノエルは「冗談だから気にしないで」とシンシアの肩を叩いた後、戦いの支度に向かっていった。







　トライス川で勝利を収めたバハール軍は、カルナス城塞に至る街道上で、障害物の除去を行っていた。乱杭を掘り返し、黒縄を断ち切り、時折仕掛けられている落とし穴を埋め立てる。どれもこれも騎兵に致命傷を与えうるもので、工作兵の護衛にあたっている黒陽騎の苛立ちは頂点に達しようとしていた。一気に勝負を決めるつもりで、全力の追撃を行っていたのに、それが不発に終わったせいもある。

　だが、一番の原因は、暁計画により生み出された仲間、兄弟ともいえる存在が二十騎も未帰還だったからだ。すでに何人かの死体が見つかっており、彼らがどうなったのかを予測するのは容易だった。一人一人が剣の達人であり、人並み外れた膂力の持ち主。それを二十騎も一挙に失うことになってしまった。己の強さに多大な自信を持つレベッカにとっては、あってはならないことだった。

「あー!!　本当にイラつくッ!!　こんなところでチンタラしている間に、グロールの糞野郎が逃げちまうじゃねぇかよ！　ったく、早くしろよっ、この愚ぐ図ずどもが！」

　黒陽騎副将のレベッカが、近くにいた工作兵を蹴り上げる。手加減はしていたが、工作兵にとってはたまったものではない。悲鳴をあげながら、別の場所へ逃げていってしまった。

「てめぇ、待ちやがれッ！　作業を放棄するつもりかよ！　ぶっ殺すぞ!!」

　レベッカが追いかけようとしたところに、仲間の探索に当たっていた黒陽騎が帰還した。

「……レベッカ様、行方不明だった兄弟たちが見つかりました」

「本当か！　皆、無事だったか!?」

「いえ、残念ながら全員死んでいます。帰還した兵の話によると、やったのは二槌の旗の部隊だったと」

「糞ッ、またノエルとかいう雌めす豚ぶたかよッ！　畜生がッ！」

「本当に、本当に無念です！」

「必ず仇を取りましょう！」

　涙を流す黒陽騎たち。レベッカも思わずつられそうになるが、必死に堪える。今は泣いている場合じゃない、なんとしても仇を討ち、無念を晴らさなければならない。こんな杭やら縄やら、姑こ息そくな真似をする屑どもにやられた無念はいかほどであったか。レベッカは大剣で乱杭を何度も何度も叩きつけて粉砕する。

「絶対に許さねぇッ！　悪鬼だかなんだか知らないが、八つ裂きにして豚の餌にしてやるッ！」

「レベッカ様、ノエルの二槌旗は、いまだカルナス城塞に揚がっております。必ずや我らの手で討ち取り、兄弟の魂に捧げましょう！」

「当たり前だッ！　アタシたち黒陽騎を舐めたこと、絶対に後悔させてやるんだッ！」

　憤いきどおる黒陽騎たち。そこへ、偵察を終えたファリドも帰還した。その槍は血で汚れている。逃げ遅れたコインブラ兵の掃そう討とうを行っていたのだ。

「カルナス城塞の様子が少しおかしいようだ。旗は揚がっているが、敵兵の姿が一切見えない。何か、企んでいるのかもしれない」

「罠があったら叩き潰すまで、そうだろ兄貴！　アタシたちは騎兵だが、歩兵になっても最強なんだ。馬はただの移動手段なんだからな！」

　レベッカの絶叫に、ファリドは呆れ顔を見せる。

「おい、少しは冷静に考えろ。なぜ敵の姿が見えないのかをな」

「考えてる暇があったら、落として確認すりゃいいじゃないか！」

　そこに、敵襲の叫び声が聞こえてくる。数本の矢が飛んできたくらいだが、作業は中断してしまった。時折、周囲に潜んでいる敵兵が、散発的に攻撃してくるのだ。追いかけても姿は見えない。木の上から適当に矢を放ち、素早く移動しているようだ。大きな被害はないが、邪魔臭いことこの上ない。殲滅するために兵を向ければ、作業は更に遅れてしまう。

「ああ、鬱うっ陶とうしい！　さっきから何回も腑ふ抜ぬけた攻撃ばっかりしてきやがって！　今すぐぶっ殺してやる！」

　叩き落した矢を、何度も何度も憎々しげに踏みつけるレベッカ。ファリドはそれを見て、レベッカの胸元を摑み上げる。黒陽騎は確かに強いが、すぐに激昂するという欠点がある。獣の性質に近いものがある。それを躾しつけけるには、恐怖を適度に与えることだ。

「頭を冷やせレベッカ。どうして敵がこんな真似をしてくるか考えろ」

「で、でもさ！」

「お前は副将なんだ、感情に流されずに頭を使え！　同じことを何度も言わせるなッ!!」

　ファリドが厳しく睨みつけると、レベッカは顔面蒼白、涙目になる。

「わ、分からないよ！　アタシは馬鹿だから、全然分からない！　あのノエルとかいう奴は、アタシたちを小馬鹿にしてるに決まってるんだ！」

「ああ、その通りだ。だが、なぜ馬鹿にして怒らせに来るのか――そこまで考えろ。僕なら、確実に罠を仕掛けて待ち受ける。お前が怒って乗り込んできたところを討つためだ」

「これは、そのための誘いなのか？」

「そういうことだ。いわゆる誘引の計、一つ勉強になっただろう」

　ファリドは胸元から手を離してやると、うなだれるレベッカの頭を優しく撫でてやる。飴あめと鞭むち、これが獣の教育には最も効果的だ。かつて、自分も教会でそう教育されたのだから、間違いない。ファリドはただ教えてくれた人たちと同じことをしているだけだ。

「いやいや、見事な教育方法です。流石はアミル様が見込んだお方だ。フフフ、実に私好みのやり方ですねぇ」

　愉快そうに拍手しながら現れたのは参謀のミルズ。馬に引かせた戦車、その窓から身体を乗り出している。

「これは、ミルズ様。まさかいらっしゃったとは。お見苦しいところをお見せいたしました」

「いやいやいやいや。私の代わりに注意していただいたようで、お礼を申し上げます。あのカルナスに迂う闊かつに手を出すのは危ないと思いましてねぇ。特に名高い黒陽騎の武功に、わずかでも泥をつけてはと思い、自慢の戦車を飛ばしてやってきたのですよ」

「では、やはり罠があるとお考えで？」

「ただの勘で確証はありませんがね。執しつ拗ように誘いをかけてきているところを見ると、まぁ間違いないでしょうねぇ。ノエルとか言いましたっけ。あの悪鬼は懐に誘い込んで、痛い目に遭わせるという戦法を得意としているようで。偉大な太陽帝ベルギス様の真似をしているだけでしょうが、警戒するに越したことはありません。あんな猿真似に引っ掛かってはいけませんよ」

　ミルズは戦車から降りると、指揮杖をトントンと地面に打ちつける。

「ミルズ様は、どうするのが最善とお考えでしょうか。私としては、カルナスを無視するわけにもいかないと思いますが」

「無論、ファリド殿の仰る通りです。目の上の瘤こぶ、後顧の憂いとなりうるカルナスの放置などありえません。しかも、あの城塞には悪鬼の旗が掲げられていますからね。あそこまで堂々とした相手を前に、こそこそと見ない振りをするなど、兵の士気に驚くほど関わりますよ」

　ミルズはにやりとしながら杖を振り、壊れた乱杭の破片を弾き飛ばす。そして言葉を続ける。

「……ですが。ですがですよ。考えなしに攻めて、ラインのベロッテ伯爵の二の舞を演じるのも愚の骨頂。ならばどうするかと言いますと。フフフ、アミル様と相談した結果、捨て駒を使うことにしました」

「……捨て駒？」

「ええ。何人死のうが、どうでも良い連中が最近増えたでしょう。無駄飯を食わせるばかりではあれなので、少しはバハールのために役に立ってもらわないといけません。数が減ったほうが食糧の節約にもなります。フフフ、こんなことを聞かれたら、彼らに刺し殺されそうですがねぇ。フフフッ！」

　哄笑するミルズ。それをファリドは感情を表さないよう気をつけて観察する。この優男の知恵は間違いないものだし、確かに役に立つ。参謀に必要な冷徹さも備わっている。だが手段を選ばないどころか、率先して行うそのやり方は、いずれアミルの障害になりうる可能性もある。毒草は薬にもなるが、その本質はやはり毒なのだ。

「流石はミルズ参謀、見事な策と感服いたしました」

「フフフ、褒めても何も出ませんよ？　そうだ、終わったら勝利を祝うための席を用意してありますので。貴方も是非ご参加ください」

「承知いたしました」

　その時がきたら、真っ先に始末してやろうと心に決め、ファリドは満面の笑みで相槌を打った。




　ようやく障害の除去が完了した翌日、バハール軍は満を持してカルナス城塞へと攻め寄せた。

「進め、進めッ！　逆賊の籠るカルナスを一気に攻め落とすのだッ！」

　寄せ手の将はバハール軍に投降したばかりのガディスだ。コインブラ人の兵五千を率い、コインブラの旗が揚がる城塞へとガディスは攻撃を命じる。現在の地位は、コインブラ太守代行補佐、ウィルムの副将扱いである。同列なのに待遇が異なることに納得がいかないガディスだが、アミルの決定に正面から逆らうわけにもいかない。ただ口惜しげに頷く他なかった。

（だが、ここで功を上げればウィルムに並ぶ、あるいは逆転することも不可能ではあるまい。戦いはまだまだこれからよ）

　裏切るまでは葛藤の日々だったが、行動を起こしてしまえば大したことはない。むしろ、優勢な側につくことができて心から安堵する気持ちだった。それは兵も同じらしく、皆の顔は一様に明るい。士気は今までにないほど高まっているように見えた。

「これは逆賊を討伐する戦いだ！　我らは正しき選択を行ったまでのこと。決して恥じるな、我らこそが正義なのだ！　陛下の敵を打ち払え！」

　兵を鼓舞し、自らも堅く閉ざされた門前へと迫る。城壁からの反撃がないのを見て、ガディスは敵は逃げたという確信を持った。いたとしても、本当に少数のみだろう。でなければ、城壁から矢が撃ちかけられているはずだ。掲げられている二槌の将旗を見る限りでは、あのノエルとかいう成り上がり者が守っていたようだが、すでに旗を置いて逃げ出したらしい。

（己の将旗を置いて逃げ出すとは、やはり下賤な成り上がりよ。騎士の誇りなど欠片ほどもないようだ。本当にグロールは見る目がない男だ）

　少々の幸運で、ただの流れ者から百人長まで駆け上がったノエル。常に敵対視していたウィルムと異なり、ガディスは特になんの感情も抱いていなかったが、邪魔をするならば話は別だ。経験の差というものを教えた後で、徹底的に叩き潰さねばならない。生憎、今回はその機会はないようだったが。

「コインブラ軍に悪鬼など存在しないことは、我らが一番よく知っている。皆の者、決して臆するな！　進めいッ！」

　一切の抵抗がない城門は容易く打ち破ることに成功。攻城梯子や、投石機など使う必要すらなかった。城内にもコインブラ兵の姿はないようだ。

（これほど楽な戦いはなかろう。逃げ出したノエルめに感謝してやりたいくらいだ）

　流石に、同胞を虐殺することには抵抗を覚えるが、この分ならばその心配もなさそうだとガディスはほっと息を吐いた。実際そのときになれば、兵たちは同胞へと剣を向けるだろうが。間違いなく自分もそうする。

　近しい身内ならばともかく、ただ生まれた州が同じというだけなのだ。所詮は他人の集まりであり、軍隊という器に入れて強制的に仲間意識を植え付けてきただけのこと。

「ガディス様、やはり敵兵の姿は見当たりません。ですが、かなりの量の物資が残されております！」

「この散乱ぶりから見るに、全物資を運んでいる暇がなかったのではないかと。相当慌てていたようで」

「よし、全兵を投入し物資を回収させるのだ。アミル様に捧げれば、我らの覚えも良くなることだろう。それと、城内の捜索は続けよ、どこに兵を潜ませているか分からんからな！　情報を聞き出す故、できる限り生かして捕らえよ！」

「承知いたしました！」

「……ふん、何がコインブラの悪鬼だ。グロールはえらく買っていたようだが、所詮は小娘よ。それが指揮官面しているとは、実に馬鹿馬鹿しい話だ！」

　ガディスは罵倒しながら、入り口付近で腰を落ち着ける。中に入らないのは、伏兵がいる可能性を考えているからだ。戦の後にはコインブラの統治に関われるという約やく定じょうが為されている。自らの安全に、念には念を入れるのは当然だ。とはいえ、臆病者呼ばわりされるわけにもいかないので、こうして自らも城内へと入ったというわけだ。

「こりゃあ、すげぇな。おい、見ろよ。金塊がごろごろ落ちてやがる」

「へへ、食い物も沢山あるじゃねぇか。飲みきれねぇほどの酒もあるぞ！」

「他にもお宝が一杯あるぜ。ん、なんだこりゃ。なんかの鉱石か？」

「そんなものほっとけよ。それより金目のものを探そうぜ。少しくらいは、ガディス様もお目こぼししてくれるかもしれねぇ。太守になれるってんで、えらく機嫌がいいからよ！」

「本当かよ!?　そうなりゃ善は急げってな！」

　城内には兵糧や金塊が撒き散らしたかのようにばら撒かれていた。逃げる際の混乱でこうなったのだろうと、兵たちは特に疑うことをしなかった。実際にはその兵糧や金塊に紛れて、奇妙な布袋が均等に配置されていたのだが。

　ガディス隊が完全に城塞内に入ったのを見届けると、身を隠していた白蟻党の一人が合図を送る。すると潜んでいた者たちが同時に火矢を放った。彼らは結果を見届けることなく城壁から縄を伝って素早く逃走した。

「……おい、何か臭くないか？」

「確かに臭うな。って、こりゃ煙じゃねぇか？」

「気のせいじゃねぇぞ。どっかが燃えてるんだ！　早く見つけて消せッ！」

「け、煙の勢いが――」

　それから数分の内に、カルナス城塞は一気にその様相を変えることになる。火の手が城塞内部の至るところから立ち上る。

　激しく燃え盛る炎が、残されていた物資に燃え移り、あらかじめ撒かれていた油を燃料として更に勢いを強める。均等に配置されていた燃焼石に引火、破裂し、容赦なく犠牲者へと襲い掛かった。

　阿鼻叫喚の坩る堝つぼとなった城塞、その脱出口は城門だけだった。仲間を押しのけ、必死に逃げ出そうとする兵士たち。だが、恐慌状態に陥った兵たちは冷静な行動をすることができない。押し潰され圧死する者、錯乱して同士討ちを行う者、地面を掘って隠れようとして、煙に巻かれて窒息死する者。カルナス城塞が人間の焼ける臭いで満たされていく。

　そうやって時間を取られている間に、カルナス城塞全てが炎で埋め尽くされた。真っ赤に燃える炎の城塞、焼死していく人間の悲鳴、その頂点には悪鬼の二槌の旗。その煉れん獄ごくの光景は、バハール兵たちの脳裏に強く刻まれることとなった。

　ようやく火が収まったとき、ガディス隊の生存者はわずか五百人、死傷者数は四千を超えていた。ほぼ全滅と呼べる悲惨な有様だ。

　真っ先に脱出したガディスはなんとか生き残ることができたが、崩れてきた瓦が礫れきで右足を潰される重傷を負うこととなった。




「うわぁ、よく燃えてるね。作戦は大成功だ！」

「へへっ、上手くいったようです。あれじゃ、中にいた連中は無事では済まんでしょうな」

「ま、そうだろうね。うーん、それにしても良い眺めだなー。真っ赤な太陽と真っ赤な要塞、実に不思議な光景だね。ね、リグレットも見てみない？」

　大木の上から楽しげに眺めていたノエルが尋ねる。隣にはドルカスもいる。下には木登りができないリグレットがふて腐れていた。

「ふん、結構ですよ。それより知ってますか？　馬鹿と煙は高いところが好きらしいですよ。貴方たちにはお似合いの場所ですね」

「まーた始まりやがったぜ」

「それじゃ、リグレットもこっちに来たほうが良いんじゃないかなー。ま、登れたらだけどね！」

　嫌味を返されたリグレットの顔が真っ赤になる。しかし、登れないのは事実なので何も言い返せない。

「ははっ、違いねぇ！　しかし隊長も中々言いますな」

「あはは、口の悪さが似てきちゃったみたい。さーて、そろそろ皆が帰ってくるから、逃げる準備を始めよっか！」

「はっ！」

　ノエルは大木から飛び降りると、退却準備に取りかかる。そして、火つけ任務から帰還した白蟻党と合流後、撤収を開始した。

　ノエルは切り札として残しておいた燃焼石の大半を、このカルナス城塞の火計に費やしてしまった。だが、それだけの効果があると考え、渋るドルカスを説得して実行に移した。迂う闊かつに突っ込んできたらこうなるぞと、強烈に見せ付けることで、敵の士気、そして進軍速度の低下を図ったのだ。

　ノエルの策は見事に当たった。

　以降、バハール軍は無抵抗の拠点でも慎重に動かざるを得なくなる。どこに悪鬼の手先が潜み、再びあの煉獄を再現しようと企んでいるか分からない。

　悪鬼は拠点ごと焼き尽くす化物、油断すれば恐ろしいことになる。

　故に、バハール軍は寝返ってきた領主たちにも疑いの目を向け、綿密に調査を行うことを徹底した。カルナスが破壊されたとはいえ、バハールの優勢はなんら変わることはなかったが、ノエルの目もく論ろ見み通りに進軍速度は低下した。

　この場で惨劇を目撃したバハール兵、そして裏切ったコインブラ兵たちは、後々まで悪鬼の幻影に脅えるようになる。『悪鬼ノエルは神出鬼没、逆らう者はすべて煉獄に叩き落される』、『裏切った者は祟たたりにより、必ず悲惨な末路をたどる』などという怪しげな流言まで広がり始めた。これは、ノエルが仕掛けたものではなく、リグレットが捕虜を使って勝手に仕掛けたものだが。

　ウィルム、そしてバハールの将たちはなんとか鎮めようと躍やっ起きになったが徒労に終わる。噂というのは、鎮めようとすればするほど信しん憑ぴょう性が増していく。しかも、実際に目撃したという兵も大勢いる。結果として、ノエルの名は更に広まっていくこととなった。

　しかしノエル本人は、悪鬼という異い名みょうをあまり気に入ってはいなかった。悪いことをしている気はさらさらなかったからだ。

「まぁ、仕方がないね」と笑うと、ノエルは手製の鬼の面――夜中に見たら悲鳴をあげそうなほど不気味な角付き白仮面を被り、休憩中のリグレットをからかいに行くのだった。

　――こちらも、効果は抜群だった。
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　アミル率いるバハール軍五万は、バハール領の再征圧を順調に完了。更に躍やく進しんを図るべく、州都マドレスを目指しコインブラ領に侵入を開始した。皇帝ベフナムより賜たまわった太陽の御み旗はたを掲げての進軍だ。この御旗に逆らう者はすべてが逆賊となる。我こそが太陽帝国の後継者であると見せ付けるように、アミルは威い風ふう堂どう々どう、街道の西進を開始した。

　一方、カルナスを焼き討ちした後、転進したノエル隊は無事コインブラ領に戻ることに成功していた。バハール軍の進軍速度が低下したこと、追っ手がなかったことで迅速に行動することができたからだ。

　とはいえ、コインブラ領の情勢はこの一ヶ月で大きく変わっている。すでに大半の領主が離反しており、その数は日に日に増している。各村々も状況を把握し始めており、自発的にコインブラの旗を降ろす始末だ。本来なら味方領内のはずだが、ノエルたちにとって安全地帯とは言い難くなっていた。

「合図をしたらいつも通りリグレットは突撃ラッパを吹き鳴らして。もちろん、本当に攻めかかったら駄目だよ」

「……こんなことを繰り返しても、なんの意味もないわ。焼け石に水もいいところじゃない」

「まーた糞アマが根暗なことを言ってやがるぜ。俺たちの士気を下げるのだけは本当に上手いな」

「うるさいわね！　あの大軍相手に、こんな小細工を毎日毎日。一体なんの意味があるのかって考えてただけよ！」

　リグレットが激しく舌打ちする。最初は効果的だと賛成していたのだが、いざ自分で実行してみると、疲労がたまっていく。そして、愚痴が漏れる。兵たちはそれを聞いて呆れた表情を浮かべる。

　ノエルは教会で嫌々勉強したことが、思い出されてきた。机き上じょうで考えを巡らせるのは好きなくせに、自分では実行できないタイプ。指揮を任せてはいけない類の人間であると、先生は言っていた。教えを守るつもりはないが、なるほどなぁと納得もしてしまう。

　当然、そんなことを面と向かって言ったりはしない。きっと傷つけてしまうだろう。大事なのは適材適所である。実行するのは自分でいいのだ。そして、愚痴を漏らすリグレットは強引に連れていく。連れていけば、たまに面白い意見を言ってきたりする。これが指揮官と副官の正しい形かもしれない。いわゆるノエル流軍学である。

「できることはしておかないと。それに、相手の嫌がることをするのが戦だからね。敵だって、最初は笑っていても、そのうち苛々してくるよ」

「ふん、そうだと良いですね。逆にこちらが苛々してきますから」

　また舌打ちするリグレット、それを憎々しげに睨むドルカス。我関せずのカイ。全くもっていつもの光景だった。




　ノエルはバハール軍の進む街道沿い、特に丘や林などが点在する場所に兵を配置。昼夜を問わず幾度となく突撃ラッパを吹き、あるいは戦鼓を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに叩き鳴らした。カルナスの惨劇を目撃したバハール兵は、慌てて隊列を組み、迎撃態勢を取る。あの悪鬼は、何をしてくるか分からないという恐怖が兵たちに刻み込まれており、厳重な警戒態勢が常に取られる。最強を誇る黒陽騎が二十騎犠牲になったという事実もあり、噂は尾ひれをつけて広まり続けている。

　しかし、いくら待っても敵は一向に現れない。聞き慣れたラッパの音に、二槌の旗は掲げられるのだが、実際に襲撃に来ることは一度もない。最初は緊張感を持っていた兵たちも、それが幾度となく続けば嫌でも慣れる。段々と警戒を怠おこたるようになり、ラッパの音を気にしなくなる。悪鬼などというのはやはりただの噂で、我らに恐れを為したなどと余裕を見せ始める。

　それを待っていましたとばかりに、ノエルは白蟻党を率いて襲撃を仕掛けるのだ。狙うのは、動きの鈍い輜し重ちょう隊。徹底的に焼き尽くし、本隊が戻ってきた頃には姿をくらませる。こういった遊撃戦は、鉱山を拠点に生き延びてきた白蟻党の最も得意とするところ。戦闘力の優れたノエルを先頭に、縦横無尽に暴れまくった。

　このゲリラ戦法に悩まされたバハール軍は、輜重隊周りの警備兵を必要以上に増強することで解決を図ろうとした。全兵には決して油断するなという触れを出し、背く者は斬ざん首しゅするという厳命が下った。バハール兵は緊張感を維持することを強制され、再び威嚇を繰り返すだけになったノエルに散々精神力を削られていくことになる。

「随分警備がきつくなったけど、敵も大分疲れてきたみたいだよ。リグレット、意味は結構あったんじゃないかな？」

「……ふん、それはどうでしょうね」

「本当に口の減らない女だな。完全に効いてるじゃねぇか。どいつもこいつも、顔が疲れきってやがるぜ。太陽の御旗を掲げた、正義と栄光の軍勢には到底見えねぇな」

　遠眼鏡を持つドルカスが、無ぶ精しょう髭ひげを抜きながら嘲る。

　バハール兵たちの足取りは見るからに重く、顔色も良くない。常に襲撃に怯えるというのは、かなりの圧力になっているのだろう。ノエルは指を鳴らして、狙い通りだと喜んだ。

「それがしが敵の立場なら、たまったものではないな。見えない敵に備えるというのは難しいもの。毎日備えをし続ければいずれ疲弊し、油断をすれば悪鬼が襲い掛かってくる。追いかけようとすれば一目散に逃げ去ってしまう。……そなた、実は本物の鬼なのではないか？」

　カイが真顔で言ってきたので、ノエルは愉快そうに笑う。

「もしそうだったらどうするの？」

「是非とも、鬼になる秘訣を教えてもらいたい。それがしも国を守る鬼として戦いたいのだ」

「あはは、頭に角をつければ誰でもなれるよ！　後で作り方を教えてあげる。知ってる？　リグレットなんか腰を抜かして――」

「馬鹿なことを言っている場合ですか！　確かに疲弊を強いているとはいえ、敵は順調にコインブラ領を進んでいるんです。どうしたら敵に大打撃を与えられるか真剣に考えないと！」

　リグレットの言う通りなのだが、そんな都合の良い策があるならとっくに実行している。しかし諦めるわけにはいかない。だから、できるだけ効果が上がるように今は餌を撒いているのだ。機会は一度しかないだろう。それを逃したら、もう勝ちの目はない。

「……他にできることもないしね。私たちは千人以下だけど、相手は五万以上の大軍でしょ。私たちの有利な点は小回りが利くことぐらい。だから、今はこれで良いと思うな」

「話の途中に申し訳ありません。隊長、そろそろ頃合です」

「了解したよっと」

　そう言うと、ノエルは白蟻党の者に手を上げて合図を送る。バハール軍の側で火を上げさせる合図だ。燃えやすい枯れ草を配置し、油をかけて火矢を射掛けるだけの簡単な発火装置。相手が火計を嫌がっているのはなんとなく分かるので、たまには期待に応えてあげないといけない。小規模なものなので、特に相手に被害を与えることはできないだろうが。嫌がらせなのだから問題はない。

　白蟻党の弓兵、そしてノエルも弓を構えて、発火装置に火矢を打ち込む。ついでに、先頭を行くバハール騎兵にも矢を打ち込んで射落としておく。騒々しくなったバハールの隊列が、こちらに向き直る。だが、険しい木々に覆われており、ここまで一気に駆け上ってくるのは中々難しい。しかも、相手は伏兵を警戒しつつ移動しなければならない。

「今日はここまでにして、次に向かおうか。敵は他にも腐るほどいるからね」

「はっ！」

　ノエルは引き上げの合図を送り、草むらに隠れながら撤収を開始した。




　自由に行動できるようになったノエルは、思ったことを即実行するようになっていた。今までは一々許可をもらい、何をするにも上官に一応は伺いを立てていたのだが、その束そく縛ばくを離れたノエルは、存分に自由を満喫している。

　ノエルが街を奪う方法は単純明快だ。敵から奪ったバハールの旗を掲げて、造反したと目される小さな都市を堂々と訪れる。軍装はコインブラのものだが、ウィルムの麾下であると告げると、なんの疑いもなく門を開けて入れてくれる。この状況下でコインブラ側に味方する者など、まずいないから当然なのだが。ウィルムには色々と借りがあるので、こういうところからコツコツと返していかなければならない。

「街の人の様子は？」

「最初は脅えていましたが、今は大人しいですぜ。俺たちがコインブラ人だと分かったら、安心したようで」

　ドルカスが答える。容易く街に入ったノエルは、面会に来た領主をその場で拘束。動揺する守備兵たちから武器を奪うと、素早い動きで制圧してしまった。

　ノエルは、バハール軍への偽兵策を繰り返しつつ、造反した街を陥落させるということを並行して行っている。街には物資があり、休む場所も用意されている。それを利用しない手はないと考えただけだ。もう味方じゃないのだから、どう扱おうと構わないだろう。

　陥落させた街は今回で五つ目となる。一見馬鹿馬鹿しく思えるが、堂々と噓をつくというのはとても効果的な手段だった。誰が敵で、誰が味方か分からない現状、識別するには掲げられている旗を見るしかない。多分大丈夫だろう、自分だけはなんとかなるという余裕が、油断を生む。前線に出たことなどない領主、守備隊には緊張感の欠片もない。それにつけ込むなど、バハール軍を相手にすることにくらべれば、遙かに容易いことであった。

「そっか。それは良かった。反抗されたら面倒だったしね」

　見る限り、住民は家に閉じ籠り出てこようとはしない。元々それほど栄えていなかったとはいえ、まるで廃墟のごとき静けさだ。

「あいつらにそんな度胸はありませんよ。今頃は、災厄が降りかからないようにと、必死で太陽神に縋すがっていることでしょうぜ」

「祈るだけで神様が助けてくれたら、世の中もっと幸せになってるよね」

「それは言えてますぜ」

　ノエルが呟くと、周りの白蟻党の人間が何度も頷いて同意する。

「隊長、そろそろ領主を始末してもよろしいですか？」

「もちろん。裏切り者はしっかり殺さないと。いつも通り、首を斬って晒しておいて」

「了解ですぜ！」

「ここの領主はそれなりに顔も広いので、利用する手もありますが？」

　リグレットが確認してくるが、ノエルは首を横に振る。

「信用できないからいらないかな。絶対すぐに裏切るよ。今更役に立つとも思えない。だから、さっさと首を刎はねていいよ」

　ノエルは自分の首に親指を走らせる。ディルクが言っていたが、軍規は守らないといけないらしい。裏切り行為は死罪しかありえない。ならば、そのようにするのが正しいだろう。ディルクは死んでしまったらしいから、せめてそれぐらいは守ろうと思った。できる範囲内で。

「では、処刑については私に任せてもらえませんか？」

　何か思いついたらしいリグレット。黒い笑みが浮かんでいる。

「それは良いけど。どうする気？」

「せっかく広まった悪鬼の流言をもっと活用してみようと思いまして。試してみる価値はあるかと」

「うーん。なんか心配だけど、領主の処刑はリグレットに任せるね。ごめんねドルカス」

「いえ、全く問題ありません。それじゃあ街の守備隊の連中は、厳しく脅してから解放することにしますぜ」

「うん。二度と剣を持とうと思えないぐらい、徹底的に躾しつけておいてね。腕の一本ぐらいなら折っていいかも」

「そのつもりです。しかし、一ヶ月前までは味方だったってのに、世せ知ち辛がらいというか。やりきれませんぜ」

「世の中そんなもんだよ。深く考えると、疲れるからやめたほうがいいよ」

　ノエルがドルカスから水筒を受け取り、口を付ける。中には、景気づけの酒が入っている。沢山飲むわけにはいかないが、少しくらいなら問題ない。

「どっかで、盛大に酒盛りをやりたいもんです。こんなちびちびとじゃ、飲んだ気がしませんぜ」

「あはは、戦いが終わったら、浴びるほど飲もうよ。そのときは、シンシアも誘わないとね」

「シンシア様を誘ったりしたら、また怒られますぜ」

「うん、きっと怒られるね。……いると口うるさいけど、いないと寂しいもんだよね。あーあ、戦い続けるっていうのも、結構疲れるもんだね」

　ノエルは深く溜息を吐く。

「戦ってのはそういうもんでしょう。隊長には趣き深いかもしれませんが、普通は苦しくて辛いもんです。俺は長いことボルック鉱山に籠ってたんで、よく分かるんですよ」

「うん、経験してから分かることもあるね。色々と勉強になったよ」

　ドルカスの言葉にノエルは相槌を打った。

　ノエルは、陥落させた街の住民に対しては、寛容な態度で接している。斬首に処するのも領主のみ。その一族を皆殺しということまではしていない。守備兵は多少の罰を与えて解放し、住民から略奪も行わない。ノエルは彼らを味方ではないが、敵でもない存在と見做すことにしている。

「……あー、もっとお酒が欲しいな」

　ノエルはもう一杯だけと、領主秘蔵のワインを、グラスに注ぐ。それを飲み干すと、渋みと苦味が口内に広がった。もっと甘いかと思っていたので、ノエルはがっかりした。甘そうな見かけのくせに、中身はイマイチだったので水を飲んで口直しをする。

「……隊長、今回も街の焼き討ちはなしでお願いしますぜ」

「同じことを何度も言わないでも、ちゃんと分かってるよ。しないって約束したから、絶対にしない。私は絶対に約束を破らない」

　ノエルが口を尖らせる。同じことを何度もしつこく言われるのはあまり好きではない。信用されていない気がするからだ。とはいえ、それも仕方のないことかもしれない。

　ノエルが守備隊は皆殺し、街と田畑は完全に焼き討ちすると言ったとき、ドルカスは激怒していた。今にも斬りかかってきそうな勢いで。もし、仲間に斬りかかられた場合、一体自分はどうしていただろうか。やっぱり殺されるのは嫌だから反撃していたと思う。そして、その後で悲しむのだろう。そんな気がする。

「申し訳ありません。ただ、どうしても念を押しておきたくて」

「ドルカスは、本当に良い人だね。きっと、良いお父さんになるよ！」

　ノエルがそう言いながら抱きつくと、ドルカスが酒を吹き出す。

「……からかうのはやめてください。心臓に悪いですぜ」

「髪は白いけど、顔は真っ赤だよ。面白い！」

「隊長！　いい加減にしてくれッ！」

「あはは、ごめんね。ちょっとからかいすぎちゃった」

　ノエルが笑いながら身体を離す。

「ったく、俺にも面子ってもんがあるんだ。勘弁してくださいよ」

「へへっ、親方。鼻の下が伸びてますぜ」

「うるせぇ！」

　最初のノエルの認識は、領主が裏切ったならば、その街すべてが裏切ったというものだった。敵は一人でも少ないほうが良い。当然守備兵は皆殺しだ。拠点も物資も、相手にそのままくれてやるなどもったいない。裏切ったらこうなるという見せしめとするためにも、悉ことごとく焼き討ちしたほうが良いと考えていた。悪鬼などという、一人歩きしている評判を更に肉付けしてやろうとも思った。

　だが、仲間のドルカスに強硬に反対されてしまった。「領主が裏切っただけで、住民たちには関係のないこと。彼らの家を焼いたところで、何も変わらない。むしろ敵を増やすだけだ」と。そして、「隊長は以前、コインブラは自分の城と言った。ならば、そこに住む者を苦しめるのは間違っている」とも。

　なるほどと納得できたので、ノエルは陥落させた街は焼かないと素直に約束した。

「それじゃ、必要なだけ回収したら街の人に配っちゃっていいよ。どうせ持てないし、元々皆が働いて作ったものだからね」

「毎度聞いていますが、本当に、全部配っていいんですか？　一度渡したら、二度と戻ってきませんぜ」

「毎度のことだけど、いいよ。もうすぐ、この街にもバハール軍がやってくるし。あいつらにあげるものなんかないからね」

　ノエルは、焼き討ちする代わりに、領主が税として徴収していた物資を住民に配ってしまうことにした。全部持って移動することはできないし、かといって残しておけばバハールに接収される。ならば、気前良くあげてしまったほうが気分も良い。もしも、バハールがやってきて彼らから奪ったら、確実に反発感情が生まれるだろう。先々への芽を植えておくのも悪くないし、何よりノエルは何も損をしない。今だけではなく、先を見み据すえた行動をする。太陽帝の残した教えの一つ。太陽帝を敬う気持ちなど欠片もないが、せっかくなので実行してみることにした。

「……この街まで来るということは、もうそろそろですか？」

「うん、もうすぐやるよ。奇襲をかけるなら、前言ったあの場所しかありえないかな。隠れる場所も一杯、しかも道が狭くて嫌でも隊列が伸びきるし。邪魔な騎兵も自由に動けない。本当、絶好の場所だよね」

　ドルカスの問いに、懐から宝物の眼鏡を取り出すと、頭が良さそうに振る舞ってみせる。この眼鏡をかけていると、実際に頭が冴さえてくる気がする。それに、シンシアのお説教まで聞こえてくる気がするからなんとなく楽しい。でも、もしも壊れたら大変なので、普段は大事にしまっておく。

　ノエルの今の狙いは、バハールの太守アミルの首だ。アミルを殺さない限りこの劣勢を覆すことはできないだろう。最後まで頑張るつもりではいるが、それだけですべてを引っくり返せると考えるほど馬鹿ではない。

　襲撃地点は、カナン街道半なかばの山間の地点。山中に潜み、最前列に誘撃を仕掛け動揺を誘ったところで、アミルがいる集団にノエルの本隊が突っ込む。

　このときのために、ノエルは何度も撹かく乱らん行為を仕掛け続けた。警戒は厳しくなったが、緊張感を維持し続けるというのは疲れるものだ。疲弊を強いることで、敵の士気を下げるのが狙いだった。士気が下がれば規律は乱れ、油断が生じる。そういうものだと、憲兵長も言っていたから間違いないだろう。

　そして頻繁に火計を仕掛けたのは、敵に火の脅威を徹底的に植え付けたかったからだ。誘撃部隊が火計の素振りを見せれば、敵は乗らざるを得ない。小規模とはいえ、狭い道では致命傷となりうる。嫌でも妨害、追撃に移る。中陣にいるであろうアミルの足は止まる。それが狙い目。

「腕が鳴りますぜ。上手いこといきゃ、大手柄中の大手柄。ノエル隊長は間違いなく大出世、俺たちは一躍コインブラの英雄ですぜ！」

「親方、お、俺たちも英雄の仲間入りなんですかい？」

「当たり前だ。アミルをぶっ殺せば、すべてはご破は算さん。グロールの野郎がどうなるかは知らねぇが、バハールは大混乱になるのは間違いねぇ。立て直すには十分な時間を稼げるってことだ」

　色々と甘いような気もするが、ノエルもそれが最善の手段だと考えている。ひとまず、バハールの兵が退くことは間違いない。グロールがこの戦の責を問われるのは間違いないが、ノエルとしてはエルガーとシンシアが無事なら後はどうでもいい。

「……うーん。でも、どうなんだろう」

「何がです？」

「そんなに上手くいくかなって。敵も馬鹿じゃないだろうしね」

「何を弱気なことを。できることはすべてやったんだ。あとは、気合を入れていくだけでしょう。あの糞アマにいつも以上にラッパを吹き鳴らせって言っておくんで、心配はいりませんぜ」

　ドルカスの言う通り、ノエルができることは全部やった。そのつもりだ。アミルの首を取り、場を完膚なきまでに搔き乱し五分の状況に持ち込む。グロールの逆賊という汚名は消えないだろうが、アミルの即位がなくなればこの戦いの意味は完全になくなる。アミルの死は、ノエルが勝つための絶対条件である。

　しかし、どうも天気がいまいちだ。本来、奇襲を仕掛ける側にとって、視界が悪くなることは有利なのだが、雨はまずい。悪いことは、必ず雨の日に起こる。今はどちらに転ぶか分からない曇天。願わくば、晴れて欲しいと思った。最高なのは晴れて霧が出ることだが、それは望みすぎである。

「でも、ここまで来たら仕方ないか。うん、仕方ないよね。やるしかない」

　ノエルは眼鏡をしまって立ち上がると、ドルカスに翌日の出撃を告げ、最後の休息を取り決戦に備えろと命じる。意気込むドルカスは、白蟻党の面々を連れて部屋を出ていった。リグレットは領主の処刑、カイは物資の確認作業を行っている。今、部屋にはノエルしかいない。

「なんだか、暇だな。でも今は力をためておかないとね」

　ノエルは額当てを無意識に擦った後、両頰を叩いて気合を入れ直した。たるんでいては、上手くいくものもいかなくなる。ここで頑張らなければならない。敵の総大将、アミルを討つ。皆のためにも、自分のためにもだ。
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「本当に、私と一緒に戦ってくれるの？」

「はっ、我々は志願してここへ参りました！　ディルク千人長の仇を討つため、そしてコインブラを守るためにも、どうか戦列の端にお加えください！」

「それじゃあ、これからよろしくね！」

　出撃前日の晩、州都マドレスから二百人の増援と少しの物資が送られてきた。これでノエル隊総兵力は千人。一撃加えるだけならば十分な人数である。ノエルとしては嬉しい誤算であった。

　この増援は、マドレスに帰還したグロールの後押しによるものだ。ノエルが孤軍奮闘し、造反した領主を次々に討ち取っていることを聞かされ、その働きになんとか報いたいと考えたのだ。

　とはいえ、なんとか送り出せたのはディルク隊の生き残り――二百人の歩兵のみ。満足な物資を持たせることもできなかった。これ以上に兵や物資を割さくと、マドレスの防備が危うくなる。

　マドレスの港は、リベルダム海軍の手により海上封鎖が行われ、物資の流通は途と絶だえている。陸上も各関所がすでに征圧されており、今ある物資でやりくりするしかない現状なのだ。船団の上陸を水際で阻止することを考えれば、余剰兵力など一切ない。その苦境の中で、絞り出すようにして派遣した増援部隊である。

　ちなみに、和議交渉は開始されてはいるのだが極めて難航していた。留守を預かっていたペリウスは、敗北の報せを聞くと同時に和議を申し入れたいとグロールに連絡を送っていた。完全に戦意を喪失していたグロールはこれを許可。ペリウスは自ら使者となり、バハール陣営を訪れて水面下での交渉を開始した。

　勝利を確信しているバハール側は全く聞く耳を持たず、無条件降伏以外に道はないと繰り返すのみ。交渉を担当しているペリウスもそれが当然と理解していたが、最低でもグロールとその家族の助命、コインブラ将兵の罪を問わないという確約をもらわなければならない。コインブラ家臣として、恥も外聞も捨て、最後まで力を尽くさねばならぬと決意を固めている。相手からなんとか譲歩を引き出そうと、ペリウスは執しつ拗ようにアミルに嘆願を繰り返した。脅しに屈せず、侮ぶ蔑べつの視線にも堪え続けて。

　幾度かの交渉の後、コインブラ太守代行に任命されたウィルムが彼の天幕を訪れた。疲れの色を隠せないペリウスに、バハール公アミルからの最後通つう牒ちょうの内容が申し渡されたのだった。







「それでは、久々のご馳走なので、よく味わって食べましょう！　乾杯！」

「乾杯！」

　ノエルは、新しく増えた仲間を歓迎するためにささやかな食事会を催していた。元々、出撃前の景気づけのためにご馳走を振る舞うつもりだったから特に問題はない。人数が増えた分、賑やかになって良い。

　酒は少量しか出されないが、それでもノエルは嬉しそうにはしゃいでいた。ここまで上機嫌なのは、グロールから二つも褒美をもらったからだ。一つは、コインブラ州で最も栄誉ある勲章――金輪付天秤勲章が授与されたこと。天秤を模した精せい緻ちな装飾と、堂々とした金色の輪が本当に見事な出来栄えである。相当の働きがなければ授与されることはないが、この機会を逃せばもう二度とないとグロールが決断したのだ。

　そして、もう一つは千人長への昇進だ。上級百人長を飛ばしての二階級特進である。手渡されたグロールからの書状には、先日の冤えん罪ざいによる更迭の件、そして己の不明を心から詫わびると謝罪があり、自分を責める言葉が大量に並べられていた。最後にはエルガーのことをよろしく頼むと、まるで遺言のようなものまであった。

　ノエルにはグロールへの忠誠心は大してないが、一緒に戦う味方という認識はある。給料を沢山くれたし、自分の居場所を軍に作ってくれた人でもある。だから、勝たせるために必死に進言したり、出すぎた真似をしたりもした。

　ドルカスなどは「何を今更ぬかしてやがる！」と憤っていたが、まぁまぁとノエルは宥めておいた。相手も謝っているし、贈り物までくれたのだ。だったらもういいじゃないかと、ノエルは思ったのだ。悪いことをしたら素直に謝る。そして、謝られたほうは笑顔で許してあげる。友達づき合いの基本だと、かつて百五十番の少女に教えられた。

「あ、シンシアも千人長に昇進したみたいだよ。私とお揃いだね」

「おめでとうございます、隊長！　本当に今更ですが、めでたいことには変わりありませんぜ。さ、景気づけにもう一杯！」

「ありがとう、ドルカス。おっとっと」

　空になったグラスに溢れるほどのお酒が注がれる。これで最後にしておこうとノエルは決めた。明日の戦いに万が一があってはいけない。ドルカスたちも、それぐらいは分かっているのだろう。いつもと同じく賑やかだが、酒の消費量はかなり少ない。

「……おかしいじゃない。なんで私だけのけ者なのよ。私もかなり働いたはずよね？　昇進していないのはおかしいわ」

「ああ？　何ふざけたこと言ってやがんだ。てめぇの親父が誰だったか、その愉快な頭で考えてみろや。隊長がいなけりゃ、てめぇは真っ先に処刑されてるぜ」

　ドルカスの呆れた声。リグレットも本気ではなかったようで、軽く舌打ちするだけだ。ただ、何か言わずにはいられなかったのだろう。ここで素直におめでとうと言えないのが、リグレットがリグレットたる所以ゆえんである。

「ふん、あんな男もう縁を切ったわよ。よりにもよって私を嵌めるなんて。必ず復讐してやるわ」

「そうかいそうかい。まぁ、これからは精々、言葉遣いには気をつけるんだな。特に耳障りな舌打ちは二度とするんじゃねぇ」

「ちっ、相変わらずうるさいわね。これだから盗賊上がりは嫌なのよ」

「あーあ、言ったそばからこれだ。やっぱり殺しておくべきだったな」

「ふん、残念だったわね」

　リグレットとドルカスの面白いやりとりを眺めながら、この舌打ちと言葉遣いは直ることはないだろうと思った。シンシアに何度拳骨を落とされても、ノエルの言葉遣いは直ることはなかった。つまりそういうことである。階級が並んだので拳骨の回数は減る気もしたが、多分遠慮なくやられるだろう。それはそれで面白いので、なんの問題もない。




「じゃーん、これが千人長の印です。格好良いでしょう！　この勲章も綺麗だけど無意味に大きいし！」

　千人長の階級証と勲章を、早速軍服に縫い付けたノエルは、見せびらかすように笑顔で兵たちの間に割って入っていった。基本的に無邪気で人懐っこい性格のノエルは、兵たちからの人気が高い。しかも強いし、部下を見捨てることはしない。兵たちは拍手喝かっ采さいで迎え、ノエル千人長万歳と褒め称えた。先行きは全く見えないが、今を必死に生きて、楽しめるときは楽しもうと割り切っているのだ。

「いよっ、千人長！」

「本当に立派です！　俺は一生ついていきますぜ！」

「あはは、ありがとう！」

　ノエルが兵たちと笑い合っていると、俺もお祝いするんだと、次々に兵たちが殺到してくる。その一人一人に感謝の言葉を述べ、ノエルは肩を叩いて頑張ろうねと励まし続けている。

「しかし、隊長は綺麗だし、身体つきもいいんだが」

「うん、残念なことに色気がない！　ああ、本当に残念だなぁ！」

　若い兵が額を押さえて嘆息する。肉付きは問題ないし、容姿も整っている。外見で一目惚れする者も大勢いるだろう。だが、内面を知ってしまうとそういう対象には見えなくなる。その性格は子供そのものだからだ。喜怒哀楽をすぐに出し、普段の言葉遣いは軍人とは程遠い。

　それでも何か不思議な魅力がある。晴れの日は上機嫌で、雨の日は死ぬほど不機嫌。それでいて、鬼のごとき強さと恐ろしさ、そして敵兵を焼き殺すような策略を働かせることもある。コインブラの指揮官の中に、こんな奇妙でどこか惹き付けられる人間は今までいなかった。実にバランスがとれていないと、若い兵たちは腕組みをしながら唸っていた。

「俺の娘もあれくらい元気になって欲しいな。そうすりゃ毎日楽しくて仕方がないだろうよ」

「うーむ、それはどうだかなぁ。鉄槌持って大暴れでもされたら、とても止められん。しかも隊長は火付けが得意なんだぞ」

「いやいや、派手でいいじゃないか。子供はそれぐらい元気なほうがいいんだ」

「んー、そうかぁ？」

「まぁ、死ぬにしろ生きるにしろ、最後の最後で面白くなったな。本当に糞みたいな戦いだったが、少しだけ報われた気がする」

「隊長によると、戦は面白いのではなく、趣き深いそうだ。なんだか含がん蓄ちくがあるよな」

「んー、そうかぁ？」

「いやいや、実に深い言葉だと思うぞ」

　年配の兵が、目を細めながら眺める。北部出身のこの者たちは、コインブラの栄光も凋ちょう落らくも味わってきた。特に未来に期待もしていないし、今後どうなろうとなるようになるさと楽観的だった。そんな人間にとっては、ノエルのような鮮烈な生き方は魅力的で好ましく映る。




　楽しい食事を終えた後、ノエルは占領した街を放棄し、全兵力を率いてカナン街道の難所、ヤヴィツ峠を目指して出発した。この地点は、街道こそ整えられているものの、周囲は傾斜がきつく、鬱うっ蒼そうとした藪やぶや小高い木々が生い茂る。実際、盗賊や熊、狼なども数多く出没していた難所であり、旅人たちからは今も恐れられている。

「どれどれ」

　小雨降りしきるヤヴィツ峠の高所から、ノエルは眼下の街道を見下ろす。すでにバハール軍の行軍が始まっており、太陽の御旗を高らかに掲げた先鋒部隊は通り過ぎていった。ここから少し西に離れた場所には、ドルカス率いる兵が三百配置してある。ノエルの合図と共に火を放ち、行軍の先を混乱の坩堝に放り込む。そして行き先を塞がれたアミルの本隊をノエルが急襲する段取りだ。

「……隊長。間もなく、アミルの本隊がやってきます。あれは、アミルの旗印に間違いありません」

　三つの日輪に十字の剣。リグレットによると、これがアミルの紋章らしい。太守として任命された直後から、すでに帝位を狙っていたという証左でもあるとのこと。その野望は実現する直前にまで来ていると、リグレットは諦めたような口調で述べた。もう止められないと判断しているようだ。もちろん、ノエルはまだまだ諦めていない。

「そんなに皇帝になりたいのかな」

「それはそうでしょう。この大陸の支配者になるのですから。元々、この戦いだって、帝位継承戦争のようなものです。逆賊云うん々ぬんはすべて口実に過ぎません」

「ふーん。あんまりピンとこないね」

「貴方にはそうなんでしょう。とにかく、千人長になったんですから少しは緊張感を持ってください。百人長に過ぎない私の言葉など、聞く耳を持たれないかもしれませんが？」

「ちゃんと聞いてるよっと」

　リグレットの嫌味を聞き流し、ノエルは遠眼鏡でアミルの本隊を見やる。近この衛えらしき騎兵や歩兵が通り過ぎた後、二頭の馬に引かれた戦車隊が連なる。

「あの中にいるのかな。ちょっと厄介だね」

「弓兵を警戒しているのだろう。皇帝の座が見えているのに、流れ矢に当たって敢あえ無なく戦死なんて笑い話にもならん。これでは直接やるしかないと思うが」

　カイが押し殺した声で告げてくる。

「弓で狙撃することも考えたんだけどね。確実に殺すにはやっぱり、襲撃して首を取らないと駄目だね」

　ノエルは弓も使えるが、得意というほどではない。この距離で一撃で仕留められる自信はない。しかも雨が降っていると、指がちょっと滑すべる。他の人は気にしなくても、ノエルにとっては気になって仕方がない。多分外してしまうだろう。

「恐らく、あの一番豪華な戦車がそうだろう。指揮官に相応しい立派な旗が立っている」

「うん、すごく分かりやすいね。わざわざ金きん箔ぱくまで付けるなんて。私が大将ですって堂々と宣言してるみたい」

「そのほうが士気が上がるんですよ。自分は敵を一切恐れぬと、味方に示しているんです」

　リグレットが効果についてわざわざ教えてくれた。

　金の飾りが付けられた戦車が、我こそが総大将であると強調しながら近づいてくる。そろそろ、ドルカスに合図をしなければならない頃合だ。彼らが足止めし、ノエル率いる七百名が駆け下りて首を取る。敵の総勢は五万だろうが、この地点だけはノエルの兵数が上回る。すべては計画通り、順調なはずだ。

「……見る限り、敵の警戒は薄い。小雨だけでなく、わずかだが霧も出てきている。またとない好機だ。山岳地帯は我らゲンブ兵の最も得意とする地形。襲い掛かれば、間違いなく討ち取れよう」

　カイが襲撃を提案してくる。その表情からは自信が窺うかがえる。リグレットもそれに続く。

「まさに神が味方したというやつね。今なら間違いなくやれるわ」

「……うーん、どうしよう。ね、なんだかすごく嫌な予感がするんだけど」

「何を寝言を言っているんですか？　この状況で攻撃を仕掛けないなんてありえないわ」

　リグレットが軽けい蔑べつの表情を向けてくる。勝機が見えたので、いつになくやる気に満ちているらしい。

「それはそうなんだけど」

「今まで餌を撒いていたのは、このときのためでしょう。……貴方がどうしても決められないなら、私が合図する。全員、準備をしなさい」

　リグレットが手にしていたラッパを吹き鳴らそうとする。ノエルは反射的にそれを押さえつけてしまった。非難の目を向けてくるリグレット。だが、ノエルは手を離さない。離したら大変なことになる。

「……どうしよう」

「ノエル殿、指揮官はそなただ。どちらにせよ、そなたが決めろ。我らはそれに従うのみ」

「いいから攻撃しなさい！　迷っている間に好機が消えていくのよ。早く合図しないと、あの白髪頭が動けないでしょうが！」

　荒っぽい言葉遣いのリグレットが、ノエルを叱りつけてくる。

　実際その通りだとは思う。今行かなければ、こんな好機は二度と来ない。ここが最大にして最後の襲撃機会なのだ。これ以降は、開けた平野が続き、アミルの周囲は常に厳重な警護が付き従うだろう。

　――だが、とノエルは思う。

　あまりに上手くいきすぎている。毎回毎回敵はノエルの策に引っ掛かり、まんまと襲撃されて撹乱されて疲弊し続けてきた。今、自分たちが死地にいるということに、本当に敵は気づいていないだろうか。グロールを策に嵌めてみせたあのアミルが、気づいていないことなどあるのだろうか。勝つために考えているのは自分だけではない。

　ノエルの頭がぐるぐると回る。シンシアがいたらなんと言うだろうか。多分リグレットと同じことを言う気がする。攻撃すべきだと。行かなければ、逆転はない。絶対にだ。彼女ならとっくに突撃している。騎士道を重んじる彼女ならば。

　だが、自分はシンシアじゃない。だから、自分でしっかりと考えて答えを出さねばならない。誰かの真似をしているだけでは、指揮官は務まらない。シンシアに無理矢理叩き込まれた教えの一つである。

　ノエルは無言のまま十秒だけ考えて、ようやく答えを出した。

「やめる。このまま撤収する。リグレット、突撃ラッパは絶対に吹くな。吹いたら、気絶させてでも止めるから」

「な、何を――」

「問答している時間はないんだ。すぐに引くよ。ドルカスにもすぐに伝令を出して」

　ドルカスに攻撃中止を報せなければならない。合図をしなければ、ドルカスは攻撃を開始しない。そういう段取りとなっている。だが、好機と見て勝手に突撃してしまうかもしれない。自分で決断できるのがドルカスの長所でもあり、短所でもある。伝令を向かわせるべく、兵を呼び寄せる。

「ま、待ちなさいッ。たとえ千人長であろうと、利敵行為は許されない。攻撃を中止する理由を聞かせなさい！」

「嫌な予感がするから。それに、小雨も降ってるし。すごく気分が悪い」

「そ、それだけ？　雨が降っているから、この最大の好機で攻撃しないというの？」

「私には十分な理由だよ。噓をついてもいいなら、適当な理由を並べても良いけれど。時間の無駄だから、できればやりたくないかな。理解したら、早く伝令を出してくれる？」

　答えを聞き、怒りで顔が真っ赤に染まっていくリグレット。こりゃ駄目かとノエルが耳を塞ごうとしたとき、ドルカスの潜んでいる辺りから悲鳴と怒声が聞こえてくる。

「――な、何事ッ!?」

「やっぱりか。待ち伏せされてたのは、私たちだったみたいだね」

「……真に残念だが、ノエル殿の勘が当たったということだな」

「まさか、敵の伏兵？　どうしてこの場所が!?」

「敵は人形じゃないんだから、こっちがどう動くか当然考えるでしょ。私はまんまと罠に嵌められちゃった。でも、逆転するにはこれしか思いつかなかった。向こうからしたら、それを逆手に取るなんて容易いことだったみたい」

「わ、罠。じゃあ、まんまと誘き出されたのは私たち!?」

「そうなるね。……リグレット、それに皆、上手くいかなくて本当にごめんね」

　ノエルは頭を下げて謝罪した後、ラッパから手を離し側に置いてあった二又槍を手にする。

「ちょっと。まさか、助けに行く気じゃないでしょうね。この人数で、援軍に行くなんて無謀よ！　白髪頭には悪いけれどもう手遅れ、今は私たちだけでも逃げることが先決。それが指揮官の正しい判断でしょう！」

「作戦が失敗したのは私の責任。私は仲間は絶対に見捨てない。ドルカスたちは大事な仲間だし。それに、もし自分が見捨てられたら、悲しいよね？」

「そ、そんな理由で？」

「戦うには十分な理由だよ」

　ノエルはそう言い切った後、戦せん慄りつしているリグレット、そして沈黙を続けるカイに、あることを命じた。




　伏兵の待ち伏せを受けたドルカスたちは、混乱状態に陥っていた。奇襲するために潜んでいたというのに、逆に襲われたのだから当然だった。白蟻党の面々はすぐに応戦するが、コインブラの兵は残念ながら動きが鈍い。ノエルの隊ということで士気は高いが、敵の俊敏な動きについていけないのだ。敵の黒鎧の兵たちに瞬またたく間に斬り伏せられていく。

「糞ッ、こいつら黒陽騎か！　馬に乗ってとっとと行っちまえばいいものを！」

「お、親方ッ！」

「ここが踏ん張りどころだぞ！　白蟻党の底力を見せてやれ！」

「おい、お前が指揮官だな？　おらっ、とっとと死んじまいな！　アタシたちの邪魔をする奴は全員くたばりやがれ！」

　叱しっ咤たの声をあげるドルカス目掛けて、大剣が鋭く振り下ろされる。ドルカスは慌ててのけぞると、自らも大剣を構えて対峙する。敵は他のと同じ黒鎧の兵、だが兜はつけておらず、短い茶髪がやけに目立つ。女とは思えないほど筋肉隆々とした身体つきは鎧の上からでも分かる。これならば、大剣を易々と振り回せるのも理解できる。女だなどと油断したら即座に殺される。

「最近は、女がやたらと強くなって本当に参るぜ。隊長然しかり、てめぇ然りだ！　世の中どうなってやがんだ!!」

「お前らの隊長はノエルってんだろ？　アタシの兄弟を一杯殺しやがって。あの女、絶対にぶっ殺してやる!!」

「そうはいかねぇぞ、この糞女がッ！」

「ああっ!?　糞はてめぇだろうが！」

　ドルカスは怒りに震える女の一撃を再び受け止める。衝撃で手が震える。嚙み殺さんばかりのその表情に、ドルカスは思わず怯む。

（こ、こいつ、本当に強えっ！　力だけなら、隊長と同じ、いや、それ以上か!?）

「オラオラ、守ってるだけじゃ勝てねぇぞ！　悪鬼の兵なら、少しは歯応え見せろってんだよ!!」

「ぐ、ぐうッ！　ち、畜生！」

　笑いながら女は何度も何度も叩きつけてくる。大剣の刃が欠けていく。徐々にだが、押される勢いが増していく。このままだと、あと二撃程度で、大剣ごとドルカスは頭をかち割られることになる。しかし、逃げようにも他の兵たちも黒陽騎の相手で手一杯、いや、むしろ押されている。相手はまるで遊んでいるかのようでもある。いつでも殺せるのに、わざと甚いた振ぶっているような様態である。

「何人かは生かして悪鬼の居場所を吐かせてやる。ただ、てめぇはぶっ殺す。アタシを糞呼ばわりしやがったからな！」

「へっ、そいつは悪かったな、糞女。そんな様じゃ男にさぞ困ってんだろうなぁ」

　ドルカスは思わず挑発の言葉を吐いてしまった。女は歯を剝き出しにして殺気を露わにする。突いてはいけない部分だったようだ。

「この糞野郎ッ!!　その白髪頭、今赤く染めてやる!!」

　女は思い切り振りかぶり、渾身の一撃を振り下ろしてきた。

　――死んだ。そう思ったとき、誰かがドルカスの背中を蹴り飛ばし、そのまま女に向かって突進をぶちかました。女は顔面を地面に強打し、鼻血をだらだら流しながら怒りに打ち震えている。

「い、痛えっ！　なんなんだよ畜生ッ！」

「ちょっと遅かったかな。でも、これ以上は、絶対に殺させないよ」

　鉄の額当てで頭突きをかましたノエルが、殺意を籠めて睨みつける。

「てめぇが悪鬼だとかぬかしてる雌豚か！　ア、アタシは黒陽騎副将のレベッカだ、兄弟の恨みを思い知らせてやる!!」

「ね、鼻血出てるよ」

「う、うるせぇ!!」

　ノエルが自分の鼻頭を指で差すと、挑発されたと受けとったレベッカが激昂する。鼻からの出血はひどくなり、顔面が真っ赤である。怒りで集中力が欠けている。

「――待て」

　自分の敵を片付けたファリドが駆けつけ、レベッカの肩を力強く摑む。

「ファリドの兄貴か！　こいつはアタシが殺すからさ、兄貴は他の連中を！」

「いや、興奮している今のお前だとやられる可能性がある。ここは僕が引き受ける」

「そりゃないぜ！　こいつは絶対にアタシが殺やるんだッ！」

　反論するレベッカの頭を殴りつけると、ファリドは指を突きつける。

「黙れ、僕の命令は絶対だ。お前は包囲網を布いて敵の退路を断て。悪鬼の誘き寄せには成功したんだ。あとはここで確実に始末するだけだろう」

「だ、だってよ！　仇を前にして下がるなんて！」

「返事はどうしたんだ？」

「わ、分かったよ。あー、畜生ッ！」

　ファリドと呼ばれた、黒兜に黒鎧の男が残る。兜からは血のような赤髪が覗いている。そう、まるでノエルと同じ色の髪。

「ドルカス、今の内に皆を助けてあげて」

「で、でも隊長、あの筋肉女に退路を断たれたら逃げ場が！」

「いいから！」

　ノエルはドルカスを蹴り飛ばすと、さっさと行くように指示した。そして、目の前の男に相対する。
















「君の武勇は噂で聞いている。僕は、バハール軍千人長にして、黒陽騎隊長のファリドという。……君は？」

「コインブラ軍千人長、ノエル。この前昇進したばっかりだけどね」

「それは、お祝い申し上げる」

「どうもありがとう！」

　ノエルが軽く笑うと、特徴的な赤毛がようやくファリドの目にも入った。今までは、ノエルの動きと二又槍にだけ注意を払っていたため気がつかなかったのだ。普通の会話をしているように見えるが、一瞬たりとも気を抜いていない。それはノエルも変わらない。隙を見せれば、確実に喉下を貫かれることを分かっている。

「なんだ、君も赤髪なのか」

「あはは、お揃いだね」

「奇遇なこともあるものだ。……では、悪鬼の名を直に伺えたことだし、互いの役目を果たすとしよう！」

　そう言うと、ファリドが槍をおもむろに突き出してくる。ノエルは慌ててそれを自らの槍で払う。その間にもファリドは距離を縮めており、ノエルの胴体に強烈な蹴りを放つ。

「――くッ」

「よく見ているようだけど、身体が反応しきれていないな。……なんだか、妙な感じだな。こんなことが、確か前にも――」

　ファリドが一瞬動きを止める。ノエルはすぐさま態勢を立て直し、二又槍を逆に突き出す。ファリドはそれが分かっていたかのように身体を捻って回避すると、槍の石突きがノエルの頭部に打ち下ろされる。赤髪を掠めたが直撃は避ける、しかし回転させた刃が更に襲い掛かってくる。それも、地面を無様に転がることでなんとか回避。だが、反撃する機会をノエルは見出せない。手を出せばそれが隙となり、身体を貫かれるという光景しか浮かばないのだ。

「今の攻撃を躱すか。やはり、悪鬼と恐れられることはある」

「ハアッ、ハアッ」

「しかし、君は僕には勝てないよ。僕の動きをすごくよく見ているようだが、君の身体がついてきていない。それに、大分疲れているようだ。体力には自信がないのかな？　……そういうところも、どこかで見覚えがある気がするよ」

　ファリドが言っているように、ノエルは相手をよく見ている。ノエルが今まで生き残り、手柄を立ててこられたのは、よく見てきたからだ。神経を全力で集中し、相手の動きを見ようとする。そうすると、なんだか相手の動きがゆっくりに見える気がする。それに合わせて自分の攻撃を繰り出せば、大体は一撃で討ち取ることができる。すごく疲れるが、簡単に相手を倒せるノエルの得意技でもあった。

　だが、このファリドという男の動きは、よく見えない。いくら神経を集中しても、あまり変わらない。むしろ、こちらの動きを読まれているかのように、的確に攻撃を繰り出してくる。避よけるので精一杯だ。このままでは勝てない。

「アアアアアッ!!」

　ノエルは止むをえず、牽制を交えた攻撃を繰り出すことにした。これならば反撃の隙を突かれることはない。噓を沢山交えた中に、本命の真実の刃を隠しておく。ノエルが最初に叩き込まれた戦闘術。よく見てもどうしようもないならば、もうこれしか方法はない。

　三、四、五撃目、そして本命の渾身の一撃。身体を反転させて勢いをつけ、ファリドの頭部へ全力の横薙ぎを放った。二又槍のどの部分が当たっても、昏こん倒とうさせられるだけの威力を乗せた会心の一撃だ。これ以上のものはノエルには出せないほどの。

「僕も、相手の攻撃をじっくり観察しているんだ。油断もしない。だから、君は僕に絶対に勝てない」

　届かなかった。ファリドは即座に槍を捨てると、迫りくる攻撃を抜き放った剣で軽々と受け流していた。まともに受け止めていれば、確実に体勢を崩せたはずなのに。ファリドはノエルの脇腹に蹴りを入れて、強引に体勢を崩させる。そのまま覆い被さり、振り下ろした剣で刺し殺そうとした。

　だが、ファリドの刃も届かない。ノエルが獣のように笑いながら、剣を素手で摑んでいるのだ。刃が掌てのひらに食い込み、ぽたぽたと血が流れていく。赤い雫しずくが、ノエルの顔に降りかかる。

　その瞬間、ファリドの脳裏にある少女の表情が過よぎった。

「――き、君は」

「私が負けるのは、死んだときと決まってる。貴方より一秒でも長く生きていたら、私の勝ち。だから、もう逃がさない」

　ノエルが更に手に力を入れた瞬間、周囲の藪から火の手が上がる。火の手は更に後方の木々へと燃え移り、煙は瞬く間に兵たちの間に充満していく。小雨程度では全く消えそうもない。確実に人の手が加わっている炎だった。カルナスの煉獄がファリドの頭に浮かぶ。

「――火計だと？　まさか、味方まで巻き添えにするつもりか！　このままでは君も焼け死ぬぞ！」

　火が鎧を熱していく。バチバチと耳障りな音が弾はじける。息苦しい。カルナス城塞の末路を思い出したファリドは、見下ろすノエルの顔を見る。死を覚悟している濁った目だ。死人に生半可な痛みは通用しない。剣を離し、側に落ちている槍を拾おうかと考えるが、それも難しい。その瞬間、ノエルはファリドに飛び掛かり、共に火に焼かれようとするだろう。動きが見えたとしても、回避できないことはある。

「一人で死ぬのは寂しいけれど、皆と一緒なら私は平気。だから、お前らも全員道連れにしてやる」

　ノエルは狂ったように笑う。流石の黒陽騎たちも、煙に巻かれて苦しんでいる。死ぬことは恐れないが、こんなところで焼死など冗談ではないと、各自がファリドに目で訴えてくる。レベッカもだ。

　そこに退却の鐘が打ち鳴らされる。アミルによる撤退の指示だ。

「絶対に逃がさない。お前もここで一緒に焼け死ね」

「悪いがこんな場所で死ぬわけにはいかない！　黒陽騎、ただちに撤収するぞ！」

「雑魚どもがっ、勝てないからって汚いことしやがって！　てめぇら全員灰になっちまいな！」

　剣を離したファリドはそのまま素早く後退し、黒陽騎を従えて坂を全力で下っていく。炎が燃え盛り、煙が充満するその場には、横たわるコインブラ兵たちだけが残された。生きているのか死んでいるのか見分けもつかない。

「た、隊長。助けに来てくれて、ありがとう、ございました。や、焼け死ぬのはちょっとばかり嫌ですがね」

「あはは、私も、嫌だよ。こんなに熱いのは、大嫌い」

「全員、道連れにしてやるんじゃ、なかったので？」

「あ、あれは、ただのはったり。やっぱり、焼け死ぬのは、嫌かなぁ」

　呼吸が苦しくなってきたノエルは、そろそろやばいかなと思い始めてきた。そこに、聞き覚えのある舌打ちと共にリグレットたちが駆け込んできた。顔には厚布、身体は水でずぶ濡れで。

「本当に頭がおかしいんじゃないの！　敵と一緒に火をかけろなんて、正気じゃないわ！」

「でも、やってくれたんでしょ？」

「う、うるさいわね！　考えてる暇がなかったのよ!!」

　くぐもった声で、リグレットが目を見開いて叫ぶ。煙が入ったようで少し苦しそうだ。

「し、死ぬときまで、く、糞アマの耳障りな声が。ああ、ついて、ねぇ」

「うるさい！　ほら、生きてる奴は早く運ぶわよ！　私はこの馬鹿女を運ぶから！　カイがなんとか火の広がりを防いでるけど、そんなにはもたないわ！」

　リグレットに乱暴に担がれながら、ノエルはドルカスに声をかける。

「こ、黒陽騎は、強いから、これしかないと思って。私たちのほうが、兵も少なかったし。ごめんね」

「い、いや、し、仕方ない、ですぜ。お気に、なさらず」

　ノエルがリグレットに指示したのは、燃焼石を使って火計を実行しろというもの。標的は、ドルカスの潜んでいた場所だ。当然味方も巻き添えにするが、黒陽騎から逃れるにはこれしかないと思った。ノエル一人が頑張っても、黒陽騎にかかれば、仲間は一杯殺されてしまうだろう。だから、アミル襲撃が失敗した今は、一人でも多くの仲間を助けることを選択しただけのこと。火計をかける際、逃げ道を一つ残しておいて欲しい、そして、気が向いたら助けに来てくれとお願いした。命令ではなく、お願いである。リグレットはその通りに来てくれた。だから、ノエルはとても嬉しかった。

「全部、はったりだったけど、皆と一緒なら、寂しくないっていうのは、本当」

「そりゃ、光栄ですぜ」

「うるさいわよ馬鹿どもが！　いいから口塞いどきなさい!!　せっかく来たのに死なれてたまるか！　それにしても本当に煙いわねッ！　どれもこれもウィルムの屑のせいよ！」

　罵声をあげながら必死に後退するリグレット。黒煙充満する茂みの中に、ノエルは見知った顔を見つけてしまった。血塗れで、苦悶の表情のまま死んでいる憲兵長の亡なき骸がらを。横柄な性格だったが、意外と面白い人間だった。もっと色々と話したかったが、こうなってはもう二度とその機会はない。間もなく炎に巻かれ、死体は完全に焼却されてしまうことだろう。彼らを運んであげる余裕はない。

（一緒に、死んであげられなくて、ごめんなさい。皆、約束を覚えていてくれるかな）

　ノエルは、憲兵長、そしてこの場で犠牲になった兵のために悲しんだ。気づかれないようにちょっとだけ涙を流し、すぐに顔を拭いて必死に足を動かす。途切れそうになる意識の中で、ノエルはリグレットから離れないよう、仲間に置き去りにされないように精一杯に走って走り抜いた。そうしないと、また一人ぼっちになってしまいそうだったから。




　こうして、ヤヴィツ峠の戦いは終わった。戦闘自体は小規模なものだった。元々、アミルは数名の〝影〟を用意しており、旗印の下にいる者はすべてが偽者だった。このような危険地帯で、慢心するほど愚かではなかったということだ。万が一ノエルがそのまま襲撃していたならば、戦車から近衛が飛び降り、周囲の茂みに潜んでいた部隊により完全に包囲され殲滅されていたことだろう。

　敵に逃げられたアミルは不満そうだったが、ファリドが悪鬼ノエルを退けたと知ると手を打って喜び、その武勇を褒め称えた。火計の一件が伝えられると、アミルは「真に恐るべき悪鬼である」と述べた。

　難所を越えたバハール軍は、西進を再開。一路マドレスを目指し始めた。この先は復興ままならぬロックベルの街、そして州都マドレスを残すのみ。戦いの終わりが近づいていることは、もはや誰の目にも明らかであった。
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　ヤヴィツ峠を離脱したノエル隊は、街道沿いのロックベルを経由してマドレスへの帰還を試みたが、バハール兵に悉く行く手を遮られた。

　ノエルのマドレス入城を許せば、非常に厄介なことになると危惧したアミルが先手を打ったのだ。黒陽騎にノエルの行く手を遮るように兵を進めさせ、仕掛けてきたら迎撃し、深追いは絶対に避けるという方針での妨害行動。消極的にも見えるが、自らを餌に敵兵を道連れにしようとするノエルを、アミルは強く警戒していた。万が一にも右腕であるファリドを失いでもすれば、完全なる勝利に傷がつく。すでに大勢は決しており、わざわざ危険を冒す必要は全くないのだから。

　そして、戦の総仕上げに取りかかる。

「ウィルム、マドレス攻略の先陣を命ずる。今後のためにも、手柄とするが良かろう」

「はっ、ありがたき幸せ。私めにお任せください」

　アミルはウィルムを先遣させ、グロールが籠るマドレスを包囲するように指示する。リベルダム海軍と共に圧力を加え、最後通牒を飲ませるためである。拒否すれば総攻めを行うつもりだが、できれば無傷で手に入れたいとも思っている。マドレスの港は、大陸の最西端。ムンドノーヴォ大陸遠征時はこの街とリベルダムが出発拠点になるはずである。人間、物資、施設などがそのまま使用できるのであれば、それに越したことはない。




　一方、マドレスを目指していたノエルは、この執拗な妨害により進路変更を余儀なくされた。兵は傷つき、八百までその数を減らしている。さらに、指揮官のノエルも手を負傷しているのだ。強行突破を図れるような状況ではなかった。

　やむなくマドレス入城を諦めたノエルは、ひとまずボルボの街を目指すことにした。マドレスの北部に位置するこの街は、いまだコインブラの支配下に留まっている。

　とはいえ、コインブラに見切りをつけた領主はすでに全財産を持って逃げ出している。ボルック鉱山の金が枯こ渇かつしてからは寂さびれ、戦略上特に重要な拠点でもない。バハール軍はわざわざこれを落とそうとはしなかったのだ。北のゲンブも、いまだ関所辺りで兵を留めている。偶然できた戦力の空白地帯といえた。

　道中、ノエルはコインブラから造反した領主や貴族たちに幾度となく襲撃される羽目になった。アミルに危険視されているノエルを討ち取れば、莫大な褒ほう賞しょうは確約されたようなもの。それが手負いの状態でうろついているのだ。皆、欲望に目をギラつかせ、急ぎ搔き集めた百程度の兵を率いて、意気揚々と正面から攻撃を仕掛けてきた。

「兵も少ないのに、いつもいつも真正面から。そんなに私たちは弱そうに見えるのかな？」

　腕組みをしてノエルは考え込む。同数に近い数がいるならば、正面から正攻法でぶつかるのは愚策とは思わない。下手に奇襲を仕掛けて失敗すれば、大敗を喫する可能性もある。だが、明らかに劣勢のくせに、わざわざ負けに来るのはいまいち理解できない。

「いや、戦い方を知らないだけですぜ。俺たちを敗走中の軍と思って舐めているんですよ」

「ゲンブでは、落ち武者狩りとも呼ぶな。農民までもが武器を取り、敵の身み包ぐるみを剝いで首を取るのだ」

　敗走する兵を殺して装備を奪う。幸運にも将の首でも取って差し出せば褒美をもらうこともできる。カイの話によると、見返りが大きいため、危険を承知で攻撃を仕掛けてくるという。領主が率先して行うというのは聞いたことがないそうだが。

「なるほど。でも、返り討ちに遭って死んじゃったら意味がないよね」

「全くですぜ。領主の仕事なんてのは、金儲けと接待だけだ。戦いなんてできるわけがねぇ」

「本当に馬鹿ねぇ。そんなのはただの偏見よ。有能な領主もちゃんといるわ」

「生憎、俺は見たことはねぇな。領主ったって、貴族だろ？　貴族には糞みたいな連中しかいねぇ。例えば、お前とかな」

　ドルカスが鼻で笑うと、リグレットが口元を引き攣らせながら反論する。

「シンシア様だって貴族よ。後でちゃんと伝えておいてあげるわ」

「あの人は貴族でも立派な騎士だからな。へへっ、つまりは例外だ」

「ふん、そんな言い訳が通ると良いわねぇ」

「言ってやがれ！」

「さてと、そろそろいいかな。リグレット、退却ラッパ。皆、一旦逃げるよ！」

　ノエルは兵を後退させ逃げているように見せかける。敵が勢いに任せてやってきたところを左右の伏兵で一網打尽。特に何の工夫もないが、仕掛けてきた領主たちは、全てこのやり方で叩き潰してきた。

　実戦経験もなく、まともに指揮を行ったことのない貴族連中などノエル隊の敵ではない。挟撃を受けるとたちまち恐慌状態に陥り、潰走を始める。ノエルは真っ先に逃げようとした偉そうな男を、馬に矢を放って叩き落とし生け捕りにする。これも毎度のことだ。

「ま、待ってくれ。私はコインブラ建国以来の、由緒ある家柄――」

「余計なことは喋らないでいいよ。一番最初の人に色んな話を聞かせてもらったから。えっと、またやるんだよね？」

「はい。時間がもったいないから、すぐにやります。ほら、こっちに来なさい」

「な、何をする気だ！　やめろ、やめてくれッ！　殺さないでくれ！」

　リグレットは兵に命じて木杭に磔はりつけにすると、泣き叫ぶ領主の足元に油を撒いて火を付ける。火は少しずつ領主の体に燃え移っていく。そして積み重ねた藁わらに引火すると、一気に燃え広がって領主の身体を包み込んだ。捕虜の悲鳴と領主の絶叫が谺し、嫌な臭いが風に乗って漂ってくる。しばらくすると、領主の声は完全に搔き消えた。

　他の捕虜は無力化した後、ドルカスに任せて解放してやることにする。しばらくの間は戦えない程度には痛めつけている。

「死にたくないなら、領地で大人しくしてればいいのに。どうして向かってくるんだろうね」

「強いほうにつくと、自分も強くなった気がするんでしょうな。ま、結果はこの様ざまですがね」

「そろそろ隊長の悪名が広まりきる頃です。悪鬼ノエルに手を出すと、火炙りにされて地獄に堕おちると。こんな愚か者が現れることは、もうなくなるでしょうね」

　得意気なリグレット。どうだ、と言わんばかりの表情だ。

「うーん、良い方法だったのかは分からないな。なんだか、私の悪名だけが広まっているような」

　ノエルは首を捻る。敵の襲撃が邪魔臭くなったノエルに『私に名案があります』と、リグレットが提案してきた。捕らえた領主を火刑に処し、自らの力を弁えない者の末路がどうなるかを、強烈に見せ付ければ良いと。先に落とした街の領主ですでに実践していたらしい。ものは試しとやらせてみたが、特に敵の襲撃は減っていない。

「いえ、間違いなく襲撃は減ります。それに、見せしめをしておけば敵の士気は下がります。ですから、なんの問題もありません」

「そうかなぁ。ただ、面倒なだけなような。毎回薪まきを用意するのも大変だよね」

「全く問題ありません」

　処刑の準備をしないリグレットが言っても、説得力はないなぁとノエルは思った。そんなリグレットを見て、「こいつを火炙りにしたい」とドルカスが申し出てきた件については、宥めた後で却下しておいた。

　その次の日、近くの屯所から襲撃を受けた。屯所の兵長が裏切っていたらしい。軽く返り討ちにした。

　その次の次の日。火炙りにしてやった領主の弟が、仇討ちと称して襲撃にやってきた。喉を一突きして殺してやった。リグレットはこんなはずではと何度も舌打ちしている。

　その次の次の次の日。またどこかの貴族が襲撃にやってきた。面倒なので弓で射殺すると敵はすぐに散り散りになった。リグレットは顔をわざとらしく背けている。何も言われたくないようだ。

　見せしめは確かに効果的だが、カルナスとは違い目撃している者は少ない。恐れを抱くのは、その街の住民と兵ぐらいか。彼らにより噂が広まるまでには、かなりの時間がかかるだろう。やはり、効果があるかは微妙なところだ。

　ノエルの非難の視線を受けたリグレットは、「これは後のための布石。そう、千里の道も一歩からよ」と自分に言い聞かせている。前向きで良い傾向だとノエルが褒めてあげると、代わりに会心の舌打ちを頂いた。




　そんなこんなで十日がたち、ノエルはようやくボルボの街へとたどり着いた。領主は逃げ出して不在だったので、無人の館に勝手に居座ることにした。ノエルはまず、街の貧弱な防備を強化することを指示。住民に金を払い、丸太を切り出して乱杭の設置、堀を掘って多少は時間を稼げるようにした。

　なんの備えもしなければ、敵の騎兵がそのまま押し寄せてくる。ここを死守するつもりはないが、少数の黒陽騎に滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにされるような事態は避けたかった。

「ね、街の人たちは、どうして避難しないのかな？」

「この街に残っている連中は、すでに諦めているような奴ばかりでして。その日暮らしで、先のことなど考えてはいません。今更行く宛もないでしょうし、好きなようにさせてやってください」

　ドルカスがわずかに哀れみの色を浮かべながら答える。

　かつては黄金郷と呼ばれたボルボの街。その栄光に浸ひたりながら、貧しい生活を送っているのがこの街の住人だ。再起しようという連中はすでに他の土地へと移り住んでいる。

　納得したノエルは、分かったと頷いた。そして、ドルカスに防備を固めるのとは別の命令を言い渡す。

「燃焼石の製造ですか？　そりゃまぁ、構いませんが。それなりに時間が必要ですぜ」

「それは構わないよ。でも、できるだけ沢山作ってくれる？」

「あんなもの大量に集めて、一体何を燃やそうってんです。……まさか、敵に包囲されているマドレスを燃やすつもりですか？」

　城下に火をかければ、包囲している軍勢にも多少は被害を与えられるだろうが、それ以上にコインブラ人が死ぬだろう。というか、そんなことをする意味は全くない。

「違うよ！　そんなことしたらシンシアと若君まで殺しちゃうでしょ。ちょっとこれを見てくれる？」

　ノエルは怒って否定した後、腰に提げていた小さな壺つぼを取り出す。茶色い壺の蓋ふたからは縄のようなものが垂れており、それとは別に壺をぶら下げられるような紐が括りつけられている。縄のようなものへ二又槍の先端から火を灯して着火すると、紐をぐるぐると回転させ、遙か前方目掛けて勢い良く放り投げた。

　数秒後、爆音を轟かせながら壺は破裂し、中から火の礫つぶてが地上目掛けて降り注いだ。幸い人はいなかったが、もしいたらひどい火傷やけどを負っていることだろう。

「こ、こりゃすげぇ。あんなの喰らったら、敵は目ん玉飛び出るくらい驚くでしょうぜ」

「鉱山ではこれを使って掘ってたんだよね？　どうして投げつけることを思いつかなかったの？」

「いやいや、あんな木に囲まれたところでこんなもの放り投げたら、ひでぇ山火事になりますぜ。なんで、外で使うのは厳禁にしてました。本気でコインブラ兵を殺そうとは思ってなかったですし。それに、こいつは使い方を誤れば大変なことになる。世に出すのは、極力控えるべきだと思っていたんですよ」

「なるほど。それじゃあ仕方ないね」

　豪放に見えてドルカスは意外と慎重な性格である。だからこそ、今まで生き延びることができたのだろう。

「で、こいつを沢山作るんですか？」

「うん。〝まだ〟人を殺せるような威力じゃないけど、こんなの降ってきたら驚くよね。これを使ってマドレスの包囲網を突破して、一気に中に入ろうかなって。他にも、挑発とかに使えそう。寝てるときに投げられたらムカつくだろうし」

　ノエルはもう一つの壺を取り出し、ドルカスに放り投げる。悲鳴を上げ慌てて受け取るドルカス、中身は空っぽなので問題はない。

　ノエルは、マドレスがいよいよ包囲されてしまったと聞き、どうやって突破するかをずっと考えていた。なんとしてもシンシアのところに行きたいし、エルガーを守るために戦わなければならない。約束は守らなくてはいけないからだ。

　迷惑そうなリグレットを強引に付き合わせ、ひたすら考えを巡らせていたとき、この案が閃ひらめいた。

　敵は火計を恐れている。ならば、それを最大限利用するには燃焼石を活用するしかない。そして、ボルック鉱山はこの街から目と鼻の先。ノエルはこの壺をノエル式投擲弾と名付け、数を揃えることにしたのだ。

　あまり多用すれば敵も訝いぶかしがって調査を始める。正体がバレては驚きが半減する。そうなる前に、これを使って大打撃を与えておきたいところである。

　命を受けたドルカスは早速ボルック鉱山に白蟻党を派遣し、燃焼石の採掘と製造を開始した。大量に揃えるとなれば、一ヶ月はかかる。ノエルたちがやることは、それまでの時間を稼ぐことだ。

　その間にバハール軍の使者が訪れ、大人しく投降しろと居い丈たけ高だかに告げてきた。ノエルは言葉と足を使って使者を一蹴してやった。それを見たノエル隊の兵は大歓声をあげ、なぜかボルボの住民まで大喜びしていた。追い詰められているはずなのに、まるで悲愴感のない連中を見て、ノエルは満足そうに頷き、リグレットは舌打ちして深い溜息を吐いたのだった。




　それとは異なり、重苦しい雰囲気が漂うマドレス城、謁えっ見けんの間。顔は病人のように青白く、頰がこけてしまったグロールのもとに、バハール側の特使としてウィルムが訪れていた。ウィルムの装束にはコインブラの紋章はなく、栄えあるホルシード帝国の太陽の紋章が付けられている。最早、コインブラの臣ではないと宣言するかのように。

「お久しぶりにございますな、グロール様。確か、トライス川以来だったと記憶しております。いやいや、ご無事で何より」

　嘲るウィルムに、グロールが唇を嚙み締めて激昂する。心労でずっと気鬱のままだったが、ウィルムを前にして怒りが一気に噴出したのだ。

「裏切り者めが、よくも私の前に姿を現せたものよ！　恥を知っているなら今すぐに自決しろッ！」

「軍の最高地位にある将たるものが、真っ先に裏切りを働くなど！　その罪、万ばん死しに値しますぞ！」

「親子揃って騎士の誇りがないようだ！」

「この売ばい国こく奴どめ！　恥を知れッ！」

　家臣たちも罵声を投げかけ、非難の視線を向ける。その中の一人、シンシアも腸が煮えくり返っていた。自分も怒声をあげたかったが、その勢いで剣を抜いてしまいそうなのでなんとか堪えている。

「くくっ、自決などとんでもない。私の誇りと忠誠心はこの太陽の紋章が証明してくれております。正しき判断、行いをした証です。そして、我がグランブル家最高の栄誉となりました。恥じ入ることはなんらありませんなぁ」

「よくもぬけぬけとッ。ウィルム、此度のことはすべて貴様の差し金ではないか！　我らを敗北に導き、挙句にはアミルに尻尾を振るなど！　貴様、一体いつから裏切っていたのだ！」

「ははは、〝導く〟とは異なことを仰られる。戦うと決められたのは貴方でしょうに。そして、我が提案を容いれられたのも貴方だ。この事態を招いたのは、最高指揮官である貴方の責任。私が責められる謂れはありませんな。……ちなみに、いつからかは貴方のご想像にお任せするとしましょう」

　鼻で笑うウィルム。必死に怒りを堪えていたシンシアも、いよいよ我慢がならなくなり剣を抜き放とうと手をかける。

「逆賊めが、そこに直れッ！　私が成敗してくれるッ！」

「ふむ、私を殺すというのか？　シドニアの友だったこの私を。貴官には散々目をかけてやったであろうに。女の身でありながら、その地位にいられたのは、すべて私の根回しがあったからではないか」

「黙れっ！　父がいれば、きっと同じことをしていたはず！　この場で貴方の首を取り、死んでいった者への手た向むけとする！」

「気持ちは分かるが、落ち着かれよシンシア殿！　確かにウィルム殿は憎むべき寝返り者、しかし今はバハールの特使でもあるのだ！　和平交渉を進めるためにも、話は聞かねばならん！」

「し、しかし！」

「控えられよッ!!」

　ペリウスの一喝に、シンシアはすんでのところで止まる。怒りで震える手を、歯を食い縛ることでなんとか押さえ込む。

「ふん、今の私はコインブラ太守代行の地位にある。つまり、逆賊は私ではなくお前たちなのだ。それをしかと心得ることだな」

「ウィルム殿、話を進めて頂きたい。お互い、これ以上時間を無駄にすることはありますまい」

　怒りを堪えているのはシンシアだけではない。ペリウスとて同じこと。だが、交渉は進めねばならない。どういう条件が提示されているかはすでに分かっている。後は、グロールの判断次第。最後の判断は、主に委ゆだねようとペリウスは覚悟を決めたのだ。

「バハール公アミル様が、和平を受け入れるために示した条件は三つだ。一つ、ただちにマドレスの門を開け放ち、我々と海上にいるリベルダム船団員の入城を認めること。その際、抵抗するような素振りを決して見せぬこと」

「…………」

「二つ、全コインブラ兵の即時の武装解除、及び戦闘行為の停止。これはボルボに籠るノエル隊に対しても適用される。ノエルが投降しなければ、和平は絶対に受け入れぬとアミル様は仰られていた」

　ウィルムが不服そうな様子で読み上げる。ウィルムは、首を差し出させるべきと主張したのだが、アミルはそれを退けた。それでは悪鬼は確実に野やに下り、余計に面倒なことになるとして。

「……最後はなんだ」

「三つ、乱の首謀者グロール・ヴァルデッカは、この一連の戦に関わるすべての罪を認め、潔く裁きを受けること。さすれば、妻子には手を出さず、全将兵の助命を許すとアミル様は仰せだ。その目で、確認されるが良かろう」

　ウィルムが懐から書状を取り出し、グロールへと提示する。それを生気のない表情で確認すると、グロールは掠れた声で確認する。

「全将兵の命、そしてサーラとエルガーの命を保証するというのだな？」

「ええ、間違いなく。ただし、貴方にはこの無益な戦を引き起こし、多くの犠牲者を出した張本人として死んで頂く。ホルシード帝国に背いた愚かな逆賊という汚名は、貴方が一手に引き受けるのです。無能な貴方でもできる、最後の仕事ですな」

「…………」

「若君と奥方だけは確実にお助けすると、このウィルムが約束しましょうぞ」

　ウィルムが嘲りを浮かべながら告げる。無言のグロールに代わり、シンシアは声を荒らげる。

「馬鹿な、こんな条件を飲めるわけがないッ！　確かに戦を引き起こしたのはコインブラ、だが、そもそもの原因はバハールの謀略によるもの！　せめて、公平な調査があって然るべきです！」

「シンシア、もう良い」

「太守、貴方だけの責ではありません！　こんな結末では、死んでいった者が報われません！」

「……もう良いのだ。これ以上、無駄な犠牲を出す必要はない。死んでいった者たちには、私が直接許しを請こおう」

「太守!!」

「私の命だけで、将兵を助けられるのであれば、それが最善だ。何より、連座するはずのサーラとエルガーを助けられるなど、本来ならば考えられぬ。……この上は、アミルに降伏し、大人しく裁きを受けよう。これが、私にできる太守としての最後の仕事だ」

　グロールはそう言うと、深々と頷いた。覚悟を決めた表情を浮かべている。
















「しかし、ノエルはまだ戦っております。あいつは絶対に諦めません。若君のために働き、共に幸せを摑むとノエルは約束しています。最後の最後まで、ノエルは抗うでしょう！」

「……ノエルには、本当に申し訳なく思う。彼女の最大の不幸は、仕えるべき主を間違えたことだけだ。すべては私の責任。本当に合わせる顔がない」

「いいえ、まだ戦いは終わっていません！　マドレスは二つの城壁に囲まれた堅城、ボルボにいるノエルと協力すればあと一年は戦えます。最後まで徹底抗戦を貫く覚悟を見せれば、もっと良い条件で和平を結べるはず！」

　ノエルは約束を絶対に破らない。それを知っているシンシアはグロールに再考を促す。まだマドレスには一万の兵がいる。マドレスは堅城、守備に徹すれば大軍で押し寄せられたとしても、一年はもたせることができる。その間に、交渉で有利な条件を引き出せば良い。

　一戦もせずにマドレスを明け渡すなど冗談ではない。なんのためにディルクは殿を買って出たのだ。なんのためにノエルは奮戦を続けてきたのだ。コインブラ兵はなんのために死んでいったのだ。これではあまりに報われないではないか。

「シンシア、貴官は若い。亡き父君シドニアに似て、実に勇敢だ。だが、ここで粘ったとしても、アミル様は絶対に譲歩することはない」

「コインブラに関係のない人間が口を挟まないで頂きたい！」

「私はコインブラの人間だ！　私利私欲での行動ではない！」

　ウィルムが一喝するが、シンシアも負けじと声を荒らげる。

「内通しておいてよくもぬけぬけとッ！　太守代行の地位を得たのはその見返りだろうに！」

「コインブラの安定のためだ！　……シンシアよ、お前の主張する無駄な抵抗でどれだけの犠牲が出るか考えるのだ。マドレスは堅固な城、この無能が指揮しても半年程度はもつかもしれん。だが、民の犠牲は夥しいものとなる。貴官は、彼らの命に責任が持てるのか？」

「裏切り者が何を言うかッ！　貴方の卑怯な行いで、一体何人のコインブラ人が死んだと思っている!!」

「すべてはコインブラの将来、そして民の命を守るために行ったこと。死んだ者には気の毒だが、彼らのためにも戦いを早く終わらせたいと考えている。無論、遺族には後で十分な補償を行う。これが私の責任の取り方だ」

　ウィルムが諭さとすようにシンシアに語りかける。ウィルムはシンシアを気に入っており、こんな戦いで死なせるつもりは毛頭ない。どれだけ罵倒されたとしても、友の忘れ形見を害するつもりもない。

「貴方の言葉など信じるに値しないッ！」

「一時の感情に流されず、冷静に考えてみよ。ボルボに籠るノエルと協働すれば、多少は時間を稼げるかもしれん。だが、勝ち目のない戦なのは明白。それは前線にいた貴官が分かっていることだろう。最後まで戦い抜きたいという気持ちはよく分かる。だが、それは騎士として、本当に正しい判断なのか？」

「……くっ」

　唇を嚙み締めるシンシアに、顔を上げたグロールが告げる。

「もう良いのだ、シンシア。貴官と、そして最後まで私に従ってくれた者たちの忠誠には心より感謝している。……ウィルム、アミルにすべての条件を承知したと伝えよ。我らは明日にでも城門を開け、兵の武装解除を行う。シンシア千人長、ノエルの説得は貴官に任せる」

「……し、しかし、ノエルが従うとはとても思えません！」

「もしノエルを説得できなければ、そのときは私と妻子の命をもって償い、将兵の命乞いをする。たとえノエルが我が命めいに逆らったとしても、それは仕方のないことだ。私はノエルに顔向けできる立場ではない。責めることなどできぬ」

　死人のように青褪めた顔で、小さく呟くグロール。最早戦う意志も、再起を図ろうという野心も残っていない。完全に死を受け入れてしまっていた。

「実に素晴らしきご決断ですぞ、グロール様。今の決断は、貴方がコインブラの太守になられてから、最も素晴らしいものでしょうな。このウィルム、心より感服仕りました」

　ウィルムが口元を歪めて手を叩くと、グロールが口惜しそうに睨みつける。

「……ウィルム。私は確かに無能であったが、いずれ貴様にも報いが訪れようぞ。それを、決して忘れるな」

「くくっ、これは異なことを仰られる。最初に我々の期待を裏切ったのは貴方だ。いや、裏切られ続けたといっても良い。報いとやらを受けるのは貴方のみ。私が責められる謂れは、全くありませんな！」

「…………」

「貴方の不幸は、器量もないのに太守に任ぜられてしまったことです。あとのことは、我らコインブラの人間にお任せあれ。必ずや復興を成し遂げ、かつての賑わいを取り戻してみせましょうぞ。貴方は墓の下で、それをゆっくりと眺めていると良い。ああ、若君と奥方には、どこぞの捨すて扶ぶ持ちで慎ましく暮らして頂きますのでご安心を」

　ウィルムは上機嫌で哄笑すると、押し黙るペリウスたちを一いち瞥べつし、堂々と謁見の間を退出していった。

　グロールはよろよろと立ち上がり、従者たちに肩を抱えられて退出する。家臣たちも、もはや運命は決まったと諦め顔だ。

　シンシアはしばらく呆然と立ち尽くしていたが、やがて命じられた任務を果たすべく歩き始めた。先ほど、ウィルムを斬り殺すこともできた。そうすればさぞかし気分は晴れたことだろう。だが、その代償として数万の民の犠牲が出る。戦いは終わらない。

　ノエルならばどうしただろうか。多分、実行に移しただろう。単純明快で分かりやすいのがノエルだ。本当なら、シンシアもノエルと共に戦い続けたい。だが、グロールはすでに心を決めてしまった。無駄な犠牲をこれ以上出さず、そしてエルガーとサーラの命だけは助けたいという心境が、冷静になった今は痛いほど理解できてしまう。

（本当に、理不尽でやりきれない世の中だ。……なぁ、ノエル）

　シンシアは大きく息を吐くと、ある一つの決意を固めた。

　その一時間後、シンシアは自らの隊百人を連れてマドレスを発った。話は通っていたらしく、城の包囲が一時的に解けてシンシア隊は素通りすることができた。

　目的地は、北部ボルボの街――ノエルが籠っている、コインブラの栄光と凋落の象徴の街だ。
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　シンシア隊は、ノエルが籠るボルボの街付近へと到着した。遠目で見る限りでも、厳重に防備が固められているのが分かる。外周には水堀があり、城壁代わりとしては土ど嚢のうがかなりの高さに積み上げられている。この高低差では、備えなしで攻め入るのは非常に難しい。更に、四方を見張るための櫓まで築かれている。

　わずかの間に、寂れた街が戦闘用の要塞へと姿を変えていた。たなびく二槌の旗印は、バハール兵の戦意をさぞ挫くじくことであろう。

（やはり、ノエルは徹底抗戦の構えだな。……約束は絶対に守る、か）

　シンシア隊は、ゆっくりと兵を前進させる。あまり急がせると、敵と勘違いされて弓兵の攻撃を受けるかもしれない。

　案の定、櫓にいた見張りに発見されたようで、警戒の鐘がけたたましく打ち鳴らされた。即座に土嚢の上にノエルの兵たちが立ち並び、弓を構えてこちらへと狙いを定めてくる。合図があればすぐに矢は放たれるだろう。

「待てッ！　私は、コインブラ軍千人長のシンシアである！　私は諸君の敵ではない、どうか門を開けていただきたい！」

　前に進み出たシンシアは大声を張り上げ、隊が掲げるコインブラ軍旗を指し示す。しばらくすると、土嚢の兵たちは安堵したように弓を下ろす。そして、街の門がゆっくりと開かれる。

　シンシアは、兵にここで待機するように命じ、単身ボルボの街の中へと進む。シンシア隊の更に後方には、バハールの兵が五千人ほど控えている。もしシンシアが説得に失敗した場合、即座に包囲して攻めかかるつもりなのだ。アミルは、ノエルの捨て身の戦いぶりを脅威と考えているらしい。何があっても野に放ってはならないと、厳命しているほどだ。

　シンシアが街に入ると、ノエルが飛び立ちそうな勢いで駆け寄ってくる。

「久しぶりだね！」

「……ああ、確かに久しぶりに感じるな。それほど時間はたっていないはずなのだが」

「また無事に会えて本当に良かったよ！　まさか味方とは思わなかったから、つい弓を向けさせちゃった。ごめんね、シンシア」

　早口で捲し立てるノエル。シンシアは気にしないで良いと静かに告げる。

「この状況では当然のことだ。お前の行動は正しい。……私も、また会えて嬉しく思う」

「相変わらず、堅苦しいね。この街には、私より偉い人はいないから気にしなくていいのに。それより、見て見て！　私もシンシアと同じように昇進したんだよ。ほら、千人長！　これでようやくお揃いだね！」

　ノエルが千人長の階級証を見せてくる。白い歯を見せて楽しげに。

「こんなに早く並ばれるとは思っていなかった。流石は鬼と恐れられることはある。……本当ならば、祝いの言葉を述べたいところだが、そういう状況ではないのが残念だ」

　なんとか声を絞り出すシンシア。口調が自然と重苦しくなる。まだ一度も笑うことができていない。いや、これから告げねばならぬことを考えると、とてもではないが笑みなど浮かべられない。

　ノエルはこちらの様子がおかしいことに気づいたようだ。笑うのをやめると、一瞬だけ悲しそうに目を伏せる。側にいるカイ、ドルカス、リグレットたちも怪訝そうにこちらに視線を向けてくる。

「そういえば、どうしてここまで来れたの？　マドレスはバハール軍に包囲されているって話だったけど。あれは、ただの噂だったのかな？」

「…………」

「それとも、無理をして来てくれたのかな。もしそうなら嬉しいな。私ね、誰かに助けに来てもらったことってないんだ」

　あははと、乾いた声で笑うノエル。ノエルは背負っていた二又槍を地面に突き立てると、ドルカスに視線で合図して門を閉めさせる。おそらく、隙を突いて突入されることを警戒し始めたのだろう。更に手を軽く上げ、土嚢の上に再び兵を並べさせる。

「……流石に気づいたか。お前は、本当に勘が良いからな」

「外にいるシンシアの兵の他に、誰か隠れてるよね。もし援軍だったら嬉しいなぁ。沢山の兵がいれば、マドレスに突入するのも楽になるよ。マドレスに入っちゃえばこっちのもんだよね」

　シンシアは真実を告げなければならない。どれだけノエルを傷つけることになろうともだ。これ以上ノエルが何かすれば、バハール兵に交渉が決裂したと勘違いされる可能性がある。そうなれば終わりだ。

「ノエル、はっきりと言う。私がここに来たのは、お前を助けるためではない。お前に、投降を促すためだ」

　その言葉に、周囲にいた兵たちがざわめく。ノエル隊の戦意は高いらしく、全員ありえないといった表情だ。間髪容れず、怒声と罵声があがり始める。どの声も、降伏などするわけがないという類のもの。

　それはそうだろう。降伏を考えるぐらいなら、街を要塞化して籠るわけがない。作業の間にとっとと逃げ出しているはずだ。

　ノエルはいきり立つ部下に手を上げて制止させると、大地を踏みしめるようにゆっくりと近づいてくる。腰にはノエル愛用の鉄槌、二又槍は地面に突き立てられたままだ。シンシアは不意打ちに備える。そんなことをするはずがないと信じているが、自分はまだ死ぬわけにはいかない。それは誰も救われない最悪の結果を招く。

「あはは、シンシアも冗談を言うんだね。出会ってから、初めて聞いた気がするよ」

「……残念だが、これは冗談ではない。太守はバハールに降くだることを決意された。そして、未だ戦い続けるお前を説得する使者として、私が選ばれたのだ」

　シンシアが諭すように告げると、ノエルは地面を乱暴に踏みつけて激昂する。

「降伏？　私が降伏なんてするわけがない。そんなのありえないよ！」

「……ノエル」

「降伏なんて私は嫌だよ。戦わずに死ぬなんて絶対に嫌。私はここにいる皆と、最後まで戦うって決めてるんだ」

「そうだ！　俺たちはノエル隊長についていくぞ！」

「隊長と親方の武勇がありゃ、バハールの連中なんて屁へでもねぇ！」

「俺たち白蟻党がこの鉱山地帯に籠れば、何年でも戦えるぜ！」

「白蟻党だけじゃない！　コインブラ軍の力を見せ付けてやる！」

　ノエルの言葉に沸き立つ兵士たち。その士気は天をも突かんばかりだ。

「ね？　皆こんなに元気一杯なんだ。だから、シンシアも一緒に戦おうよ。まずはマドレスの包囲を突破して、太守と若君たちを助ける。あとはこの鉱山地帯に潜んで、好機を待つの。相手が音ねを上げるまでずっと戦い続ければ、いつかは絶対に勝てるよ」

　ノエルも実現できるとは思っていないのだろう。言葉と異なり、どこか自信のない表情に見える。だが、敗北だけは絶対に認められないというのは伝わってくる。

　実際、マドレスの突破は無理だとしても、ノエルが野やに下りゲリラ戦を続ければ、バハールはかなり苦しめられることになるだろう。守備の薄い拠点を狙って、神出鬼没で襲撃に現れる悪鬼の群れ。それが実行できることは、幾つかの都市を陥落させたことで証明済みだ。

「……すでにマドレスは城門を開き、コインブラ軍は武装を解除した。もはやコインブラはバハールの支配下にある。太守はすべての罪と汚名を被り、死を受け入れることを決められた。すべては、民と将兵、そして若君と奥方を助けるためにだ」

「どうして最後まで戦わないの？　マドレスに籠れば一年以上はもつのに！　それに、私たちはまだ戦っているじゃない！」

「犠牲を最小限に抑えるため、苦渋の決断をなされたのだ！　いいか？　お前がこれ以上抵抗を示せば、太守の決意が無駄になる。約束は反ほ故ごとなり、若君と奥方の命まで失われることになるのだ！」

「どうして私のせいになるのさ！　私は嫌だよ。降伏なんかして、無抵抗のままに殺されるなんて、死んでも嫌だッ！」

　ノエルは悲痛な声で叫んだ。ノエルには認められないのだ。ノエルはまだ負けていない。負けていないのに、降伏などできるわけがない。そう心の底から考えているのだ。

「バハール公との約定の一つに、全コインブラ兵の助命がある。お前が殺されることはない」

「あいつらの言葉なんて信じられない。それよりも、ねえ、このまま一緒に戦おうよ。大丈夫、きっと勝てるよ。すごい武器もあるんだよ。あれを上手く使えば、バハール兵なんて全員焼き殺せる。それでね、若君を助けるんだ。私たちが一杯頑張って、次の将軍になろうよ」

　縋るように呟くノエル。その弱々しい姿に、シンシアは心が一瞬だけ揺らぐ。自分だって納得できているわけではない。だが、仕方のないことなのだ。これ以上の戦いは、誰も幸せになれない。グロールの最後の意志を尊重し、その妻子を生き残らせなければならない。

「悪いが、それはできない。私は、太守の決断を尊重する。マドレスがすでに開城した以上、他の手段などあるはずもない。お前も命に従い、武装を解除して門を開け放てッ！」

「嫌だね。冗談じゃない。いくらシンシアでも、そんな命令、絶対に従わないよ」

「……そうか。ならば、仕方がない。この場で斬り捨てるまでだ！」

　シンシアは剣を抜き放った。周囲の兵も慌てて武器を構える。対するノエルは、まだ構えようとしない。全く理解できないと目を丸くして驚いている。

「あ、あれ。シンシアは、まだ私の友達だよね？　私たちは、友達なんだよね？　ね？」

「お前は私の大事な仲間であり友人だ。少なくとも、私はお前をかけがえのない一番の友だと考えている」

　これは噓ではなく本心だ。付き合いは短いが、これほどまで近しい付き合いをした人間はいない。ノエルがふざけて、それをシンシアが諫める。そんな時間をいつからか楽しいと考えるようにもなっていた。だから、本当は剣など向けたくはない。

「――だが、私はコインブラの騎士でもある。どうしても従わないというのならば、お前を斬るしかない。民の命を守るためならば、私は悪鬼になろう」

「と、友達同士は、殺し合ったりしないんだよ。だって友達なんだから。だから、剣を向け合うなんて、おかしいよ」

　ノエルは震える手で鉄槌を構えた。

「シンシア様、ここは落ち着いて話しましょうや。そもそも二人が戦う必要はないでしょう。こんな馬鹿な話はねえッ！」

　間に入ろうとするドルカスを、シンシアは睨みつけて威嚇する。

「悪いが、悠長にしている時間はない。近くでバハール軍が交渉の行方を監視している。私がこのまま戻らなければ、ただちに総攻撃が始まるだろう」

「もしも、もしも嫌だって言ったら、本当にシンシアは私を殺すんだ？　それなら、どうして私を一番の友達だなんて言うのさ!?　そんなのずるいッ!!」

「……お前を殺したら、すぐに私も後を追う。友を一人だけ逝いかせるようなことはしない。逆に、お前が私を殺したならば、それは仕方のないことだ。お互いに信念に基づき行動しただけのこと。恨むことは決してない」

「そ、そんな――」

　絶望で顔を歪ませるノエル。目は虚うつろになり、鉄槌を持つ手はがくがくと震えている。

「ノエル、これが最後だ。剣を捨てて投降するんだッ！」

　シンシアは、初めて殺意を籠めてノエルを睨む。激しく動揺するノエルは隙だらけであり、いつもの威圧感は全くない。今なら確実に仕留めることができる。この距離ならば周囲の兵が邪魔に入っても、致命傷を負わせることができる。

　ノエルが本気になれば、シンシアに到底勝ち目はない。ノエルの返答次第では、やるしかないと決意を固める。

「…………」

「…………」

「……ううッ」

　ノエルは視線を彷徨さまよわせた後、辛そうに呻うめいて力なくその場にくずおれた。

「シンシアは、本当にずるいね」

「……分かっている。だが、お前を止めるには、これしかなかった」

「もしも、私がシンシアを殺したら、そして、若君が処刑されることになったら。私は一気に二つも約束を破ることになる。そんなこと私にはできない、できるわけがないッ！　本当に、本当にずるいよッ!!」

「……すまない」

「ううっ、うあああああッ！」

　――ノエルはくずおれたまま、子供のように体を震わせて泣き始めた。何がいけなかったのか、何が悪かったのか。ノエルには分からない。自分は精一杯頑張った。できる限りのことをやった。笑われても、怒られても、見下されても、勝つために自分ができることを一生懸命にやった。これ以上ないほどに頑張った。

　それなのに、最後に待っていたのはこの結果だ。世界が理不尽だというのは心の底から分かっていた。でも、やっぱり悲しいものは悲しい。悔しいものは悔しい。そう思うと、ノエルは溢れてくる涙を止めることがどうしてもできなかった。

「……また、雨か」

　シンシアは剣を納めると、頰に冷たい雫しずくが落ちたのを感じる。ぽつぽつと音を立て始めた雨は、瞬く間に勢いを増していく。豪雨の中、唇を嚙み締めて立ち尽くす兵。天を見上げるカイ、拳を地面に叩きつけるドルカス、口惜しそうに目を背けるリグレット。そして、掠れた声で泣き続けるノエル。くずおれたまま雨に打たれるその姿は、まるで誰かに許しを請うようなものであった。

　シンシアは自らが纏うコインブラの紋章が入ったマントを、ノエルへと被せる。そして、雫に濡れる赤髪を、そっと撫でてやることしかできなかった。




　ノエル投降の報せは、近くのバハール軍へとすぐにもたらされた。準備に二時間だけ欲しいとシンシアが告げると、渋々ながらもバハール指揮官は納得した。投降の証としてノエル隊から二槌の旗が手渡された。部隊、そして指揮官の誇りであり、これを敵方に奪われるというのは、最も屈辱とされることである。バハール指揮官もそれを理解し、せめてもの情けと二時間の猶予をくれたのだった。

　少しだけ落ち着いたノエルは、カイとドルカスを呼び寄せた。そして、この豪雨に紛れてただちに逃げるように指示を出す。カイはゲンブの人間、ここで捕まれば厄介なことになる。そして、ドルカスはもとは賊である。両者とも下手をすれば死罪になりかねない。

　最後まで供をすると言い募る両者に、ノエルは首を横に振る。そして、どうか逃げて欲しいと深く頭を下げた。特に、ドルカスには約束を守らせて欲しいと、何度も頭を下げた。「罪に問われそうになったら必ず逃がしてみせる」、ノエルが白蟻党と交わした約束だ。

　それを理解したドルカスはしばらく逡巡した後、わずかに頷いた。カイも、渋々ながら従うしかなかった。

　そして、別れ際――。

「それがしとの約束、覚えているだろうな」

「うん。ゲンブに遊びに行くって話。守れるように、頑張るね」

「……分かっているなら良いのだが。貴官の無事を、心から祈っている。必ずまた会おう」

　カイは足軽兵を率いて、北門から脱出していった。

　ドルカスは白蟻党の面々を連れて、ボルック鉱山に一旦姿を隠すことに決めた。全員襤ぼ褸ろ布ぬのを纏い、簡単な変装を行っている。

　小声で呼び止めると、ノエルは愛用の二又槍をドルカスへと差し出した。

「ね、これを預かってくれる？」

「一体どういうつもりで？　形見代わりなら、丁重に断らせてもらうぜ。アンタは、絶対に生きて帰るんだからな」

「また会おうねっていう誓いの代わりだよ。私が持ってても武器はあいつらに取られちゃうし。だから、ね？」

「……と言われても、俺にそれは持てませんぜ。他の奴だと火傷することぐらい、隊長だって」

「いいからいいから！　今は多分大丈夫！」

　ノエルが無理矢理に二又槍を握らせる。熱さに備えるドルカスだが、火傷する気配はない。ノエル以外には握れないはずの呪いの二又槍が、ドルカスにも触ることができた。だが、異常に重く、使いこなせるとは到底思えない。

「こ、こいつは重てぇ。やっぱり、俺には使えそうにありませんぜ」

「あはは、大変だろうけど頑張って。あと、もし、私が死んだら」

「隊長ッ！」

「もしもの話だよ。私が死んだら、その槍は海に捨てちゃって。そうしないと、大変だからね」

「そんな話は知りませんぜ。俺は忘れっぽいんでね」

「あはは、ドルカスらしいね。うん、きっとまた会おうね！」

　ノエルはそう言って笑うと、ドルカスの肩を乱暴に叩いた。




　マドレスへと連行されたノエルは、足には枷かせ、両手には厳重な縄をかけられ、罪人のような姿でアミルと対面することとなった。かつてグロールが座っていた城主の席には、今はアミルが悠然と腰掛けている。立ち並ぶのはファリド、ミルズを筆頭としたバハールの将たち。そして、ウィルムにロイエ、片足が義足になったガディスなどのコインブラを裏切った面々だ。

「ノエル・ヴォスハイトを連行いたしました！」

「ご苦労」

　衛兵たちが槍で、ノエルの身体を全力で押さえつける。少しでも怪しい動きをすれば、即座に突き刺すという敵意に満ちた表情だ。ノエルの武勇は、バハール兵で知らぬ者はいないほど有名だ。カルナスの煉獄は、身体を震え上がらせるほどの畏い怖ふを彼らに与えていた。故に、万が一の事態を確実に防ぐために、衛兵たちは必要以上の備えを固めている。

「お前が、悪鬼と恐れられしノエルか。随分と我らを梃て子こ摺ずらせてくれたものだ。しかし、こうして見る限りでは、ただの娘にしか見えないが。……ファリド、この者に間違いないのだな？」

「はっ、間違いありません。この者は見かけによらず、恐るべき膂力の持ち主です。黒陽騎でも、互角に渡り合えるのは数える程度かと。我が槍を受けて、この者は生き延びました」

「ふむ。ならば、バハールの将兵、そして我らについたコインブラ領主たちを討ち取ったというのも事実なのだろう。その所業は、まさに万死に値するな」

　アミルが興味深そうにノエルを見下ろす。押さえつけられたノエルは無表情で、特に感情を示すことはない。怒りを見せることもなければ、脅えて命乞いをすることもない。ただ、その場に跪き、静かに目を伏せるのみ。燃えるような赤髪のみが、ノエルの内心を示していた。

「……だが、私に仕えるならば、お前の犯した罪をすべて許そうではないか。そして千人長の地位と、コインブラに領地も与えよう」

　アミルの言葉に、目を見開き驚きょう愕がくするウィルムとガディス。確実に死罪を申し渡されると考えていたからだ。

「お待ちくださいッ！　この者は信用なりませぬ。本当に、何を考えているか分からぬ化物なのです。将来の禍根を断つためにも、ここで始末しておくのがよろしいかと存じます！」

「わ、私もウィルムに同意です。鬼に人の道理は通用しません。カルナスでの行いを見れば、それはお分かりのはず！　鬼に殺された者たちの無念を晴らすためにも、厳罰に処すべきです！」

　自らを棚に上げたウィルムとガディスの発言に、バハール側の武官が思わず苦笑する。どれだけ言い繕おうが、裏切り者は裏切り者。バハールの武官たちの心情としては、この不義理な人間たちよりも、最後まで戦い抜いたノエルに同情する向きがある。多くの同僚を殺されたとはいえ、それは戦の習いである。恐ろしいという気持ちはもちろんあるが、この哀れな様を見れば、同情心が湧いてしまった。勝者の余裕が恐怖を緩和しているのだ。

「貴官らは何がおかしいのか。我らが、何か間違ったことを言いましたかな？」

「ははは、これは失礼。ただ、裏切り者の貴公らが、信用なりませぬ、などと真顔で申されたのでな。堪えきれずに、つい」

「くくっ、鼻で笑いたくなるとはこのことでしょうなぁ。そのよく回る舌は、一体何枚あるのやら！」

　バハールの武官たちが強烈に罵ると、ウィルム、ガディスの顔が赤く染まる。

「黙られい！　我らは正しき判断をしたまでのこと！　何より、私は陛下より太守代行の地位を任せられているのだ！　無礼は許さぬぞ！」

「ははは、我らバハール人は、そんな脅しには屈しませんぞ。惰だ弱じゃくな貴公らとは覚悟が違うのだ」

「コインブラの両将は実に世渡りがお上手だ。ですが、ノエル殿の潔さを少しは見習われるとよろしい。自決するというなら、いつでも手を貸して差し上げますぞ」

「貴様、我らを愚ぐ弄ろうするか！　発言を取り消し謝罪しろ！」

「生憎、貴官のような二枚舌は持たぬのだ。取り消すつもりなど毛頭ないわ！」

　罵倒の応酬が始まった。中には剣へ手をかけるバハール人までいる。もともと両州の仲は険悪なのだ。味方についたとはいえ、それがいきなり解消されることはない。一触即発になる両者に、アミルはやめろと片手で制する。

「見苦しい。双方とも少しは静かにせぬか。我らは共にホルシード帝国に仕える者、諍いさかいが片付いた以上、争うことはない。そうであろう？」

「ははっ。失礼をいたしました！」

「も、申し訳ありませぬ」

　喧けん騒そうが瞬時に静まり返る。ここで逆らいでもすれば、せっかく手にした栄光の機会を失いかねない。両軍の将は睨み合いながらも、口を慎む。

　アミルが目で合図を送ると、ファリドが頷き、歩き出す。

「ノエル殿、アミル様はいずれ栄光の地位に就くことになる。このお方こそ、最も多く人間を幸福に導いてくださるのだ。貴公も、その武勇をもって協力してはくれないだろうか？　私を見れば分かるように、働きには必ず報いてくださるお方だ」

　ファリドがノエルの側に片膝をつくと、丁重に勧誘する。確かに一騎打ちではノエルに勝まさったが、彼女がレベッカ以上の才を持つのは確かだ。力だけならばレベッカと同等かもしれないが、指揮官に必要な統率力と判断力を持っている。アミルの進む覇道のためには、是非とも欲しい人材であった。

　何より、この見覚えのある赤髪に、ファリドはどこか心惹かれるものがあった。多分、そうなのだろうとも思うが、まだ確信はない。

「申し訳ありませんが、お断りします。私はエルガー様にお仕えするという約束があります。その約束を破ることはできません」

　ノエルが静かに、だがよく通る声でそう答えると、アミルはそうかと一言だけ頷いた。ファリドはノエルの肩を摑み、翻ほん意いを試みる。ここで、死んだところで、なんの意味もないと。

「落ちついて考えるんだ。ここで意地を通したところで、なんにもならない。それは分かっているだろう？」

「……お断りします。私は、約束を守ります」

　なおも説得を重ねようとするファリドを、アミルが遮った。

「確かに、約束を守るのは大事なことだ。無理強いするわけにもいくまい。だが、お前の罪をそのままにしておくこともできない」

「ならば、死罪をお申し付けください！　この女は絶対にここで殺すべきです！　災いのもとを放置してはなりません！」

「ウィルム殿、アミル様はグロール殿に全将兵の命を助けるとお約束された。それを貴公は反故にしろと仰るのか？」

　ファリドが反論する。その視線には敵意が含まれている。気圧されたウィルムが、一瞬怯む。

「し、しかし！　こやつは、間違いなく悪鬼、それを野に放つなど、危険極まりない！　それは貴官も理解しているだろう！」

　コインブラを次に治めることになるウィルムは、将来の敵になりかねない人間をここで確実に始末しておきたかった。なにより、ノエルは自分に恨みを持っているだろう。真っ先に狙われるとしたら、自分。それを考えると、なんとしても殺したかったのだ。

　その心情を知りながら、参謀のミルズはある提案をする。そのほうが、将来面白くなりそうだからだ。

「ウィルム様のお気持ちも痛いほど分かりますがねぇ。アミル様はいずれ偉大な座へと上り詰めるお方。その前に、約束を反故にするというのはいかがなものでしょうか」

「ミルズ殿！　今は約束よりも、将来の禍根を――」

　ウィルムの反論を、アミルは手で制する。最早コインブラで恐れる者などない。将来の禍根になりそうなグロールは叩き潰し、後は皇帝の座に上り詰めるだけなのだ。使えそうな駒を、わざわざ刈り取る必要もない。若いアミルには多くの時間が残っている。慌てる必要は何もない。

「ミルズの意見、もっともである。くだらぬことで、我が名を汚す必要はない。むしろ、ここは寛大な心で許すべきだろう」

「とはいえ、罪をそのままにしておいては舐められてしまいますよねぇ。フフフ、ここは流る罪ざいとしてはいかがでしょうか。鬼が改心するまで、遠方の島に流すのです。そう、かの有名なお伽とぎ噺ばなしのようにです」

「ふむ、島流しか。それならば、妙な真似もできないだろうな」

「はい。さすれば、恐るべき悪鬼を従わせた者として、アミル様の名と寛大なお心は世に轟くことでしょう。実に素晴らしいとは思いませんか？」

　ミルズの提案に、アミルはしばし考えた後、ノエルを生かすことを決めた。才ある者は身分や素性を問わず活かすという方針を貫いたのだ。この方針でアミルのもとには有能な人材が集まってきた。そして、これからも集まってくるだろう。器の大きさを示すことは、大勢を率いていく上では重要なことだった。

　バハール武官たちもそれが妥だ当とうであろうという表情を見せる。ノエルを恐れてはいたが、それ以上に裏切った分際で勝者面しているウィルム、ガディスに対する反発心が上回ったのだ。

　ウィルムとガディスはこれ以上反対することができず、忌々しげにノエルを睨むしかなかった。

「よし、それが最善だろうな。お前の案を採用する」

「これはこれは、ありがたき幸せにございます！」

　ミルズが大げさに喜んで見せる。アミルはそれを一瞥し、ノエルに告げる。

「ノエルよ、コインブラから南西にウィラ島という小さな島がある。お前にはその島への流罪を申し付ける。そこで太陽神に祈りを捧げ、己の所業を日々悔い改めるが良い。贖しょく罪ざいの意志を諸もろ人びとが認めた頃、私は同じ質問をもう一度するとしよう。お前の武勇、そのまま埋もれさせるには惜しい」

「……はい、分かりました」

「私がその力を求めているということだけは覚えておけ。厚こう遇ぐうは約束するぞ」

　こうして、ノエルは幸運にも助命されることに決まったのだった。




　――翌日、元コインブラ太守にしてホルシード帝国第一皇子、グロール・ヴァルデッカに死罪が申し渡された。公開裁判では百に及ぶ罪状を自ら述べさせられ、アミルの前に跪き慈じ悲ひを乞うという芝居を演じさせられた上でだ。

　処刑は即日執行されることとなり、マドレスの大広場には断頭台が用意された。興味本位で見物に来た住民たちに、グロールは跪き、今までの行いを謝罪させられる。ここで反抗すれば自分の死は無駄になる。グロールは屈辱で身体を震わせながら、平へい伏ふくした。

　その一方、今まで偉そうにしていた男が、ここまで没落したことに住民たちは暗い優越感を抱き始めた。一人の住民が罵声を投げかけると、たちまちそれが乱れ飛び、殺せ、殺せの大合唱となった。

「これが、無能の報いか。エルガー、サーラ、愚かな私を許してくれ。そしてノエル、本当にすまなかった。私は、本当に――」

　グロールが呟いた直後、鈍く輝く白はく刃じんが落とされ、首がごろりと桶おけに転がり落ちた。血が滴したたり落ちる首が処刑人の手により高らかに掲げられた。帝位継承戦争における、アミルの勝利を天へ示すかのように。

　その瞬間、マドレスの住民たちは快哉を叫んだ。新しい時代への期待と、今までの不満を発散させたその声は、しばらくの間鳴り止むことはなかった。

　グロールの首は城門の前に晒されることとなり、マドレスの民からの憎悪の対象となった。没落を余よ儀ぎなくされることとなったグロールに近い領主たちは罵倒だけでなく、石まで投げつける始末。かつては皇帝に最も近いとされた男の、哀れな最期だった。

　助命されたグロールの妻サーラは、夫の死を見取ることなく、昏こん睡すい状態のまま息を引き取った。ある意味では幸せな最期だったのかもしれない。後に残されたのはエルガーのみ。太陽帝の一族の証であるヴァルデッカ姓は剝はく奪だつ、母の旧姓ルートウイングを継ぎ北部の小さな街で蟄ちっ居きょすることとなった。

「これからは、父の犯した大罪を償つぐないながら生きていきたいと存じます。そして、陛下と帝国に忠誠を尽くすことを、改めて誓います」

　若きエルガーは父の処刑を見届けた後、アミルの前に恭しく跪いた。裏切ったウィルムとガディスにも、父の今までの愚行を謝罪し、これからはコインブラのために汗を流したいと殊勝に述べてみせた。――憎悪と復讐の刃を心に秘めて。父の死を笑った連中、父を陥れた連中に、いずれ、しかるべき報いを必ず与えてやると、怨嗟の業火を心に滾たぎらせながら。




　――ノエルがウィラ島へと流される日がやってきた。マドレスの港には見送りの人間が待ち受けていた。疲労が色濃いシンシア、沈ちん鬱うつな表情をしたエルガー、そして平民の服装で整列するノエル隊の面々である。

「ノエル、今は多くは語らない。本当ならば、合わせる顔もないのだ。……いつか、お前が戻ってきたときに、私はすべてを受け入れる。その日まで、私は恥を晒して生き続けよう。だから、必ず帰ってこい」

　シンシアは、ウィルムの誘いを断り、エルガーの側に仕えることに決めていた。辛い日々が待っているかもしれないが、それが自分にできる唯一の償いだと、シンシアは考えたのだ。

「そんなに落ち込まなくていいのに。別にもう怒ってないよ。ほら、若君の前なんだから、もっと明るくしないと！」

　ノエルがおどけてみせるが、シンシアの表情は変わらない。これは駄目だと思ったノエルは、エルガーに話しかけることにした。

「ね、お父さんのこと、助けてあげられなくてごめんね。全力で頑張ったんだけど」

「いや、ノエルは本当によくやってくれた。……処刑の前、父上が謝っていたよ。あのとき、お前を信じていればと。本当に口惜しそうで、私はあんな父上の顔を初めて見たんだ。そして、人の心底を見抜く力を身につけよと言い残し、父上は逝ったんだ」

　唇を嚙み締めるエルガーに、ノエルは抱きつく振りをして耳元で囁く。こうしていれば、別れを惜しんでいるように見えるはずだと。近くにはバハールの兵がおり、聞かれでもしたら面倒だ。

「やられたら、やり返せばいいんだよ。そうでしょう？　だって、私たちはまだ生きているんだから」

「――ノ、ノエル、一体、何を」

　顔が赤くなったエルガーに、ノエルは笑いかける。

「私は絶対に戻ってくるよ。そのときこそ、約束を守るね。大丈夫、生きている限り負けじゃないよ」

「……ああ、分かった。私も、精一杯鍛錬を積んで待っている。だから、絶対に帰ってきてくれ」

「うん！　それじゃ、そろそろ行くね。シンシア、若君をお願いね。私が帰ってくるまで、元気でやっていてね！」

　ノエルが敢えて明るく振る舞って手を上げる。シンシアも少しだけ口元を緩めると、分かったと一言だけ呟いた。

　ノエルがバハールの船に乗り込む。足枷はされているものの、手は自由だ。見送る人たちに元気一杯で手を振ると、ノエル隊の面々が隊列を組み始めた。

「ノエル隊長に敬礼ッ!!　お帰りを、いつまでもお待ちしております!!」

「隊長、元気でやってください！　俺たち、本当に待ってますよ!!」

「ノエル隊行進曲、演奏開始!!」

　出航に合わせて、どこかに隠していたラッパやら小さな太鼓を持ち出して演奏を開始する。まるでノエルの出陣を祝うかのように派手で賑やかである。近くを巡回していたバハール兵に発見されると、やめるように命令されて揉み合いになり始めた。本当に楽しくて、面白い仲間たちだと、ノエルは彼らが見えなくなるまで眺め続けていた。

　皆の姿が完全に見えなくなった後、ノエルは船の上で一人ぼっちになってしまった。バハール兵たちは、ノエルが悪鬼と呼ばれていたことを当然知っており、必要のない限り全く近づいてこない。話し相手もいない。聞こえてくるのは、海鳥の鳴き声だけ。潮風が鼻について、あまり気分はよろしくない。

「あーあ、また一人か。なんだか、つまらないなぁ。やっぱり、一人は寂しいよね」

　皆は一緒でも、一緒に喋ったり遊んでくれたりする人間がいないのはつまらないものだ。ノエルは落胆して溜息を吐いた。

「それは、残念でしたね。どうやら、私はお邪魔だったようで」

　寝転がるノエルの真上に、見覚えのある陰気な顔。卑屈な表情と舌打ちで現れたのは、黒い長髪をなびかせたリグレットだった。コインブラ憲兵の軍装を纏っている。

「あれ、いたんだ。リグレットには嫌われてるみたいだから、挨拶はないだろうなって思ってたんだ」

「ふん、いたんだとはご挨拶ですね。それとご心配なく。貴方を嫌いなのは間違いありませんから」

「それは残念。あ、憲兵の服着てるんだ。よく似合ってるね！」

「褒められても全く嬉しくありませんね。今の私の仕事は、貴方の監視役ですよ。馬鹿馬鹿しい」

　ふん、と鼻を鳴らすリグレット。ノエルは起き上がると、不思議そうに見つめる。

「栄えある島流しに、私も付き合わされるってことですよ。あの男にとっては、体ていの良い厄介払いができるというわけです。不愉快ですが、従わないと殺されかねないので」

　本当に素っ気ないリグレット。彼女とはちゃんとお別れができなかったので、本当は寂しかったのだ。ノエルは嬉しくなり、リグレットに上機嫌で話しかける。

「そうなんだ。ところでさ、ウィラ島ってどんなところなの？」

「私の調べでは、島を治める長おさの館とそれなりの規模の漁村があるようです。歴史のある教会もあるので、貴方が反省するにはもってこいの環境です。つまり、私にとっては糞みたいに退屈な場所ということです」

「それは、残念だったね」

「全くです。まぁ、私は貴方の死に様を見届けなければなりませんから。勝手に死なれたら迷惑なのでやめてください」

「うん、分かった！」

　ノエルは元気良く答えると、近くにあった大きな荷物袋を漁り始める。武器やら凶器になりそうなものは禁止されたが、それ以外の許可が下りたものは持ち込みが許されたのだ。持ち込んだのは、マドレスで買い集めた宝物に、遊戯盤、玩具、ラッパ、あと、密かに鉄槌も忍ばせている。船に積んであった工具箱に入れてくれるように、ノエル隊の兵にお願いしておいた。

　ノエルは荷物袋の中から白黒遊戯盤を取り出すと、リグレットの前に置く。

「なんのつもりです？　貴方は罪人なんですから、静かにしていてくださいね」

「暇だから少し遊ぼうか。先は長いんだって。あと五日も船の上らしいよ」

「お断りします。あと五日もあるのに、貴方の相手を今からしていたら過労死します」

「なんだ、負けるのが怖いなら仕方ないね。じゃ、私の勝ちということで」

「ふん、怖いわけがないでしょうが。いいわ、一回だけお相手しましょう」

　挑発に乗ったリグレットを相手に、白と黒の駒を二つずつ並べる。ノエルはこのゲームが得意である。今までの勝率は八割を超えるだろう。飽きてしまうと集中力が途切れるので、さくっと負けてしまうが。

　確かに、コインブラでの戦いは負けてしまった。だが、大きな視点で見ればまだ全然負けていない。

　なぜならば、ノエルはこうして生きているし、約束をしたシンシア、エルガー、ドルカス、リグレットも生きてる。カイもゲンブへと戻っている。

　ならば、まだまだこれからだ。

「……貴方が指さなければ始まらないんですが」

「ちょっと考えさせて」

「一手目から考えるなんて、もしかして馬鹿なんですか？」

「あはは、もしリグレットが負けたら、もっと馬鹿ってことだよね」

　舌打ちするリグレット。

　ノエルは颯爽と白い駒を持ち上げると、勢い良く打ちつけた。

　本当の勝負はこれからだ。

　少しの間、休憩して、もっと強くなる。あの赤髪の男にも負けないくらい。

「……今思ったんだけど」

「なんですか？」

　駒を差しながら、面倒臭そうに応じるリグレット。

「私、雨が大嫌いなんだけどさ」

「知ってますよ。本当に子供みたいですからね。島にいる間に矯きょう正せいしてください」

「雨の日って、最低で最悪なことばかり起こるんだ。でもよく考えると、あの日も雨が降ったけど生き残ったんだよね。今回も、絶対に殺されると思ったのに、ぎりぎりで生き残れた。これって、びっくりだよね？」

「はぁ？」

「生き残ったってことは、運が良かったってことだよ。もしかしたら、雨の日も悪いことばかりじゃないのかなって」

「天気で人生が決まるなら、そんなに楽なことはないでしょう。馬鹿馬鹿しい」

　それもそうだねとノエルは答え、遊戯は進んでいく。結局、角を全部占領したノエルが、リグレットを圧倒して勝利した。にやけるノエルに、リグレットは舌打ちを連発する。そしてもう一度だと再戦を挑んできた。頭に血が上った相手をいなすのは、本当に楽である。これから当分負けはないだろう。

「でもさ、やっぱり晴れた日のほうが気分がいいよね」

「……今の私は、最高に気分が悪いわ」

「次に戻ってくるときも、晴れてるといいなぁ」

　ノエルは、遠ざかるマドレス城を眺めながら、笑みを浮かべた。

　――そう、戦いはまだ終わってなどいない。







　港で、ノエルを乗せた船を見送っていたのは、ノエル隊の人間だけではない。ファリドも、陰からそれを眺めていた。

「……ノエル・ヴォスハイト、か」

　独り言を漏らすと、先日の一件を思い浮かべる。レベッカがノエルに私刑を加えたときのことだ。

　アミルとの謁見を終え、牢獄へと連行されていくノエルの前に、怒りの形相を浮かべるレベッカが現れた。供に数名の黒陽騎を連れてだ。衛兵を強引に止めさせると、ノエルの腹に鋭い拳を入れ、くずおれたところに強烈な蹴りを何度も浴びせる。黒陽騎たちもノエルを囲み、罵声を浴びせながら蹴りつける。

　衛兵は特に止めようとはしない。彼女はバハール最強を誇る黒陽騎の副将であり、逆らえば自分も巻き添えになる。

　レベッカは倒れ伏したノエルの赤髪を摑み、顔を近づけて威嚇する。

「おい、雌豚。てめぇ、命惜しさにアミル様に尻尾を振りやがったな？　アタシの兄弟を何人も殺やりやがったくせに！　最後まで意地を見せて死ねよ！　死ね、今すぐ死ねッ!!」

「…………」

「この負け犬が！　てめぇは言葉を喋れねぇのか？　なら口がききたくなるまで、殴り続けてやろうか？　ああっ!?」

　こめかみに鋭い一撃を入れる。それでも反応しないノエルに、レベッカは苛つきを隠さない。再び顔面に振りかぶった拳を入れる。倒れ伏したノエルの頭部を全力で蹴り付ける。何度も何度も何度も何度も。

「レベッカ様、これ以上やったら死んでしまいますが」

　黒陽騎の言葉に、レベッカは口元を歪める。

「なぁに、逃げようとしたから始末したって言えば、誰も怒らないさ。ここでぶっ殺してやろうぜ。へへっ、てめぇの汚ねぇ死体は犬の餌にしてやる！　骨まで食ってもらえよな！」

　レベッカが腰の剣に手をかけたところで制止の声がかかる。その声色は冷静だが、顔には怒気が表れていた。

「お前たちは何をしているんだ？　私は城下の巡回を命じておいたはずだが。何か、緊急事態でもあったのか？」

「ファ、ファリド様!?」

「こ、これは、その！」

　慌てる黒陽騎たちを遮り、レベッカが進み出る。

「違うんだよ兄貴っ！　アタシが仲間の無念を晴らしてやろうと思ってさ！　仇を放ってちんたら巡回なんかしてられるかよ！　大体、そんなくだらない仕事、雑魚どもにやらせてりゃいいんだ！」

「マドレスは陥落させたばかりで、反乱分子はまだ残っている。だから私は精鋭の黒陽騎に巡回を命じたんだ。アミル様の身を守ることが、くだらぬことと、お前は言うんだな？」

「こ、こいつを殺したら、すぐにやるからさ!!　それでいいだろうッ！」

「アミル様は、コインブラ全将兵の命を保障なされた。それを、お前たちは破ると？」

　ファリドは、感情を籠めずに、二回確認を取る。レベッカは内心恐怖を覚えているが、兄弟たちの仇を取りたいという怒りが、それを上回った。

「じゃあ、兄貴はこいつを許せって言うのかよ!?」

「私の命令を無視した罪、そしてアミル様に従わなかった反逆行為とを合わせると、死をもって償う必要があるな。副官を失うことになり、本当に残念だ」

「あ、兄貴？」

　ファリドが懐から短刀を取り出すと、レベッカの足元に放り投げる。

「全員、喉を貫いて死ね。前にも言ったが、命令を聞けない奴は必要ない。お前たちは黒陽騎には不要だ」

「そ、そんな！」

「言い訳はいらない。今すぐ自害しろ」

「ご、ごめんなさい！　アタシは、アタシはこんなことで死ぬのは嫌だよ!!」

「…………それで？」

「う、ううッ、わ、悪かったよ！　もうしないから、許してくれよ兄貴！　本当の本当だよ！」

「分かればいいんだ。だが、次に同じ真似をしたら殺すぞ。ノエル殿はウィラ島に流されることに決まったのだ。余計な手出しは一切無用。分かったらただちに任務に戻れッ！」

　ファリドが厳しく叱りつけると、黒陽騎たちは脅えた犬のように震え上がる。

「しょ、承知しました！」

「わ、分かったよ！　ア、アタシは自害なんてしないからな！　絶対に嫌だ!!」

　そう言うと、レベッカと黒陽騎は脅えた様子で走り去っていく。ファリドは短刀を摑み上げると、ノエルに詫びる。くずおれたままのノエルを立ち上がらせてやる。かなりの力で攻撃を受けていたはずだが、ノエルは特に堪こたえた様子はない。

　だが、顔には青あお痣あざができ、口からは血が流れている。ファリドはそれをハンカチで拭ってやる。もしかしたら、骨が折れている可能性がある。

「大丈夫か？　治療が必要なら、すぐに手配するが」

「平気」

「本当に、すまなかった。レベッカも悪い奴じゃないんだが、激昂しやすい性格なんだ。まぁ、そうなるように作られたから、仕方ないんだが」

　ファリドの含みのある言葉に、ノエルがわずかに顔を上げる。

「……作られた？」

「ああ。何か、気になることでもあるのか？」

「…………」

　沈黙を続けるノエル。ファリドはノエルの肩に手をかけ、質問を投げかける。

「一つ、聞かせてくれ。君は、黎れい明めい計画という言葉に、聞き覚えはないか？」

「黎明、計画」

「帝都に太陽の教会という場所がある。そこで行われた、悲しい結末に終わった計画だ。もしかして、君は知っているんじゃないかと思って」

　ファリドの問いに、ノエルは少し考えた後、知らないと短く答えた。

「……そうか。妙なことを聞いて悪かった。だが、もしかしたら忘れているだけかもしれない。思い出したら、僕に教えて欲しい」

　ファリドが笑みを浮かべる。ノエルは不思議そうに首を捻った。

「…………」

「それと、先ほどの話に戻るが。アミル様は間違いなく、僕たちを幸せに導いてくれる。僕はそう信じているんだ。君も、ウィラ島で少し落ち着いたら、よく考えてみてくれないか。アミル様のために剣を振るうことは、絶対に正しいということに気がつくはずだ」

「……うん、分かった。いつの日か、アミル様のために、剣を振るうよ。約束する」

「そうか。うん、本当に楽しみだ。君と一緒に戦える日が来ることを、心から願っている。そのときは、もっとゆっくり話せるといいね」

「うん。そのときに、またね」

　そう言って笑うと、ノエルは衛兵に連れられてゆっくりと歩き始めた。

　ファリドはその後ろ姿を見送った後、かつて特別な感情を抱いていたある少女を思い出す。

　他人の空似とはとても思えなかった。

（……でも、君は知らないと言った。忘れているのか、忘れた振りをしているのか。でも、生きていればまた会える。そのときに沢山話をすれば分かるはずだ。ああ、本当に楽しみだ）

　ファリドは黒陽騎としての仮面を脱ぎ、無邪気な子供のように笑った。





（３巻へ続く）　
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